




【履修要覧とは】
・履修要覧には、あなたの大学生活における学修に必要な情報が記載されています。卒業す
るまで大切に使いましょう。

・履修要覧は、入学年度毎に変更されています。先輩や後輩が持っている冊子では、あなた
の卒業に必要な正確な情報が得られません。

・履修要覧の内容が訂正される場合があります。その時には様々な手段でみなさんに周知徹
底しますが、みなさんも掲示などによく注意してください。

【履修要覧の利用の仕方】
１．まず、「履修について」に目を通しましょう。
２．次に「履修要項Ⅰ～Ⅴ」を読み自分の卒業要件をしっかりと理解しましょう。
３．表の注やただし書きには、十分留意しましょう。
４．取得したい資格について、理解しましょう。
５．年度毎に配付される「履修登録の手引き」やIC-UNIPAで配信される各種情報と照らし

合わせて、履修計画を立てましょう。
６．自分の責任において、目標に合った履修計画を立てましょう。
７．あいまいな情報を鵜呑みにしないようにしましょう。
８．わからないことがあったら、所属する学科等の先生、学務部窓口に相談しましょう。

【履修に関する相談窓口】
学務部：１１号館１階

履修ガイダンスについて
履修ガイダンスは、毎年、学年・学科等ごとに実施されます。重要な説明会なので、

必ず参加してください。なお、履修ガイダンス参加に際し、事前に配付された履修要覧
を熟読しておくことが大切です。
※ガイダンス等の日時は、IC-UNIPA、掲示、履修登録の手引き等で確認すること。
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第１章 目的および使命

第１条 本学は茨城キリスト教学園に属する認定こども園、中学校、高等学校と連携し、一貫した教育体

系の最高機関として、キリスト教の精神による人格教育に基づき豊かな教養を培うと共に、深く

学術を研究教授し、知的応用能力をもって地域社会はもとより広く国際社会に奉仕する人物を養

成することを目的とする。

第２章 大学院、学部、学環および附属認定こども園

第２条 本学に次の大学院、学部、学環、学科および附属認定こども園を置く。

大学院 文学研究科

英語コミュニケーション専攻

生活科学研究科

食物健康科学専攻

心理学専攻

看護学研究科

看護学専攻

文学部 現代英語学科

児童教育学科

文化交流学科

生活科学部 心理福祉学科

食物健康科学科

看護学部 看護学科

経営学部 経営学科

未来教養学環

附属認定こども園 せいじ園

みらい園

２ 文学部は、幅広く豊かな教養を身につけ、教育、保育、国際交流など、多様な分野において地域

社会ならびに国際社会に貢献する人材の養成を目指す。

１）現代英語学科は、国際交流語としての英語の基本的かつ高度な運用能力を有し、国際化する

現代社会で活躍する人材を養成する。

２）児童教育学科は、初等教育および保育に関する専門知識を有し、未来を担う子どもの健やか

な成長支援と学校教育、保育ならびに子育て支援に携わる有為な人材を養成する。児童教育学

科に、教育目標に応じて次の履修コースを設ける。

児童教育コース

幼児保育コース

３）文化交流学科は、国内外の歴史、社会および文化に関する専門知識を有し、実践的な交流を

通して世界に奉仕する人材を養成する。

３ 生活科学部は、心と生命を持ち、共同体の中で自然と共生しながら生きる、傷つきやすく精妙な
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人間を癒し、その良き生を守る人材の養成を目指す。

１）心理福祉学科は、心理と福祉、二つの専門領域が相互にその専門性を高めあいながら学生を

育み、地域の社会福祉に貢献する人材を養成する。

２）食物健康科学科は、人間の基本的な営みである食を科学と文化の視点から教授研究して地域

社会の発展に寄与するとともに、食べ物と健康の関わりを管理、教育する人材を養成する。

４ 看護学部看護学科は、生命の尊厳への深い畏敬の念と、人間に対する深い洞察力と温かい感受性

を有し、地域の保健医療福祉に貢献する人材の養成を目指す。

５ 経営学部経営学科は、幅広い教養と倫理観を備え、経営の専門的知識を有し、地域社会ならびに

国際社会で活躍する人材の養成を目指す。

６ 未来教養学環は、全学部・学科が提供する現代的専門知の要諦を自ら学際的に紡いで現代教養と

して会得し、これを未来に生ずる問題の発見・解決に資する汎用的な知識・技能にまで高め、卒

業後もこの力を研ぎ究め続ける熱意を失わず、もって我々の市民社会がその未来を切り拓くこと

に粛々と貢献してゆく教養人の養成を目指す。

７ 大学院の学則については、別にこれを定める。

８ 附属認定こども園の園則および必要な規程については、別にこれを定める。

第３章 学生定員

第３条 本学の学生入学定員および収容定員は次のとおりとする。

入学定員 編入学定員 収容定員

２年次 ３年次

文学部 現代英語学科 ７０名 ５名【４】 ５名【４】 ３０５名【２０】

児童教育学科 １３０名 ５名【４】 １５名【１２】 ５６５名【３６】

文化交流学科 ６０名 － ５名【４】 ２５０名【８】

生活科学部 心理福祉学科 ６０名 － ５名【４】 ２５０名【８】

食物健康科学科 ８０名 － － ３２０名

看護学部 看護学科 ８０名 － － ３２０名

経営学部 経営学科 ７０名 － ５名【４】 ２９０名【８】

未来教養学環 ２０名 － － ８０名

未来教養学環の入学定員および収容定員は、文学部、生活科学部、経営学部の定員の内数とし、

【 】は、各学科に係る内数を示す。

第４章 修業年限・学年・学期および休業日

第４条 本学の修業年限を４年とし、在学年限は８年を超えることができない。

２ ２年次編・転入学生の修業年限は３年とし、在学年限は６年を超えることができない。

３ ３年次編・転入学生の修業年限は２年とし、在学年限は４年を超えることができない。

４ 学部または学環において必要と認めるときは、進級要件を別に定めることができる。

第５条 学年は４月１日に始まり、翌年３月３１日に終る。

第６条 学年は前期、後期の２期にわけ、その期間については、毎年度の学事暦によって定める。

第７条 学年の定期休業日は次のとおりとする。

日曜および国民の祝日に関する法律に規定する休日

夏期休業



３

冬期休業

春期休業

２ 前項の定期休業日のうち夏期休業、冬期休業、春期休業の期間については、毎年度の学事暦によっ

て定める。

３ 夏期休業、冬期休業、春期休業の期間中に、補講、集中講義、実習等の授業を行う場合がある。

第８条 臨時休業日については、そのつど学長がこれを定める。

第９条 必要がある場合には、学長は休業日を変更することがある。

第５章 教育課程

第１０条 本学の教育課程は、全学教養課程、学科専門課程、学環課程および資格課程によって構成する。

２ 全学教養課程は、第１条に掲げる本学の使命を全学的かつ中心的に担う課程として、全学教養科

目と称する授業科目群をもって運用し、キリスト教精神にもとづくリテラシー教育を通じて高い

見識をそなえた自律的市民の育成を目指す。

３ 学科専門課程は、第２条に掲げる各学科の設置目的を実現する課程として、学科科目と称する授

業科目群をもって運用する。

４ 学環課程は、第２条に掲げる未来教養学環の設置目的を実現する課程として、学環科目と称する

授業科目群をもって運用する。

５ 資格課程は、全学教養課程・学科専門課程、学環課程の補完・深化を目的とする複数の資格・免

許課程をもって構成し、その取得要件となる授業科目群をもって運用する。

第１１条 授業科目およびその単位数と授業時数は、別表Ⅰのとおりとする。

２ 別表Ⅰの改定を含む教育課程の編成・運用・評価・改善に関わる事項は、『茨城キリスト教大学

教育課程規程』において別に定める。

第１２条 各学年の授業実施期間は定期試験等の日数も含めて３５週を標準とする。

第６章 履修方法および単位算定基準

第１３条 履修方法は『履修規程』において別に定める。

第１４条 各授業科目の単位数は、次の基準によって算定する。

１）講義については、１時間の授業に対して２時間の準備のための学修を必要とし、１５時間の授

業をもって１単位とする。

２）演習については、１時間の授業に対して２時間の準備のための学修を必要とし、１５時間の授

業をもって１単位とする科目、または、２時間の授業に対して１時間の準備のための学修を必

要とし、３０時間の授業をもって１単位とする科目、または、４５時間の授業をもって１単位とす

る科目のいずれかとする。

３）実験および実技については、２時間の授業に対して１時間の準備のための学修を必要とし、

３０時間の授業をもって１単位とする。

４）実習については、２時間の授業に対して１時間の準備のための学修を必要とし、３０時間の授

業をもって１単位とする科目、または、４５時間の授業をもって１単位とする科目のいずれかと

する。

５）卒業研究については、これらに必要な学修等を勘案して単位数を定める。

２ 前項第１号から第３号までに規定する授業科目については、本学の教育課程における授業の方法

を、文部科学大臣が別に定めるところにより、多様なメディアを高度に利用して、当該授業を行
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う教室等以外の場所で履修させることができる。

３ 前項に規定する授業の方法により修得する単位数は卒業要件単位のうち６０単位までとする。

４ 第２項に規定する授業の実施に係る申請その他の事項については別途内規を定める。

第７章 学修の評価および試験

第１５条 単位を得るためには、その授業科目の授業に出席し、試験に合格しなければならない。ただし、

出席時数が前条に定める全授業時数の３分の２に満たない場合には、受験資格を与えない。

２ 法定学校感染症の罹患、罹患の疑い、罹患のおそれがある場合の授業欠席は公欠とし、原則とし

て受験資格に関わる前項の算定に含めない。ただし、評価に際して支障のあるときは、当該科目

の担当教員と学務部との協議においてその対応を決するものとする。

第１６条 学生が履修した授業科目の成績は、当該科目の担当教員がこれを定める。

２ 各授業科目の成績は、AA、A、B、C、Fをもって表わし、AA、A、B、Cを合格とする。

第１７条 病気その他やむを得ない事情によって、第１５条に定める試験に欠席した者は、所定の手続きを経

て追試験を受け、単位の認定を受けることができる。

２ 卒業見込み者で、一定の条件を満たしている者は再試験を受け、単位の認定を受けることができ

る。

３ 追試験および再試験に関しては、『試験規程』に定める。

第８章 卒業の認定および学位の授与

第１８条 学則第４条に定める期間本学に在学し、所属学部ごとまたは学環において定めた科目を履修し、

所定の単位を修得した者について、当該学生が所属する学部の教授会または学環会議の議を経て、

学長が卒業を認定する。

２ 前項に定める卒業に必要な科目区分および最低修得単位数は、別表Ⅱに定めるとおりとする。

３ 第１項に定める各学部および学環において授与される学位は、次のとおりとする。

１）文学部現代英語学科 学士（文学）

２）文学部児童教育学科 学士（文学）

３）文学部文化交流学科 学士（文学）

４）生活科学部心理福祉学科 学士（生活科学）

５）生活科学部食物健康科学科 学士（生活科学）

６）看護学部看護学科 学士（看護学）

７）経営学部経営学科 学士（経営学）

８）未来教養学環 学士（学術）

４ デュアル・ディグリー制度を利用して本学に留学する学生（以下デュアル・ディグリー生という）

の学位の授与に関しては、学則第４条、第１８条第１項、第２項を準用する。

第９章 入学、退学、転学および休学

第１９条 入学の時期は学年の初めを原則とする。

第２０条 本学に入学できる者は、次の各号のいずれかに該当する者でなければならない。

１）高等学校または中等教育学校を卒業した者。

２）通常の課程による１２年の学校教育を修了した者。

３）外国において、学校教育における１２年の課程を修了した者。またはこれに準ずる者で文部科
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学大臣の指定した者。

４）文部科学大臣の指定した者。

５）高等学校卒業程度認定試験または大学入学資格検定に合格した者。

６）文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の当

該課程を修了した者。

７）その他、相当の年齢に達し、本学において、高等学校を卒業した者と同等以上の学力がある

と認められた者。

第２１条 出願手続き、および選抜の方法は、そのつどこれを公示する。

第２２条 他の大学の学生で、当該大学の学長の承認を受けて本学に転入学を志願する者は、選考のうえ２

年次または３年次への転入学を許可することがある。

２ 転入学を許可された者の、入学前の既修得単位の認定に関しては、『茨城キリスト教大学編転入学

生の入学前の既修得単位の認定に関する規程』に定める。

第２３条 次の各号の一に該当する者は、各学部教授会の認定により２年次または３年次への編入学を許可

することがある。

１）学士の称号を有する者で、編入学を志願する者。

２）短期大学、高等専門学校、工業教員養成所、養護教諭養成所を卒業した者で、編入学を志願

する者。

３）学校教育法施行規則第９２条の３に定める従前の規定による高等学校、専門学校または教員養

成諸学校等の課程を修了し、または卒業した者で、編入学を志願する者。

４）本学との間にあらかじめデュアル・ディグリーに関する協定を締結している外国の大学から

のデュアル・ディグリー生。

２ 編入学を許可された者の、入学前の既修得単位の認定に関しては『茨城キリスト教大学編転入学

生の入学前の既修得単位の認定に関する規程』に定める。

第２４条 入学を許可された者は、所定の手続きを、決められた期間内に終了させなければならない。

２ 前項の手続きをしない者については、入学許可を取り消す。

３ 教育上有益と認めるときは、他の大学または短期大学（外国の大学・短期大学を含む）を卒業ま

たは中途退学のうえ、本学１年次に入学した者の、他の大学または短期大学における既修得単位

を、３０単位を超えない範囲で、本学において修得したものとして単位を認定することがある。

第２５条 自主退学を希望する者は、保証人連署のうえ、自主退学届を提出しなければならない。

２ 懲戒退学については第４６条に定める。

第２６条 自主退学した者および本学則第４４条により除籍となった者が再入学を希望するときは、その理由

書を提出し、許可を受けなければならない。

２ 再入学に関しては、『茨城キリスト教大学再入学に関する規程』に定める。

第２７条 他の大学へ転入学を志願しようとする者は、学長の許可を受けなければならない。

第２８条 学内における転籍は、試験を行ったうえ、これを認めることがある。

第２９条 病気その他、やむを得ない事情により休学を希望する者は、保証人連署のうえ、医師の診断書ま

たは詳細な理由書を提出し、許可を受けなければならない。

第３０条 休学の期間は通算２年を超えることができない。

２ 休学期間は、原則として第６条に定める学年の学期（半期）ごとに設定するものとする。

３ 前項の休学期間は在学期間には算入しない。

４ 休学期間は、第１項に定める通算２年を限度として、新たな届出により学期ごとに延長できる。
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第３１条 休学期間中にその事情が変化したときは、願いにより復学を許可することがある。ただし、学期

の途中で復学した場合は、当該学期の学納金の全額を納入するものとし、当該学期の休学在籍料

は返金する。

第１０章 外国において中等教育を受けた学生

第３２条 外国において相当の期間、中等教育（中学校および高等学校に相当する学校における教育）を受

けた者で、本学に入学を志願する者があるときは、別に定めるところにより、特別選考を行った

うえ、入学を許可することがある。

第３３条 前条に基づいて入学した者については、外国語科目の履修について特例を認めることがある。

第１１章 留学

第３４条 次の各号の一に該当する者は、各学部教授会、学環会議の認定により留学を許可することがある。

１）本学との間にあらかじめ学生の相互交流を目的とする協定または本学からの留学に関する協

議が成立している外国の大学・短期大学またはこれに相当する高等教育機関等の授業科目を履

修することを希望する者。

２）本学との間にあらかじめデュアル・ディグリーに関する協定を締結している外国の大学にお

いて、デュアル・ディグリー制度を利用することを希望する者。

２ 前項による留学は、本学における学籍上の扱いを在学のままとする留学（以下在学留学という）

とする。

第３５条 在学留学の許可を受けた者については、その許可を受けた期間を本学における在学年数に算入す

る。

第３６条 在学留学の許可を受けた者が留学した大学等において修得した単位のうち、当該学生の所属する

学部教授会または学環会議が適当と認めたものは、本学の卒業に必要な単位として認定すること

がある。ただし、認定しうる単位数は、３０単位を限度とする。なお、デュアル・ディグリー制度

を利用して在学留学する学生の単位認定については、別に定める。

第１２章 資格

第３７条 本学が開設する各種資格取得のための科目を履修し、単位を修得したものは、次の各項に掲げる

資格を取得することができる。

２ 教育職員免許法の定めるところにより、本学が開設する授業科目のうち、所定の科目を履修し、

単位を修得した者は、次の免許状を取得することができる。

１）文学部現代英語学科

高等学校教諭一種免許状（英語）

中学校教諭一種免許状（英語）

２）文学部児童教育学科

小学校教諭一種免許状

特別支援学校教諭一種免許状（知的障害者）

特別支援学校教諭一種免許状（肢体不自由者）

特別支援学校教諭一種免許状（病弱者）

幼稚園教諭一種免許状
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３）文学部文化交流学科

高等学校教諭一種免許状（地理歴史）

中学校教諭一種免許状（社会）

４）生活科学部心理福祉学科

高等学校教諭一種免許状（福祉）

高等学校教諭一種免許状（公民）

中学校教諭一種免許状（社会）

５）生活科学部食物健康科学科

高等学校教諭一種免許状（家庭）

中学校教諭一種免許状（家庭）

栄養教諭一種免許状

６）看護学部看護学科

養護教諭一種免許状

３ 学校図書館法の定めるところにより、本学が開設する授業科目のうち、所定の科目を履修し、単

位を修得した者に、学校図書館司書教諭となる資格を与える。

４ 社会教育法の定めるところにより、本学が開設する授業科目のうち、所定の科目を履修し、単位

を修得した者に、社会教育主事となる資格を与える。

５ 博物館法の定めるところにより、本学が開設する授業科目のうち、所定の科目を履修し、単位を

修得した者に、学芸員となる資格を与える。

６ 児童福祉法の定めるところにより、本学が開設する授業科目のうち、文学部児童教育学科および

幼児保育コースの所定の科目を履修し、単位を修得して文学部児童教育学科を卒業する者に、保

育士となる資格を与える。

７ 社会福祉法の定めるところにより、本学が開設する授業科目のうち、所定の科目を履修し、単位

を修得した者に、社会福祉主事となる資格を与える。

８ 社会福祉士及び介護福祉士法の定めるところにより、本学が開設する授業科目のうち、所定の科

目を履修し、単位を修得して生活科学部心理福祉学科を卒業する者に、社会福祉士試験受験資格

を与える。

９ 栄養士法の定めるところにより、本学が開設する授業科目のうち、所定の科目を履修し、単位を

修得して生活科学部食物健康科学科を卒業する者に、管理栄養士国家試験受験資格および栄養士

資格を与える。

１０ 食品衛生法の定めるところにより、本学が開設する授業科目のうち、所定の科目を履修し、単位

を修得して生活科学部食物健康科学科を卒業する者に、食品衛生管理者および食品衛生監視員と

なる資格を与える。

１１ 保健師助産師看護師法の定めるところにより、本学が開設する授業科目のうち、所定の科目を履

修し、単位を修得して看護学部看護学科を卒業する者に、看護師国家試験受験資格を与える。さ

らに、所定の科目を履修し単位を修得した者には、保健師国家試験受験資格を与える。

１２ その他の資格について、取得に必要な要件は別に定める。

第１３章 授業料等学納金

第３８条 入学金、授業料、設備費、その他学納金、および入学検定料等手数料の金額、および納入方法に

ついては、別表Ⅲのとおりとする。
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第３９条 授業料等学納金は、それぞれ所定の期日までに納入しなければならない。

２ 特別の理由がある場合には、授業料等学納金の月割分納、延納、減免を認めることがある。

第４０条 前条第２項の規定により分納、延納、減免の取扱いを希望する者は、願書に詳細な理由書をつけ

て、保証人連署のうえ、学長に提出し、許可を受けなければならない。

第４１条 当該学期履修登録期間の最終日までに休学を届出た者は、所定の休学在籍料を納入するものとし、

当該学期分の学納金を納入済の場合は返金するものとする。

２ 前項の届出を行った者が当該学期分の学納金延納願を提出済の場合は、当該延納願を無効とする。

３ 当該学期履修登録期間の最終日を超えて休学を届出た者に対しては、納入済の当該学期分学納金

は原則として返金せず、休学在籍料は徴収しない。

４ 延納願を提出した者が前項の届出を行う場合、原則として当該学期分の学納金を延納期限までに

納入しなければならない。またこの場合、休学在籍料は徴収しない。

第４２条 在学留学生は、在学留学期間中、授業料を除いた学納金の納入を免除する。ただし、在学留学生

のうち特に優れた者に対しては、在学留学期間中の授業料の納入も免除することがある。

２ 授業料を含む学納金の納入を全額免除される在学留学生を「特別在学留学生」という。特別在学

留学生は、手続き料５万円を納入するものとする。

第４３条 既納の授業料等学納金は、原則としてこれを返さない。

２ 入学前に納入した学納金の取扱いについては、別に定める。

第４４条 授業料等学納金を理由なく所定の期日までに納入しない者には催告を行い、なお納入しないとき

には除籍することがある。

第１４章 賞罰

第４５条 他の学生の模範となる行為のあった者は、これを表彰することがある。

第４６条 学則に違反し、又は学生としての本分に反する行為のあった者について、学長は、当該学生の所

属組織の決議による意見を徴し、これを懲戒する。懲戒は、懲戒退学、懲戒停学および訓告とす

る。

２ 懲戒退学は学生としての本分に著しく反し、かつ、次のいずれかに該当する者に対して行う。

（１）教育的指導を尽くしても改善の見込がないと認められる者。

（２）当該行為が他者の心身に直接的かつ甚大な被害を与えたことが明確であり、社会通念上も退

学処分が相当と認められる場合。

３ 停学および訓告は、前項第２号に該当し、かつ、懲戒退学とするには過分と判断された行為に対

して行う。

４ 調査方法その他手続きの詳細は、「茨城キリスト教大学学生懲戒規程」に定める。

第１５章 職員組織

第４７条 本学に次の職員を置く。ただし、必要に応じて非常勤の職員を置くことができる。

学長

学部長

学環長

教授、准教授、講師、助教、助手

事務部長、次長、事務職員、その他

２ 学長は、指名により副学長を置くことができる。
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３ 学長、副学長、学部長の選出に関しては、『茨城キリスト教大学学長候補者選出規程』、『茨城キリ

スト教大学副学長選出規程』、『茨城キリスト教大学学部長選出規程』に定める。

４ 学環長は学長が指名する。

第４８条 本学の事務組織は、別にこれを定める。

第１６章 教授会および学環会議

第４９条 学長が学校教育法の規定に則り校務をつかさどり、かつ所属職員を統督するにあたり、必要な事

項を決定するために参酌すべき意見を表明する組織として、本学に各学部教授会、学環会議、合

同教授会を置く。

第５０条 各学部教授会は、当該学部の学部長、教授、准教授、講師および助教をもって組織する。ただし、

学長、副学長を除く。

２ 各学部教授会は、当該学部長が主催・招集する。

３ 各学部教授会は、学長に対し意見として表明する次の事項を審議決定する。

１）当該学部学生の入学および転籍に関する事項。

２）当該学部学生の試験および卒業に関する事項。

３）当該学部学生の指導、厚生、賞罰に関する事項。

４）他学部または学環からの転籍に関する事項。

５）当該学部の教育課程に関する事項。

６）当該学部の諸規程に関する事項。

７）当該学部の教員の採用または昇任に関し、学園理事長に推薦する事項。

８）その他当該学部の運営に必要な事項のうち、教授会の意見を聴くことが必要なものとして学

長が定めるもの。

４ 前項に定める審議事項のうち、第７号に係る審議については、第３種基幹教員、特別任用基幹教

員、当該審議対象教員は加わることができない。

第５１条 合同教授会は、各学部教授会の構成員をもってこれを組織する。ただし年度毎に雇用契約を結ぶ

教育職員を除く。

２ 合同教授会は、学長が主催・招集する。

３ 合同教授会は、学長に対し意見として表明する次の事項を審議決定する。

１）本学学則・諸規程の改正に関する事項。

２）その他全学の運営に関する事項のうち、教授会の意見を聴くことが必要なものとして学長が

定めるもの。

第５２条 学環会議は、学環長および学環教員をもって組織する。

２ 学環会議は、学環長が主催・招集する。

３ 学環会議は、学長に対し意見として表明する次の事項を審議決定する。

１）学環学生の入学および転籍に関する事項。

２）学環学生の試験および卒業に関する事項。

３）学環学生の指導、厚生、賞罰に関する事項。

４）他学部から学環への転籍に関する事項。

５）学環の教育課程に関する事項。

６）全学教養課程に関する事項。

７）学環の諸規程に関する事項。
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８）その他学環の運営に必要な事項のうち、学環会議の意見を聴くことが必要なものとして学長

が定めるもの。

第５３条 学長は、前条に定める各学部教授会、学環会議および合同教授会の決議を尊重し、原則としてそ

の決議に即して校務をつかさどる。

２ 学長は、その法的権能により前項の決議事項と異なる校務の執行を決定するとき、または前項の

決議事項を執行しないことを決定するときは、当該教授会または学環会議に対し速やかにその理

由を説明する義務を負う。

第５４条 教授会および学環会議主催者は、必要に応じて事務部長その他事務職員を教授会または学環会議

に出席させることができる。ただし、事務職員は、議決には参加しない。

第５５条 その他各学部教授会および合同教授会、学環会議の運営については、『茨城キリスト教大学教授

会運営規則』『茨城キリスト教大学未来教養学環会議運営規程』に定める。

第１７章 大学運営会議

第５６条 学長が学校教育法の規定に則り校務をつかさどり、かつ所属職員を統督するにあたり、学長の命

に基づいて本学の教育研究方針策定と管理運営を担い、またそのために必要な事項を調整する組

織として、学長のもとに茨城キリスト教大学運営会議を置く。その構成と具体的職務については、

『茨城キリスト教大学運営会議規程』に定める。

第１８章 図書館

第５７条 本学に附属図書館を置き、茨城キリスト教大学図書館と称し、その利用と運営については『茨城

キリスト教大学図書館規程』に定める。

第１９章 センター

第５８条 本学に学術研究センター、情報センター、地域・国際交流センター、キャリア支援センター、カ

ウンセリング子育て支援センター、教職支援センターを置き、それらの運営については、それぞ

れ『茨城キリスト教大学学術研究センター規程』、『茨城キリスト教大学情報センター規程』、『茨

城キリスト教大学地域・国際交流センター規程』、『茨城キリスト教大学キャリア支援センター規

程』、『茨城キリスト教大学カウンセリング子育て支援センター規程』、『茨城キリスト教大学教職

支援センター規程』に定める。

第２０章 派遣学生および特別聴講学生

第５９条 本学学生で、本学卒業要件中の科目を他大学または短期大学において履修することを希望する者

があるときは、派遣学生として、当該学生の所属する学部教授会または学環会議の議を経てこれ

を許可することがある。

第６０条 他大学または短期大学の学生で、当該大学の卒業要件中の科目を本学において履修することを希

望する者があるときは、本学の教育研究に支障がない限り、特別聴講学生として、各学部教授会、

学環会議または合同教授会の議を経てこれを許可することがある。

第６１条 特別聴講学生には本学学則を準用する。ただし、第８章および第１４章の各条は適用しない。

第６２条 派遣学生および特別聴講学生の授業料その他については、『茨城キリスト教大学派遣学生および特

別聴講学生に関する規程』に定める。
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第２１章 聴講生および科目等履修生

第６３条 本学学生以外の者で、本学の授業科目中、１または数科目の受講を希望する者があるときは、教

育研究に支障がない限り、聴講生および科目等履修生として、これを許可することがある。ただ

し、科目等履修生の場合は、各学部教授会、学環会議または合同教授会の議を経るものとする。

第６４条 聴講生および科目等履修生の区分は、次の各号による。

１）聴講生：単位の修得を目的としない者。

２）科目等履修生：単位の修得を目的とする者。

３）特別科目等履修生：本学入学前に本学の授業科目を履修する者。

第６５条 聴講生および科目等履修生には本学学則を準用する。ただし、第８章および第１４章の各条は適用

しない。

第６６条 聴講生および科目等履修生の受講料その他については、『茨城キリスト教大学聴講生に関する規

程』、『茨城キリスト教大学科目等履修生に関する規程』、『茨城キリスト教大学特別科目等履修生

に関する規程』に定める。

第２２章 公開講座

第６７条 本学は適時に公開講座を開設することがある。

第２３章 厚生保健施設

第６８条 本学に保健室を設ける。

２ 保健室の業務を円滑に実施し、学生の健康管理に資することを目的として、本学に学校医を置く。

第６９条 本学に学生寮を設け、その利用と運営については、『茨城キリスト教大学学生寮規程』に定める。

第２４章 自己点検・評価及び授業改善

第７０条 本学の教育研究水準の向上を図り、本学創設の目的および社会的使命を達成するため、教育研究

活動の状況について本学は自ら点検および評価に努める。

２ 前項の点検・評価を行うための組織等については、『茨城キリスト教大学内部質保証に関する規

程』に定める。

第７１条 本学は、授業内容およびその方法の改善を図るため、組織的な研修ならびに研究を実施する。

２ 前項の研修および研究を行うための組織等については、『茨城キリスト教大学授業改善委員会規

程』に定める。

附 則

１ 本学則は所轄官庁の認可の日をもって実施する。

附則２から４８まで記載省略

４９ 本学則は２０１６（平成２８）年４月１日から施行する。

５０ 本学則は２０１７（平成２９）年４月１日から施行する。ただし、第１５条の規定は、２０１７（平成２９）年度に

在籍する全学生に適用する。

５１ 本学則は２０１８（平成３０）年４月１日から施行する。
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５２ 本学則は２０１９（平成３１）年４月１日から施行する。

５３ 本学則は２０２０（令和２）年４月１日から施行する。

５４ 本学則は２０２１（令和３）年４月１日から施行する。

５５ 本学則は２０２２（令和４）年４月１日から施行する。

５６ 本学則は２０２３（令和５）年４月１日から施行する。ただし、学則第３条の規定にかかわらず、２０２０

（令和２）年度から２０２２（令和４）年度までの入学定員は次の通りとする。

児童教育学科幼児保育専攻 ７０名

経営学科 ６０名

なお、第１４条第２項および第３項の規定は２０２０（令和２）年度から２０２２（令和４）年度までに在籍し

た全学生においても適用する。

５７ 本学則は２０２４（令和６）年４月１日から施行する。ただし、学則第３条の規定にかかわらず、２０２１（令

和３）年度から２０２３（令和５）年度までの入学定員は次のとおりとする。

児童教育学科児童教育専攻 ７０名

児童教育学科幼児保育専攻 ６０名

５８ 本学則は２０２５（令和７）年４月１日から施行する。

５９ 本学則は２０２６（令和８）年４月１日から施行する。
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別表Ⅰ・Ⅱは省略する。別表Ⅰ・Ⅱの内容は履修要項Ⅰ～Ⅴで確認できる。

別表Ⅲ
学納金

備考
納入方法

年額
後期前期

入学時のみ２５０，０００円入 学 金

文学部、生活科学部、経営学部、
未来教養学環

３９０，０００円３９０，０００円７８０，０００円授 業 料

看護学部５１０，０００円５１０，０００円１，０２０，０００円〃

文学部、生活科学部、経営学部、
未来教養学環

１５０，０００円１５０，０００円３００，０００円設 備 拡 充 費

看護学部１６０，０００円１６０，０００円３２０，０００円〃

届出方法等については別に定める６０，０００円６０，０００円１２０，０００円休 学 在 籍 料

学則別表Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

実験実習費

備考
納入方法

年額
後期前期

毎年度、学環・全学科２０，０００円２０，０００円情報教育費

毎年度、
生活科学部食物健康科学科

１００，０００円１００，０００円２００，０００円
管理栄養士養成・
実験実習費

毎年度、
看護学部看護学科

１５５，０００円１５５，０００円３１０，０００円看護学科実験実習費

毎年度、
文学部児童教育学科

２５，０００円２５，０００円
児童教育学科
実験実習費

納入年度金額

文学部児童教育学科履修者のみ
実習期間により実習費が異なる

履修登録年度
の５月下旬

４０，０００円
２０，０００円

保育実習費

履修者のみ２０，０００円社会教育実習費

履修者のみ２５，０００円博物館実習費

生活科学部心理福祉学科
履修者のみ

２０，０００円
６０，０００円

社会福祉実習費

生活科学部心理福祉学科「心理学
実験Ⅰ」履修者のみ

１０，０００円心理実験費

生活科学部心理福祉学科
履修者のみ

３０，０００円心理実習費
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資格課程費
備考納入年度金額種類

履修者のみ。中学校教諭一種
免許状、高等学校教諭一種免
許状については、取得する免
許教科の種類ごとに教職課程
費を納入する。
所定の時期に教職課程費を納
入しない場合、それ以降の教
職課程科目を履修できないの
で注意する。

２年次の
５月下旬

１０，０００円教職課程費 幼稚園教諭一種免許状

１５，０００円教職課程費 小学校教諭一種免許状

１０，０００円教職課程費 中学校教諭一種免許状

１０，０００円教職課程費 高等学校教諭一種免許状

１０，０００円教職課程費 栄養教諭一種免許状

１０，０００円教職課程費 養護教諭一種免許状

３年次の
５月下旬

１０，０００円教職課程費 特別支援学校教諭一種免許状

日本語教育施設の教員資格希
望者のみ

２年次の
５月下旬

１５，０００円日本語教育施設の教員資格課程費

保健師国家試験受験資格取得
希望者のみ

３年次の
５月下旬

６０，０００円保健師国家試験受験資格課程費

手数料
備考納期金額種類

学環・全学科共通

出願時

３２，０００円入学検定料

学環・学科１出願１６，０００円

大学入学共通テスト利用入試検定料 学環・学科２併願２５，０００円

学環・学科３併願３０，０００円

１科目につき１，０００円追試験料

１科目につき５，０００円再試験料

１０，０００円転籍審査料
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茨城キリスト教大学は、建学の精神である「隣人愛」に基づいた共生の精神を土台として、学問の探求

の基盤となる教養と知識、技術を修得し、地域社会はもとより広く国際社会に貢献できる人材を育成する

ことを教育目標としています。
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２．学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）

茨城キリスト教大学は、キリスト教精神に基づき、さまざまな分野で人と社会に進んで奉仕し、人類の

福祉と世界の平和に貢献できる「隣人愛」をもった人の育成を目的としています。そのため、謙虚に真理

を追究して豊かな教養を身につけるとともに、各学部・研究科の専門課程における学修を通じ、以下の諸

能力を備えたと認められる人に学位を授与します。

＜建学理念＞

キリスト教精神（隣人愛）に基づき、諸人生のいとなみに奉仕しようとする実践的ボランタリズム

キリスト教精神に基づき、社会的倫理にもとる偏見、臆見、欺瞞、誤謬、差別意識等から「自由」であ

り続けようとする公正性

＜学力の３要素＞

（学部）基礎的・基本的な知識・技能

（大学院）専門的かつ深遠な知識・技能

それらの知識・技能を活用して課題を解決するための思考力・判断力・表現力

学修に主体的に取り組む態度

文学部では、現代社会に対する独創的で堅実な視点から、「英語」「教育」「保育」「異文化交流」など多

様な分野において地域と国際社会に奉仕できる人財の育成を目的として、全学教養課程の学修を通じ幅広

く豊かな教養を身につけるとともに、各学科の専門課程において以下の専門的諸能力を備えたと認められ

る人に学士（文学）の学位を授与します。

文 学 部

現代英語学科では、豊かな教養を身につけるとともに、現代英語に関わる以下の専門的諸能力を備えた

人に学位を授与します。

＜建学理念＞

キリスト教精神（隣人愛）に基づき、英語を用いて諸人生のいとなみに奉仕しようとする実践的ボラン

タリズム

キリスト教精神と専門的・職業的倫理に基づく公正性

＜学力の３要素＞

国際交流語としての英語に関する基礎的・基本的な知識・技能

それらの知識・技能を活用して他者と英語でコミュニケーションを図りながら、社会的・国際的な諸課

題を解決してゆく思考力・判断力・表現力

英語を用いたコミュニケーションや諸課題解決のための学修に主体的に取り組む態度

現代英語学科
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児童教育学科では、豊かな教養を身につけるとともに、幼児・児童の教育・保育・福祉全般に関わる以

下の専門的諸能力を備えた人に学位を授与します。

＜建学理念＞

キリスト教精神（隣人愛）に基づき、教育・保育・福祉全般を通じて諸人生のいとなみに奉仕しようと

する実践的ボランタリズム

キリスト教精神と専門的・職業的倫理に基づく公正性

＜学力の３要素＞

教育・保育・福祉全般についての基礎的・基本的な知識・技能

それらの知識・技能を活用して教育・保育・福祉全般の社会的諸課題を解決してゆく思考力・判断力・

表現力

教育・保育・福祉全般の社会的諸課題解決のための学修に主体的に取り組む態度

文化交流学科では、豊かな教養を身につけるとともに、文化交流に関わる以下の専門的諸能力を備えた

人に学位を授与します。

＜建学理念＞

キリスト教精神（隣人愛）に基づき、異文化間交流を通じて諸人生のいとなみに奉仕しようとする実践

的ボランタリズム

キリスト教精神と専門的・職業的倫理に基づく公正性

＜学力の３要素＞

アジア・欧米など諸地域の文化とその歴史的背景に関する基礎的・基本的な知識・技能

それらの知識・技能を活用して国際的・地域的な諸課題を解決してゆく思考力・判断力・表現力

国際的・地域的な諸課題解決のための学修に主体的に取り組む態度

児童教育学科

文化交流学科

生活科学部

生活科学部では、心と生命を持ち、共同体の中で自然と共生しながら生きる傷つきやすく精妙な人間を

癒し、その良き生を守る「心理」「福祉」「食物」などの分野における人財の育成を目的として、全学教養

課程の学修を通じ幅広く豊かな教養を身につけるとともに、各学科の専門課程において以下の専門的諸能

力を備えたと認められる人に学士（生活科学）の学位を授与します。

心理福祉学科では、豊かな教養を身につけるとともに、心理と福祉に関わる以下の専門的諸能力を備え

た人に学位を授与します。

＜建学理念＞

キリスト教精神（隣人愛）に基づき、心理的ケアと福祉を通じて諸人生のいとなみに奉仕しようとする

実践的ボランタリズム

心理福祉学科
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キリスト教精神と専門的・職業的倫理に基づく公正性

＜学力の３要素＞

人間の心理および現代社会における福祉のあり方やその歴史的・理念的背景に関する基礎的・基本的な

知識・技能

それらの知識・技能を活用して日常生活で直面する心理や福祉の個人的・社会的諸課題を解決してゆく

思考力・判断力・表現力

心理や福祉の個人的・社会的諸課題解決のための学修に主体的に取り組む態度

食物健康科学科では、豊かな教養を身につけるとともに、食物と健康に関わる以下の専門的諸能力を備

えた人に学位を授与します。

＜建学理念＞

キリスト教精神（隣人愛）に基づき、食と健康の専門職として諸人生のいとなみに奉仕しようとする実

践的ボランタリズム

キリスト教精神と専門的・職業的倫理に基づく公正性

＜学力の３要素＞

食と健康に関する基礎的・基本的な知識・技能

それらの知識・技能を活用して食と健康に関わる課題を解決してゆく思考力・判断力・表現力

食と健康に関わる課題解決のための学修に主体的に取り組む態度

看 護 学 部

看護学部では、人々の「よき生」を支え育むことに寄与する「知恵」を持った看護に携わる人財の育成

を目的として、全学教養課程の学修を通じ幅広く豊かな教養を身につけるとともに、看護学科の専門課程

において以下の専門的諸能力を備えたと認められる人に学士（看護学）の学位を授与します。

＜建学理念＞

キリスト教精神（隣人愛）に基づき、看護における人間愛を通じて諸人生のいとなみに奉仕しようとす

る実践的ボランタリズム

キリスト教精神と専門的・職業的倫理に基づく公正性

＜学力の３要素＞

看護全般に関する基礎的・基本的な知識・技能

それらの知識・技能を活用して看護に関わる個人的・社会的諸課題を解決してゆく思考力・判断力・表

現力

看護に関わる個人的・社会的諸課題解決のための学修に主体的に取り組む態度

食物健康科学科

看護学科
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経 営 学 部

経営学部では、経営学の専門知識、経営に関する倫理観と行動力（社会人基礎力）を持ち、それによっ

て現実社会に適切に対応し、将来を見据える能力を備えた人財の育成を目的として、全学教養課程の学修

を通じ幅広く豊かな教養を身につけるとともに、経営学科の専門課程において以下の専門的諸能力を備え

たと認められる人に学士（経営学）の学位を授与します。

＜建学理念＞

キリスト教精神（隣人愛）に基づき、経営におけるリーダーシップ、コミュニケーション能力、状況判

断能力等の行動力を通じて諸人生のいとなみに奉仕しようとする実践的ボランタリズム

キリスト教精神と専門的・職業的倫理に基づく公正性

＜学力の３要素＞

戦略マネジメント、ICTマネジメント、マーケティング、会計ファイナンス、地域イノベーション分野

のあり方やその歴史的・理念的背景に関する基礎的・基本的な知識・技能

それらの知識・技能を活用して経営に関わる社会的諸課題を解決してゆく思考力・判断力・表現力

経営に関わる社会的諸課題解決のための学修に主体的に取り組む態度

経営学科

未来教養学環

未来教養学環は、全学部・学科が提供する現代的専門知の要諦を自ら学際的に紡いで現代教養として会

得し、これを未来に生ずる問題の発見・解決に資する汎用的な知識・技能にまで高め、卒業後もこの力を

究め続ける熱意を失わず、もって我々の市民社会がその未来を切り拓くことに粛々と貢献してゆく教養人

の養成を目的とします。このような教育理念、目的のもとで、全学教養課程の学修を通じ幅広く豊かな教

養を身につけるとともに、学環課程において、以下の諸能力を備えた人に学士（学術）の学位を授与しま

す。

＜建学理念＞

キリスト教精神（隣人愛）に基づき、幅広い教養とその運用能力をもって諸人生のいとなみに奉仕しよ

うとする実践的ボランタリズム

キリスト教精神と専門的・職業的倫理に基づく公正性

＜学力の３要素＞

社会における問題を発見して課題を設定、解決するために必要な幅広い教養とそれらを運用する知識・

技能

社会における問題を発見するとともに、それらを多面的に考察し、創造的な思考と的確な判断力によっ

て課題解決の方法を示すことができ、問題解決のために責任をもって行動することができる思考力・判断

力・表現力

他者の意見を真摯に受け止めて、その要点を的確に捉えることができるとともに、自らの考えや判断を

他者に論理的かつ効果的に伝達できる思考力・判断力・表現力

社会の諸問題に積極的に興味・関心を持ち続け、社会の一員として規範やルールを尊重し、多様な価値

観に基づいて、地域社会はもとより、広く国際社会のために主体的に行動しようとする態度
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３．教育課程方針（カリキュラム・ポリシー）

茨城キリスト教大学は、別に定める学位授与方針に基づき、全学教養課程、学環および各学科における

専門課程を次の方針により編成します。

全学教養課程

本学は、学環および各学科において別に定める学位授与方針をふまえ、全学生が共通して学ぶ全学教養

課程を次の方針に従って編成します。

＜方法と理念＞

すべての学生の人間的成長を促し、もって次代の創造に参画するよき市民の育成を目指します。

キリスト教の精神に基づいた全人格的教育の展開を通して、現代社会において自立した個人として、ま

た、よき隣人として、自他を尊び「共に生きる」精神を育みます。

本学の全学部・学科が提供する現代的専門知の要諦、知的活動や社会活動で共通に求められる汎用的ス

キルを幅広く学ぶことにより広い視野から物事を捉えるとともに、高い倫理性に裏打ちされた的確な判断

を下すことができる人物の育成を目指します。

充実したリテラシー教育を通して、グローバル化や科学技術の著しい進展など、変化の激しい社会に対

応し得る知の基盤を構築します。また、心身の健康に関心を持ち、その促進のために科学的視点をもって

行動することができるよう、知を支える心身の基盤も構築します。

世界の多様性の認識と異文化への理解を深めるとともに、自身の言語と文化を尊び継承し発展させるこ

とができる人物の育成を目指します。

言語や文化の異なる人々とのさまざまな交流や共同体験を通して、たがいの文化を尊重しつつ人類社会

の成員として共生していくための開かれた精神と幅広い視野を備えた人物を育みます。

異なる学部・学科の学生が協働して多様な視点から問題解決を行う学びを提供することにより、自らの

専門性を相対化して捉える視点を養うとともに、将来、他分野との協働を通して人類福祉のために積極的

に貢献することができる人物の育成を目指します。

＜分野＞

建学の精神、現代教養（文化交流系教養、教育系教養、心理福祉系教養、食物健康系教養、看護系教養、

経営系教養、自然環境系教養）、言語コミュニケーション、データサイエンス、健康スポーツ、汎用的スキ

ル、問題解決の計７分野（科目区分）で構成します。

＜年次＞

多様な興味・関心や履修希望時期の個人差、また、進度や編成の異なる各学科専門科目との適切な連携

等に対応するため、多くの科目を１年次から履修可能となるよう編成します。

＜評価＞

学修成果の評価は、学位授与方針に掲げる各項目（知識・技能、思考力・判断力・表現力、学修に主体

的に取り組む態度、実践的ボランタリズム、公正性）を踏まえた各科目の到達目標、評価方法、評価基準

に基づき適正に行います。その詳細については各科目の授業概要（シラバス）に記載します。
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現代英語学科

現代英語学科は、別に定める学位授与方針に基づき、学科専門科目について次の方針に従って教育課程

を編成します。

＜方法と理念＞

習熟度別クラス編成により、履修者が自身のレベルに合った実践的な英語の技能を身につけることので

きるスキル科目群を編成し、授業外での自主学習をもってその深化を図ることを同時に支援します。特に

演習科目や実技・実習科目では、グループ・ディスカッションやプレゼンテーション等のアクティブ・ラー

ニングをふんだんに取り入れて知識・技能の習熟を図るとともに、同世代の英語母語話者（インターン生）

等の異なる文化背景を有する人々と英語を使って積極的に関り、課題解決に主体的に向き合う態度や思考

力・判断力・表現力の育成を図ります。また、そうした学修を補完しながら実践的ボランタリズムや公正

性を身につけるための活動として、地域・国際交流センターのバディとして留学生を支援したり、日本語

を教えたりするボランティア等を各授業を通じて推奨します。

＜分野＞

現代英語学科のカリキュラムは、①世界で通用する英語力を育む科目群（英語技能科目及び専門科目）

と②進路の実現に向けて能力開発することを導く科目群（演習、アクティブラーニング科目）で構成して

います。①の科目群では必修英語技能科目を、②の科目群では現代英語基礎演習および現代英語演習を基

幹科目と位置付け、基礎的内容を踏まえた上で深い学びを目指す専門科目に繋げます。

専門科目は、グローバル・コミュニケーション、ホスピタリティ、英語教育、言語と文化の４つの分野

で、学生が卒業後の進路の見通しを持って科目の履修ができるようにしています。また、英語を専攻する

者として必要な知識を学び、国際社会における英語の役割を理解し、英語圏以外の文化に対しても広い視

野と公平さを身につけることを目的として演習科目を各学年に設置します。

＜年次＞

１、２年次には、英語の「読む」「書く」「聞く」「話す」の４技能および非言語コミュニケーション技能

の伸長をめざし、実用的なレベルの英語運用能力を身につけるための必修科目を配置します。３、４年次

には、進路の実現に向けて能力開発を導く演習科目に加え、グローバル化社会を生き抜く職業人に必要な

スキルと教養を身につけるための選択科目を幅広く設置します。

＜評価＞

学修成果の評価は、学位授与方針に掲げる各項目（知識・技能、思考力・判断力・表現力、学修に主体

的に取り組む態度、実践的ボランタリズム、公正性）をふまえた各科目の到達目標、評価方法、評価基準

に基づき適正に行います。その詳細については各科目の授業概要（シラバス）に記載します。

＜その他＞

年度当初に英語力診断テストを実施して、自らの英語技能について強みと弱みを知った上で次年次の科

目履修ができるようにします。TOEICの受験を奨励し、年に１度学内受験が出来るように補助します。ま

た、留学必須プログラムを設けて修了者には修了証を発行します。
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児童教育学科は、別に定める学位授与方針に基づき、学科専門科目について次の方針に従って教育課程

を編成します。

＜方法と理念＞

わかり易い資料に基づく解説等により基本的な知識・技能を身につけることのできる講義群を編成し、

履修者自身が予習や復習をもってその深化を図ることを同時に支援します。また特に演習科目や実技・実

習科目では、グループ・ディスカッション、プレゼンテーション、ロールプレイ、模擬授業、場面指導等

のアクティブ・ラーニングをふんだんに取り入れて知識・技能の習熟を図るとともに、課題解決に主体的

に向き合う態度や思考力・判断力・表現力の育成を図ります。また、そうした学修を補完しながら実践的

ボランタリズムや公正性を身につけるための活動として、附属こども園や地域の学校・園でのボランティ

ア等を推奨します。

＜分野＞

教育学、心理学およびその学術的関連科目群や、音楽・美術・体育・労作体験などの実技科目群を知識

修得の基礎分野として設定することで、知識・技能の拡大と深化、思考力・判断力・表現力の醸成、学修

に主体的に取り組む態度の育成を図ります。特に、３・４年次の児童教育演習（ゼミ）や、児童教育コー

スにおける３年次の初等教育実習（小学校）、幼児保育コースにおける２年次の初等教育実習（幼稚園）や

３・４年次で行う保育実習（保育所・施設）において、上記諸能力の総体を確認しながら更なる深化に務

め、もって「頭と心と身体」をバランスよく鍛える教育課程を展開します。

＜年次＞

学科専門科目は教養科目との融合を図りつつ、両コースとも１年次は基幹科目および専門基礎科目、４

年次は専門領域研究・実践科目を置き、特に児童教育コースでは、２年次は初等教育課程、３年次は初等

教育及び特別支援教育課程、幼児保育コースでは、２年次は保育内容研究科目、３年次は障害児保育や子

育て支援科目を置くことを基本として構成します。

＜評価＞

学修成果の評価は、学位授与方針に掲げる各項目（知識・技能、思考力・判断力・表現力、学修に主体

的に取り組む態度、実践的ボランタリズム、公正性）をふまえた各科目の到達目標、評価方法、評価基準

に基づき適正に行います。その詳細については各科目の授業概要（シラバス）に記載します。

＜その他＞

４年間を通して「IC教職履修カルテ」の各評価シートに基づき、具体的・効果的且つ実践的に学修成果

を把握し、教職や保育職をめざして学修を重ねていくことで、何を学んだのかを振り返り、自らの子ども

観を構築し、人間理解を深め、今後の課題を明らかにして行動化するための手がかりを得ることを支援し

ます。

文化交流学科は、別に定める学位授与方針に基づき、学科専門科目について次の方針に従って教育課程

を編成します。

＜方法と理念＞

文化交流に関する基本知識やスキルを身につけることのできる講義群を編成し、履修者自身が予習や復

習をもってその深化を図ることを同時に支援します。また、演習科目や実技・実習科目では、「文化交流体

文化交流学科

児童教育学科
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験」「多文化協働演習」「地域貢献演習」などのアクティブ・ラーニングをふんだんに取り入れて知識・技

能の習熟を図るとともに、課題解決に主体的に向き合う態度や思考力・判断力・表現力の育成を図ります。

また、そうした学修を補完しながら実践的ボランタリズムや公正性を身につけるための活動として、地域

貢献や異文化交流等を各授業を通じて推奨します。

＜分野＞

文化交流を学習するために必要な基礎科目群を設定したうえで、応用科目として多文化協働、観光、地

域貢献、日本語教育に関する一連の講義や演習科目を配置し、知識・技能の拡大と深化、思考力・判断力・

表現力の醸成、学修に主体的に取り組む態度の育成を図ります。特に３～４年次の文化論演習（ゼミ）で

は、上記諸能力の総体を確認しながら更なる深化に務め、もって「頭と心と身体」をバランスよく鍛える

教育課程を展開します。

＜年次＞

学科専門科目は教養科目との融合を図りつつ、１～２年次では文化交流に関する基礎的科目、３～４年

次は専門領域研究・実践課程を置くことを基本として構成します。また、４年間を通して、アジア・欧米

などの諸地域の文化に関する一連の知識・技能を習得します。

＜評価＞

学修成果の評価は、学位授与方針に掲げる各項目（知識・技能、思考力・判断力・表現力、学修に主体

的に取り組む態度、実践的ボランタリズム、公正性）をふまえた各科目の到達目標、評価方法、評価基準

に基づき適正に行います。その詳細については各科目の授業概要（シラバス）に記載します。

＜その他＞

学修成果の評価は、各科目のシラバスにおける授業の到達目標に照らし合わせ、成績評価の方法・基準

に合わせて適切に行います。また、国内外でのフィールドワークやアクティブ・ラーニングに関する評価

は、当該活動で課している報告書等で評価し、学科独自のニューズ・レターでその成果を学内外に発表し

ていきます。

心理福祉学科

＜方法と理念＞

わかり易い資料に基づく解説等により基本的な知識・技能を身につけることのできる講義群を編成し、

履修者自身が予習や復習をもってその深化を図ることを同時に支援します。また特に演習や実習科目では、

グループ・ディスカッションやロールプレイ、プレゼンテーション等のアクティブ・ラーニングを取り入

れて知識・技能の習熟を図るとともに、課題解決に主体的に向き合う態度や思考力・判断力・表現力の育

成を図ります。また、そうした学修を補完しながら実践的ボランタリズムや公正性を身につけるための活

動として、心理・福祉に関わるフィールドワークやボランティアなどを各授業を通じて推奨します。

＜分野＞

心理学・社会福祉学に関わる科目群を知識修得の基礎分野として設定し、演習・実習・実験などの実技

科目群を配置することで、知識・技能の拡大と深化、思考力・判断力・表現力の醸成、学修に主体的に取

り組む態度の育成を図ります。特に３年次の心理実習・心理学実験やソーシャルワーク実習、３・４年次

の心理福祉演習（ゼミ）では、上記諸能力の総体を確認しながら更なる深化に務め、もって「頭と心と身

体」をバランスよく鍛える教育課程を展開します。

＜年次＞

１年次は教養科目・基幹科目を中心とした基礎課程、２年次は心理カウンセリング系科目・福祉系科目
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の専門科目の中でも基礎的な科目を中心とした専門基礎課程、３年次はより専門的科目や実習・実験を中

心とした専門応用課程、４年次は専門領域研究・実践課程を置くことを基本として構成します。

＜評価＞

学修成果の評価は、学位授与方針に掲げる各項目（知識・技能、思考力・判断力・表現力、学修に主体

的に取り組む態度、実践的ボランタリズム、公正性）をふまえた各科目の到達目標、評価方法、評価基準

に基づき適正に行います。その詳細については各科目の授業概要（シラバス）に記載します。

＜その他＞

心理学系については、学部において公認心理師国家資格の取得に必要とされる講義・演習・実習科目を

４年間にバランス良く配置し、心理学に関する専門的知識及び技術の習得を支援します。

社会福祉学系については、社会福祉士国家資格の取得に必要とされる講義・演習・実習科目を４年間に

バランス良く配置し、少人数による指導によって社会福祉士として求められるソーシャルワークの知識・

技術・価値観の修得を支援します。

食物健康科学科

食物健康科学科は、別に定める学位授与方針に基づき、学科専門科目について次の方針に従って教育課

程を編成します。

＜方法と理念＞

食と健康の専門職として社会に貢献でき、実践的能力を身につけた管理栄養士の育成をめざし、幅広い

職業選択を可能にするために、管理栄養士国家試験受験資格、栄養士に加えて、選択履修により食品衛生

監視員、栄養教諭、家庭科教諭等を取得できるカリキュラムを編成しています。幅広い分野で地域社会に

貢献できる人材育成をするため学生参加型学習、グループ学習など双方向型の教育方法を通して管理栄養

士としてのスキルを強化します。地域連携を図るため、卒業研究等の科目において管理栄養士としての実

践力、専門的知識を養います。

＜分野＞

食物健康科学への興味・関心の醸成ならびに専門性の土台となる食と健康にかかわる基礎知識修得のた

めの科目群を専門基礎分野として設定します。専門基礎科目の学修をふまえ、さらに人々の健康づくりを

担う専門職に必要な知識・技能の拡大と深化、思考力・判断力・表現力の醸成、主体的に学修に取り組む

態度の育成を図るための科目群を専門分野として設定します。専門基礎分野および専門分野においては、

自主的に選択できる選択科目を設定し、より高度な専門的知識の修得・技能の向上を図ります。また、科

学的・論理的な思考および実践力を養うために、卒業研究を設定します。

＜年次＞

学科専門科目は初年次教育科目、教養科目との融合を図りつつ、１、２年次は専門基礎分野の関連科目

課程、２～４年次は専門分野の関連科目課程、４年次は専門領域研究、管理栄養士国家試験対策の課程を

置くことを基本として構成します。

＜評価＞

学修成果の評価は、学位授与方針に掲げる各項目（知識・技能、思考力・判断力・表現力、学修に主体

的に取り組む態度、実践的ボランタリズム、公正性）をふまえた各科目の到達目標、評価方法、評価基準

に基づき適正に行います。その詳細については各科目の授業概要（シラバス）に記載します。

＜その他＞

将来、地域社会で活躍できる質の高い人材育成を目指しており、地域連携を通して学生が主体的かつ実
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践的に取り組めるような外部と交流のできる機会を授業やボランティア等で取り入れるように努めます。

看護学科

看護学科は、別に定める学位授与方針に基づき、学科科目について次の方針に従って教育課程を編成し

ます。

＜方法と理念＞

看護学科では、人々の「よき生」を支え育むことに寄与する「知恵」をもった下記の６つの力をもつ看

護に携わる人財を育むよう支援します。

１．高い倫理性に基づき、公正に判断し、行動する力

２．看護の対象となる人を深く理解し、全人的にとらえる力

３．看護の対象となる人と、よりよい援助関係を形成する力

４．論理的思考力と柔軟な創造力をもって看護を考え、的確に判断し実践する力

５．他者と協働しながら、責任をもって、看護を実践する力

６．主体的に学修に取り組み、生涯にわたって自己研鑽し続ける力

これらの力を修得できる課程を、全学教養科目・専門基礎科目・専門科目から編成し、講義・演習・実

習の授業形態により展開します。特に、学生が確かな専門的知識に基づく思考力と実践力を、体験に基づ

き修得することを重視します。そのため、講義・演習・実習のすべてにおいて、学修の主体である学生が

能動的に学修するためのしくみや工夫を取り入れ、それらを通じて豊かな看護観を育むよう支援します。

＜分野＞

建学の精神であるキリスト教精神や、人文・科学・自然のすべての側面から豊かな人間性を育む「教養」

を基盤とし、看護を思考し実践する力を育みます。１年次には、看護学の学修を始めるにあたり必要なア

カデミックスキルの修得に特化した科目を設置します。看護学を学ぶ基礎となる人体のしくみや疾病の成

り立ち、健康を取り巻く環境をはじめとする看護の基本概念に関する科目を配置し、看護の対象となる人

を生活者の視点から全人的にとらえる演習・実習科目を配置します。また各年次に段階的に、基本的かつ

専門的知識に基づき、看護をより実践的に思考する演習・実習科目を配置します。１年次から４年次まで

のすべての学年において、地域の多様な場における実習科目を配置し、実践のなかで看護を深く思考し実

践する力を育みます。なかでも本学の使命と地域的な特性を活かして、複数の倫理性を育む科目、放射線

災害を含めた災害に関する科目をはじめ、県北・県央地域における人々の健康と暮らしに基づく看護を、

体験を通じて学修する科目を設置しています。

＜年次＞

学科専門科目は、教養科目との融合を図りつつ、上述した６つの力を体系的かつ段階的に育むことがで

きるよう、１・２年次では専門基礎科目、２年次では看護学の基本と看護展開の基礎、３年次では看護展

開の応用、４年次では看護学の発展に関する科目を配置し、学びを積み重ねていく構成としています。

また、自らの関心を深め、自律的・能動的に学修する態度を育成し、生涯にわたって学修する動機づけ

を図るため、すべての学年において多様な選択科目と卒業年度には研究方法論、総合実習を配置していま

す。

＜評価＞

学修成果の評価は、学位授与方針に掲げる各項目（知識・技能、思考力・判断力・表現力、学修に主体

的に取り組む態度、実践的ボランタリズム、公正性）をふまえた各科目の到達目標、評価方法、評価基準

に基づき適正に行います。特に、臨地実習前後や卒業時に計画されている客観的臨床能力試験（Objective
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StructuredClinicalExamination；OSCE）、研究方法論演習Ⅰ・Ⅱ、総合実習の学修過程と成果によって、

到達目標の達成を確認します。

＜その他＞

看護の専門職として地域で社会貢献できる人財の育成をめざし、看護師国家試験受験資格に加えて、保

健師国家試験受験資格（選抜制）や養護教諭一種免許状を取得できるカリキュラムを編成しています。

経営学科は、別に定める学位授与方針に基づき、学科専門科目について次の方針に従って教育課程を編

成します。

＜方法と理念＞

経営学科では「豊かな教養と専門性を備えた人材の育成」を念頭に、学問的素養を高め、経営学の各々

の専門分野での知識や技能を育む一方、広く社会のニーズに合致するため、対人能力や問題解決能力に優

れた資質を持つ人材の育成を重視しています。そのため講義形式の授業に加えて、少人数制のグループワー

クを取り入れたリーダーシップ教育科目を系統立てて履修できるカリキュラムを提供します。卒業後は民

間企業、公的機関などで真のリーダーシップを発揮できる質の高い人材の育成を目指します。

社会で必要な知識・能力においては、

①一般教養と倫理性（基礎学力・社会常識、倫理観と豊かな人間性の醸成）

②専門的知識・スキル・分析能力

③意思決定、リーダーシップに関わる総合的能力（コミュニケーション能力、プレゼンテーション能力、

チームワーク力、問題解決能力）

が重要であると考え、それらをバランスよく修得できる履修科目の編成を施しています。

＜分野＞

経営学における基幹科目のうち、経営学入門およびリーダーシップ演習を基本的な知識および社会人基

礎力養成のための基礎分野として設定し、専門基礎科目における科目群を配置することで、知識・技能の

拡大と深化、公正な判断力・豊かな表現力の醸成、学修に主体的に取り組む態度の育成を図ります。同時

に、戦略マネジメント、ICTマネジメント、マーケティング、会計ファイナンス、地域イノベーションの

５分野の専門科目群が、専門知識と問題解決能力、行動力を備えた優れた専門性を備えた社会人としての

能力を育成します。特に３・４年次からの必修科目である経営演習（ゼミ）では、上記諸能力を高めなが

ら統合できる力を発揮できるように体験的学習にも努め、社会のビジネスリーダーとしてふさわしい能力

を養う教育課程を展開します。

＜年次＞

１～２年次においては、基礎的な能力を高めるために、入門科目とともに演習科目を必修とし、上記②、

③の能力を育成するとともに、専門科目では、戦略マネジメント、ICTマネジメント、マーケティング、

会計ファイナンス、地域イノベーションの５分野を中心に、学生の将来の進路に応じた必要科目を年次別、

段階的に選択できるように配置しています。３、４年次には経営演習ゼミナールによって、指導教員の下

で更に自らの専門性を磨く密度の高い教育を行います。評価においてはGPA制度による公正かつ客観的な

運用に努め、「学生が何を身に付けたか」を重視して学生の進級判定、卒業認定、学修支援を行います。

また、現代のコミュニケーションの重要な道具であるICTリテラシーに関する充実した選択科目群を設

置し、デジタル教育に力を入れてDX（デジタル技術を活用して、ビジネスの仕組みを変革する）時代に対

応できるような人材の育成を主眼とします。

経営学科
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＜評価＞

学修成果の評価は、学位授与方針に掲げる各項目（知識・技能、思考力・判断力・表現力、学修に主体

的に取り組む態度、実践的ボランタリズム、公正性）をふまえた各科目の到達目標、評価方法、評価基準

に基づき適正に行います。その詳細については各科目の授業概要（シラバス）に記載します。

＜その他＞

経営学科では、将来、地域社会で活躍できる質の高い人材育成を目指しており、単なる知識や技能習得

だけでなく、地域の連携の中で活動し、学生が主体的かつ実践的に取り組めるような外部との交流、意見

交換、実施体験のできる機会を授業に取り入れるように努めます。

未来教養学環

未来教養学環では、別に定める学位授与方針に基づき、学環課程科目について、次の方針にしたがって

教育課程を編成します。

＜方法と理念＞

未来教養学環の教育理念は、全学部・学科が提供する現代的専門知の要諦を自ら学際的に紡いで現代教

養として会得し、これを未来に生ずる問題の発見・解決に資する汎用的な知識・技能にまで高め、卒業後

もこの力を究め続ける熱意を失わず、もって我々の市民社会がその未来を切り拓くことに粛々と貢献して

ゆく教養人の育成であり、その方法は、分野横断的な問題解決を通して実践的な学びと、学内とフィール

ドの往還的な学びによります。

＜分野＞

初年級において座学による基礎・基本の習得、上級学年において実践的な学びを配置するのではなく、

未来教養学環では、初年級から、座学による基礎・基本の習得とフィールドに出る実践的な学びを往還的

に行うように科目群を配置します。また、上級学年では、異なる複数の専門知の掛け算により新たな価値

を創出する学びを実現するために「未来教養プロジェクト演習」を配置します。

＜年次＞

学環科目は全学教養科目との融合を図りつつ、１年次及び２年次には問題解決の基礎を身につけるため

の必修科目（基幹及び関連科目）を配置します。３年次及び４年次には、複雑な問題を解決可能な問題へ

と分解し、異なる専門分野を統合的に捉えつつ、問題解決へ至るための諸能力を育成するために、実践的

演習科目を配置します。

＜評価＞

学修成果の評価は、学位授与方針に掲げる各項目（知識・技能、思考力・判断力・表現力、学修に主体

的に取り組む態度、実践的ボランタリズム、公正性）を踏まえた各科目の到達目標、評価方法、評価基準

に基づき適正に行います。その詳細については、各科目の授業概要（シラバス）に記載します。

＜その他＞

まず、教育理念について、全学部・学科が提供する現代的専門知の要諦を自ら学際的に紡いで現代教養

として会得し、これを未来に生ずる問題の発見・解決に資する汎用的な知識・技能にまで高め、卒業後も

この力を究め続ける熱意を失わず、もって我々の市民社会がその未来を切り拓くことに粛々と貢献してゆ

く教養人を養成します。
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本学では、１年を前期と後期の２期に分け、学期毎にどの曜日も１５回（週１回の場合）を基準として授

業を実施できるよう学事暦が定められている。

１日の授業時間は６つの時間帯に分けられ、それぞれ１時限～６時限と呼ばれる。１つの時限は単位計

算上１コマ２時間と換算されるが、実際の時間は９０分である（但し、授業形式が実習のものは除く）。

学期中の平日に限らず、土曜や休業期間を含めて、集中的に授業を行うものを集中講義と呼ぶ。

授業科目ごとに単位が定められている。履修登録をし、試験に合格することで単位を修得することがで

きる。ただし、出席時数が当該授業の全授業時数の３分の２に満たない場合は単位を修得することはでき

ない。

各学科等、入学年度で卒業や免許・資格に必要な修得単位が定められており、その条件を満たさないと

卒業や免許・資格の取得ができないので注意すること。
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４．授業、単位と卒業要件

学位学部
学士（文学）文 学 部

学士（生活科学）生活科学部

学士（看護学）看 護 学 部

学士（経営学）経 営 学 部

学士（学術）未来教養学環

本学に４年以上在学し、所定の単位を修得した者には、教授会の議を経て学長が卒業を認定し、次の学

位が授与される。

（４）卒業認定と学位

（３）単位の基準

（２）単位

（１）授業、学期と時間割

半期コマ数と単位授業時間と単位数授業種類

半期１コマ２単位１５時間（毎週１時間の１５週）の授業をもって１単位とする。講義科目

半期１コマ２単位または
１単位

１５時間または３０時間（毎週１時間または２時間の１５週）の
授業をもって１単位とする。演習科目

半期１コマ１単位または
半期１．５コマ１単位

３０時間または４５時間（毎週２時間または３時間の１５週）の
授業をもって１単位とする。

実験・実習・
実技科目

※「卒業研究」については、学修の成果を評価して単位を与える。

１単位の授業時間は、原則として次の基準による。
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１）本学１年次入学生

本学入学以前に他大学または短期大学等で修得した単位および特別科目等履修生として修得した単位が

ある場合、本学において修得した単位として認定することがある。単位認定希望者は、前期授業開始前に

学務部まで相談すること。

２）編転入学生

編転入学を許可された者が入学前に修得した単位のうち、本学における卒業要件科目に相当すると認め

られる科目について２年次編入生は３０単位、３年次編入生は６０単位を越えない範囲で、本学において修得

したものとしてその単位を認定することがある。

基本的に、２年次編入生については１年次開講科目、３年次編入生については１～２年次開講科目の範

囲で、科目の内容が共通と認められた場合、単位を認定する。学生本人が認定を希望しない科目について

は、認定しない。

資格関連科目に関しては３年次以上の配置科目についても認定する場合がある。

教職課程の科目に関して、本学に入学する前の大学が短期大学である場合は、二種免許状に係る科目の

単位数が上限となる。また、道徳教育に関する科目は再履修しなければならない。（教育職員免許法施行規

則第３条表備考４および１０条の２）

（５）本学入学前に修得した単位の認定
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５．履修登録

履修登録とは、授業を受け単位を修得するために、年度毎にその年度の受講計画を立て、履修科目をあ

らかじめ登録する手続きのことである。登録は各年次に配置された必修科目を第一にし、つぎに選択科目、

資格科目を考慮し、その年度の登録科目を決定する。その際、この冊子内容をよく参照すること。正当な

理由なしに期間内に登録を終えない者、登録手続きに不備のある者は、授業の受講や単位も認められない

ので注意すること。

① 文学部、生活科学部、看護学部各学科および未来教養学環の１年間に登録できる単位数は、卒業要

件に関わる科目が５０単位未満で、総単位数は６０単位以内とする。

経営学部経営学科の１年間に登録できる単位数は、４７単位未満とする。ただし、前年度のGPAが３．０

以上の学生は、５０単位未満まで履修することができる。

② 該当年次より上位年次配置科目は履修できないが、下位年次配置科目は履修できる。

③ 他学科・他学部科目および学環科目で履修可能科目があり、卒業要件となる場合がある。但し、履

修できない科目や制限がある科目もあるので、この冊子をよく読み担当教員に確認すること。

④ 履修制限（指定クラス等）については、履修登録の手引きで確認し、登録すること。

⑤ 履修登録確定後、登録した科目の変更は認めないので、十分注意すること。

⑥ 後期開講科目も原則として４月に登録すること。後期に追加登録期間はあるが、すべての後期開講

科目が対象ではない。「後期追加登録授業一覧」（９月掲出）にある授業が追加登録できる。詳細は

学務部の窓口で確認すること。

履修登録した学生は、下記の指定期間内に履修科目の取消ができる。

履修科目の取消をする場合は、必ず自己の責任において、単位数の確認計算を行った後に、履修科目取

消届を、決められた期間内に学務部に提出すること。

取消をした科目は、評価の対象から除外される。履修科目の取消をする場合は、科目の重要性（必修科

目、卒業要件単位等）を考えて慎重に行うこと。

① 「履修科目取消届」受付期間

前期・通年科目 ５月下旬

前期試験前

後期・通年科目 １０月下旬

後期試験前

※具体的な取消届受付期日については「履修登録の手引き」で確認すること。

※学外実習科目、集中講義科目、前期または後期の途中で終了する科目、卒業研究については、別に取

（１）履修登録について

（２）履修登録の注意

（３）履修科目の取消
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消締切日を設ける。

② 追加登録については、（２）履修登録の注意の⑥（３０ページ）を参照のこと。

履修登録は、WEBサービスシステムである「IC-UNIPA」のWEB履修の機能を使って行う。詳細につ

いては別途配付の「履修登録の手引き」等を参照すること。

履修登録は、定められた期間に必ず済ませ、登録漏れがないように注意すること。万一履修エラーがあ

る場合はそのまま放置しないようにすること。

なお、履修登録した科目は、「IC-UNIPA」上で確認できる。

（４）履修登録の方法および注意事項

履修ガイダンスから履修登録の完了まで
港
高
高

ガイダンスで履修登録に必要な書類・資料の配付を受ける。

港
高
高

「IC-UNIPA」にログインし、WEB上で履修登録をする。
履修エラーがある場合にはエラーが消えるまで修正する。
実際に授業に出て履修希望申告票を担当者に提出する。
上記の作業を履修登録期間内に終了させる。
※履修エラーを放置しないこと。

履修登録完了 〈４月下旬〉
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６．授業の履修

授業を受ける際には受講マナーを守り、他の学生の迷惑にならないよう注意すること。ごく当たり前の

ことを一人一人が気を付けることが大切である。

① 私語

周りの学生の迷惑になるので、質問以外は発言しないようにすること。

② 授業中の入退室

遅刻をして入室することのないよう注意すること。万一、体調不良等止むを得ない事情で途中入退

室する場合は、挙手をして授業担当者の許可を得ること。

③ 携帯電話（スマートフォンを含む）

授業中は電源を切るか、マナーモードにし、カバンの中にしまうこと。ただし、授業担当者の指示

で授業中に使用する場合がある。その際は授業担当者の指示に従うこと。

④ その他、授業中に控えるべき事項

「居眠りをする」「ガムや飴、食べ物を食べる」「化粧をする」「筆記用具やノートを持ってこない」

「サングラスをかけたまま」「帽子をかぶったまま」等。

学校保健安全法施行規則第１８条に規定されている感染症に感染したり、感染の疑いがある場合は「公欠」

となるので、事由が判明した段階で速やかに学務部に連絡し、「公欠届」を提出することで、授業欠席を公

欠とすることができる。なお公欠となった場合の取り扱いは次のとおりとする。

① 当該欠席時数は「失格」（出席時数が全授業時数の３分の２に満たない場合）を決する算定に含めな

い。ただし、評価に際して支障のあるときは、当該科目の担当教員と学務部との協議においてその

対応を決するものとする。

② 定期試験が公欠となる場合は追試験を実施する。追試験の成績については、通常の定期試験受験者

と同様に扱う。

なお、公欠とならないその他の事由による授業欠席は、いかなる事由であってもすべて「失格」判定に

おける欠席回数に数えられるので注意すること。学外実習、忌引き、病欠、ケガ等についてもすべてその

対象となる。

また、授業時数３分の１以下の欠席を認める本学学則条項は、忌引きや病欠等の止むを得ない欠席を想

定したものである。止むを得ず欠席しなければならない事態に備えるため、これに該当しない欠席は厳に

慎むこと。

（１）授業を受ける際のマナー

（２）公欠制度
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本学においては、年間２回の定期試験を実施している。即ち、前期終了時の前期試験と年度末の後期試
験である。その他、授業によっては、随時試験が行われることがある。
いずれの場合も、学生の本分に従い厳正に受験しなければならない。もし不正行為があれば、学則第４６

条に基づいて懲戒の対象とする。
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７．試験規程

第１条 本規程は、本学学則第１５条から第１７条に基づき、本学において実施される定期試験等に関し、必
要な事項を定めるものである。

第１章 定期試験
（定期試験）
第２条 定期試験とは、あらかじめ定められている期間に実施される試験で、前期末試験、後期末試験お

よびそれに準ずる試験を基本とする。
（受験資格）
第３条 出席時数が当該授業の全授業時数の３分の２に満たない者、および当該学期の学納金が未納の者

は、受験資格を失う。仮に、これらの事実を確認せずに受験してしまった場合においても、その
受験は無効となり、評価は「失格」となる。

（受験心得）
第４条 試験室においては、すべて担当教員の指示に従わなければならない。
２ 受験に際しては、有効な学生証（仮学生証を含む）を机上に呈示しておかなければならない。
３ 試験室への携帯品はカバンに入れるか、担当教員の指示する所定の位置に置くものとする。なお、
携帯電話等の機器類の電源は必ず切っておかなければならない。

４ 試験開始時刻に遅刻した場合は、担当教員の指示に従うこと。
５ 試験途中での退室を認められた場合を含み、試験室を退出する場合は、必ず答案用紙を提出して
からでなければならない。

６ 試験室内においては、不正行為および不正行為を助ける行為をしてはならない。
７ 不正行為および不正行為を助ける行為を行った者は、当該学期において履修登録している全科目
の評価を「失格」とする。その懲戒に係る調査その他の手続きは、「茨城キリスト教大学学生懲戒
規程」に基づいて行う。

（不正行為）
第５条 不正行為とは、次のような行為を言う。

① 他人（自分以外の人）に代理受験を依頼して行わせた場合、および代理受験をした場合
② 他人のために答案、メモを書いたり、他人に答案、メモ等を書いてもらったりしている場合
③ 持ち込みを許可されていない教科書、参考書、ノート、メモ等を見ている場合
④ 他人の答案を見たと認められる場合
⑤ 他人に自己の答案を見せたと認められる場合
⑥ 口頭あるいは動作によって、試験の内容について互いに連絡している場合
⑦ 持ち込みを許可されている教科書、参考書、ノート等を互いに貸借している場合
⑧ 試験時間中に、スマートフォンやウェアラブル端末を使用したり、身に付けていたり手に持っ

（１）試験規程
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ていた場合
⑨ その他監督者が不正行為と判断する場合

２ 不正行為は試験室内で指摘された場合に限らず、採点の際に発見された場合も同様の扱いを受ける。

第２章 追試験
（追試験）
第６条 以下に挙げる正当な理由により定期試験を受けることができなかった者は、学則第１７条に基づき、

本人の願い出により追試験を受けることができる。
① 天災地変のため試験を欠席した者
② 近親者（三親等以内）の死亡によって試験を欠席した者
③ 交通事故のため試験を欠席した者
④ 病気のため試験を欠席した者
⑤ 公欠となる事由により試験を欠席した者
⑥ 家庭の止むを得ない事情で試験を欠席した者
⑦ 就職試験のため試験を欠席した者
⑧ 派遣学生として他の大学等の科目を履修している学生のうち、定期試験日が本学で履修して
いる科目の定期試験日と重なり、本学で定期試験を受けられなかった者

⑨ その他本人の責めに帰さない事情により試験を欠席した者で、学長から特別認められた者
（追試験の手続き）
第７条 追試験を希望する者は、試験欠席後速やかに学務部学務課に連絡して指示を受け、欠席した試験

日から原則３日以内に正式な追試験の手続きをしなければならない。
２ 追試験を希望する者は、１科目あたり１，０００円の追試験料を納入しなければならない。ただし、前
条⑤、⑧の理由によって定期試験を欠席し、追試験を希望する場合は、追試験料を徴収しない。

３ 前条②に該当する場合は、会葬御礼等を提出しなければならない。
４ 前条③に該当する場合は、証明書を提出しなければならない。
５ 前条④に該当する場合は、病院の発行する診断書、領収書、処方箋等を提出しなければならない。
医療機関での受診がない場合は、原則として追試験を受けることはできない。

６ 前条⑤に該当する場合は、公欠届を提出しなければならない。
７ 前条⑥に該当する場合は、保証人による理由書を提出しなければならない。
８ 前条⑦に該当する場合は、当該企業等の発行する証明書を提出しなければならない。
９ 前条⑧に該当する場合は、証明書を提出しなければならない。
１０ 前条⑨に該当する場合は、相当する理由書または証明書を提出しなければならない。

第８条 定期試験の日程に組み込まれていない科目については、原則として追試験は行われない。
（追試験の評価）
第９条 追試験の成績は、採点の８０％とする。ただし、公欠となる理由に基づく追試験の成績については、

通常の定期試験受験者と同等に扱う。

第３章 レポート・課題
（レポート・課題）
第１０条 定期試験に代わるもの、あるいは補うものとしてレポートや課題の提出が求められる場合、その

レポートや課題も成績評価の根拠となるものとして、定期試験に準じて扱われる。
第１１条 レポートや課題の提出先は原則として担当教員とする。
第１２条 レポートや課題の提出に際しては、担当教員の指示に従い、授業科目名、担当教員名、題目、学

籍番号、氏名等を明記するものとする。
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第１３条 レポートや課題の作成に際しては、引用・参考文献を明記し、著作権の侵害および剽窃・盗用の
疑義を持たれないようにしなければならない。

２ 生成系AIの利用については、担当教員の指示に従うものとする。
第１４条 レポートや課題は必ず本人が提出しなければならない。
第１５条 レポートや課題の作成および提出に関する不正行為については、定期試験における不正行為に準

じて取り扱われる。

第４章 再試験
（再試験）
第１６条 当該年度の卒業見込者で、以下の条件を満たしている場合は、学則第１７条に基づき、再試験を受

けることができる。
① 当該年度の定期試験および追試験の結果、不合格科目のうち２科目以内の単位を修得できれ
ば卒業要件を満たすことができる場合。

② 前号の不合格科目の成績評価が「F」である場合。その成績評価が「失格」または「欠試」
である場合は、再試験の対象とはならない。

③ 前期末卒業に関しては、再試験は実施しない。
第１７条 再試験の対象科目は、学務部より掲示される。
２ 「学環および学科の基礎演習に相当する演習」、「学環および学科のゼミに相当する演習」、「卒業研
究」、「実験・実習・実技にかかわる科目」、「外国語科目のうちのCIS」、「単位互換による科目」、
「卒業要件外の科目」は再試験の対象とはならない。

３ 前項に挙げる科目のほか、再試験の対象とはならない科目を学環および各学科が指定する場合が
ある。

（再試験の手続き）
第１８条 再試験を希望する者は、指定された期日に学務部において正式な再試験の手続きをしなければな

らない。
２ 再試験を希望する者は、１科目あたり５，０００円の再試験料を納入しなければならない。

（再試験の評価および卒業）
第１９条 再試験の結果、合格した科目の評価は「C」とする。
２ 再試験を受験して卒業要件単位を満たした者の卒業期日は、一般卒業者と同一期日とする。

第５章 その他
（改定）
第２０条 この規程の改定は、教務委員会および合同教授会の議を経て学長がこれを行う。

附 則
１ 本規程は２０１７年４月１日より施行する。
２ 本規程は２０１８年４月１日より施行する。
３ 本規程は２０１９年４月１日より施行する。
４ 本規程は２０２２年４月１日より施行する。
５ 本規程は２０２３年４月１日より施行する。
６ この規程は２０２４（令和６）年４月１日より施行する。
７ この規程は２０２６（令和８）年４月１日より施行する。
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第１条 本内規は、学則第７章に基づき、成績評価に関する事項を定めるものとする。

（成績評価）

第２条 学業成績は、定期試験および臨時試験（筆記・口述・実技等の試験を含む）、レポート等の成績を

総合して評価され、合格と判定された場合は所定の単位が与えられる。

２ 成績評価の基準は、以下の通りとし、AA、A、B、Cを合格とし、Fを不合格とする。

AA ９０点以上

A ８０点～８９点

B ７０点～７９点

C ６０点～６９点

F ５９点以下

３ 定期試験に欠席し、追試験の手続きをしない場合の評価は「欠試」となり、単位は認定されない。

４ 以下のいずれかに該当する場合の評価は「失格」となり、単位は認定されない。

① 出席時数が当該授業科目の全授業時数の３分の２に満たない場合

② 当該年度・学期の授業料等が未納の場合

③ 定期試験またはレポート作成に際し、不正行為があったと認められたとき

④ その他、担当教員が十分な根拠をもって評価に値しないと判断したとき

（評定平均値）

第３条 評定平均値（GPA：GradePointAverage）は下記の数式によって算出される。

２ 評定平均値はIC-UNIPA上の個人成績画面、成績通知票、成績証明書に掲載され、優等賞、学業

優秀賞、各種奨学金事業、教育実習履修要件等、学内の関連諸施策の運用に共通して使用される。

（成績通知）

第４条 成績評価の結果は、IC-UNIPAを通して、翌学期開始時に通知される。ただし、通年科目に関し

ては翌年度開始時に通知される。

（２）成績評価に関する内規

※１ 「総履修登録単位数」には、次に該当する科目の単位は含まれない。

①本学で修得したものとして単位が認定されたもの（記号「認」※のもの）

②履修登録後、正規の手続きを経て取り消しを行ったもの

※２ 「科目の成績点」は、各々の科目の評定を次の通りに点数化して計算式にあてはめる。

【合 格】 AA＝４．０ A＝３．０ B＝２．０ C＝１．０

【不合格】 F＝０ 欠（欠試）＝０ 失（失格）＝０

※３ 不合格の評定を受けた科目を再履修して合格点を得た場合も、不合格評定と合格評定の

双方が計算式に反映される。

※４ 科目履修中に自身の判断で取り消しを決意した場合は、正規の手続きを経て取り消しを

行うことができる。履修の取り消しは、学外実習等の一部科目を除き、定められた「履

修登録取消期間」で行うことができる。取消手続きを行わない場合は失格もしくは欠試

となり、評定平均値を下げることとなる。

評定平均値（GPA）＝
（科目の単位数×科目の成績点）の合計

総履修登録単位数
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２ 前項の規定にも関わらず、卒業年次の成績通知に関しては、卒業生氏名発表と同時に行う。

（成績評価の変更）

第５条 科目担当者により、正式なものとして登録された成績は、原則として変更されない。

（成績評価に対する疑義）

第６条 成績評価に関して疑義が生じた場合は、学務部を通して調査等を依頼することができる。

２ 前項の調査等の受付期間は、成績通知後１週間以内とし、期間が過ぎた場合は受け付けられない。

ただし、実習等により成績調査依頼票を受付期間内に提出することができない場合については、

別途指示する。

（保証人への成績通知）

第７条 成績通知は、原則として保証人のIC-UNIPAアカウントへ開示する。

２ 前項の規定にもかかわらず、学生本人が保証人への成績開示を希望しない場合には、所定の期日

までに申し出るものとする。

３ 前項の申し出があった場合には、成績開示を本人が希望していない旨、保証人に通知する。

（内規の改定）

第８条 本内規の改定は、教務委員会および合同教授会の議を経て、学長がこれを行う。

附 則

１ 本内規は２０１７年４月１日より施行する。

２ 本内規は２０２０年４月１日より施行する。

※「認」とは、本学入学以前に他大学または短期大学等で、また入学後に海外研修（留学を含む）等で修

得した単位を表す記号である。

（３）前期末卒業に関する内規

第１条 本内規は、学則第４条および第１８条に基づき、前期末卒業に関して、必要な事項を定める

第２条 ３月に卒業が認定されなかった者のうち、前期完結科目の単位を修得することによって卒業要件

単位数が満たされる場合、本人の願い出によって前期末卒業が認められることがある。

第３条 前条の該当者は、４月の履修登録締切日までに「前期末卒業申請書」を学務部に提出しなければ

ならない。

第４条 前期末卒業に関しては、再試験は実施しない。

第５条 前期末卒業を申請し、卒業要件を満たした場合、年度末卒業への変更はできない。

第６条 前期末卒業に関わる学納金については、別に定める。

第７条 この内規の改定は、教務委員会の議を経て学長がこれを行う。

附 則

１ 本内規は２０１７年４月１日より施行する。

２ 本内規は２０２５（令和７）年４月１日から施行する。



３８

（目的）

第１条 この規程は、学則第２８条に基づき、転籍に関して必要な事項を定めるものである。

（転籍試験）

第２条 転籍を希望する場合は、事前に学務部、アドヴァイザー教員、および受け入れ学環および学科教

務委員に申し出て、十分な指導を受けることとする。

第３条 転籍の受け入れ可能学環および学科は、該当年次在籍者数等により年度毎に決定し、１０月中に掲

示される。

２ 前項の規定にもかかわらず、文学部児童教育学科幼児保育コース、生活科学部食物健康科学科、

および看護学部看護学科においては転籍試験を実施しない。

（年次）

第４条 転籍を受け入れる年次は、原則として２年次とする。

２ 前項の規定にもかかわらず、３年次への転籍を認める場合がある。

第５条 転籍を許可された者の年次は、原則として転籍する以前に在籍していた年次の翌年次とする。

（在籍期間）

第６条 転籍をした場合の在籍年限は、学則第４条に定められる期間を超えないものとする。

（出願および審査料）

第７条 転籍試験の受験を希望する者は、所定の願書により、指定された期日までに、審査料１０，０００円を

納入し、出願しなければならない。

（選考方法）

第８条 転籍試験の選考方法は、受け入れ予定学環および学科の指定する試験・面接等による。

（合否判定および結果通知）

第９条 転籍試験の合否判定は、教務委員会の議を経て、受け入れ予定学環および学科の所属する学部教

授会または学環会議において審議・決定する。

２ 転籍の合否については、前項の学部教授会または学環会議の決定を受けて、学務部より通知する。

（改定）

第１０条 この規程の改定は、教務委員会および合同教授会の議を経て学長がこれを行う。

附 則

１ 本規程は２０１７年４月１日より施行する。ただし、２０１７年度に転科・転部を希望する者については、

本規程を準用する。

２ 本規程は２０２２年４月１日より施行する。

３ この規程は、「転科・転部試験規程」より「転籍試験規程」に名称変更および改定を行い、２０２４

（令和６）年４月１日より施行する。

（４）転籍試験規程
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８．科目コードと科目ナンバリング

科目コードは、各科目がどの学部学科等が開講しているかわかるように付与している５桁の番号である。

１０×××～ 全学教養科目

１２×××～ 文学部現代英語学科科目

１３０××～、１３１××～、１３５××～ 文学部児童教育学科

１４×××～ 文学部文化交流学科

２０×××～、２１×××～ 生活科学部心理福祉学科

２０×××～、２２×××～ 生活科学部食物健康科学科

３１×××～ 看護学部看護学科

４０×××～、４１×××～ 経営学部経営学科

１５×××～ 未来教養学環

５０×××～ 卒業要件外科目

科目ナンバリングは、教育課程の体系が理解しやすくなるように、各授業科目に記号・番号を付し、各

科目の配置、相互関係、位置づけ、授業形式などを明示する仕組みであり、本学では、すべての学部およ

び学環・大学院において「科目ナンバリング」の制度を導入している。

（１）科目コードとは

（２）科目コードの構成

（３）科目ナンバリングとは

① アルファベット２文字：学科・専攻等を表す。

LA：全学教養科目

EN：文学部 現代英語学科 学科科目

PD：文学部 児童教育学科 学科科目

CC：文学部 文化交流学科 学科科目

WP：生活科学部 心理福祉学科 学科科目

FS：生活科学部 食物健康科学科 学科科目

例）EnglishCommunicationI（現代英語学科 学科科目）

EN11A01E
① ②③ ④ ⑤ ⑥

（４）科目ナンバリングの構成
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NU：看護学部 看護学科 学科科目

MA：経営学部 経営学科 学科科目

FL：未来教養学環 学環科目

EX：卒業要件外科目

② ２桁の数字の十の位：年次レベルを表す。

１：大学 １年次レベル（１年次生から履修可能）の科目

２：大学 ２年次レベル（２年次生から履修可能）の科目

３：大学 ３年次レベル（３年次生から履修可能）の科目

４：大学 ４年次レベル（４年次生が履修可能）の科目

③ ２桁の数字の一の位：科目（内容）の順位性を表す。

０ ：特に順位性が設けられていない科目

１～：科目名のローマ数字（Ⅰ～Ⅶ）に対応し、順位性が示される科目

④ アルファベット１文字：必修・選択必修・選択の別を表す。

Ａ：当該科目が適用される全学生にとって卒業要件上「必修」となる科目

Ｂ：当該科目が適用される全学生にとって卒業要件上「選択必修」となる科目

Ｃ：当該科目が適用される全学生にとって卒業要件上「選択」となる科目

⑤ ２桁の数字：上記①～④の記号・数字が同一である科目グループの中の順番（カリキュラム表に現れ

る順番）を表す。

０１～

⑥ アルファベット１文字：授業形式を表す。

Ｋ：講義科目

Ｅ：演習科目

Ｊ：実験科目、実習科目、実技科目

Ｓ：その他（卒業研究等）



１．卒業に必要な最低修得単位 ……………………………………………４１

２．授業科目、単位数および履修規程
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（１）全学教養科目 ……………………………………………………４６
（２）学科科目 …………………………………………………………５０
児童教育学科
（１）全学教養科目 ……………………………………………………５２
（２）学科科目 …………………………………………………………５６
文化交流学科
（１）全学教養科目 ……………………………………………………６０
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履修要項Ⅰ 文学部
〔全学教養科目および学科科目の履修〕
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１．卒業に必要な最低修得単位
文学部

＜２０２６（令和８）年度入学生＞

〔現代英語学科〕 ２０２６年度～
最低修得単位科目区分

卒
業
に
必
要
な
単
位
お
よ
び
規
程

合計
３２単位

６単位建学の精神

全
学
教
養
科
目

１２単位

文化交流系教養

現代教養

教育系教養
心理福祉系教養
食物健康系教養
看護系教養
経営系教養
自然環境系教養
英語 ※１

言語コミュニケーション ６単位英語以外
留学

２単位データサイエンス
体育実技２単位健康スポーツ

２単位汎用的スキル
２単位問題解決

合計
７６単位

１０単位英語技能科目

学
科
科
目

グローバル・コミュニケーション

専門科目

ホスピタリティ
英語教育
言語と文化

１６単位演習
アクティブ・ラーニング

資格サポート科目
１６単位自由選択 ※２

１２４単位以上合計

※１ 英語のうち「総合英語Ⅰ～Ⅳ」「英語コミュニケーションⅠ～Ⅳ」は卒業に必要な単位に含まれない。
※２ 自由選択は、全学教養科目、学科科目、他学科科目、学環科目の中から履修。



４２

〔児童教育学科 児童教育コース〕 ２０２４年度～
最低修得単位科目区分

卒
業
に
必
要
な
単
位
お
よ
び
規
程

合計
３６単位

６単位建学の精神

全
学
教
養
科
目

１６単位

文化交流系教養

現代教養

教育系教養 ※１
心理福祉系教養
食物健康系教養
看護系教養
経営系教養
自然環境系教養

４単位英語
言語コミュニケーション ６単位英語以外

留学
２単位データサイエンス

体育実技２単位健康スポーツ
汎用的スキル
問題解決

合計
７４単位

２２単位基幹科目
学
科
科
目

１４単位専門基礎科目
３８単位専門科目

資格科目Ⅰ ※２
資格科目Ⅱ ※２

１４単位自由選択 ※３

１２４単位以上合計

※１ 教育系教養のうち「教育学」は卒業に必要な単位に含まれない。
※２ 資格科目Ⅰ・資格科目Ⅱは卒業に必要な単位に含まれない。
※３ 自由選択は、全学教養科目、学科科目（基幹科目・専門基礎科目・専門科目）、他学科科目、学環科目の

中から履修。
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〔児童教育学科 幼児保育コース〕 ２０２４年度～
最低修得単位科目区分

卒
業
に
必
要
な
単
位
お
よ
び
規
程

合計
３０単位

４単位建学の精神

全
学
教
養
科
目

１６単位

文化交流系教養

現代教養

教育系教養 ※１
心理福祉系教養
食物健康系教養
看護系教養
経営系教養
自然環境系教養

２単位
２単位英語

言語コミュニケーション ２単位英語以外
留学

２単位データサイエンス
体育実技２単位健康スポーツ

汎用的スキル
問題解決

合計
８０単位

２２単位基幹科目
学
科
科
目

１４単位専門基礎科目
４４単位専門科目

資格科目Ⅰ ※２
資格科目Ⅱ ※２

１４単位自由選択 ※３

１２４単位以上合計

※１ 教育系教養のうち「教育学」は卒業に必要な単位に含まれない。
※２ 資格科目Ⅰ・資格科目Ⅱは卒業に必要な単位に含まれない。
※３ 自由選択は、全学教養科目、学科科目（基幹科目・専門基礎科目・専門科目）、他学科科目、学環科目の

中から履修。
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〔文化交流学科〕 ２０２４年度～
最低修得単位科目区分

卒
業
に
必
要
な
単
位
お
よ
び
規
程

合計
４０単位

６単位建学の精神

全
学
教
養
科
目

１６単位

文化交流系教養

現代教養

教育系教養
心理福祉系教養
食物健康系教養
看護系教養
経営系教養
自然環境系教養

８単位英語
言語コミュニケーション ６単位英語以外

留学
２単位データサイエンス

体育実技２単位健康スポーツ
汎用的スキル
問題解決

合計
７０単位

３０単位基幹科目

学
科
科
目

４単位
（いずれか
１区分から）

多文化協働

文化交流を実践する
観光
地域貢献
日本語教育

文化を学ぶ
特別研究
キャリア教育

１４単位自由選択 ※

１２４単位以上合計

※ 自由選択は、全学教養科目、学科科目、他学科科目、学環科目の中から履修。
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１．自由に選択できる単位について

卒業に必要な最低修得単位はどの学科も合計１２４単位となっているが、全学教養科目と学科科目の最低修

得単位数を合計しても１２４単位にはならず、文学部各学科とも不足（現代英語学科１６単位、児童教育学科１４

単位、文化交流学科１４単位）が生じることになる。この不足は、全学教養科目・自分が所属する学科の学

科科目・他学科及び他学部の学科科目・未来教養学環の学環科目（これらは全て卒業要件単位に含まれる

科目群である）の中から自由に履修し、単位を修得して充足させることができる。ただし、他学科及び他

学部の学科科目・未来教養学環の学環科目の履修に際しては、受講制限をする科目もあるので注意するこ

と。

２．科目の重複履修について

全学教養科目の一部について、科目の重複履修が可能である。ただし、同一担当者による同一内容の場

合、或いは同一時期に重複して履修することはできない。下記科目以外は同じ科目を重複して履修するこ

とができないので注意すること。

留意事項

履修可能回数

キリスト教の精神と文化Ⅱ ２

キリスト教の精神と文化Ⅲ ２

体育実技ⅡＡ

体育実技ⅡＢ
７

総合英語Ⅴ ２

総合英語Ⅵ ２

ドイツ語ⅢＢ ３

ドイツ語ⅣＢ ３

フランス語ⅢＢ ３

フランス語ⅣＢ ３

履修可能回数

中国語ⅢＢ ３

中国語ⅣＢ ３

コリアンⅢＢ ３

コリアンⅣＢ ３

外国語としての日本語Ｇ ２

外国語としての日本語Ｈ ２

その他の外国語Ａ ３

その他の外国語Ｂ ３

券
犬
鹸

＜この規程は２０２４（令和６）年度入学生から適用される。＞
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修得単位・備考配置
年次単位数授業

時間数
授業
形式授業科目科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード学科目

６単位必修
１②３０講義キリスト教の精神と文化ⅠLA１１A０１K１１００５０

建学の精神 １②３０講義キリスト教の精神と文化ⅡLA１２A０１K１１００５１
３②３０講義キリスト教の精神と文化ⅢLA３３A０１K１１００５２

１２単位以上選択

１～４２３０講義歴史学LA１０C１９K２１０１１７

文化交流系教養

現代教養

１～４２３０講義地域を学ぶLA１０C４２K１１０１４０
１～４２６０実習コミュニティで学ぶLA１０C４３J１１０１４１
１～４２３０講義共に生きるLA１０C３５K１１０１３３
１～４２３０講義美と芸術の歴史LA１０C２３K１１０１２１
１～４２３０講義教育学LA１０C１６K２１０１１４

教育系教養
１～４２３０講義倫理学LA１０C１３K２１０１１１
１～４２３０講義教育と人権LA１０C３３K２１０１３１
１～４２３０講義日本国憲法LA１０C２６K１１００３６
１～４２３０講義ジェンダーの現在LA１０C３６K１１０１３４
１～４２３０講義心理学LA１０C１５K２１０１１３

心理福祉系教養
１～４２３０講義社会福祉学LA１０C５５K１１０１６２
１～４２３０講義対人関係の心理学LA１０C１８K１１０１１６
１～４２３０講義カウンセリングとメンタルヘルスLA１０C１７K１１０１１５
１～４２３０講義生命科学LA１０C４５K２１０１４４

食物健康系教養
１～４２３０講義食といのちLA１０C４８K１１０１４７
１～４２３０講義食と文化LA１０C５６K１１０１６３
１～４２３０講義栄養と食生活LA１０C５７K１１０１６４
１～４２３０講義看護学LA１０C５８K１１０１６５

看護系教養
１～４２３０講義ライフサイクルと健康LA１０C４７K２１０１４６
１～４２３０講義生命倫理LA１０C４６K１１０１４５
１～４２３０講義家族を考えるLA１０C３７K１１０１３５
１～４２３０講義経済学LA１０C３０K２１０１２８

経営系教養
１～４２３０講義貨幣論LA１０C３８K２１０１３６
１～４２３０講義国際経済と暮らしLA１０C３２K１１０１３０
１～４２３０講義時事問題研究LA１０C４１K１１０１３９
１～４２３０講義グローバリゼーションを考えるLA１０C２９K２１０１２７
１～４２３０講義地球環境と人間LA１０C４９K１１０１４８

自然環境系教養
１～４２３０講義災害と人間LA１０C５１K１１０１５０
１～４２３０講義科学技術の現在LA１０C５２K１１０１５１
１～４２３０講義宇宙の探究LA１０C５４K２１０１５３
３１３０演習総合英語ⅤLA３１C０１E１１００６２

英語

言語
コミュニ
ケーション

３１３０演習総合英語ⅥLA３２C０１E１１００６３
１課３０演習ドイツ語ⅠALA１１B０１E１１００６５

英語以外
１課３０演習ドイツ語ⅡALA１２B０１E１１００６６
１課３０演習ドイツ語ⅠBLA１１B０２E１１００６７
１課３０演習ドイツ語ⅡBLA１２B０２E１１００６８
２課３０演習ドイツ語ⅢALA２３B０１E１１００６９

履修に関しては次のことに注意すること。

１．単位数を囲む○印は必修科目を示す。

２．単位数を囲む□印は選択必修科目を示す。

３．各授業科目は、それぞれ固有の科目コードを持つ。

４．１年間に登録できる単位数は、卒業要件に関わる科目が５０単位未満で、総単位数は６０単位以内とする。

七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七

２．授業科目、単位数および履修規程
〔文学部〕

（１）全学教養科目

＜現代英語学科＞

２０２６年度～
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修得単位・備考配置
年次単位数授業

時間数
授業
形式授業科目科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード学科目

２課３０演習ドイツ語ⅣALA２４B０１E１１００７０

英語以外

言語
コミュニ
ケーション

２１３０演習ドイツ語ⅢBLA２３C０１E１１００７１
２１３０演習ドイツ語ⅣBLA２４C０１E１１００７２
１課３０演習フランス語ⅠALA１１B０３E１１００７３
１課３０演習フランス語ⅡALA１２B０３E１１００７４
１課３０演習フランス語ⅠBLA１１B０４E１１００７５
１課３０演習フランス語ⅡBLA１２B０４E１１００７６
２課３０演習フランス語ⅢALA２３B０３E１１００７７
２課３０演習フランス語ⅣALA２４B０３E１１００７８
２１３０演習フランス語ⅢBLA２３C０２E１１００７９
２１３０演習フランス語ⅣBLA２４C０２E１１００８０
１課３０演習中国語ⅠALA１１B０５E１１００８１
１課３０演習中国語ⅡALA１２B０５E１１００８２
１課３０演習中国語ⅠBLA１１B０６E１１００８３
１課３０演習中国語ⅡBLA１２B０６E１１００８４
２課３０演習中国語ⅢALA２３B０５E１１００８５
２課３０演習中国語ⅣALA２４B０５E１１００８６
２１３０演習中国語ⅢBLA２３C０３E１１００８７
２１３０演習中国語ⅣBLA２４C０３E１１００８８
１課３０演習コリアンⅠALA１１B０７E１１００８９
１課３０演習コリアンⅡALA１２B０７E１１００９０
１課３０演習コリアンⅠBLA１１B０８E１１００９１
１課３０演習コリアンⅡBLA１２B０８E１１００９２
２課３０演習コリアンⅢALA２３B０７E１１００９３
２課３０演習コリアンⅣALA２４B０７E１１００９４
２１３０演習コリアンⅢBLA２３C０４E１１００９５
２１３０演習コリアンⅣBLA２４C０４E１１００９６
１１３０演習その他の外国語ALA１０C０２E１１００９７
１１３０演習その他の外国語BLA１０C０３E１１００９８

外国において中
等教育を受けた
学生にのみ適用

１～４１３０演習外国語としての日本語ALA１０C５９E２１０１０１
１～４１３０演習外国語としての日本語BLA１０C６０E２１０１０２
１～４１３０演習外国語としての日本語CLA１０C６１E２１０１０３
１～４１３０演習外国語としての日本語DLA１０C６２E２１０１０４
１～４１３０演習外国語としての日本語ELA１０C６３E２１０１０５
１～４１３０演習外国語としての日本語FLA１０C６４E２１０１０６
１～４１３０演習外国語としての日本語GLA１０C６５E２１０１０７
１～４１３０演習外国語としての日本語HLA１０C６６E２１０１０８
１４１２０実習海外語学研修ALA１０C０８J１１００３１

留学

２４１２０実習海外語学研修BLA２０C０１J１１００３２
１２６０実習海外語学研修CLA１０C０９J１１００３３
２２６０実習海外語学研修DLA２０C０２J１１００３４
１～４２６０実習海外文化研修LA１０C１０J１１００４８
１～４２６０実習異文化体験LA１０C１１J２１００３５
１～４２３０講義留学生のための日本学基礎LA１０C１２K１１００４９

２単位必修

１嘩３０演習コンピュータ基礎ⅠLA１１B１１E１１００４４

データサイエンス

１嘩３０演習コンピュータ基礎ⅡLA１２B１１E１１００４５
２嘩３０演習コンピュータ実習LA２０B０１E２１００４６
１～４嘩３０講義データサイエンスⅠLA１１B１２K２１０１３７
１～４嘩３０演習データサイエンスⅡLA１２B１３E１１０１６６
１～４嘩３０講義はじめての統計学LA１０B０１K１１０１５２
２～４嘩３０演習はじめてのプログラミングLA２０B０２E１１０１６７

２単位必修

１～４①３０実技体育実技ⅠLA１１A０２J１１０１５５

健康スポーツ
１～４課３０実技体育実技ⅡALA１２B１１J１１０１６０
１～４課３０実技体育実技ⅡBLA１２B１２J１１０１６１
１～４２３０講義運動と健康LA１０C０７K１１００３０

２単位必修
１～４嘩３０講義汎用的スキルALA１０B０２K２１０１５７

汎用的スキル １～４嘩３０講義汎用的スキルBLA１０B０３K１１０１６８
１～４嘩３０講義汎用的スキルCLA１０B０４K１１０１６９

２単位必修
１～４嘩３０演習問題解決演習ALA１０B０５E１１０１７０

問題解決 １～４嘩３０演習問題解決演習BLA１０B０６E１１０１７１
１～４嘩３０演習問題解決演習CLA１０B０７E１１０１７２

同一言語６単
位必修
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≪ドイツ語・フランス語・中国語・コリアンの履修に関する注意事項≫

原則
１）（A系列の科目）ⅠAの単位を修得していなければⅡAを履修することはできない。ⅡAの単位を修得していればⅢAまた
はⅣAを履修することができる。
２）（B系列の科目）ⅠBの単位を修得していなければⅡBを履修することはできない。ⅡAまたはⅡBの単位を修得していれ
ばⅢBまたはⅣBを履修することができる。
３）ⅢBおよびⅣBについては、授業の内容が異なり、かつ担当教員の了解を得ることを前提として重複履修を認める。重複
の回数はそれぞれ２度を上限とする（初回を含めて合計３度）。
４）外国において中等教育を受けた学生、編転入・再入学の学生、休学後に復学した学生、留学を予定する学生等、特殊な
事情のある学生は、学務部で相談すること。

≪ドイツ語・フランス語・中国語・コリアンの履修に関する規程≫

Ａ．現代英語学科、文化交流学科、児童教育学科児童教育コースの学生は、以下の履修方法によること。
ドイツ語・フランス語・中国語・コリアンの各言語からひとつを選択し、１年次前期においてⅠAとⅠBを、および１年
次後期においてⅡAとⅡBを履修すること（以上１年次４単位）。２年次においては１年次に履修した外国語と同じ外国語
を引き続き履修し、前期においてⅢAを、および後期においてⅣAを履修すること（以上２年次２単位、合計６単位）。

＜この規程は２０２４（令和６）年度入学生から適用される。＞

≪健康スポーツ科目「体育実技」の履修に関する規程≫

１．体育実技Ⅰの単位を修得していなければ、体育実技ⅡAまたは体育実技ⅡBを履修することはできない。

＜この規程は２０２１（令和３）年度入学生から適用される。＞
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２０２６年度～

「英語技能科目」１０単位以上と専門科目「演習」１６単位以上を含み、学科科目合計７６単位以上

他所属学生の履修の可否
修得単位・備考配置

年次単位数授業
時間数

授業
形式授業科目科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード学科目

LMNFWCP

×××××××１①３０演習EnglishCommunicationⅠEN１１A０１E１１２１４４

英
語
技
能
科
目

×××××××１①３０演習EnglishCommunicationⅡEN１２A０１E１１２１４５

××××××△２①３０演習EnglishCommunicationⅢEN２１A０１E１１２１４６

××××××△２①３０演習EnglishCommunicationⅣEN２２A０１E１１２１４７

×××××××３１３０演習AdvancedEnglishCommunicationⅠEN３１C０１E１１２１９１

×××××××３１３０演習AdvancedEnglishCommunicationⅡEN３２C０１E１１２１９２

×××××××４１３０演習AdvancedEnglishCommunicationⅢEN４３C０１E１１２１９３

×××××××４１３０演習AdvancedEnglishCommunicationⅣEN４４C０１E１１２１９４

○××××××１～３１３０演習StudyAbroadSeminarEN１０C１２E２１２１９５

×××××××２～４１３０演習DiscussionⅠEN２１C０２E１１２１５１

×××××××２～４１３０演習DiscussionⅡEN２２C０２E１１２１５２

×××××××３～４１３０演習AdvancedDiscussionEN３０C０１E１１２１５３

×××××××１①３０演習ReadingⅠEN１１A０３E１１２０１２

×××××××１①３０演習ReadingⅡEN１２A０３E１１２０１３

○○○○○○○２～４１３０演習AdvancedReadingEN２０C０２E２１２０１４

×××××××１①３０演習ListeningⅠEN１１A０４E１１２００４

×××××××１①３０演習ListeningⅡEN１２A０４E１１２００５

○○○○○○○２～４１３０演習AdvancedListeningEN２０C０３E２１２００６

○○○○○○○１～４１３０演習PronunciationⅠEN１１C０２E２１２００８

○○○○○○○１～４１３０演習PronunciationⅡEN１２C０２E２１２００９

○○○○○○○１～４１３０演習GrammarⅠEN１１C０３E２１２０１６

○○○○○○○１～４１３０演習GrammarⅡEN１２C０３E２１２０１７

○○○○○○○２～４１３０演習WritingⅠEN２１C０３E２１２０１８

○○○○○○○２～４１３０演習WritingⅡEN２２C０３E２１２０１９

○××××××１～４２３０講義コミュニケーション概論EN１０C０３K１１２１５８グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

専
門
科
目

○○○○○○○２～４２３０講義異文化間コミュニケーションEN２０C０５K１１２０４７

○××××××２～４２３０演習グローバルイングリッシュEN２０C０８E１１２１８０

○○○○○○○３～４２３０講義地域研究（英語圏）EN３０C０７K３１２１１６

○○○○○○○３～４２３０演習政治・経済の英語EN２０C３５E４１２０５５

○○○○○○○３～４２３０演習文化・社会の英語EN２０C３６E４１２０５８

×××××××２～４２３０演習ソーシャル・ネットワーキング演習EN２０C１２E１１２１６２

×××××××２～４２３０演習デジタル・コミュニケーションEN２０C１３E３１２０６３

×××××××３～４２３０演習AIライティングリテラシーEN３０C０９E１１２１９９

○○○○○○○１～４２３０講義ホスピタリティ論EN１０C０４K１１２１６５

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

○××××××２～４２３０演習日本文化発信演習EN２０C１５E２１２１１７

○○○○○○○２～４２３０演習ホテル業界研究EN２０C１６E１１２１６９

○○○○○○○２～４２３０講義ホテル英語EN２０C１７K１１２０４３

○××××××２～４２３０演習エアライン業界研究EN２０C１９E１１２１７１

○××××××２～４２３０講義エアライン英語EN２０C２０K１１２０４２

○××××××２～４２３０演習エアライン演習AEN２０C２１E３１２１０９

○○×××○○２～４２３０演習エアライン演習BEN２０C２２E２１２１８５

○××××××２～４２３０演習観光業界研究EN２０C２３E１１２１７２

○○○○○○○２～４２３０講義観光インバウンド英語EN２０C４１K３１２０４１

○○○○○○○１～４２３０講義言語習得論EN１０C０５K２１２０７２

英
語
教
育

○○○○○○○２～４２３０講義異文化理解教育EN２０C２６K１１２０７１

○××××××３～４２３０演習英語教育実践研究（中等）EN３０C０２E１１２１２５

○××××××２～４２３０演習英語教育演習EN２０C３１E２１２１２６

××××××△３～４２３０演習英語科教育法ⅠEN３０C０３E１１２１２７

××××××△３～４２３０演習英語科教育法ⅡEN３０C０４E１１２１２８

××××××△３～４２３０演習英語科教育法ⅢEN３０C０５E１１２１２９

××××××△３～４２３０演習英語科教育法ⅣEN３０C０６E１１２１３０

○○○○○○○２～４２３０演習通訳入門EN２０C３４E２１２０４９
言
語
と
文
化

○○○○○○○３～４２３０演習ホスピタリティ通訳EN３０C０８E２１２１９６

○○○○○○○２～４２３０演習翻訳入門EN１０C０６E１１２１１１

○○○○○○○３～４２３０演習サブカルチャー翻訳EN３０C１０E１１２１９８

○○○○○○○２～４２３０講義英語学概論AEN２０C３７K２１２１３１

（２）学科科目〔現代英語学科〕

必修８単位
を含め１０単
位以上選択

合計７６単位
以上選択
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他所属学生の履修の可否
修得単位・備考配置

年次単位数授業
時間数

授業
形式授業科目科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード学科目

LMNFWCP

○○○○○○○２～４２３０講義英語学概論BEN２０C３８K３１２０７５

言
語
と
文
化

専
門
科
目

○○○○○○○２～４２３０講義英語学概論CEN２０C０６K２１２１３２

○○○○○○○２～４２３０講義社会言語学EN２０C４２K１１２２００

○○○○○○○２～４２３０講義英語文学概論AEN２０C３９K３１２０７８

○○○○○○○２～４２３０講義英語文学概論BEN２０C４０K２１２１３６

○○○○○○○２～４２３０演習英語文学講読EN２０C４１E３１２１１５

×××××××１②３０演習現代英語基礎演習ⅠEN１０A０１E１１２１３８

演
習

×××××××１②３０演習現代英語基礎演習ⅡEN１０A０２E１１２２０１

×××××××２②３０演習現代英語基礎演習ⅢEN２０A２０E４１２１３９

×××××××２②３０演習現代英語基礎演習ⅣEN２０A０３E１１２２０２

×××××××３②３０演習現代英語演習ⅠEN３１A０１E１１２０８２

×××××××３②３０演習現代英語演習ⅡEN３２A０１E１１２０８３

×××××××４②３０演習現代英語演習ⅢEN４３A０１E１１２０８４

×××××××４②３０演習現代英語演習ⅣEN４４A０１E１１２０８５

××××××○２～４２３０演習特殊演習EN２０C４５E３１２１４０

×××××××２～４２３０演習論文作成法ⅠEN２０C５２E２１２１４２

×××××××２～４２３０演習論文作成法ⅡEN２０C５３E１１２２０３

×××××××４４卒業研究EN４０C０１S１１２１４３

×××××××１～４１３０演習InteractiveStudiesⅠEN１０C０７E２１２０２０ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

×××××××１～４１３０演習InteractiveStudiesⅡEN１０C０８E２１２０２１

×××××××１～４２６０演習EducationActivitiesⅠEN１１C０５E１１２１５４

×××××××１～４２６０演習EducationActivitiesⅡEN１２C０５E１１２１５５

×××××××２～４２６０実習InternshipEN２０C４６J２１２１８６

×××××○○２～４２６０実習プロジェクト実習ⅠEN２０C４８J１１２１８９

×××××○○２～４２６０実習プロジェクト実習ⅡEN２０C４９J１１２１９０

○○○○○○○１～４２３０演習英語検定試験対策講座（初級）EN１０C１３E４１２０８６
資
格
サ
ポ
ー
ト
科
目

○○○○○○○１～４２３０演習英語検定試験対策講座（中級）EN１０C１４E４１２０８７

○○○○○○○１～４２３０演習英語検定試験対策講座（上級）EN１０C１５E４１２０８８

○○○○○○○２～４２３０演習旅行業務資格講座（海外）EN２０C５４E３１２０９１

○○○○○○○２～４２３０演習秘書検定講座ⅠEN２１C０４E１１２０９２

○○○○○○○２～４２３０演習秘書検定講座ⅡEN２２C０４E１１２０９３

×××××××２～４２３０演習英語教員採用試験対策講座EN２０C５１E２１２０９７

他所属学生の履修の可否は、カリキュラム表に記載されており、○が付いているものは基本的に履修が可能である。ただ
し、授業内容と授業形式によっては人数に制限があるため、担当教員の了解を受ける必要がある。△が付いている科目につ
いては、学務部に問い合わせ、事前の指導を受け必ず確認をすること。
なお、履修登録できない科目のほとんどは、①同種の科目が所属カリキュラムにある場合か、②必修の科目等で他所属学
生を受け入れる余地がない場合に当てはまる。

１６単位必修
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（１）全学教養科目

＜児童教育学科＞

２０２４年度～

修得単位・備考配置
年次単位数授業

時間数
授業
形式授業科目

科目
ナンバリング
（幼児保育コース）

科目
ナンバリング
（児童教育コース）

科目
明細

科目
コード学科目

児童教育コース６単位
必修
幼児保育コースはⅠ・
Ⅲの４単位必修

１②３０講義キリスト教の精神と文化ⅠLA１１A０１KLA１１A０１K１１００５０
建学の精神 １②３０講義キリスト教の精神と文化ⅡLA１２C０１KLA１２A０１K１１００５１

３②３０講義キリスト教の精神と文化ⅢLA３３A０１KLA３３A０１K１１００５２

１６単位以上選択

１～４２３０講義歴史学LA１０C１４KLA１０C１９K２１０１１７

文化交流系
教養

現代教養

１～４２３０講義地域を学ぶLA１０C３７KLA１０C４２K１１０１４０
１～４２６０実習コミュニティで学ぶLA１０C３８JLA１０C４３J１１０１４１
１～４２３０講義共に生きるLA１０C３０KLA１０C３５K１１０１３３
１～４２３０講義美と芸術の歴史LA１０C１８KLA１０C２３K１１０１２１
１～４２３０講義倫理学LA１０C０８KLA１０C１３K２１０１１１

教育系教養
１～４２３０講義教育と人権LA１０C２８KLA１０C３３K２１０１３１
１～４２３０講義日本国憲法LA１０C２１KLA１０C２６K１１００３６
１～４２３０講義ジェンダーの現在LA１０C３１KLA１０C３６K１１０１３４
１～４２３０講義心理学LA１０C１０KLA１０C１５K２１０１１３

心理福祉系
教養

１～４２３０講義社会福祉学LA１０C５２KLA１０C５７K１１０１６２
１～４２３０講義対人関係の心理学LA１０C１３KLA１０C１８K１１０１１６
１～４２３０講義カウンセリングとメンタルヘルスLA１０C１２KLA１０C１７K１１０１１５
１～４２３０講義生命科学LA１０C４０KLA１０C４５K２１０１４４

食物健康系
教養

１～４２３０講義食といのちLA１０C４３KLA１０C４８K１１０１４７
１～４２３０講義食と文化LA１０C５３KLA１０C５８K１１０１６３
１～４２３０講義栄養と食生活LA１０C５４KLA１０C５９K１１０１６４
１～４２３０講義看護学LA１０C５５KLA１０C６０K１１０１６５

看護系教養
１～４２３０講義ライフサイクルと健康LA１０C４２KLA１０C４７K２１０１４６
１～４２３０講義生命倫理LA１０C４１KLA１０C４６K１１０１４５
１～４２３０講義家族を考えるLA１０C３２KLA１０C３７K１１０１３５
１～４２３０講義経済学LA１０C２５KLA１０C３０K２１０１２８

経営系教養
１～４２３０講義貨幣論LA１０C３３KLA１０C３８K２１０１３６
１～４２３０講義国際経済と暮らしLA１０C２７KLA１０C３２K１１０１３０
１～４２３０講義時事問題研究LA１０C３６KLA１０C４１K１１０１３９
１～４２３０講義グローバリゼーションを考えるLA１０C２４KLA１０C２９K２１０１２７
１～４２３０講義地球環境と人間LA１０C４４KLA１０C４９K１１０１４８

自然環境系
教養

１～４２３０講義災害と人間LA１０C４６KLA１０C５１K１１０１５０
１～４２３０講義科学技術の現在LA１０C４７KLA１０C５２K１１０１５１
１～４２３０講義宇宙の探究LA１０C４９KLA１０C５４K２１０１５３

１単位必修
１課３０演習総合英語ⅠLA１１B０１ELA１１B０１E１１００５８

英語

言語
コミュニ
ケーション

１課３０演習英語コミュニケーションⅠLA１１B０２ELA１１B０２E１１００５４

１単位必修
１課３０演習総合英語ⅡLA１２B０１ELA１２B０１E１１００５９
１課３０演習英語コミュニケーションⅡLA１２B０２ELA１２B０２E１１００５５

児童教育コース１単位
必修

２課３０演習総合英語ⅢLA２３C０１ELA２３B０１E１１００６０
２課３０演習英語コミュニケーションⅢLA２３C０２ELA２３B０２E１１００５６

児童教育コース１単位
必修

２課３０演習総合英語ⅣLA２４C０１ELA２４B０１E１１００６１
２課３０演習英語コミュニケーションⅣLA２４C０２ELA２４B０２E１１００５７
３１３０演習総合英語ⅤLA３５C０１ELA３５C０１E１１００６２
３１３０演習総合英語ⅥLA３６C０１ELA３６C０１E１１００６３
１課３０演習ドイツ語ⅠALA１１B０２ELA１１B０３E１１００６５

英語以外

１課３０演習ドイツ語ⅡALA１２B０２ELA１２B０３E１１００６６
１課３０演習ドイツ語ⅠBLA１１B０３ELA１１B０４E１１００６７
１課３０演習ドイツ語ⅡBLA１２B０３ELA１２B０４E１１００６８
２課３０演習ドイツ語ⅢALA２３C０１ELA２３B０３E１１００６９
２課３０演習ドイツ語ⅣALA２４C０１ELA２４B０３E１１００７０
２１３０演習ドイツ語ⅢBLA２３C０２ELA２３C０１E１１００７１
２１３０演習ドイツ語ⅣBLA２４C０２ELA２４C０１E１１００７２
１課３０演習フランス語ⅠALA１１B０４ELA１１B０５E１１００７３
１課３０演習フランス語ⅡALA１２B０４ELA１２B０５E１１００７４
１課３０演習フランス語ⅠBLA１１B０５ELA１１B０６E１１００７５
１課３０演習フランス語ⅡBLA１２B０５ELA１２B０６E１１００７６
２課３０演習フランス語ⅢALA２３C０３ELA２３B０５E１１００７７



５３

修得単位・備考配置
年次単位数授業

時間数
授業
形式授業科目

科目
ナンバリング
（幼児保育コース）

科目
ナンバリング
（児童教育コース）

科目
明細

科目
コード学科目

２課３０演習フランス語ⅣALA２４C０３ELA２４B０５E１１００７８

英語以外

言語
コミュニ
ケーション

２１３０演習フランス語ⅢBLA２３C０４ELA２３C０２E１１００７９
２１３０演習フランス語ⅣBLA２４C０４ELA２４C０２E１１００８０
１課３０演習中国語ⅠALA１１B０６ELA１１B０７E１１００８１
１課３０演習中国語ⅡALA１２B０６ELA１２B０７E１１００８２
１課３０演習中国語ⅠBLA１１B０７ELA１１B０８E１１００８３
１課３０演習中国語ⅡBLA１２B０７ELA１２B０８E１１００８４
２課３０演習中国語ⅢALA２３C０５ELA２３B０７E１１００８５
２課３０演習中国語ⅣALA２４C０５ELA２４B０７E１１００８６
２１３０演習中国語ⅢBLA２３C０６ELA２３C０３E１１００８７
２１３０演習中国語ⅣBLA２４C０６ELA２４C０３E１１００８８
１課３０演習コリアンⅠALA１１B０８ELA１１B０９E１１００８９
１課３０演習コリアンⅡALA１２B０８ELA１２B０９E１１００９０
１課３０演習コリアンⅠBLA１１B０９ELA１１B１０E１１００９１
１課３０演習コリアンⅡBLA１２B０９ELA１２B１０E１１００９２
２課３０演習コリアンⅢALA２３C０７ELA２３B０９E１１００９３
２課３０演習コリアンⅣALA２４C０７ELA２４B０９E１１００９４
２１３０演習コリアンⅢBLA２３C０８ELA２３C０４E１１００９５
２１３０演習コリアンⅣBLA２４C０８ELA２４C０４E１１００９６
１１３０演習その他の外国語ALA１０C５６ELA１０C６１E１１００９７
１１３０演習その他の外国語BLA１０C５７ELA１０C６２E１１００９８

外国において中等教育
を受けた学生にのみ適
用

１～４１３０演習外国語としての日本語ALA１０C５８ELA１０C６３E２１０１０１
１～４１３０演習外国語としての日本語BLA１０C５９ELA１０C６４E２１０１０２
１～４１３０演習外国語としての日本語CLA１０C６０ELA１０C６５E２１０１０３
１～４１３０演習外国語としての日本語DLA１０C６１ELA１０C６６E２１０１０４
１～４１３０演習外国語としての日本語ELA１０C６２ELA１０C６７E２１０１０５
１～４１３０演習外国語としての日本語FLA１０C６３ELA１０C６８E２１０１０６
１～４１３０演習外国語としての日本語GLA１０C６４ELA１０C６９E２１０１０７
１～４１３０演習外国語としての日本語HLA１０C６５ELA１０C７０E２１０１０８
１４１２０実習海外語学研修ALA１０C０３JLA１０C０８J１１００３１

留学

２４１２０実習海外語学研修BLA２０C０１JLA２０C０１J１１００３２
１２６０実習海外語学研修CLA１０C０４JLA１０C０９J１１００３３
２２６０実習海外語学研修DLA２０C０２JLA２０C０２J１１００３４
１～４２６０実習海外文化研修LA１０C０５JLA１０C１０J１１００４８
１～４２６０実習異文化体験LA１０C０６JLA１０C１１J２１００３５
１～４２３０講義留学生のための日本学基礎LA１０C０７KLA１０C１２K１１００４９

２単位必修

１嘩３０演習コンピュータ基礎ⅠLA１１B１２ELA１１B１３E１１００４４

データサイエンス

１嘩３０演習コンピュータ基礎ⅡLA１２B１２ELA１２B１３E１１００４５
２嘩３０演習コンピュータ実習LA２０B０１ELA２０B０１E２１００４６
１～４嘩３０講義データサイエンスⅠLA１１B１３KLA１１B１４K２１０１３７
１～４嘩３０演習データサイエンスⅡLA１２B１５ELA１２B１６E１１０１６６
１～４嘩３０講義はじめての統計学LA１０B０３KLA１０B０１K１１０１５２
２～４嘩３０演習はじめてのプログラミングLA２０B０２ELA２０B０２E１１０１６７

２単位必修

１～４①３０実技体育実技ⅠLA１１A０２JLA１１A０２J１１０１５５

健康スポーツ
１～４課３０実技体育実技ⅡALA１２B１３JLA１２B１４J１１０１６０
１～４課３０実技体育実技ⅡBLA１２B１４JLA１２B１５J１１０１６１
１～４２３０講義運動と健康LA１０C０２KLA１０C０７K１１００３０
１～４２３０講義汎用的スキルALA１０C５１KLA１０C５６K２１０１５７

汎用的スキル １～４２３０講義汎用的スキルBLA１０C６６KLA１０C７１K１１０１６８
１～４２３０講義汎用的スキルCLA１０C６７KLA１０C７２K１１０１６９
１～４２３０演習問題解決演習ALA１０C６８KLA１０C７３K１１０１７０

問題解決 １～４２３０演習問題解決演習BLA１０C６９KLA１０C７４K１１０１７１
１～４２３０演習問題解決演習CLA１０C７０KLA１０C７５K１１０１７２

児童教育コース同一
言語６単位必修
幼児保育コース同一
言語２単位必修

※幼児保育コースは
英語選択必修２単
位・英語以外選択必
修２単位に加え、英
語または英語以外よ
り２単位選択し、計
６単位が必修。なお、
英語以外は同一言語
で２単位または４単
位を選択すること。
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≪ドイツ語・フランス語・中国語・コリアンの履修に関する注意事項≫

原則
１）（A系列の科目）ⅠAの単位を修得していなければⅡAを履修することはできない。ⅡAの単位を修得していればⅢAまた
はⅣAを履修することができる。
２）（B系列の科目）ⅠBの単位を修得していなければⅡBを履修することはできない。ⅡAまたはⅡBの単位を修得していれ
ばⅢBまたはⅣBを履修することができる。
３）ⅢBおよびⅣBについては、授業の内容が異なり、かつ担当教員の了解を得ることを前提として重複履修を認める。重複
の回数はそれぞれ２度を上限とする（初回を含めて合計３度）。
４）外国において中等教育を受けた学生、編転入・再入学の学生、休学後に復学した学生、留学を予定する学生等、特殊な
事情のある学生は、学務部で相談すること。

≪ドイツ語・フランス語・中国語・コリアンの履修に関する規程≫

Ａ．現代英語学科、文化交流学科、児童教育学科児童教育コースの学生は、以下の履修方法によること。
ドイツ語・フランス語・中国語・コリアンの各言語からひとつを選択し、１年次前期においてⅠAとⅠBを、および１年
次後期においてⅡAとⅡBを履修すること（以上１年次４単位）。２年次においては１年次に履修した外国語と同じ外国語
を引き続き履修し、前期においてⅢAを、および後期においてⅣAを履修すること（以上２年次２単位、合計６単位）。
Ｂ．児童教育学科幼児保育コースの学生は、外国語科目６単位を次の１）または２）の方法で履修すること。
１）英語２単位＋英語以外の同一外国語４単位。
英語以外の外国語については、ドイツ語・フランス語・中国語・コリアンの各言語からひとつを選択し、１年次前期
においてⅠAとⅠBを、および１年次後期においてⅡAとⅡBを履修する。（以上１年次４単位）。
２）英語４単位＋英語以外の同一外国語２単位。
英語以外の外国語については、ドイツ語・フランス語・中国語・コリアンの各言語からひとつを選択し、１年次前期
において（ⅠAとⅠB）を、または１年次の通年にわたって（ⅠAとⅡA）もしくは（ⅠBとⅡB）を履修する。（以上１
年次２単位）。

＜この規程は２０２４（令和６）年度入学生から適用される。＞

≪健康スポーツ科目「体育実技」の履修に関する規程≫

１．体育実技Ⅰの単位を修得していなければ、体育実技ⅡAまたは体育実技ⅡBを履修することはできない。

＜この規程は２０２１（令和３）年度入学生から適用される。＞
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２０２４年度～
他所属学生の履修の可否

修得単位・備考配置
年次単位数授業

時間数
授業
形式授業科目科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード学科目

LMNFWCE

○○×○○○○

２２単位必修

1～2②30講義キリスト教教育論PD１０A０１K２１３０００

基
幹
科
目

×××××××1②30演習教育基礎演習APD１０A０２E３１３００９

×××××××2②30演習教育基礎演習BPD２０A０１E１１３５６６

×××××××3②30演習児童教育演習APD３０A０１E２１３５４４

×××××××3②30演習児童教育演習BPD３０A０２E２１３５４５

×××××××4②30演習児童教育演習CPD４０A０１E２１３５４６

×××××××4②30演習児童教育演習DPD４０A０２E２１３５４７

○○×○○○○1①30演習音楽APD１０A０３E２１３５３６

○○×○○○○1①30演習音楽BPD１０A０４E２１３５４８

×××××××1①30演習美術APD１０A０５E２１３５３８

×××××××1①30演習美術BPD１０A０６E２１３５３９

×××××××3①30演習労作体験ⅠPD３１A０１E２１３５４０

×××××××3①30演習労作体験ⅡPD３２A０１E２１３５４１

○○×○○○○1課30実技児童体育APD１０B０１J２１３５４２

×××××××2課30実技幼児体育APD２０B０１J２１３１９８

○○×○○○○2課30実技児童体育BPD２０B０２J２１３５４３

×××××××2課30実技幼児体育BPD２０B０３J２１３１９９

×××××××44卒業研究PD４０C０１S１１３０４６

○○×○○○○1②30講義教育原理PD１０A０７K２１３００２

専
門
基
礎
科
目

×××××××1②30講義教職論PD１０A０８K１１３０４７

×××××××2～3②30講義教育行政学PD２０A０２K１１３０１５

×××××××1嘩30講義教育心理学PD１０B０２K２１３００４

×××××××1嘩30講義保育の心理学PD１０B０３K３１３１０３

×××××××1～4②30講義特別支援教育PD１０A０９K１１３５６２

××××××△1嘩30講義教育課程論PD１０B０４K１１３０９１

×××××××1嘩30講義幼児教育課程論PD１０B０５K１１３２１４

××××××△1嘩30講義教育方法論（ICT活用含む）PD１０B０６K５１３０５１

×××××××2嘩30講義教育方法論PD２０B０４K３１３１７０

××××××△2230講義道徳教育の理論と方法PD２０C０１K３１３０４９

児
童
教
育
コ
ー
ス
科
目

専
門
科
目

××××××△3230講義総合的な学習の時間の教育法PD３０C０１K１１３５５９

××××××△2230講義特別活動の理論と方法PD２０C０２K３１３０５０

××××××△3230講義生徒・進路指導の理論と方法PD３０C０２K２１３５５２

××××××△3230講義教育相談の基礎PD３０C０３K２１３５５３

×××××××4230講義教育相談実践PD４０C０１K３１３０２７

××××××△2230講義小学校国語科教育法PD２０C０３K３１３０５８

××××××△2230講義小学校社会科教育法PD２０C０４K２１３０６０

××××××△2230講義小学校算数科教育法PD２０C０５K３１３０６２

××××××△2230講義小学校理科教育法PD２０C０６K３１３０６４

×××××××2230講義小学校生活科教育法PD２０C０７K３１３０６６

××××××△3230講義小学校音楽科教育法PD３０C０４K４１３０６７

××××××△2230講義小学校図工科教育法PD２０C０８K３１３０６８

×××××××2230講義小学校家庭科教育法PD２０C０９K３１３０７２

×××××××3230講義小学校体育科教育法PD３０C０５K３１３０７０

××××××△2230講義外国語（英語）教育法PD２０C１０K１１３５６１

××××××△2230講義小学校国語科研究PD２０C１１K２１３０５７

××××××△2115演習書写PD２０C１２E２１３５６０

××××××△2230講義小学校社会科研究PD２０C１３K１１３０５９

××××××△2230講義小学校算数科研究PD２０C１４K２１３０６１

××××××△2230講義小学校理科研究PD２０C１５K２１３０６３

×××××××2230講義小学校生活科研究PD２０C１６K２１３０６５

○○×○○○○2130演習音楽CPD２０C１７E２１３５４９

○○×○○○○2130演習音楽DPD２０C１８E２１３５３７

×××××××2230講義小学校家庭科研究PD２０C１９E２１３０７１

×××××××2230講義小学校体育科研究PD２０C２０E１１３０６９

×××××××2230演習小学校英語教育APD２０C２１E３１３０４１

児童教育コース：基幹科目２２単位、専門基礎科目１４単位、専門科目３８単位、学科科目合計７４単位以上

幼児保育コース：基幹科目２２単位、専門基礎科目１４単位、専門科目４４単位、学科科目合計８０単位以上

（２）学科科目〔児童教育学科〕

児童教育コース
３８単位以上選択

Pc可

Pc可

※Pe

※Pc

※Pe

※Pc

１４単位必修

※Pe

※Pc

※Pe

※Pc

※Pe

※Pc

Pc可

Pc可

Pc可



５７

他所属学生の履修の可否
修得単位・備考配置

年次単位数授業
時間数

授業
形式授業科目科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード学科目

LMNFWCE

×××××××２２３０演習小学校英語教育BPD２０C２２E３１３０４２

児
童
教
育
コ
ー
ス
科
目

専
門
科
目

×××××××２～３２４５講・実介護等体験（事前事後指導含む）PD２０C２３J２１３０５２

××××××△３３７５実習初等教育実習Ⅰ（事前事後指導１単位を含む）PD３１C０１J２１３０５３

×××××××３２６０実習初等教育実習ⅡPD３２C０１J２１３０５４

×××××××４２３０演習教職実践演習（小学校）PD４０C０２E２１３０８９

○○×○○○○１～４２３０講義教育統計学PD１０C０１K２１３０１７

○○×○○○○１～４２３０講義児童文化ⅠPD１１C０１K１１３０２８

○○×○○○○１～４２３０講義児童文化ⅡPD１２C０１K１１３０２９

○○×○○○○１～４２３０講義言語教育ⅠPD１１C０２K１１３０３０

○○×○○○○１～４２３０講義言語教育ⅡPD１２C０２K１１３０３１

○○×○○○○１～４２３０講義数学教育PD１０C０２K２１３０３３

○○×○○○○１～４２３０講義自然科学教育PD１０C０３K２１３０３５

○○×○○○○１～４２３０講義地域社会研究ⅠPD１１C０３K１１３５５４

○○×○○○○１～４２３０講義地域社会研究ⅡPD１２C０３K１１３５５５

○○×○○○○２～３１３０演習野外活動PD２０C２４E１１３５６７

○○×○○○○２～４２３０講義教育史PD２０C２５K２１３０１２

○○×○○○○２～４２３０講義学習心理学PD２０C２６K２１３０１９

○○×○○○○３～４２３０講義児童教育特講APD３０C０６K２１３０４５

○○×○○○○３～４２３０講義児童教育特講BPD３０C０７K１１３０９２

×××××××１２３０講義保育原理PD１０C０４K２１３１１４

幼
児
保
育
コ
ー
ス
科
目

×××××××１２３０講義保育者論PD１０C０５K３１３１１５

×××××××１１１５演習子どもの理解と援助PD１０C０６E２１３１７９

×××××××２２３０講義子ども家庭支援論PD２０C２７K３１３１３３

×××××××２２３０講義子ども家庭支援の心理学PD２０C２８K１１３２１３

×××××××２２３０講義子どもの保健PD２０C２９K２１３２０８

×××××××３２３０演習子どもの食と栄養PD３０C０８E２１３１４０

×××××××３１３０演習子どもの健康と安全PD３０C０９E３１３１８１

×××××××３２３０講義子ども家庭福祉PD３０C１０K３１３１１７

×××××××１２３０講義保育の計画と評価PD１０C０７K２１３１８２

×××××××２２３０演習保育内容総論PD２０C３０E１１３２２１

×××××××２２３０演習保育内容教育法・健康PD２０C３１E２１３１５１

×××××××１２３０演習保育内容教育法・人間関係PD１０C０８E２１３１５２

×××××××２２３０演習保育内容教育法・環境PD２０C３２E２１３１５３

×××××××１２３０演習保育内容教育法・言葉PD１０C０９E２１３１５４

×××××××３２３０演習保育内容教育法・造形表現PD３０C１１E３１３１５６

×××××××３２３０演習保育内容教育法・音楽表現PD３０C１２E３１３１５５

×××××××３２３０講義子どもと健康PD３０C１３E１１３２２３

×××××××３２３０講義子どもと人間関係PD３０C１４E１１３２２４

×××××××３２３０講義子どもと環境PD３０C１５E１１３２２５

×××××××２２３０講義子どもと言葉PD２０C３３K１１３２２６

×××××××２２３０講義子どもと造形表現PD２０C３４K１１３２２７

×××××××３２３０講義子どもと音楽表現PD３０C１６K１１３２２８

×××××××２１３０演習保育の音楽APD２０C３５E３１３２０４

×××××××２１３０演習保育の音楽BPD２０C３６E３１３２０５

×××××××２２３０講義社会福祉PD２０C３７K１１３１１８

×××××××２２３０講義社会的養護ⅠPD２１C０１K３１３１１６

×××××××２２３０演習社会的養護ⅡPD２２C０１E３１３１３２

×××××××２１１５演習幼児理解PD２０C３８E１１３２１６

×××××××２１１５演習教育相談PD２０C３９E１１３２１７

×××××××２２３０講義乳児保育ⅠPD２１C０２K１１３２１８

×××××××２１１５演習乳児保育ⅡPD２２C０２E１１３２１９

×××××××２２３０講義子ども文化論PD２０C４０K１１３１２１

×××××××２～４２３０講義キリスト教保育PD２０C４１K１１３１２０

○○○○○○○２～４２３０講義発達障害学PD２０C４２K１１３１２５

××××××○２～４２３０講義言語発達心理学PD２０C４３K１１３１２９

×××××××２～４２３０演習身体表現PD２０C４４E２１３１４２

×××××××３２３０演習障害児保育PD３０C１７E１１３１３１

○×××○××２２３０講義子育て支援論PD２０C４５K２１３１０５

×××××××２１１５演習子育て支援演習PD２０C４６E１１３２１５

○○○○○○○３～４２３０講義地域発達臨床論PD３０C１８K１１３１３５

○×××○××３～４２３０演習地域子育て支援実践演習PD３０C１９E３１３１３４

××××○××３～４２３０演習地域発達支援実践演習PD３０C２０E２１３１８９

×××××××３２３０演習保育実習指導ⅠPD３１C０２E２１３１８４

幼児保育コース
４４単位以上選択

Pc可

Pc可

Pc可

Pc可

Pc可

Pc可

Pc可

Pc可

Pc可

Pc可

Pc可

Pc可

Pc可

Pc可

Pc可

Pe可

Pe可

Pe可

Pe可

Pe可

Pe可

Pe可



５８

他所属学生の履修の可否
修得単位・備考配置

年次単位数授業
時間数

授業
形式授業科目科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード学科目

LMNFWCE

×××××××３２９０実習保育実習Ⅰ（保育所）PD３２C０２J２１３１６０

幼
児
保
育
コ
ー
ス
科
目

専
門
科
目

×××××××３２９０実習保育実習Ⅰ（施設）PD３２C０３J３１３１６１

×××××××４１１５演習保育実習指導ⅡPD４１C０１E２１３１６７

×××××××４２９０実習保育実習Ⅱ（保育所）PD４２C０１J３１３１６２

×××××××４２９０実習保育実習Ⅲ（施設）PD４２C０２J３１３１６３

×××××××２２４５実習初等教育実習Ⅲ（事前事後指導１単位を含む）PD２１C０３J１１３１８５

×××××××２３９０実習初等教育実習ⅣPD２２C０３J２１３１８６

×××××××４２３０演習保育・教職実践演習（幼稚園）PD４０C０３E１１３１７７

×××××××２～４２３０演習幼児保育特殊演習APD２０C４７E１１３２１０

×××××××２～４２３０演習幼児保育特殊演習BPD２０C４８E１１３２１１

○○○○○○○２～４２３０演習幼児保育特殊演習CPD２０C４９E１１３２１２

×××××××３２３０講義特別支援教育総論PD３０C２１K２１３５１１

資
格
科
目
Ⅰ

×××××××２２３０講義特別支援教育原論PD２０C５０K２１３５１２

×××××××３２３０講義発達障害と教育PD３０C２２K２１３５１３

×××××××３２３０講義知的障害と教育ⅠPD３０C２３K２１３５１４

×××××××３２３０講義知的障害と教育ⅡPD３０C２４K２１３５１５

×××××××３２３０講義知的障害の心理・生理・病理PD３０C２５K２１３５５７

×××××××３２３０講義肢体不自由と教育PD３０C２６K２１３５１８

×××××××３２３０講義肢体不自由の心理・生理・病理PD３０C２７K２１３５１９

×××××××３２３０講義病弱と教育PD３０C２８K２１３５２０

×××××××３２３０講義病弱の心理・生理・病理PD３０C２９K２１３５２１

×××××××３２３０講義重度重複障害と教育PD３０C３０K２１３５２２

×××××××３２３０講義視覚・聴覚障害と教育PD３０C３１K３１３５５８

×××××××３２３０講義言語の発達と障害PD３０C３２K１１３５２４

×××××××４２３０講義発達障害心理検査法PD４０C０４K２１３５２６

×××××××４２３０講義障害と児童福祉PD４０C０５K２１３５２７

×××××××４２３０講義世界の特別支援教育PD４０C０６K２１３５２８

×××××××４４６０演習特別支援教育実践演習PD４０C０７E２１３５２９

×××××××４３７５実習特別支援教育実習（事前事後指導１単位を含む）PD４０C０８J１１３５３０

×××××××３～４２３０講義学校経営と学校図書館PD３０C３３K１１３５３１
資
格
科
目
Ⅱ

×××××××３～４２３０講義学校図書館メディアの構成PD３０C３４K１１３５３２

×××××××３～４２３０講義学習指導と学校図書館PD３０C３５K１１３５３３

×××××××３～４２３０講義読書と豊かな人間性PD３０C３６K１１３５３４

×××××××３～４２３０講義情報メディアの活用PD３０C３７K１１３５３５

Pe可

Pe可

Pe可

基幹科目および専門基礎科目の選択必修については、備考欄に「※Pe」とあるものは児童教育コース必修、「※Pc」とあ
るものは幼児保育コース必修である。
専門科目の備考欄に「Pe可」または「Pc可」とあるものは、それぞれ児童教育コース所属学生および幼児保育コース所属
学生が履修できる科目を示している。
他所属学生の履修の可否は、カリキュラム表に記載されており、〇が付いているものは基本的に履修が可能である。ただ
し、授業内容と授業形式によっては人数に制限があるため、担当教員の了解を受ける必要がある。△が付いている科目につ
いては、学務部に問い合わせ、事前の指導を受け必ず確認をすること。
なお、履修登録できない科目のほとんどは、①同種の科目が所属カリキュラムにある場合か、②必修の科目等で他所属学
生を受け入れる余地がない場合に当てはまる。
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６０

（１）全学教養科目

＜文化交流学科＞

２０２４年度～

修得単位・備考配置
年次単位数授業

時間数
授業
形式授業科目科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード学科目

６単位必修
１②３０講義キリスト教の精神と文化ⅠLA１１A０１K１１００５０

建学の精神 １②３０講義キリスト教の精神と文化ⅡLA１２A０１K１１００５１
３②３０講義キリスト教の精神と文化ⅢLA３３A０１K１１００５２

１６単位以上選択

１～４２３０講義歴史学LA１０C１４K２１０１１７

文化交流系教養

現代教養

１～４２３０講義地域を学ぶLA１０C３７K１１０１４０
１～４２６０実習コミュニティで学ぶLA１０C３８J１１０１４１
１～４２３０講義共に生きるLA１０C３０K１１０１３３
１～４２３０講義美と芸術の歴史LA１０C１８K１１０１２１
１～４２３０講義教育学LA１０C１１K２１０１１４

教育系教養
１～４２３０講義倫理学LA１０C０８K２１０１１１
１～４２３０講義教育と人権LA１０C２８K２１０１３１
１～４２３０講義日本国憲法LA１０C２１K１１００３６
１～４２３０講義ジェンダーの現在LA１０C３１K１１０１３４
１～４２３０講義心理学LA１０C１０K２１０１１３

心理福祉系教養
１～４２３０講義社会福祉学LA１０C５２K１１０１６２
１～４２３０講義対人関係の心理学LA１０C１３K１１０１１６
１～４２３０講義カウンセリングとメンタルヘルスLA１０C１２K１１０１１５
１～４２３０講義生命科学LA１０C４０K２１０１４４

食物健康系教養
１～４２３０講義食といのちLA１０C４３K１１０１４７
１～４２３０講義食と文化LA１０C５３K１１０１６３
１～４２３０講義栄養と食生活LA１０C５４K１１０１６４
１～４２３０講義看護学LA１０C５５K１１０１６５

看護系教養
１～４２３０講義ライフサイクルと健康LA１０C４２K２１０１４６
１～４２３０講義生命倫理LA１０C４１K１１０１４５
１～４２３０講義家族を考えるLA１０C３２K１１０１３５
１～４２３０講義経済学LA１０C２５K２１０１２８

経営系教養
１～４２３０講義貨幣論LA１０C３３K２１０１３６
１～４２３０講義国際経済と暮らしLA１０C２７K１１０１３０
１～４２３０講義時事問題研究LA１０C３６K１１０１３９
１～４２３０講義グローバリゼーションを考えるLA１０C２４K２１０１２７
１～４２３０講義地球環境と人間LA１０C４４K１１０１４８

自然環境系教養
１～４２３０講義災害と人間LA１０C４６K１１０１５０
１～４２３０講義科学技術の現在LA１０C４７K１１０１５１
１～４２３０講義宇宙の探究LA１０C４９K２１０１５３

８単位必修

１①３０演習総合英語ⅠLA１１A０２E１１００５８

英語

言語
コミュニ
ケーション

１①３０演習総合英語ⅡLA１２A０２E１１００５９
２①３０演習総合英語ⅢLA２３A０１E１１００６０
２①３０演習総合英語ⅣLA２４A０１E１１００６１
３１３０演習総合英語ⅤLA３５C０１E１１００６２
３１３０演習総合英語ⅥLA３６C０２E１１００６３
１①３０演習英語コミュニケーションⅠLA１１A０３E１１００５４
１①３０演習英語コミュニケーションⅡLA１２A０３E１１００５５
２①３０演習英語コミュニケーションⅢLA２３A０２E１１００５６
２①３０演習英語コミュニケーションⅣLA２４A０２E１１００５７
１課３０演習ドイツ語ⅠALA１１B０１E１１００６５

英語以外

１課３０演習ドイツ語ⅡALA１２B０１E１１００６６
１課３０演習ドイツ語ⅠBLA１１B０２E１１００６７
１課３０演習ドイツ語ⅡBLA１２B０２E１１００６８
２課３０演習ドイツ語ⅢALA２３B０１E１１００６９
２課３０演習ドイツ語ⅣALA２４B０１E１１００７０
２１３０演習ドイツ語ⅢBLA２３C０１E１１００７１
２１３０演習ドイツ語ⅣBLA２４C０１E１１００７２
１課３０演習フランス語ⅠALA１１B０３E１１００７３
１課３０演習フランス語ⅡALA１２B０３E１１００７４
１課３０演習フランス語ⅠBLA１１B０４E１１００７５
１課３０演習フランス語ⅡBLA１２B０４E１１００７６
２課３０演習フランス語ⅢALA２３B０３E１１００７７



６１

修得単位・備考配置
年次単位数授業

時間数
授業
形式授業科目科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード学科目

２課３０演習フランス語ⅣALA２４B０３E１１００７８

英語以外

言語
コミュニ
ケーション

２１３０演習フランス語ⅢBLA２３C０２E１１００７９
２１３０演習フランス語ⅣBLA２４C０２E１１００８０
１課３０演習中国語ⅠALA１１B０５E１１００８１
１課３０演習中国語ⅡALA１２B０５E１１００８２
１課３０演習中国語ⅠBLA１１B０６E１１００８３
１課３０演習中国語ⅡBLA１２B０６E１１００８４
２課３０演習中国語ⅢALA２３B０５E１１００８５
２課３０演習中国語ⅣALA２４B０５E１１００８６
２１３０演習中国語ⅢBLA２３C０３E１１００８７
２１３０演習中国語ⅣBLA２４C０３E１１００８８
１課３０演習コリアンⅠALA１１B０７E１１００８９
１課３０演習コリアンⅡALA１２B０７E１１００９０
１課３０演習コリアンⅠBLA１１B０８E１１００９１
１課３０演習コリアンⅡBLA１２B０８E１１００９２
２課３０演習コリアンⅢALA２３B０７E１１００９３
２課３０演習コリアンⅣALA２４B０７E１１００９４
２１３０演習コリアンⅢBLA２３C０４E１１００９５
２１３０演習コリアンⅣBLA２４C０４E１１００９６
１１３０演習その他の外国語ALA１０C５６E１１００９７
１１３０演習その他の外国語BLA１０C５７E１１００９８

外国において中
等教育を受けた
学生にのみ適用

１～４１３０演習外国語としての日本語ALA１０C５８E２１０１０１
１～４１３０演習外国語としての日本語BLA１０C５９E２１０１０２
１～４１３０演習外国語としての日本語CLA１０C６０E２１０１０３
１～４１３０演習外国語としての日本語DLA１０C６１E２１０１０４
１～４１３０演習外国語としての日本語ELA１０C６２E２１０１０５
１～４１３０演習外国語としての日本語FLA１０C６３E２１０１０６
１～４１３０演習外国語としての日本語GLA１０C６４E２１０１０７
１～４１３０演習外国語としての日本語HLA１０C６５E２１０１０８
１４１２０実習海外語学研修ALA１０C０３J１１００３１

留学

２４１２０実習海外語学研修BLA２０C０１J１１００３２
１２６０実習海外語学研修CLA１０C０４J１１００３３
２２６０実習海外語学研修DLA２０C０２J１１００３４
１～４２６０実習海外文化研修LA１０C０５J１１００４８
１～４２６０実習異文化体験LA１０C０６J２１００３５
１～４２３０講義留学生のための日本学基礎LA１０C０７K１１００４９

２単位必修

１嘩３０演習コンピュータ基礎ⅠLA１１B１１E１１００４４

データサイエンス

１嘩３０演習コンピュータ基礎ⅡLA１２B１２E１１００４５
２嘩３０演習コンピュータ実習LA２０B０１E２１００４６
１～４嘩３０講義データサイエンスⅠLA１１B１２K２１０１３７
１～４嘩３０演習データサイエンスⅡLA１２B１５E１１０１６６
１～４嘩３０講義はじめての統計学LA１０B０１K１１０１５２
２～４嘩３０演習はじめてのプログラミングLA２０B０２E１１０１６７

２単位必修

１～４①３０実技体育実技ⅠLA１１A０４J１１０１５５

健康スポーツ
１～４課３０実技体育実技ⅡALA１２B１３J１１０１６０
１～４課３０実技体育実技ⅡBLA１２B１４J１１０１６１
１～４２３０講義運動と健康LA１０C０２K１１００３０
１～４２３０講義汎用的スキルALA１０C５１K２１０１５７

汎用的スキル １～４２３０講義汎用的スキルBLA１０C６６K１１０１６８
１～４２３０講義汎用的スキルCLA１０C６７K１１０１６９
１～４２３０演習問題解決演習ALA１０C６８E１１０１７０

問題解決 １～４２３０演習問題解決演習BLA１０C６９E１１０１７１
１～４２３０演習問題解決演習CLA１０C７０E１１０１７２

同一言語６単
位必修



６２

≪ドイツ語・フランス語・中国語・コリアンの履修に関する注意事項≫

原則
１）（Ａ系列の科目）ⅠＡの単位を修得していなければⅡＡを履修することはできない。ⅡＡの単位を修得していればⅢＡ
またはⅣＡを履修することができる。
２）（Ｂ系列の科目）ⅠＢの単位を修得していなければⅡＢを履修することはできない。ⅡＡまたはⅡＢの単位を修得して
いればⅢＢまたはⅣＢを履修することができる。
３）ⅢＢおよびⅣＢについては、授業の内容が異なり、かつ担当教員の了解を得ることを前提として重複履修を認める。重
複の回数はそれぞれ２度を上限とする（初回を含めて合計３度）。
４）外国において中等教育を受けた学生、編転入・再入学の学生、休学後に復学した学生、留学を予定する学生等、特殊な
事情のある学生は、学務部で相談すること。

≪ドイツ語・フランス語・中国語・コリアンの履修に関する規程≫

Ａ．現代英語学科、文化交流学科、児童教育学科児童教育コースの学生は、以下の履修方法によること。
ドイツ語・フランス語・中国語・コリアンの各言語からひとつを選択し、１年次前期においてⅠAとⅠBを、および１年
次後期においてⅡAとⅡBを履修すること（以上１年次４単位）。２年次においては１年次に履修した外国語と同じ外国語を
引き続き履修し、前期においてⅢAを、および後期においてⅣAを履修すること（以上２年次２単位、合計６単位）。

＜この規程は202４（令和６）年度入学生から適用される。＞

≪健康スポーツ科目「体育実技」の履修に関する規程≫

１．体育実技Ⅰの単位を修得していなければ、体育実技ⅡAまたは体育実技ⅡBを履修することはできない。

＜この規程は２０２１（令和３）年度入学生から適用される。＞
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２０２１年度～
他所属学生の履修の可否

修得単位・備考配置
年次単位数授業

時間数
授業
形式授業科目科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード学科目

LMNFWPE

×××××××１②３０演習基礎演習ⅠCC１１A０３E２１４２４５

基
幹
科
目

×××××××１②３０演習基礎演習ⅡCC１２A０４E１１４１７８

×××××××２②３０演習基礎演習ⅢCC２３A０３E１１４１７９

×××××××２②３０演習基礎演習ⅣCC２４A０４E１１４１８０

×××××××３②３０演習文化論演習ⅠCC３１A０１E１１４１８２

×××××××３②３０演習文化論演習ⅡCC３２A０１E１１４１８３

×××××××４②３０演習文化論演習ⅢCC４１A０１E１１４１８４

×××××××４②３０演習文化論演習ⅣCC４２A０１E１１４１８５

○○○○×○○１～２嘩３０講義文化人類学ACC１０B０１K２１４１８６

○○○○×○○１～２嘩３０講義文化人類学BCC１０B０２K２１４１８７

×××××○○２～３嘩３０講義社会学ACC２０B０１K３１４１８８

×××××○○２～３嘩３０講義社会学BCC２０B０２K３１４１８９

○○×○○○○２～３嘩３０講義歴史学ACC２０B０３K５１４１５５

○○×○○○○２～３嘩３０講義歴史学BCC２０B０４K４１４１９０

○××○×○○２～３嘩３０講義人文地理学ⅠCC２１B０１K２１４１９１

○××○×○○２～３嘩３０講義人文地理学ⅡCC２２B０１K２１４１９２

×××××××４６卒業研究CC４０C０１S１１４１１５

×××××××１～４２６０実習文化交流体験ACC１０C０３J４１４１１７

×××××××１～４２６０実習文化交流体験BCC１０C１９J１１４２５３

×××××××３～４２６０実習海外フィールドワークCC３０C０２J１１４２３７

多
文
化
協
働

文
化
交
流
を
実
践
す
る

○○○○○○×３～４２３０講義異文化間コミュニケーションCC３０C０３K２１４１２９

○○×○○○○３～４２３０講義国際協力CC３０C０４K１１４１２０

○○○○○○○３～４２３０講義多文化協働論ⅠCC３１C０１K１１４２５４

○○○○○○○３～４２３０講義多文化協働論ⅡCC３２C０１K１１４２５５

×○×○×○○１～４２３０演習多文化協働演習CC１０C２０E１１４２５６

×○×○×○○３～４２３０演習外国人教育支援演習ⅠCC３１C０２K１１４２５７

×○×○×○○３～４２３０演習外国人教育支援演習ⅡCC３２C０２K１１４２５８

×○×○×○○３～４２３０演習外国人教育支援演習ⅢCC３３C０１K１１４２５９

×○×○×○○３～４２３０演習外国人教育支援演習ⅣCC３４C０１K１１４２６０

×××××××１～４２３０演習情報デザイン演習CC１０C０５E３１４２３３

○○×○○○○３～４２３０講義観光学CC３０C０８K１１４１１８

観
光

○○×○○○○３～４２３０講義観光地理学CC３０C０９K２１４１７２

○○×○○○○３～４２３０講義旅行業A（約款・法令）CC３０C１０K３１４１７３

○○×○○○○３～４２３０講義旅行業B（ホテル経営）CC３０C１１K２１４１９３

○○×○○○×３～４２３０演習観光英語CC３０C１２E１１４１２１

○○×○○○○３～４２３０演習観光実務CC３０C１３E１１４１９４

○○×○○○○１～４２３０講義海外事情CC１０C０１K１１４２３１

○○×○○○○１～４２３０講義ボランティア論CC１０C０７K２１４２３８

地
域
貢
献

○○×○○○○１～４２３０講義ひたち学CC１０C０８K１１４１９５

○○×○○○○１～４２３０演習地域貢献研究CC１０C０９E１１４１９６

○○×○○○○３～４２３０講義地方行政学CC３０C１４K１１４２３９

○○○○○○○１～４２３０演習地域貢献演習ⅠCC１１C０１E１１４２６１

○○○○○○○１～４２３０演習地域貢献演習ⅡCC１２C０１E１１４２６２

○○×○○○○２～４２３０講義日本語学ACC２０C０２K３１４１３３

日
本
語
教
育

○○×○○○○２～４２３０講義日本語学BCC２０C０３K３１４１３４

×××××○○２～４２３０演習日本語教育演習ACC２０C０４E３１４１３１

×××××○○２～４２３０演習日本語教育演習BCC２０C０５E３１４１３２

○○×○○○○３～４２３０講義言語学ACC３０C１７K３１４２０２

○○×○○○○３～４２３０講義言語学BCC３０C１８K３１４２０３

○○×○○○○２～４２３０講義民俗学CC２０C０９K２１４２０４

文
化
研
究
の
基
礎

文
化
を
学
ぶ

○○×○○○○２～４２３０講義考古学ⅠCC２１C０１K１１４２０８

○○×○○○○２～４２３０講義考古学ⅡCC２２C０１K１１４２０９

○××○×○○２～４２３０講義自然地理学ⅠCC２１C０３K１１４２４６

○××○×○○２～４２３０講義自然地理学ⅡCC２２C０３K１１４２４７

○××○×○○２～４２３０講義地誌CC２０C１０K１１４２４８

○××○×○○２～４２３０講義西洋史CC２０C１１K２１４１４７

基幹科目３０単位、「文化交流を実践する」科目４単位を含み、学科科目合計７０単位以上

（２）学科科目〔文化交流学科〕

合計１４単位
選択必修

合計３０単位
選択必修

４単位以上
（いずれか１区分から）
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他所属学生の履修の可否
修得単位・備考配置

年次単位数授業
時間数

授業
形式授業科目科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード学科目

LMNFWPE

○××○×○○２～４２３０講義東洋史CC２０C１２K２１４１４２

文
化
研
究
の
基
礎

文
化
を
学
ぶ

○××○×○○２～４２３０講義日本史ACC２０C１３K２１４２０６

○××○×○○２～４２３０講義日本史BCC２０C１４K２１４２０７

○○×○○○○３～４２３０講義国際関係論CC３０C０６K４１４１５３

×××××××２～４２３０講義法学CC２０C４５K１１４２４９

×××××××２～４２３０講義生活と政治CC２０C４６K１１４２５０

×××××××２～４２３０講義生活と国際経済CC２０C４７K１１４２５１

×××××××２～４２３０講義女性学CC２０C４８K１１４２５２

○○×○○○○３～４２３０講義日本の歴史と文化CC３０C１９K４１４２１１

世
界
の
歴
史
と
文
化

○○×○○○○３～４２３０講義東アジアの歴史と文化ACC３０C２０K１１４２６３

○○×○○○○３～４２３０講義東アジアの歴史と文化BCC３０C２１K１１４２６４

○○×○○○○３～４２３０講義東南アジアの歴史と文化ACC３０C２２K２１４２１４

○○×○○○○３～４２３０講義東南アジアの歴史と文化BCC３０C２３K１１４２６５

○○×○○○○３～４２３０講義インドの歴史と文化CC３０C２４K２１４２１６

○○×○○○○３～４２３０講義イスラムの歴史と文化CC３０C２５K２１４２１７

○○×○○○○３～４２３０講義ヨーロッパの歴史と文化ACC３０C２６K３１４２１８

○○×○○○○３～４２３０講義ヨーロッパの歴史と文化BCC３０C２７K３１４２１９

○○×○○○○３～４２３０講義北アメリカの歴史と文化CC３０C２８K３１４１４６

○○○○○○○３～４２３０講義性的マイノリティの文学CC３０C２９K３１４１３９

現
代
文
化
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

○○×○○○○３～４２３０講義アジアの大衆文学CC３０C３０K３１４１６０

○○○○○○○３～４２３０講義ものがたりの世界CC３０C３１K３１４１５２

○○×○○○○３～４２３０講義現代の映像文化ACC３０C３２K３１４１６６

○○×○○○○３～４２３０講義現代の映像文化BCC３０C３３K３１４１６７

○○×○○○○３～４２３０講義仏像と語るCC３０C３４K１１４２６６

○○×○○○○１～４２３０演習伝統文化と現代アートCC３０C３５K２１４２３２

○○×○○○○３～４２３０講義アジアの宗教CC３０C３６K３１４１６４

○○×○○○○３～４２３０講義グローバルカルチャー論CC３０C３７K１１４２６７

○○×○○○○３～４２３０講義文化多様性と現代世界CC３０C３８K１１４２６８

○○○○○○○１～４２３０講義特殊講義ACC１０C１０K２１４２２４

特
別
研
究

○○○○○○○１～４２３０講義特殊講義BCC１０C１１K２１４２２５

×××××××１～４２３０演習特別演習ACC１０C１２E２１４２４１

×××××××１～４２３０演習特別演習BCC１０C１３E２１４２４２

×××××××１～４２３０演習語学演習ACC１０C１４E２１４２４３

×××××××１～４２３０演習語学演習BCC１０C１５E２１４２４４

×××××○○２～４２３０講義日本語教員試験対策講座（実践）CC２０C４９K３１４１７５

キ
ャ
リ
ア
教
育

×××××○○２～４２３０講義日本語教員試験対策講座（入門）CC２０C４４K３１４１７６

○○×○○○○２～４２３０演習日本語教員育成演習ACC２０C０７E２１４１６５

×××××○○２～４２３０演習日本語教員育成演習BCC２０C０６E２１４２４０

○○○○○○○２～４２３０講義旅行業務資格講座CC２０C５０K１１４２６９

×××××××２～４２６０実習インターンシップCC２０C５１J１１４１７１

他所属学生の履修の可否は、カリキュラム表に記載されており、○が付いているものは基本的に履修が可能である。ただ
し、授業内容と授業形式によっては人数に制限があるため、担当教員の了解を受ける必要がある。
なお、履修登録できない科目のほとんどは、①同種の科目が所属カリキュラムにある場合か、②必修の科目等で他所属学
生を受け入れる余地がない場合に当てはまる。
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〔心理福祉学科〕 ２０２４年度～
最低修得単位科目区分

卒
業
に
必
要
な
単
位
お
よ
び
規
程

合計
２７単位

４単位建学の精神

全
学
教
養
科
目

１６単位

文化交流系教養

現代教養

教育系教養
心理福祉系教養 ※１
食物健康系教養
看護系教養
経営系教養
自然環境系教養

４単位英語
言語コミュニケーション 英語以外

留学
２単位データサイエンス
１単位健康スポーツ

汎用的スキル
問題解決

合計
９２単位

２０単位基幹科目
学
科
科
目

１０単位専門基礎科目
４単位心理カウンセリング系科目
４単位福祉系科目
４単位心理福祉教育系科目

５単位自由選択 ※２

１２４単位以上合計

七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七

１．卒業に必要な最低修得単位
生活科学部

＜２０２６（令和８）年度入学生＞

※１ 心理福祉系教養のうち「心理学」「社会福祉学」は卒業に必要な単位に含まれない。
※２ 自由選択は、全学教養科目、学科科目、他学科科目、学環科目の中から履修。



６８

〔食物健康科学科〕 ２０２５年度～
最低修得単位科目区分

卒
業
に
必
要
な
単
位
お
よ
び
規
程

合計
２３単位

４単位建学の精神

全
学
教
養
科
目

１０単位

文化交流系教養

現代教養

教育系教養
心理福祉系教養
食物健康系教養 ※
看護系教養
経営系教養
自然環境系教養

４単位英語
言語コミュニケーション 英語以外

留学
４単位データサイエンス
１単位健康スポーツ

汎用的スキル
問題解決

合計
１０５単位

１８単位基幹科目学
科
科
目

３２単位専門基礎分野
４５単位専門分野

１２８単位以上合計

※ 食物健康系教養のうち「食と文化」「栄養と食生活」は卒業に必要な単位に含まれない。
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１．自由に選択できる単位について

卒業に必要な最低修得単位は心理福祉学科が１２４単位、食物健康科学科は１２８単位となっている。心理福

祉学科は、全学教養科目と学科科目の最低修得単位数を合計しても１２４単位にはならず、５単位の不足が

生じることになる。この不足は、全学教養科目・自分が所属する学科の学科科目・他学科及び他学部の学

科科目・未来教養学環の学環科目（これらは全て卒業要件単位に含まれる科目群である）の中から自由に

履修し、単位を修得して充足させることができる。ただし、他学科及び他学部の学科科目・未来教養学環

の学環科目の履修に際しては、受講制限をする科目もあるので注意すること。

２．科目の重複履修について

全学教養科目について、科目の重複履修が可能である。ただし、同一担当者による同一内容の場合、或

いは同一時期に重複して履修することはできない。下記科目以外は同じ科目を重複して履修することがで

きないので注意すること。

留意事項

履修可能回数

キリスト教の精神と文化Ⅱ ２

キリスト教の精神と文化Ⅲ ２

体育実技ⅡＡ

体育実技ⅡＢ
７

総合英語Ⅴ ２

総合英語Ⅵ ２

ドイツ語ⅢＢ ３

ドイツ語ⅣＢ ３

フランス語ⅢＢ ３

フランス語ⅣＢ ３

履修可能回数

中国語ⅢＢ ３

中国語ⅣＢ ３

コリアンⅢＢ ３

コリアンⅣＢ ３

外国語としての日本語Ｇ ２

外国語としての日本語Ｈ ２

その他の外国語Ａ ３

その他の外国語Ｂ ３

＜この規程は２０２４（令和６）年度入学生から適用される。＞

券
犬
鹸



７０

履修に関しては次のことに注意すること。

１．単位数を囲む○印は必修科目を示す。

２．単位数を囲む□印は選択必修科目を示す。

３．各授業科目は、それぞれ固有の科目コードを持つ。

４．１年間に登録できる単位数は、卒業要件に関わる科目が５０単位未満で、総単位数は６０単位以内とする。

七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七

２．授業科目、単位数および履修規程
〔生活科学部〕

（１）全学教養科目

＜心理福祉学科＞

２０２４年度～

修得単位・備考配置
年次単位数授業

時間数
授業
形式授業科目科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード学科目

４単位必修
１②３０講義キリスト教の精神と文化ⅠLA１１A０１K１１００５０

建学の精神 １②３０講義キリスト教の精神と文化ⅡLA１２A０１K１１００５１
３２３０講義キリスト教の精神と文化ⅢLA３３C０１K１１００５２

１６単位以上選択

１～４２３０講義歴史学LA１０C１７K２１０１１７

文化交流系教養

現代教養

１～４２３０講義地域を学ぶLA１０C４０K１１０１４０
１～４２６０実習コミュニティで学ぶLA１０C４１J１１０１４１
１～４２３０講義共に生きるLA１０C３３K１１０１３３
１～４２３０講義美と芸術の歴史LA１０C２１K１１０１２１
１～４２３０講義教育学LA１０C１４K２１０１１４

教育系教養
１～４２３０講義倫理学LA１０C１１K２１０１１１
１～４２３０講義教育と人権LA１０C３１K２１０１３１
１～４２３０講義日本国憲法LA１０C２４K１１００３６
１～４２３０講義ジェンダーの現在LA１０C３４K１１０１３４
１～４２３０講義対人関係の心理学LA１０C１６K１１０１１６

心理福祉系教養
１～４２３０講義カウンセリングとメンタルヘルスLA１０C１５K１１０１１５
１～４２３０講義生命科学LA１０C４３K２１０１４４

食物健康系教養
１～４２３０講義食といのちLA１０C４６K１１０１４７
１～４２３０講義食と文化LA１０C５５K１１０１６３
１～４２３０講義栄養と食生活LA１０C５６K１１０１６４
１～４２３０講義看護学LA１０C５７K１１０１６５

看護系教養
１～４２３０講義ライフサイクルと健康LA１０C４５K２１０１４６
１～４２３０講義生命倫理LA１０C４４K１１０１４５
１～４２３０講義家族を考えるLA１０C３５K１１０１３５
１～４２３０講義経済学LA１０C２８K２１０１２８

経営系教養
１～４２３０講義貨幣論LA１０C３６K２１０１３６
１～４２３０講義国際経済と暮らしLA１０C３０K１１０１３０
１～４２３０講義時事問題研究LA１０C３９K１１０１３９
１～４２３０講義グローバリゼーションを考えるLA１０C２７K２１０１２７
１～４２３０講義地球環境と人間LA１０C４７K１１０１４８

自然環境系教養
１～４２３０講義災害と人間LA１０C４９K１１０１５０
１～４２３０講義科学技術の現在LA１０C５０K１１０１５１
１～４２３０講義宇宙の探究LA１０C５２K２１０１５３

１単位必修
１課３０演習総合英語ⅠLA１１B０１E１１００５８

英語
言語

コミュニ
ケーション

１課３０演習英語コミュニケーションⅠLA１１B０２E１１００５４

１単位必修
１課３０演習総合英語ⅡLA１２B０１E１１００５９
１課３０演習英語コミュニケーションⅡLA１２B０２E１１００５５

１単位必修
２課３０演習総合英語ⅢLA２３B０１E１１００６０
２課３０演習英語コミュニケーションⅢLA２３B０２E１１００５６

１単位必修
２課３０演習総合英語ⅣLA２４B０１E１１００６１
２課３０演習英語コミュニケーションⅣLA２４B０２E１１００５７
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修得単位・備考配置
年次単位数授業

時間数
授業
形式授業科目科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード学科目

３１３０演習総合英語ⅤLA３５C０１E１１００６２
英語

言語
コミュニ
ケーション

３１３０演習総合英語ⅥLA３６C０１E１１００６３
１１３０演習ドイツ語ⅠALA１１C０１E１１００６５

英語以外

１１３０演習ドイツ語ⅡALA１２C０１E１１００６６
１１３０演習ドイツ語ⅠBLA１１C０２E１１００６７
１１３０演習ドイツ語ⅡBLA１２C０２E１１００６８
２１３０演習ドイツ語ⅢALA２３C０１E１１００６９
２１３０演習ドイツ語ⅣALA２４C０１E１１００７０
２１３０演習ドイツ語ⅢBLA２３C０２E１１００７１
２１３０演習ドイツ語ⅣBLA２４C０２E１１００７２
１１３０演習フランス語ⅠALA１１C０３E１１００７３
１１３０演習フランス語ⅡALA１２C０３E１１００７４
１１３０演習フランス語ⅠBLA１１C０４E１１００７５
１１３０演習フランス語ⅡBLA１２C０４E１１００７６
２１３０演習フランス語ⅢALA２３C０３E１１００７７
２１３０演習フランス語ⅣALA２４C０３E１１００７８
２１３０演習フランス語ⅢBLA２３C０４E１１００７９
２１３０演習フランス語ⅣBLA２４C０４E１１００８０
１１３０演習中国語ⅠALA１１C０５E１１００８１
１１３０演習中国語ⅡALA１２C０５E１１００８２
１１３０演習中国語ⅠBLA１１C０６E１１００８３
１１３０演習中国語ⅡBLA１２C０６E１１００８４
２１３０演習中国語ⅢALA２３C０５E１１００８５
２１３０演習中国語ⅣALA２４C０５E１１００８６
２１３０演習中国語ⅢBLA２３C０６E１１００８７
２１３０演習中国語ⅣBLA２４C０６E１１００８８
１１３０演習コリアンⅠALA１１C０７E１１００８９
１１３０演習コリアンⅡALA１２C０７E１１００９０
１１３０演習コリアンⅠBLA１１C０８E１１００９１
１１３０演習コリアンⅡBLA１２C０８E１１００９２
２１３０演習コリアンⅢALA２３C０７E１１００９３
２１３０演習コリアンⅣALA２４C０７E１１００９４
２１３０演習コリアンⅢBLA２３C０８E１１００９５
２１３０演習コリアンⅣBLA２４C０８E１１００９６
１１３０演習その他の外国語ALA１０C０２E１１００９７
１１３０演習その他の外国語BLA１０C０３E１１００９８

外国において中
等教育を受けた
学生にのみ適用

１～４１３０演習外国語としての日本語ALA１０C６３E２１０１０１
１～４１３０演習外国語としての日本語BLA１０C６４E２１０１０２
１～４１３０演習外国語としての日本語CLA１０C６５E２１０１０３
１～４１３０演習外国語としての日本語DLA１０C６６E２１０１０４
１～４１３０演習外国語としての日本語ELA１０C６７E２１０１０５
１～４１３０演習外国語としての日本語FLA１０C６８E２１０１０６
１～４１３０演習外国語としての日本語GLA１０C６９E２１０１０７
１～４１３０演習外国語としての日本語HLA１０C７０E２１０１０８
１４１２０実習海外語学研修ALA１０C０６J１１００３１

留学

２４１２０実習海外語学研修BLA２０C０１J１１００３２
１２６０実習海外語学研修CLA１０C０７J１１００３３
２２６０実習海外語学研修DLA２０C０２J１１００３４
１～４２６０実習海外文化研修LA１０C０８J１１００４８
１～４２６０実習異文化体験LA１０C０９J２１００３５
１～４２３０講義留学生のための日本学基礎LA１０C１０K１１００４９

２単位必修

１嘩３０演習コンピュータ基礎ⅠLA１１B０３E１１００４４

データサイエンス

１嘩３０演習コンピュータ基礎ⅡLA１２B０３E１１００４５
２嘩３０演習コンピュータ実習LA２０B０１E２１００４６
１～４嘩３０講義データサイエンスⅠLA１１B０５K２１０１３７
１～４嘩３０演習データサイエンスⅡLA１２B０４E１１０１６６
１～４嘩３０講義はじめての統計学LA１０B０５K１１０１５２
２～４嘩３０演習はじめてのプログラミングLA２０B０２E１１０１６７

１単位必修

１～４課３０実技体育実技ⅠLA１１B０４J１１０１５５

健康スポーツ
１～４１３０実技体育実技ⅡALA１２C１１J１１０１６０
１～４１３０実技体育実技ⅡBLA１２C１２J１１０１６１
１～４嘩３０講義運動と健康LA１０B０４K１１００３０
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≪ドイツ語・フランス語・中国語・コリアンの履修に関する注意事項≫

原則
１）（A系列の科目）ⅠAの単位を修得していなければⅡAを履修することはできない。ⅡAの単位を修得していればⅢAまた
はⅣAを履修することができる。
２）（B系列の科目）ⅠBの単位を修得していなければⅡBを履修することはできない。ⅡAまたはⅡBの単位を修得していれ
ばⅢBまたはⅣBを履修することができる。
３）ⅢBおよびⅣBについては、授業の内容が異なり、かつ担当教員の了解を得ることを前提として重複履修を認める。重複
の回数はそれぞれ２度を上限とする（初回を含めて合計３度）。
４）外国において中等教育を受けた学生、編転入・再入学の学生、休学後に復学した学生、留学を予定する学生等、特殊な
事情のある学生は、学務部で相談すること。

≪健康スポーツ科目「体育実技」の履修に関する規程≫

１．体育実技Ⅰの単位を修得していなければ、体育実技ⅡAまたは体育実技ⅡBを履修することはできない。

＜この規程は２０２１（令和３）年度入学生から適用される。＞

修得単位・備考配置
年次単位数授業

時間数
授業
形式授業科目科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード学科目

１～４２３０講義汎用的スキルALA１０C５４K２１０１５７
汎用的スキル １～４２３０講義汎用的スキルBLA１０C５８K１１０１６８

１～４２３０講義汎用的スキルCLA１０C５９K１１０１６９
１～４２３０演習問題解決演習ALA１０C６０E１１０１７０

問題解決 １～４２３０演習問題解決演習BLA１０C６１E１１０１７１
１～４２３０演習問題解決演習CLA１０C６２E１１０１７２
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２０２３年度～
他所属学生の履修の可否

修得単位・備考配置
年次単位数授業

時間数
授業
形式授業科目科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード学科目

LMNFCPE

×××××××

２０単位必修

１②３０演習基礎演習ⅠWP１１A０３E２２１０００

基
幹
科
目

×××××××１②３０演習基礎演習ⅡWP１２A０３E１２１１７７

×××××××１②３０講義心理学概論ⅠWP１１A０１K１２１０９９

×××××××１②３０講義心理学概論ⅡWP１２A０１K１２１１００

×××××××１②３０講義社会福祉の原理と政策ⅠWP１１A０２K２２１１０１

×××××××１②３０講義社会福祉の原理と政策ⅡWP１２A０２K２２１１０２

×××××××３②３０演習心理福祉演習ⅠWP３１A０２E１２１１０３

×××××××３②３０演習心理福祉演習ⅡWP３２A０１E１２１１０４

×××××××４②３０演習心理福祉演習ⅢWP４３A０１E１２１１０５

×××××××４②３０演習心理福祉演習ⅣWP４４A０１E１２１１０６

○○○○○○○

１０単位以上選択

１～２２３０講義人間観と倫理AWP１０C２７K１２１１０７

専
門
基
礎
科
目

○○○○○○○１～２２３０講義人間観と倫理BWP１０C２８K１２１１０８

××○○○○○１～２２３０講義キリスト教福祉WP１０C１４K１２０００８

○○○○○○○２～４２３０講義愛と死の人間学WP２０C２８K１２１０９２

×××××××２～４２３０講義人体の構造と機能及び疾病WP２０C２９K１２１１０９

×××××××２～４２３０講義神経・生理心理学WP２０C３０K１２１１１０

×××××××２２３０演習発展演習AWP２０C３１E２２１０９７

×××××××２２３０演習発展演習BWP２０C３２E２２１０９８

○○○○○○○２～４２３０講義心理福祉特講AWP２０C３３K３２１０６２

○○○○○○○２～４２３０講義心理福祉特講BWP２０C３４K３２１０６３

○○○○○○○２～４２３０講義心理福祉特講CWP２０C３５K１２１１１１

○○○○○○○２～４２３０講義心理福祉特講DWP２０C３６K１２１１１２

×××××××１２３０講義ソーシャルワークの基盤と専門職WP１０C３８K２２１１１３

×××××××１２３０講義ソーシャルワークの基盤と専門職（専門）WP１０C３９K２２１１１４

××○○○○○２～４２３０講義社会福祉発達史AWP２０C３７K１２１１１５

××○○○○○２～４２３０講義社会福祉発達史BWP２０C３８K１２１１１６

×××××××１～２２３０講義臨床心理学概論WP１０C０８K２２１０４６

×××××××１～２２３０講義社会・集団・家族心理学ⅠWP１１C０３K１２１１１７

×××××××１～２２３０講義社会・集団・家族心理学ⅡWP１２C０２K１２１１１８

×××××××２～３２３０演習ソーシャルワーク実習指導ⅠWP２１C１５E２２１１１９

×××××××２～３２３０演習ソーシャルワーク実習指導ⅡWP２２C１７E２２１１２０

×××××××２～３２６０実習ソーシャルワーク実習ⅠWP２１C１６J３２１０６７

×××××××１～２２３０講義心理福祉海外研修ⅠWP１１C０５K１２１１２１

×××××××２～３２６０実習心理福祉海外研修ⅡWP２２C０８J１２１１２２

×××××××４４卒業研究WP４０C０２S１２１０６９

×××××××２２３０講義福祉心理学WP２０C５１K２２１１２３

心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
系
科
目

×××××××２２３０講義健康・医療心理学WP２０C５２K２２１１２４

×××××××１～２２３０講義発達心理学WP１０C３１K１２１１２５

×××××××２～３２３０講義感情・人格心理学WP２０C１６K２２１０４２

×××××××２～４２３０講義心理学的支援法WP２０C５３K３２１０４３

×○○○○○○２～４２３０講義深層心理学WP２０C１８K１２１０４８

×××××××２～４２３０講義障害者・障害児心理学WP２０C１９K２２１０４９

○○○○○○○２～４２３０講義老年心理学WP２０C２０K１２１０５０

×××××××２～４２３０講義心理的アセスメントWP２０C２１K３２１０８３

×××××××２～４１３０実習心理検査法実習WP２０C２２J１２１０９６

×××××××２～４２３０講義心理学研究法ⅠWP２１C０４K１２１０８５

×××××××２～４２３０講義心理学研究法ⅡWP２２C０５K１２１０８６

×××××××２～４２６０実験心理学実験ⅠWP２１C１８J２２１１２６

×××××××２～４１３０実験心理学実験ⅡWP２２C２０J２２１１２７

×××××××２～４２３０演習心理演習WP２０C２４E２２１０８７

×××××××２～４２３０講義知覚・認知心理学WP２０C２５K２２１０５８

○○○○○○○３～４２３０講義トランスパーソナル心理学WP３０C０２K１２１０５１

×××××××３～４２３０講義産業・組織心理学WP３０C０５K２２１０８８

×××××××３～４２３０講義司法・犯罪心理学WP３０C０９K１２１１２８

×××××××２～４２３０講義精神疾患とその治療WP２０C３９K１２１１２９

（２）学科科目〔心理福祉学科〕

４単位以上選択

基幹科目２０単位、専門基礎科目１０単位以上、心理カウンセリング系科目４単位以上、福祉系科目４単位

以上、心理福祉教育系科目４単位以上、学科科目合計９２単位以上
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他所属学生の履修の可否
修得単位・備考配置

年次単位数授業
時間数

授業
形式授業科目科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード学科目

LMNFCPE

○○○○○○○３～４２３０講義癒しのセラピーWP３０C０４K１２１０５３心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
系
科
目

×××××××１～２２３０講義公認心理師の職責WP１０C３３K１２１１６７

×××××××１～４２３０講義心理学統計法WP１０C３９K２２１１３０

×××××××２～４２３０講義学習・言語心理学WP２０C４１K１２１１３１

×××××××２～４２３０講義教育・学校心理学WP２０C４２K１２１１３２

×××××××２～４２３０講義関係行政論WP２０C４３K１２１１３３

×××××××３～４３９０実習心理実習WP３０C１０J１２１１３４

×××××××

４単位以上選択

２～３２３０講義ソーシャルワークの理論と方法ⅠWP２１C０７K２２１１３５

福
祉
系
科
目

×××××××２～３２３０講義ソーシャルワークの理論と方法ⅡWP２２C０９K２２１１３６

×××××××２～３２３０講義ソーシャルワークの理論と方法（専門）ⅠWP２１C１６K２２１１３７

×××××××２～３２３０講義ソーシャルワークの理論と方法（専門）ⅡWP２２C１８K２２１１３８

○○○○○○○１～４２３０講義児童・家庭福祉ⅠWP１１C０６K２２１１３９

○○○○○○○１～４２３０講義児童・家庭福祉ⅡWP１２C０４K２２１１４０

○○○○○○○１～４２３０講義障害者福祉ⅠWP１１C０７K２２１１４１

○○○○○○○１～４２３０講義障害者福祉ⅡWP１２C０５K２２１１４２

○○○○○○○１～４２３０講義高齢者福祉ⅠWP１１C０８K２２１１４３

○○○○○○○１～４２３０講義高齢者福祉ⅡWP１２C０６K２２１１４４

○○○○○○○２～４２３０講義介護概論WP２０C１３K１２１０３７

○○○○○○○２２３０演習介護技術WP２０C１４E１２１０７８

○○○○○○○２～４２３０講義地域福祉と包括的支援体制ⅠWP２１C０８K２２１１４５

○○○○○○○２～４２３０講義地域福祉と包括的支援体制ⅡWP２２C１０K２２１１４６

○○○○○○○２～４２３０講義社会保障ⅠWP２１C０９K２２１１４７

○○○○○○○２～４２３０講義社会保障ⅡWP２２C１１K２２１１４８

○○○○○○○２～４２３０講義貧困に対する支援WP２０C０９K２２１０２９

×××××××２～４２３０講義福祉サービスの組織と経営AWP２０C４４K２２１１４９

×××××××２～４２３０講義福祉サービスの組織と経営BWP２０C４５K２２１１５０

×××××××２～４２３０講義社会福祉調査の基礎WP２０C０７K２２１０７６

×××××××２～４２３０講義権利擁護を支える法制度WP２０C４７K２２１１５２

×××××××２～４２３０講義保健医療と福祉ⅠWP２１C１０K２２１１５３

×××××××２～４２３０講義保健医療と福祉ⅡWP２２C１２K２２１１５４

○○○○○○○２～４２３０講義ジェンダー福祉論WP２０C１０K１２１０３３

○○○○○○○２～４２３０講義ファミリーソーシャルワーク論ⅠWP２１C１１K１２１１５５

○○○○○○○２～４２３０講義ファミリーソーシャルワーク論ⅡWP２２C１３K１２１１５６

○○×○○○○２～４２３０講義刑事司法と福祉AWP２０C４８K２２１１５７

○○×○○○○２～４２３０講義刑事司法と福祉BWP２０C４９K２２１１５８

×××××××１～２２３０演習ソーシャルワーク演習WP１０C４０E３２１０２３

×××××××２～３２３０演習ソーシャルワーク演習（専門）ⅠWP２１C１７E３２１０２４

×××××××２～３２３０演習ソーシャルワーク演習（専門）ⅡWP２２C１９E４２１０２５

×××××××３～４２３０演習ソーシャルワーク演習（専門）ⅢWP３３C０１E３２１０２７

×××××××３～４２３０演習ソーシャルワーク演習（専門）ⅣWP３４C０２E３２１０７７

×××××××４２３０講義社会福祉士試験対策講座ⅠWP４１C０１K１２１１６１

×××××××４２３０講義社会福祉士試験対策講座ⅡWP４２C０３K１２１１６２

×××××××３～４２３０演習ソーシャルワーク実習指導ⅢWP３３C０２E２２１１６３

×××××××３～４２３０演習ソーシャルワーク実習指導ⅣWP３４C０３E２２１１６４

×××××××３～４６１８０実習ソーシャルワーク実習ⅡWP３２C０２J３２１０８１

×××××××２～４２３０講義医学概論WP２０C５４K１２１１７８

○×○○×○○１～２２３０講義法学WP１０C１７K１２００１４

心
理
福
祉
教
育
系
科
目

○×○○×××１～２２３０講義社会学WP１０C１６K１２００１３

○○○○○○○２～４２３０講義社会病理学WP２０C２６K１２１０６１

○○○○○○○１～２２３０講義高齢者生活論WP１０C１８K１２００１７

○○○○○○○１～２２３０講義人権と教育WP１０C２１K１２０００６

×××××××１～２２３０講義生活と政治WP１０C２３K１２００１５

×××××××１～２２３０講義生活と国際経済WP１０C２２K１２００１２

×××××○○１～２２３０講義女性学WP１０C２４K１２００１８

×××××××１～２２３０講義人間と哲学WP１０C２０K１２０００４

×××××××１～２２３０講義生命と倫理WP１０C１９K２２０００３

×××××××１～２２３０講義福祉教育論ⅠWP１１C０９K１２１１６５

×××××××１～２２３０講義福祉教育論ⅡWP１２C０７K１２１１６６

×××××××２～４２３０講義日本史AWP２０C５５K２２１１６８

×××××××２～４２３０講義日本史BWP２０C５６K２２１１６９

×××××××２～４２３０講義東洋史WP２０C５７K２２１１７０

×××××××２～４２３０講義西洋史WP２０C５８K２２１１７１

×××××××２～４２３０講義人文地理学ⅠWP２１C１３K１２１１７２

４単位以上選択
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他所属学生の履修の可否
修得単位・備考配置

年次単位数授業
時間数

授業
形式授業科目科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード学科目

LMNFCPE

×××××××２～４２３０講義人文地理学ⅡWP２２C１５K１２１１７３
心
理
福
祉

教
育
系
科
目

×××××××２～４２３０講義自然地理学ⅠWP２１C１４K１２１１７４

×××××××２～４２３０講義自然地理学ⅡWP２２C１６K１２１１７５

×××××××２～４２３０講義地誌WP２０C５０K１２１１７６

他所属学生の履修の可否は、カリキュラム表に記載されており、○が付いているものは基本的に履修が可能である。ただ
し、授業内容と授業形式によっては人数に制限があるため、担当教員の了解を受ける必要がある。
なお、履修登録できない科目のほとんどは、①同種の科目が所属カリキュラムにある場合か、②必修の科目等で他所属学
生を受け入れる余地がない場合に当てはまる。
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（１）全学教養科目

＜食物健康科学科＞

２０２４年度～

修得単位・備考配置
年次単位数授業

時間数
授業
形式授業科目科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード学科目

４単位必修
１②３０講義キリスト教の精神と文化ⅠLA１１A０１K１１００５０

建学の精神 １②３０講義キリスト教の精神と文化ⅡLA１２A０１K１１００５１
３２３０講義キリスト教の精神と文化ⅢLA３３C０１K１１００５２

１０単位以上選択

１～４２３０講義歴史学LA１０C１７K２１０１１７

文化交流系教養

現代教養

１～４２３０講義地域を学ぶLA１０C４０K１１０１４０
１～４２６０実習コミュニティで学ぶLA１０C４１J１１０１４１
１～４２３０講義共に生きるLA１０C３３K１１０１３３
１～４２３０講義美と芸術の歴史LA１０C２１K１１０１２１
１～４２３０講義教育学LA１０C１４K２１０１１４

教育系教養
１～４２３０講義倫理学LA１０C１１K２１０１１１
１～４２３０講義教育と人権LA１０C３１K２１０１３１
１～４２３０講義日本国憲法LA１０C２４K１１００３６
１～４２３０講義ジェンダーの現在LA１０C３４K１１０１３４
１～４２３０講義心理学LA１０C１３K２１０１１３

心理福祉系教養
１～４２３０講義社会福祉学LA１０C５５K１１０１６２
１～４２３０講義対人関係の心理学LA１０C１６K１１０１１６
１～４２３０講義カウンセリングとメンタルヘルスLA１０C１５K１１０１１５
１～４２３０講義生命科学LA１０C４３K２１０１４４

食物健康系教養
１～４２３０講義食といのちLA１０C４６K１１０１４７
１～４２３０講義看護学LA１０C５６K１１０１６５

看護系教養
１～４２３０講義ライフサイクルと健康LA１０C４５K２１０１４６
１～４２３０講義生命倫理LA１０C４４K１１０１４５
１～４２３０講義家族を考えるLA１０C３５K１１０１３５
１～４２３０講義経済学LA１０C２８K２１０１２８

経営系教養
１～４２３０講義貨幣論LA１０C３６K２１０１３６
１～４２３０講義国際経済と暮らしLA１０C３０K１１０１３０
１～４２３０講義時事問題研究LA１０C３９K１１０１３９
１～４２３０講義グローバリゼーションを考えるLA１０C２７K２１０１２７
１～４２３０講義地球環境と人間LA１０C４７K１１０１４８

自然環境系教養
１～４２３０講義災害と人間LA１０C４９K１１０１５０
１～４２３０講義科学技術の現在LA１０C５０K１１０１５１
１～４２３０講義宇宙の探究LA１０C５２K２１０１５３

１単位必修
１課３０演習総合英語ⅠLA１１B０１E１１００５８

英語

言語
コミュニ
ケーション

１課３０演習英語コミュニケーションⅠLA１１B０２E１１００５４

１単位必修
１課３０演習総合英語ⅡLA１２B０１E１１００５９
１課３０演習英語コミュニケーションⅡLA１２B０２E１１００５５

１単位必修
２課３０演習総合英語ⅢLA２３B０１E１１００６０
２課３０演習英語コミュニケーションⅢLA２３B０２E１１００５６

１単位必修
２課３０演習総合英語ⅣLA２４B０１E１１００６１
２課３０演習英語コミュニケーションⅣLA２４B０２E１１００５７
３１３０演習総合英語ⅤLA３５C０１E１１００６２
３１３０演習総合英語ⅥLA３６C０１E１１００６３
１１３０演習ドイツ語ⅠALA１１C０１E１１００６５

英語以外

１１３０演習ドイツ語ⅡALA１２C０１E１１００６６
１１３０演習ドイツ語ⅠBLA１１C０２E１１００６７
１１３０演習ドイツ語ⅡBLA１２C０２E１１００６８
２１３０演習ドイツ語ⅢALA２３C０１E１１００６９
２１３０演習ドイツ語ⅣALA２４C０１E１１００７０
２１３０演習ドイツ語ⅢBLA２３C０２E１１００７１
２１３０演習ドイツ語ⅣBLA２４C０２E１１００７２
１１３０演習フランス語ⅠALA１１C０３E１１００７３
１１３０演習フランス語ⅡALA１２C０３E１１００７４
１１３０演習フランス語ⅠBLA１１C０４E１１００７５
１１３０演習フランス語ⅡBLA１２C０４E１１００７６
２１３０演習フランス語ⅢALA２３C０３E１１００７７
２１３０演習フランス語ⅣALA２４C０３E１１００７８
２１３０演習フランス語ⅢBLA２３C０４E１１００７９



７９

修得単位・備考配置
年次単位数授業

時間数
授業
形式授業科目科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード学科目

２１３０演習フランス語ⅣBLA２４C０４E１１００８０

英語以外

言語
コミュニ
ケーション

１１３０演習中国語ⅠALA１１C０５E１１００８１
１１３０演習中国語ⅡALA１２C０５E１１００８２
１１３０演習中国語ⅠBLA１１C０６E１１００８３
１１３０演習中国語ⅡBLA１２C０６E１１００８４
２１３０演習中国語ⅢALA２３C０５E１１００８５
２１３０演習中国語ⅣALA２４C０５E１１００８６
２１３０演習中国語ⅢBLA２３C０６E１１００８７
２１３０演習中国語ⅣBLA２４C０６E１１００８８
１１３０演習コリアンⅠALA１１C０７E１１００８９
１１３０演習コリアンⅡALA１２C０７E１１００９０
１１３０演習コリアンⅠBLA１１C０８E１１００９１
１１３０演習コリアンⅡBLA１２C０８E１１００９２
２１３０演習コリアンⅢALA２３C０７E１１００９３
２１３０演習コリアンⅣALA２４C０７E１１００９４
２１３０演習コリアンⅢBLA２３C０８E１１００９５
２１３０演習コリアンⅣBLA２４C０８E１１００９６
１１３０演習その他の外国語ALA１０C０２E１１００９７
１１３０演習その他の外国語BLA１０C０３E１１００９８

外国において中
等教育を受けた
学生にのみ適用

１～４１３０演習外国語としての日本語ALA１０C６２E２１０１０１
１～４１３０演習外国語としての日本語BLA１０C６３E２１０１０２
１～４１３０演習外国語としての日本語CLA１０C６４E２１０１０３
１～４１３０演習外国語としての日本語DLA１０C６５E２１０１０４
１～４１３０演習外国語としての日本語ELA１０C６６E２１０１０５
１～４１３０演習外国語としての日本語FLA１０C６７E２１０１０６
１～４１３０演習外国語としての日本語GLA１０C６８E２１０１０７
１～４１３０演習外国語としての日本語HLA１０C６９E２１０１０８
１４１２０実習海外語学研修ALA１０C０６J１１００３１

留学

２４１２０実習海外語学研修BLA２０C０１J１１００３２
１２６０実習海外語学研修CLA１０C０７J１１００３３
２２６０実習海外語学研修DLA２０C０２J１１００３４
１～４２６０実習海外文化研修LA１０C０８J１１００４８
１～４２６０実習異文化体験LA１０C０９J２１００３５
１～４２３０講義留学生のための日本学基礎LA１０C１０K１１００４９

４単位必修

１嘩３０演習コンピュータ基礎ⅠLA１１A０２E１１００４４

データサイエンス

１嘩３０演習コンピュータ基礎ⅡLA１２A０２E１１００４５
２嘩３０演習コンピュータ実習LA１０C５７E２１００４６
１～４嘩３０講義データサイエンスⅠLA１１B05K２１０１３７
１～４嘩３０演習データサイエンスⅡLA１２B06E１１０１６６
１～４嘩３０講義はじめての統計学LA１０B05K１１０１５２
２～４嘩３０演習はじめてのプログラミングLA2０B02E１１０１６７

１単位必修

１～４課３０実技体育実技ⅠLA１１B０４J１１０１５５

健康スポーツ
１～４１３０実技体育実技ⅡALA１２C１1J１１０１６０
１～４１３０実技体育実技ⅡBLA１２C１2J１１０１６１
１～４嘩３０講義運動と健康LA１０B０４K１１００３０
１～４２３０講義汎用的スキルALA１０C５４K２１０１５７

汎用的スキル １～４２３０講義汎用的スキルBLA１０C57K１１０１６８
１～４２３０講義汎用的スキルCLA１０C58K１１０１６９
１～４２３０演習問題解決演習ALA１０C59E１１０１７０

問題解決 １～４２３０演習問題解決演習BLA１０C６0E１１０１７１
１～４２３０演習問題解決演習CLA１０C６1E１１０１７２
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≪ドイツ語・フランス語・中国語・コリアンの履修に関する注意事項≫

原則
１）（A系列の科目）ⅠAの単位を修得していなければⅡAを履修することはできない。ⅡAの単位を修得していればⅢAまた
はⅣAを履修することができる。
２）（B系列の科目）ⅠBの単位を修得していなければⅡBを履修することはできない。ⅡAまたはⅡBの単位を修得していれ
ばⅢBまたはⅣBを履修することができる。
３）ⅢBおよびⅣBについては、授業の内容が異なり、かつ担当教員の了解を得ることを前提として重複履修を認める。重複
の回数はそれぞれ２度を上限とする（初回を含めて合計３度）。
４）外国において中等教育を受けた学生、編転入・再入学の学生、休学後に復学した学生、留学を予定する学生等、特殊な
事情のある学生は、学務部で相談すること。

≪健康スポーツ科目「体育実技」の履修に関する規程≫

１．体育実技Ⅰの単位を修得していなければ、体育実技ⅡAまたは体育実技ⅡBを履修することはできない。

＜この規程は２０２１（令和３）年度入学生から適用される。＞
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２０２５年度～

基幹科目１８単位、専門基礎分野３２単位以上、専門分野４５単位以上、学科科目合計１０５単位以上

（２）学科科目〔食物健康科学科〕

他所属学生の履修の可否
修得単位・備考配置

年次単位数授業
時間数

授業
形式授業科目科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード学科目

LMNWCPE

×××××××

１８単位必修

１②３０演習基礎演習FS１０A０１E１２２２０３

基
幹
科
目

×××××××１②３０講義生化学ⅠFS１１A０１K２２２１０１

×××××××１②３０講義食品学ⅠFS１１A０２K１２２１０２

×××××××２②３０講義基礎栄養学FS２０A０７K１２２２１８

×××××××２②３０講義公衆衛生学ⅠFS２１A０１K１２２１０４

×××××××３①３０演習総合演習ⅠFS３１A０１E１２２１９５

×××××××３①３０演習総合演習ⅡFS３２A０１E１２２１９６

×××××××４②３０演習卒業演習FS４０A０１E２２２１６９

×××××××４②卒業研究FS４０A０５S１２２１７０

×××××××２②３０実習栄養統計処理FS２０A０８J１２２１７９

×××××××

３２単位必修

１～２２３０講義有機化学FS１０C１１K１２２１００

専
門
基
礎
分
野

×××××××２②３０講義公衆衛生学ⅡFS２２A０８K２２２１０６

×××××××４１４５実験公衆衛生学実験FS４０C０１J１２２１９７

×××××××３②３０講義社会福祉概論FS３０A０１K２２２１０７

×××××××２②３０講義病理学FS２０A０９K１２２２０４

×××××××１②３０講義解剖生理学ⅠFS１１A０４K２２２１０８

×××××××１②３０講義解剖生理学ⅡFS１２A０３K３２２１０９

×××××××１①４５実験解剖生理学実験ⅠFS１０A０３J３２２１１０

×××××××３①４５実験解剖生理学実験ⅡFS３２A０２J１２２２０５

×××××××３②３０講義運動生理学FS１０A０４K１２２１８０

×××××××３①４５実験運動栄養生理学実験FS３０A０１J３２２１８１

×××××××１②３０講義生化学ⅡFS１２A０４K３２２１１１

×××××××３①４５実験生化学実験FS３０A０２J１２２１９８

×××××××２②３０講義医学一般ⅠFS２１A０７K２２２１８２

×××××××４２３０講義医学一般ⅡFS４２C０２K１２２１８３

×××××××２②３０講義食品学Ⅱ（食品加工学を含む）FS２２A０９K１２２２１９

×××××××１①４５実験食品学実験FS１０A０５J１２２１８４

×××××××４１４５実験食品化学実験FS４０C０２J３２２１１７

×××××××１～４２３０講義食品化学FS１０C０１K１２２１１８

×××××××３①４５実習食品加工学実習FS３０A０４J２２２１２０

×××××××１～４２３０講義食文化論FS１０C０２K１２２１２１

×××××××１②３０講義食品衛生学FS１０A０６K２２２１２３

×××××××３①４５実験食品衛生学実験FS３０A０２J２２２１２４

×××××××１①４５実習調理学実習ⅠFS１１A０５J１２２１９９

×××××××１①４５実習調理学実習ⅡFS１２A０２J１２２２００

×××××××１②３０講義調理学FS１０A０７K３２２１２６

×××××××３①４５実験調理学実験FS３０A０３J３２２１２７

×××××××１②３０講義管理栄養士入門FS１０A０８K２２２１８５

専
門
分
野

×××××××４２３０講義食品機能学FS４０C０３K１２２２２０

×××××××２②３０講義ライフステージ栄養学ⅠFS２１A０２K２２２１２８

×××××××２②３０講義ライフステージ栄養学ⅡFS２２A０３K１２２１２９

×××××××４②３０講義疾病予防のための栄養学FS４０A０４K１２２１３０

×××××××３①４５実験栄養学実験FS３０A０４J２２２２０１

×××××××３①４５実習応用栄養学実習FS３０A０５J３２２１７４

×××××××４１３０演習応用栄養学演習FS４０C０４E１２２２０６

×××××××３～４１３０講義スポーツ栄養学FS３０C０１K１２２２０７

×××××××４１４５実習スポーツ栄養学実習FS４０C０５J１２２２０８

×××××××２②３０講義栄養教育論ⅠFS２１A０３K３２２１３３

×××××××２②３０講義栄養教育論ⅡFS２２A０４K２２２１３６

×××××××２②３０講義栄養教育論ⅢFS２３A０１K３２２１３５

×××××××３①４５実習栄養教育論実習FS３０A０５J２２２１３４

×××××××２②３０講義臨床栄養学ⅠFS２１A０４K２２２１３７

×××××××２②３０講義臨床栄養学ⅡFS２２A０５K２２２１４０

×××××××３②３０講義臨床栄養学ⅢFS３３A０２K２２２１３９

×××××××３②３０講義臨床栄養学ⅣFS３４A０１K２２２１４１

×××××××２①４５実習臨床栄養学実習FS２０A０６J１２２１８９

合計
１０５単位
以上選択

４５単位
必修
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他所属学生の履修の可否
修得単位・備考配置

年次単位数授業
時間数

授業
形式授業科目科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード学科目

LMNWCPE

×××××××３①４５実習応用臨床栄養学実習FS３０A０６J１２２１６３

専
門
分
野

×××××××４１３０演習応用臨床栄養学演習FS４０C０６E１２２２０９

×××××××２②３０講義公衆栄養学ⅠFS２１A０５K２２２１４２

×××××××２②３０講義公衆栄養学ⅡFS２２A１０K３２２１４４

×××××××３①４５実習公衆栄養学実習FS３０A０７J１２２１９０

×××××××１②３０講義給食経営管理論ⅠFS１１A０７K２２２１７６

×××××××２②３０講義給食経営管理論ⅡFS２２A０６K４２２１６４

×××××××２①４５実習給食経営管理実習ⅠFS２１A０６J１２２１９１

×××××××２①４５実習給食経営管理実習ⅡFS２２A０７J１２２１９２

×××××××３①４５実習臨地実習Ⅰ（給食の運営）＊FS３１A０２J４２２１５０

×××××××３課４５実習臨地実習Ⅱ（給食経営管理）＊FS３２B０１J１２２２１０

×××××××３課４５実習臨地実習Ⅲ（公衆栄養）＊FS３３B０１J４２２１５１

×××××××３嘩９０実習臨地実習Ⅳ（臨床栄養）＊FS３４B０１J４２２１５２

×××××××３貨１３５実習臨地実習Ⅴ（臨床栄養）＊FS３５B０１J１２２２１１

×××××××３①３０演習国家試験対策演習ⅠFS３１A０３E３２２１７１

×××××××４②６０演習国家試験対策演習ⅡFS４２A０１E１２２２０２

×××××××３～４２３０講義食品開発論FS３０C０２K１２２２１２

×××××××３～４２３０講義マーケティング論（演習を含む）FS３０C０３K１２２２１３

×××××××３～４２３０講義災害栄養学（演習を含む）FS３０C０４K１２２２１４

×××××××３～４２３０講義在宅栄養管理学FS３０C０５K１２２２１５

×××××××３～４２３０講義嚥下と口腔ケアFS３０C０６K１２２２１６

×××××××３～４２３０講義子どもの食と栄養FS３０C０７K１２２２１７

○○○○○○○１～２２３０講義生活経営論FS１０C０９K１２００１０

○×○○○○○１～２２３０講義生活経済学FS１０C１０K１２００１１

○○○○○○○１～４２３０講義保育学FS１０C０４K１２２１５４

○○○○○○○１～４２３０講義児童臨床学FS１０C０５K１２２１５５

○○○○○○○１～４２３０講義衣服環境論FS１０C０６K１２２１５６

○○○○○○○１～４２３０講義居住環境論FS１０C０７K１２２１５７

×××××××３２３０講義学校栄養指導論ⅠFS３１C０２K１２２１６７

×××××××３２３０講義学校栄養指導論ⅡFS３２C０２K１２２１６８

４単位
必修

＊臨地実習は、以下のいずれかの組み合わせを選択して４単位必修とする。
・臨地実習Ⅰ（給食の運営）＋臨地実習Ⅱ（給食経営管理）＋臨地実習Ⅳ（臨床栄養）
・臨地実習Ⅰ（給食の運営）＋臨地実習Ⅲ（公衆栄養） ＋臨地実習Ⅳ（臨床栄養）
・臨地実習Ⅰ（給食の運営）＋臨地実習Ⅴ（臨床栄養）
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（目的）

第１条 この規程は、本学学則第４条第４項に基づき、生活科学部食物健康科学科の進級要件を定めるも

のである。

（進級要件の設定年次）

第２条 ２年次から３年次への進級について要件を設ける。

（進級要件の内容）

第３条 ３年次に進級するためには、２年以上在学し、学科科目（必修科目）について未修得の単位が１１

単位未満でなければならない。未修得単位が１１単位以上の者は留年者とし、２年次とする。

（その他）

第４条 この規程に定めるもののほか、必要な事項は生活科学部教授会が定める。

（改定）

第５条 この規程の改定は、生活科学部教授会の議を経て学長がこれを行う。

附 則

１．この規程は、２０１４年４月１日から施行する。

２．この規程は、２０１５年４月１日から施行する。

３．この規程は、２０１６年４月１日から施行する。

ただし、２０１４年度入学生から適用される。

４．この規程は、２０１７年４月１日から施行する。

５．この規程は、２０２０年４月１日から施行する。

６．この規程は、２０２１年４月１日から施行する。

７．この規程は、２０２４（令和６）年４月１日から施行する。

８．この規程は、「生活科学部食物健康科学科の卒業要件に関する規程」から「茨城キリスト教大学生

活科学部食物健康科学科の進級要件に関する規程」に名称変更および改定を行い、２０２５（令和７）

年４月１日より施行する。
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３．茨城キリスト教大学生活科学部食物健康科学科
の進級要件に関する規程

総単位学科科目全学教養科目年次

２４１４１年次

３７

９

２年次

２６３年次

８４年次

１２８９５＋１０２３計

＜履修単位数＞
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４．生活科学部食物健康科学科の臨地実習に関わる履修規程

この規程は、生活科学部食物健康科学科の臨地実習に関わる科目の履修要件を定めるものである。

１．管理栄養士養成課程における臨地実習科目を履修するためには、各実習において関連科目（下表）の

単位を全て修得済みであることが条件となる。

２．臨地実習科目を履修するには、大学で実施する定期健康診断を受診していなければならない。やむを

得ず検査ができなかった学生は、該当する項目を他の機関で受診し、大学に診断書を提出する。

３．臨地実習科目を履修するには、大学で実施する感染症に対する指定の抗体検査を受けなければならな

い。やむを得ず検査ができなかった学生は、該当する項目を他の機関で実施し、指定された期日まで

に大学へ検査結果を報告する。検査の結果が陰性の場合、指示された項目のワクチンを指定された日

までに必ず接種する。

４．臨地実習科目を履修するには、大学で実施する腸内細菌検査を受けなければならない。やむを得ず検

査ができなかった学生は、該当する項目を他の機関で実施し、指定された期日までに大学へ検査結果

を報告する。検査結果が陽性の場合は実習取りやめとなり、陰性への改善を確認後、別日程で行う。

５．臨地実習科目を履修するには、傷害・賠償等保険に加入しなければならない。

６．この規程に定めるもののほか、必要な事項は生活科学部教授会が定める。

附 則

１．この規程は、２０１４年４月１日から施行する。

２．この規程は、２０１７年４月１日から施行する。

３．この規程は、２０２５（令和７）年４月１日から施行する。

６単位

給食経営管理論Ⅰ （１年次 ２単位）
臨地実習Ⅰ（給食の運営）
臨地実習Ⅱ（給食経営管理）

（３年次）

給食経営管理論Ⅱ （２年次 ２単位）

給食経営管理実習Ⅰ（２年次 １単位）

給食経営管理実習Ⅱ（２年次 １単位）

４単位
公衆栄養学Ⅰ （２年次 ２単位）臨地実習Ⅲ（公衆栄養）

（３年次） 公衆栄養学Ⅱ （２年次 ２単位）

５単位

臨床栄養学Ⅰ （２年次 ２単位）臨地実習Ⅳ（臨床栄養）
臨地実習Ⅴ（臨床栄養）

（３年次）
臨床栄養学Ⅱ （２年次 ２単位）

臨床栄養学実習 （２年次 １単位）
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１．卒業に必要な最低修得単位 ……………………………………………８７

２．授業科目、単位数および履修規程
看護学科
（１）全学教養科目 ……………………………………………………８８
（２）学科科目 …………………………………………………………９２

３．看護学部看護学科科目の履修に関する規程 …………………………９４

履修要項Ⅲ 看護学部
〔全学教養科目および学科科目の履修〕
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１．卒業に必要な最低修得単位
看護学部

＜２０２６（令和８）年度入学生＞

履修可能回数
キリスト教の精神と文化Ⅱ ２
キリスト教の精神と文化Ⅲ ２
体育実技ⅡＡ
体育実技ⅡＢ

７

総合英語Ⅴ ２
総合英語Ⅵ ２
ドイツ語ⅢＢ ３
ドイツ語ⅣＢ ３
フランス語ⅢＢ ３
フランス語ⅣＢ ３

履修可能回数
中国語ⅢＢ ３
中国語ⅣＢ ３
コリアンⅢＢ ３
コリアンⅣＢ ３
外国語としての日本語Ｇ ２
外国語としての日本語Ｈ ２
その他の外国語Ａ ３
その他の外国語Ｂ ３

券
犬
鹸

＜この規程は２０２４（令和６）年度入学生から適用される。＞

〔看護学科〕 ２０２４年度～
最低修得単位科目区分

卒
業
に
必
要
な
単
位
お
よ
び
規
程

合計
２５単位

４単位建学の精神

全
学
教
養
科
目

１４単位

文化交流系教養

現代教養

教育系教養
心理福祉系教養
食物健康系教養
看護系教養 ※１
経営系教養
自然環境系教養

４単位英語
言語コミュニケーション 英語以外

留学
２単位データサイエンス ※２
１単位健康スポーツ

汎用的スキル
問題解決

合計
１０２単位

２６単位専門基礎科目学
科
科
目 ７６単位専門科目

１２７単位以上合計

※１ 看護系教養のうち「看護学」「ライフサイクルと健康」は卒業に必要な単位に含まれない。
※２ データサイエンスは「コンピュータ基礎Ⅰ」「コンピュータ基礎Ⅱ」「コンピュータ実習」を選択必修とする。

１．科目の重複履修について

全学教養科目について、科目の重複履修が可能である。ただし、同一担当者による同一内容の場合、或

いは同一時期に重複して履修することはできない。下記科目以外は同じ科目を重複して履修することがで

きないので注意すること。

留意事項
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２．授業科目、単位数および履修規程
〔看護学部〕

履修に関しては次のことに注意すること。

１．単位数を囲む○印は必修科目を示す。

２．単位数を囲む□印は選択必修科目を示す。

３．各授業科目は、それぞれ固有の科目コードを持つ。

４．１年間に登録できる単位数は、卒業要件に関わる科目が５０単位未満で、総単位数は６０単位以内とする。

（１）全学教養科目

＜看護学科＞

２０２４年度～

修得単位・備考配置
年次単位数授業

時間数
授業
形式授業科目科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード学科目

４単位必修
１②３０講義キリスト教の精神と文化ⅠLA１１A０１K１１００５０

建学の精神 １②３０講義キリスト教の精神と文化ⅡLA１２A０１K１１００５１
３２３０講義キリスト教の精神と文化ⅢLA３３C０１K１１００５２

１４単位以上選択

１～４２３０講義歴史学LA１０C１７K２１０１１７

文化交流系教養

現代教養

１～４２３０講義地域を学ぶLA１０C４０K１１０１４０
１～４２６０実習コミュニティで学ぶLA１０C４１J１１０１４１
１～４２３０講義共に生きるLA１０C３３K１１０１３３
１～４２３０講義美と芸術の歴史LA１０C２１K１１０１２１
１～４２３０講義教育学LA１０C１４K２１０１１４

教育系教養
１～４２３０講義倫理学LA１０C１１K２１０１１１
１～４２３０講義教育と人権LA１０C３１K２１０１３１
１～４２３０講義日本国憲法LA１０C２４K１１００３６
１～４２３０講義ジェンダーの現在LA１０C３４K１１０１３４
１～４２３０講義心理学LA１０C１３K２１０１１３

心理福祉系教養
１～４２３０講義社会福祉学LA１０C５５K１１０１６２
１～４２３０講義対人関係の心理学LA１０C１６K１１０１１６
１～４２３０講義カウンセリングとメンタルヘルスLA１０C１５K１１０１１５
１～４２３０講義生命科学LA１０C４３K２１０１４４

食物健康系教養
１～４２３０講義食といのちLA１０C４６K１１０１４７
１～４２３０講義食と文化LA１０C５６K１１０１６３
１～４２３０講議栄養と食生活LA１０C５７K１１０１６４
１～４２３０講議生命倫理LA１０C４４K１１０１４５

看護系教養
１～４２３０講議家族を考えるLA１０C３５K１１０１３５
１～４２３０講議経済学LA１０C２８K２１０１２８

経営系教養
１～４２３０講議貨幣論LA１０C３６K２１０１３６
１～４２３０講議国際経済と暮らしLA１０C３０K１１０１３０
１～４２３０講議時事問題研究LA１０C３９K１１０１３９
１～４２３０講議グローバリゼーションを考えるLA１０C２７K２１０１２７
１～４２３０講議地球環境と人間LA１０C４７K１１０１４８

自然環境系教養
１～４２３０講議災害と人間LA１０C４９K１１０１５０
１～４２３０講議科学技術の現在LA１０C５０K１１０１５１
１～４２３０講議宇宙の探究LA１０C５２K２１０１５３

４単位必修

１①３０演習総合英語ⅠLA１１A０２E１１００５８

英語
言語

コミュニ
ケーション

１①３０演習総合英語ⅡLA１２A０２E１１００５９
２１３０演習総合英語ⅢLA２３C０１E１１００６０
２１３０演習総合英語ⅣLA２４C０１E１１００６１
３１３０演習総合英語ⅤLA３５C０１E１１００６２
３１３０演習総合英語ⅥLA３６C０１E１１００６３
１①３０演習英語コミュニケーションⅠLA１１A０３E１１００５４
１①３０演習英語コミュニケーションⅡLA１２A０３E１１００５５
２１３０演習英語コミュニケーションⅢLA２３C０２E１１００５６
２１３０演習英語コミュニケーションⅣLA２４C０２E１１００５７



８９

修得単位・備考配置
年次単位数授業

時間数
授業
形式授業科目科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード学科目

１１３０演習ドイツ語ⅠALA１１C０１E１１００６５

英語以外

言語
コミュニ
ケーション

１１３０演習ドイツ語ⅡALA１２C０１E１１００６６
１１３０演習ドイツ語ⅠBLA１１C０２E１１００６７
１１３０演習ドイツ語ⅡBLA１２C０２E１１００６８
２１３０演習ドイツ語ⅢALA２３C０３E１１００６９
２１３０演習ドイツ語ⅣALA２４C０３E１１００７０
２１３０演習ドイツ語ⅢBLA２３C０４E１１００７１
２１３０演習ドイツ語ⅣBLA２４C０４E１１００７２
１１３０演習フランス語ⅠALA１１C０３E１１００７３
１１３０演習フランス語ⅡALA１２C０３E１１００７４
１１３０演習フランス語ⅠBLA１１C０４E１１００７５
１１３０演習フランス語ⅡBLA１２C０４E１１００７６
２１３０演習フランス語ⅢALA２３C０５E１１００７７
２１３０演習フランス語ⅣALA２４C０５E１１００７８
２１３０演習フランス語ⅢBLA２３C０６E１１００７９
２１３０演習フランス語ⅣBLA２４C０６E１１００８０
１１３０演習中国語ⅠALA１１C０５E１１００８１
１１３０演習中国語ⅡALA１２C０５E１１００８２
１１３０演習中国語ⅠBLA１１C０６E１１００８３
１１３０演習中国語ⅡBLA１２C０６E１１００８４
２１３０演習中国語ⅢALA２３C０７E１１００８５
２１３０演習中国語ⅣALA２４C０７E１１００８６
２１３０演習中国語ⅢBLA２３C０８E１１００８７
２１３０演習中国語ⅣBLA２４C０８E１１００８８
１１３０演習コリアンⅠALA１１C０７E１１００８９
１１３０演習コリアンⅡALA１２C０７E１１００９０
１１３０演習コリアンⅠBLA１１C０８E１１００９１
１１３０演習コリアンⅡBLA１２C０８E１１００９２
２１３０演習コリアンⅢALA２３C０９E１１００９３
２１３０演習コリアンⅣALA２４C０９E１１００９４
２１３０演習コリアンⅢBLA２３C１０E１１００９５
２１３０演習コリアンⅣBLA２４C１０E１１００９６
１１３０演習その他の外国語ALA１０C０２E１１００９７
１１３０演習その他の外国語BLA１０C０３E１１００９８

外国において中
等教育を受けた
学生にのみ適用

１～４１３０演習外国語としての日本語ALA１０C６３E２１０１０１
１～４１３０演習外国語としての日本語BLA１０C６４E２１０１０２
１～４１３０演習外国語としての日本語CLA１０C６５E２１０１０３
１～４１３０演習外国語としての日本語DLA１０C６６E２１０１０４
１～４１３０演習外国語としての日本語ELA１０C６７E２１０１０５
１～４１３０演習外国語としての日本語FLA１０C６８E２１０１０６
１～４１３０演習外国語としての日本語GLA１０C６９E２１０１０７
１～４１３０演習外国語としての日本語HLA１０C７０E２１０１０８
１４１２０実習海外語学研修ALA１０C０６J１１００３１

留学

２４１２０実習海外語学研修BLA２０C０１J１１００３２
１２６０実習海外語学研修CLA１０C０７J１１００３３
２２６０実習海外語学研修DLA２０C０２J１１００３４
１～４２６０実習海外文化研修LA１０C０８J１１００４８
１～４２６０実習異文化体験LA１０C０９J２１００３５
１～４２３０講議留学生のための日本学基礎LA１０C１０K１１００４９

２単位必修

１嘩３０演習コンピュータ基礎ⅠLA１１B０１E１１００４４

データサイエンス

１嘩３０演習コンピュータ基礎ⅡLA１２B０１E１１００４５
２嘩３０演習コンピュータ実習LA２０B０１E２１００４６
１～４２３０講議データサイエンスⅠLA１１C１１K２１０１３７
１～４２３０演習データサイエンスⅡLA１２C１１E１１０１６６
１～４２３０講議はじめての統計学LA１０C５１K１１０１５２
２～４２３０演習はじめてのプログラミングLA２０C０３E１１０１６７

１単位必修

１～４課３０実技体育実技ⅠLA１１B０２J１１０１５５

健康スポーツ
１～４１３０実技体育実技ⅡALA１２C１１J１１０１６０
１～４１３０実技体育実技ⅡBLA１２C１２J１１０１６１
１～４嘩３０講議運動と健康LA１０B０４K１１００３０
１～４２３０講議汎用的スキルALA１０C５４K２１０１５７

汎用的スキル １～４２３０講議汎用的スキルBLA１０C５８K１１０１６８
１～４２３０講議汎用的スキルCLA１０C５９K１１０１６９



９０

≪ドイツ語・フランス語・中国語・コリアンの履修に関する注意事項≫

原則
１）（A系列の科目）ⅠAの単位を修得していなければⅡAを履修することはできない。ⅡAの単位を修得していればⅢAまた
はⅣAを履修することができる。
２）（B系列の科目）ⅠBの単位を修得していなければⅡBを履修することはできない。ⅡAまたはⅡBの単位を修得していれ
ばⅢBまたはⅣBを履修することができる。
３）ⅢBおよびⅣBについては、授業の内容が異なり、かつ担当教員の了解を得ることを前提として重複履修を認める。重複
の回数はそれぞれ２度を上限とする（初回を含めて合計３度）。
４）外国において中等教育を受けた学生、編転入・再入学の学生、休学後に復学した学生、留学を予定する学生等、特殊な
事情のある学生は、学務部で相談すること。

≪健康スポーツ科目「体育実技」の履修に関する規程≫

１．体育実技Ⅰの単位を修得していなければ、体育実技ⅡAまたは体育実技ⅡBを履修することはできない。

＜この規程は２０２１（令和３）年度入学生から適用される。＞

修得単位・備考配置
年次単位数授業

時間数
授業
形式授業科目科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード学科目

１～４２３０演習問題解決演習ALA１０C６０E１１０１７０
問題解決 １～４２３０演習問題解決演習BLA１０C６１E１１０１７１

１～４２３０演習問題解決演習CLA１０C６２E１１０１７２



９１



９２

２０２２年度～
他所属学生の履修の可否

修得単位・備考配置
年次単位数授業

時間数
授業
形式授業科目科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード学科目

LMFWCPE

×××××××

２６単位必修

１②３０講義人体構造機能学ANU１０A０１K３３１１０１

人
体
の
構
造
と
機
能
・
疾
病
の

成
り
立
ち
と
回
復
の
促
進専

門
基
礎
科
目

×××××××１②３０講義人体構造機能学BNU１０A０２K２３１１８６

×××××××２①３０演習人体構造機能学演習NU２０A０１E２３１１８７

×××××××１①１５講義生化学NU１０A０３K１３１１０３

×××××××１①１５講義栄養・代謝学NU１０A０４K３３１１０４

×××××××１１３０演習食物健康演習NU１０C０３E１３１２１３

×××××××１①１５講義感染と防御NU１０A０５K３３１１０６

×××××××２②３０講義病理病態学NU２０A０２K１３１１０７

×××××××２②３０講義薬理学NU２０A０３K１３１１０８

×××××××２③４５講義疾病治療論NU２０A０４K１３１１０９

×××××××２①１５講義疾病治療論（小児）NU２０A２３K１３１２１４

×××××××２①１５講義疾病治療論（母性）NU２０A２４K１３１２１５

×××××××２①１５講義疾病治療論（精神）NU２０A２５K１３１２１６

×××××××１①１５講義医療倫理NU１０A１４K１３１２１７健
康
支
援
と

倫
理
・
社
会

×××××××１②３０講義社会保障制度論NU１０A０７K３３１１１１

×××××××２②３０講義保健医療福祉行政論NU２０A２６K３３１１１２

×××××××２１１５講義カウンセリング技術NU２０C０２K１３１２１２

×××××××１①１５講義公衆衛生学NU１０A０９K１３１１７８健
康
現
象
の

疫
学
と
統
計

×××××××２②３０講義疫学NU２０A０６K２３１１１５

×××××××３２３０講義保健統計NU３０C０１K１３１１７９

×××××××

２２単位必修

１②３０講義看護学概論NU１０A１５K１３１２１８

看
護
学
の
基
本

専
門
科
目

×××××××２②３０講義看護倫理NU２０A２７K１３１２１９

×××××××１①３０演習看護学へのアプローチNU１０A１６E２３１１１８

×××××××１①３０演習看護とコミュニケーションNU１０A１７E２３１１９１

×××××××１①３０演習ヘルスアセスメントANU１０A１８E３３１１１９

×××××××２①３０演習ヘルスアセスメントBNU２０A２８E３３１１２０

×××××××１②６０演習援助技術論ANU１０A１１E３３１１２３

×××××××２②６０演習援助技術論BNU２０A０８E３３１１２４

×××××××２①１５講義看護関係法規NU２０A２９K３３１１２５

×××××××２①１５講義精神保健NU２０A３０K１３１２２０

×××××××２②６０演習健康教育論NU２０A１０E２３１１９２

×××××××１①３０演習ライフステージと看護NU１０A１９E１３１２２１

×××××××２①３０演習看護とクリティカルシンキングNU２１A０１E１３１２２２

×××××××１①４５実習地域・在宅看護学実習ⅠNU１１A０２J１３１２２３

×××××××２③１３５実習基礎看護学実習NU２０A１１J２３１１３０

×××××××

１４単位必修

２①３０演習看護実践統合演習ⅠNU２０A３１E３３１１２２

看
護
展
開
の
基
礎

×××××××２②３０講義成熟期看護学概論NU２０A３２K１３１２２４

×××××××２②３０講義成熟期療養支援看護学ANU２０A３３K１３１２２５

×××××××２②３０講義成熟期生活支援看護学ANU２０A３４K１３１２２６

×××××××２①１５講義小児看護学ANU２０A１４K２３１１９３

×××××××２①１５講義母性看護学ANU２０A１５K２３１１９４

×××××××２①１５講義精神看護学ANU２０A１６K２３１１９５

×××××××２①１５講義公衆衛生看護学概論NU２０A３５K１３１２２７

×××××××２①１５講義家族看護論NU２０A３６K１３１２２８

×××××××２①１５講義在宅看護学ANU２０A１８K２３１１９６

×××××××２①４５実習地域・在宅看護学実習ⅡNU２２A０１J１３１２２９

×××××××３①３０演習看護実践統合演習ⅡNU３２A０１E２３１１９７

看
護
展
開
の
応
用

×××××××３②６０演習成熟期療養支援看護学BNU３０A１３E１３１２３０

×××××××３②６０演習成熟期生活支援看護学BNU３０A０２E３３１１４４

×××××××３②６０演習小児看護学BNU３０A０３E２３１１９９

×××××××３②６０演習母性看護学BNU３０A０４E３３１１４６

×××××××３②６０演習精神看護学BNU３０A０５E２３１２００

×××××××３②６０演習在宅看護学BNU３０A０６E２３１２０１

×××××××２１１５講義公衆衛生看護活動展開論ANU２０C０３K２３１２０２

×××××××３２６０演習公衆衛生看護活動展開論BNU３０C０２E３３１１８０

×××××××３２３０講義公衆衛生看護活動展開論CNU３０C０４K１３１２３１

専門基礎科目２６単位、専門科目７６単位以上

（２）学科科目〔看護学科〕

２７単位必修
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他所属学生の履修の可否
修得単位・備考配置

年次単位数授業
時間数

授業
形式授業科目科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード学科目

LMFWCPE

×××××××４２３０講義公衆衛生看護管理論NU４０C１１K１３１２３２

看
護
展
開
の
応
用

専
門
科
目

×××××××２１３０演習学校保健NU２０C０４E１３１２０４

×××××××３１１５講義学校健康相談NU３０C０５K２３１２０５

×××××××４１１５講義産業保健NU４０C０３K１３１１８２

×××××××３④１８０実習成熟期療養支援看護学実習NU３０A０７J２３１１５５

×××××××３②９０実習成熟期生活支援看護学実習NU３０A１４J１３１２３３

×××××××３②９０実習小児看護学実習NU３０A０９J１３１１５７

×××××××３②９０実習母性看護学実習NU３０A１０J１３１１５８

×××××××３②９０実習精神看護学実習NU３０A１１J１３１１５９

×××××××３②９０実習地域・在宅看護学実習ⅢNU３３A０１J３３１１６０

×××××××２１４５実習公衆衛生看護学実習ANU２０C０５J３３１１８３

×××××××４４１８０実習公衆衛生看護学実習BNU４０C０４J２３１２０６

×××××××

１１単位必修を
含めて１３単位
選択

４①１５講義エンドオブライフケア論NU４０A０５K２３１１５４

看
護
学
の
発
展

×××××××４①３０演習災害看護論NU４０A０４E２３１２１０

×××××××４①１５講義看護マネジメントNU４０A０２K２３１１６４

×××××××４①１５講義研究方法論NU４０A０３K１３１１６７

×××××××４①３０演習研究方法論演習ⅠNU４１A０１E１３１２０８

×××××××４①３０演習研究方法論演習ⅡNU４２A０１E１３１２０９

×××××××４１１５講義国際看護論NU４０C１２K１３１１６３

×××××××４１１５講義看護教育学NU４０C０５K１３１１６５

×××××××４１１５講義リハビリテーション看護NU４０C０７K１３１１７０

×××××××４１１５講義がん看護NU４０C０８K１３１１７１

×××××××４１１５講義保健医療看護経済学NU４０C１３K２３１１１３

×××××××４１１５講義生と死の倫理NU４０C１０K１３１２１１

×××××××１～４２６０演習異文化看護演習NU１０C０２E２３１２０７

×××××××４①３０演習看護実践統合演習ⅢNU４３A０１E３３１１７６

×××××××４④１８０実習総合実習NU４０A０７J１３１２３４

他所属学生の履修の可否は、カリキュラム表に記載されており、○が付いているものは基本的に履修が可能である。ただ
し、授業内容と授業形式によっては人数に制限があるため、担当教員の了解を受ける必要がある。
なお、履修登録できない科目のほとんどは、①同種の科目が所属カリキュラムにある場合か、②必修の科目等で他所属学
生を受け入れる余地がない場合に当てはまる。

２単位選択
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３．看護学部看護学科科目の履修に関する規程

この規程は、看護学部看護学科の臨地実習および研究方法論演習に関わる科目の履修要件を定めるもの

である。

１．看護師養成課程における臨地実習科目（必修）を履修するためには、履修年次前年までの学科必修科

目を修得済みであることが条件となる（ただし、下表に記載されている科目以外の未修得科目が２科

目以内までは履修可とする）。

２．保健師養成課程における公衆衛生看護学実習Bを履修するためには、１年次から３年次までの学科必

修科目を全て修得済みであることが条件となる。

３．臨地実習科目を履修するには、大学で実施する定期健康診断を受診していなければならない。やむを

得ず受診できなかった学生は、該当する項目を他の機関で受診し、大学に診断書を提出する。

４．臨地実習科目を履修するには、大学で実施する感染症に対する指定の抗体検査を受けなければならな

い。やむを得ず検査ができなかった学生は、該当する項目を他の機関で実施し、指定された期日まで

に大学へ検査結果を報告する。検査の結果で陰性の場合、指示された項目のワクチンを指定された期

日までに必ず接種し、大学に証明書を提出する。

５．臨地実習科目を履修するには、傷害・賠償等保険に加入しなければならない。

６．この規程に定めるもののほか、必要な事項は看護学部教授会が定める。

附 則

１．この規程は、２００９年４月１日から施行する。

２．この規程は、２０１０年４月１日から施行する。

３．この規程は、２０１１年４月１日から施行する。

４．この規程は、２０１２年４月１日から施行する。

５．この規程は、２０１３年４月１日から施行する。

６．この規程は、２０１４年４月１日から施行する。ただし、２０１３年度入学生から適用する。

７．この規程は、２０１８年４月１日から施行する。

８．この規程は、２０２０年４月１日から施行する。

９．この規定は、２０２２年４月１日から施行する。

履修要件となる学科科目科目配置年次

地域・在宅看護学実習Ⅰ
地域・在宅看護学実習Ⅱ
基礎看護学実習

成熟期療養支援看護学実習

３年次

成熟期生活支援看護学実習

小児看護学実習

母性看護学実習

精神看護学実習

地域・在宅看護学実習Ⅲ

３年次のすべての実習
総合実習

４年次 研究方法論演習Ⅰ

研究方法論演習Ⅰ研究方法論演習Ⅱ



１．卒業に必要な最低修得単位…………………………………………… ９５

２．授業科目、単位数および履修規程
経営学科
（１）全学教養科目…………………………………………………… ９８
（２）学科科目…………………………………………………………１０２

履修要項Ⅳ 経営学部
〔全学教養科目および学科科目の履修〕
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１．卒業に必要な最低修得単位
経営学部

＜２０２６（令和８）年度入学生＞

〔経営学科〕 ２０２４年度～
最低修得単位科目区分

卒
業
に
必
要
な
単
位
お
よ
び
規
程

合計
３５単位

４単位建学の精神

全
学
教
養
科
目

１８単位

文化交流系教養

現代教養

教育系教養
心理福祉系教養
食物健康系教養
看護系教養
経営系教養
自然環境系教養

８単位のうち
英語を４単位以上

英語
言語コミュニケーション 英語以外

留学
４単位データサイエンス ※１
１単位健康スポーツ

汎用的スキル
問題解決

合計
８０単位

２０単位基幹科目
学
科
科
目

６０単位のうち
専門基礎科目６単位以上
専門科目５２単位以上

専門基礎科目

専門科目

９単位自由選択 ※２

１２４単位以上合計

※１ データサイエンスのうち「データサイエンスⅠ」は卒業に必要な単位に含まれない。
※２ 自由選択は、全学教養科目、学科科目、他学科科目、学環科目の中から履修。
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留意事項

１．自由に選択できる単位について

卒業に必要な最低修得単位は経営学科１２４単位となっているが、全学教養科目と学科科目の最低修得単位

数を合計しても１２４単位にはならず、９単位の不足が生じることになる。この不足は、全学教養科目・自分

が所属する学科の学科科目・他学科及び他学部の学科科目・未来教養学環の学環科目（これらは全て卒業

要件単位に含まれる科目群である）の中から自由に履修し、単位を修得して充足させることができる。た

だし、他学科及び他学部の学科科目・未来教養学環の学環科目の履修に際しては、受講制限をする科目も

あるので注意すること。

２．科目の重複履修について

全学教養科目について、科目の重複履修が可能である。ただし、同一担当者による同一内容の場合、或

いは同一時期に重複して履修することはできない。下記科目以外は同じ科目を重複して履修することがで

きないので注意すること。

＜この規程は２０２４（令和６）年度入学生から適用される。＞

履修可能回数

キリスト教の精神と文化Ⅱ ２

キリスト教の精神と文化Ⅲ ２

体育実技ⅡＡ

体育実技ⅡＢ ７

総合英語Ⅴ ２

総合英語Ⅵ ２

ドイツ語ⅢＢ ３

ドイツ語ⅣＢ ３

フランス語ⅢＢ ３

フランス語ⅣＢ ３

履修可能回数

中国語ⅢＢ ３

中国語ⅣＢ ３

コリアンⅢＢ ３

コリアンⅣＢ ３

外国語としての日本語Ｇ ２

外国語としての日本語Ｈ ２

その他の外国語Ａ ３

その他の外国語Ｂ ３

券
犬
鹸
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履修に関しては次のことに注意すること。

１．単位数を囲む○印は必修科目を示す。

２．単位数を囲む□印は選択必修科目を示す。

３．各授業科目は、それぞれ固有の科目コードを持つ。

４．１年間に登録できる単位数は、４７単位未満とする。ただし、前年度のGPAが３．０以上の学生は、５０

単位未満とする。
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２．授業科目、単位数および履修規程
〔経営学部〕

（１）全学教養科目

＜経営学科＞

２０２４年度～

修得単位・備考配置
年次単位数授業

時間数
授業
形式授業科目科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード学科目

４単位必修
１②３０講義キリスト教の精神と文化ⅠLA１１A０１K１１００５０

建学の精神 １②３０講義キリスト教の精神と文化ⅡLA１２A０１K１１００５１
３２３０講義キリスト教の精神と文化ⅢLA３３C０１K１１００５２

１８単位以上選択

１～４２３０講義歴史学LA１０C１２K２１０１１７

文化交流系教養

現代教養

１～４２３０講義地域を学ぶLA１０C３５K１１０１４０
１～４２６０実習コミュニティで学ぶLA１０C３６J１１０１４１
１～４２３０講義共に生きるLA１０C２８K１１０１３３
１～４２３０講義美と芸術の歴史LA１０C１６K１１０１２１
１～４２３０講義教育学LA１０C０９K２１０１１４

教育系教養
１～４２３０講義倫理学LA１０C０６K２１０１１１
１～４２３０講義教育と人権LA１０C２６K２１０１３１
１～４２３０講義日本国憲法LA１０C１９K１１００３６
１～４２３０講義ジェンダーの現在LA１０C２９K１１０１３４
１～４２３０講義心理学LA１０C０８K２１０１１３

心理福祉系教養
１～４２３０講義社会福祉学LA１０C５０K１１０１６２
１～４２３０講義対人関係の心理学LA１０C１１K１１０１１６
１～４２３０講義カウンセリングとメンタルヘルスLA１０C１０K１１０１１５
１～４２３０講義生命科学LA１０C３８K２１０１４４

食物健康系教養
１～４２３０講義食といのちLA１０C４１K１１０１４７
１～４２３０講義食と文化LA１０C５１K１１０１６３
１～４２３０講義栄養と食生活LA１０C５２K１１０１６４
１～４２３０講義看護学LA１０C５３K１１０１６５

看護系教養
１～４２３０講義ライフサイクルと健康LA１０C４０K２１０１４６
１～４２３０講義生命倫理LA１０C３９K１１０１４５
１～４２３０講義家族を考えるLA１０C３０K１１０１３５
１～４２３０講義経済学LA１０C２３K２１０１２８

経営系教養
１～４２３０講義貨幣論LA１０C３１K２１０１３６
１～４２３０講義国際経済と暮らしLA１０C２５K１１０１３０
１～４２３０講義時事問題研究LA１０C３４K１１０１３９
１～４２３０講義グローバリゼーションを考えるLA１０C２２K２１０１２７
１～４２３０講義地球環境と人間LA１０C４２K１１０１４８

自然環境系教養
１～４２３０講義災害と人間LA１０C４４K１１０１５０
１～４２３０講義科学技術の現在LA１０C４５K１１０１５１
１～４２３０講義宇宙の探究LA１０C４７K２１０１５３
１課３０演習総合英語ⅠLA１１B０１E１１００５８

英語
言語

コミュニ
ケーション

１課３０演習総合英語ⅡLA１２B０１E１１００５９
２課３０演習総合英語ⅢLA２３B０１E１１００６０
２課３０演習総合英語ⅣLA２４B０１E１１００６１



９９

修得単位・備考配置
年次単位数授業

時間数
授業
形式授業科目科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード学科目

３課３０演習総合英語ⅤLA３５B０１E１１００６２

英語

言語
コミュニ
ケーション

３課３０演習総合英語ⅥLA３６B０１E１１００６３
１課３０演習英語コミュニケーションⅠLA１１B０２E１１００５４
１課３０演習英語コミュニケーションⅡLA１２B０２E１１００５５
２課３０演習英語コミュニケーションⅢLA２３B０２E１１００５６
２課３０演習英語コミュニケーションⅣLA２４B０２E１１００５７
１課３０演習ドイツ語ⅠALA１１B０３E１１００６５

英語以外

１課３０演習ドイツ語ⅡALA１２B０３E１１００６６
１課３０演習ドイツ語ⅠBLA１１B０４E１１００６７
１課３０演習ドイツ語ⅡBLA１２B０４E１１００６８
２１３０演習ドイツ語ⅢALA２３C０１E１１００６９
２１３０演習ドイツ語ⅣALA２４C０１E１１００７０
２１３０演習ドイツ語ⅢBLA２３C０２E１１００７１
２１３０演習ドイツ語ⅣBLA２４C０２E１１００７２
１課３０演習フランス語ⅠALA１１B０５E１１００７３
１課３０演習フランス語ⅡALA１２B０５E１１００７４
１課３０演習フランス語ⅠBLA１１B０６E１１００７５
１課３０演習フランス語ⅡBLA１２B０６E１１００７６
２１３０演習フランス語ⅢALA２３C０３E１１００７７
２１３０演習フランス語ⅣALA２４C０３E１１００７８
２１３０演習フランス語ⅢBLA２３C０４E１１００７９
２１３０演習フランス語ⅣBLA２４C０４E１１００８０
１課３０演習中国語ⅠALA１１B０７E１１００８１
１課３０演習中国語ⅡALA１２B０７E１１００８２
１課３０演習中国語ⅠBLA１１B０８E１１００８３
１課３０演習中国語ⅡBLA１２B０８E１１００８４
２１３０演習中国語ⅢALA２３C０５E１１００８５
２１３０演習中国語ⅣALA２４C０５E１１００８６
２１３０演習中国語ⅢBLA２３C０６E１１００８７
２１３０演習中国語ⅣBLA２４C０６E１１００８８
１課３０演習コリアンⅠALA１１B０９E１１００８９
１課３０演習コリアンⅡALA１２B０９E１１００９０
１課３０演習コリアンⅠBLA１１B１０E１１００９１
１課３０演習コリアンⅡBLA１２B１０E１１００９２
２１３０演習コリアンⅢALA２３C０７E１１００９３
２１３０演習コリアンⅣALA２４C０７E１１００９４
２１３０演習コリアンⅢBLA２３C０８E１１００９５
２１３０演習コリアンⅣBLA２４C０８E１１００９６
１１３０演習その他の外国語ALA１０C５４E１１００９７
１１３０演習その他の外国語BLA１０C５５E１１００９８

外国において中
等教育を受けた
学生にのみ適用

１～４１３０演習外国語としての日本語ALA１０C５６E２１０１０１
１～４１３０演習外国語としての日本語BLA１０C５７E２１０１０２
１～４１３０演習外国語としての日本語CLA１０C５８E２１０１０３
１～４１３０演習外国語としての日本語DLA１０C５９E２１０１０４
１～４１３０演習外国語としての日本語ELA１０C６０E２１０１０５
１～４１３０演習外国語としての日本語FLA１０C６１E２１０１０６
１～４１３０演習外国語としての日本語GLA１０C６２E２１０１０７
１～４１３０演習外国語としての日本語HLA１０C６３E２１０１０８
１４１２０実習海外語学研修ALA１０C０１J１１００３１

留学

２４１２０実習海外語学研修BLA２０C０１J１１００３２
１２６０実習海外語学研修CLA１０C０２J１１００３３
２２６０実習海外語学研修DLA２０C０２J１１００３４
１～４２６０実習海外文化研修LA１０C０３J１１００４８
１～４２６０実習異文化体験LA１０C０４J２１００３５
１～４２３０講義留学生のための日本学基礎LA１０C０５K１１００４９

４単位必修

１嘩３０演習コンピュータ基礎ⅠLA１１B１３E１１００４４

データサイエンス

１嘩３０演習コンピュータ基礎ⅡLA１２B１３E１１００４５
２嘩３０演習コンピュータ実習LA２０B０１E２１００４６
１～４嘩３０演習データサイエンスⅡLA１２B１６E１１０１６６
１～４嘩３０講義はじめての統計学LA１０B１０K１１０１５２
２～４嘩３０演習はじめてのプログラミングLA２０B０２E１１０１６７

８単位必修
（うち英語
４単位以上）
英語以外の外
国を含める場
合は同一言語
２単位または
同一言語４単
位とする



１００

≪ドイツ語・フランス語・中国語・コリアンの履修に関する注意事項≫

原則
１）（A系列の科目）ⅠAの単位を修得していなければⅡAを履修することはできない。ⅡAの単位を修得していればⅢAまた
はⅣAを履修することができる。
２）（B系列の科目）ⅠBの単位を修得していなければⅡBを履修することはできない。ⅡAまたはⅡBの単位を修得していれ
ばⅢBまたはⅣBを履修することができる。
３）ⅢBおよびⅣBについては、授業の内容が異なり、かつ担当教員の了解を得ることを前提として重複履修を認める。重複
の回数はそれぞれ２度を上限とする（初回を含めて合計３度）。
４）外国において中等教育を受けた学生、編転入・再入学の学生、休学後に復学した学生、留学を予定する学生等、特殊な
事情のある学生は、学務部で相談すること。

≪ドイツ語・フランス語・中国語・コリアンの履修に関する規程≫

経営学部経営学科の学生は、外国語科目８単位を次の１）または２）または３）の方法で履修すること。
１）英語４単位＋英語以外の同一外国語４単位。

英語以外の外国語については、ドイツ語・フランス語・中国語・コリアンの各言語からひとつを選択し、１年次前期
においてⅠAとⅠBを、および１年次後期においてⅡAとⅡBを履修する。（以上１年次４単位）。

２）英語６単位＋英語以外の同一外国語２単位。
英語以外の外国語については、ドイツ語・フランス語・中国語・コリアンの各言語からひとつを選択し、１年次前期
において（ⅠAとⅠB）を、または１年次の通年にわたって（ⅠAとⅡA）もしくは（ⅠBとⅡB）を履修する。（以上１
年次２単位）。

３）英語を８単位修得し、それ以外の外国語については上記の「原則」にしたがって自由に履修すること。

＜この規程は２０２０（令和２）年度入学生から適用される。＞

≪健康スポーツ科目「体育実技」の履修に関する規程≫

１．体育実技Ⅰの単位を修得していなければ、体育実技ⅡAまたは体育実技ⅡBを履修することはできない。

＜この規程は２０２１（令和３）年度入学生から適用される。＞

修得単位・備考配置
年次単位数授業

時間数
授業
形式授業科目科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード学科目

１単位必修

１～４課３０実技体育実技ⅠLA１１B１４J１１０１５５

健康スポーツ
１～４１３０実技体育実技ⅡALA１２C０１J１１０１６０
１～４１３０実技体育実技ⅡBLA１２C０２J１１０１６１
１～４嘩３０講義運動と健康LA１０B０９K１１００３０
１～４２３０講義汎用的スキルALA１０C４９K２１０１５７

汎用的スキル １～４２３０講義汎用的スキルBLA１０C６４K１１０１６８
１～４２３０講義汎用的スキルCLA１０C６５K１１０１６９
１～４２３０演習問題解決演習ALA１０C６６E１１０１７０

問題解決 １～４２３０演習問題解決演習BLA１０C６７E１１０１７１
１～４２３０演習問題解決演習CLA１０C６８E１１０１７２
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他所属学生の履修の可否
修得単位・備考配置

年次単位数授業
時間数

授業
形式授業科目科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード学科目

LNFWCPE

×××××××

２０単位必修

１②３０講義経営学入門ⅠMA１１A０１K１４１００１

基
幹
科
目

×××××××１②３０講義経営学入門ⅡMA１２A０１K１４１００２

×××××××１②３０演習リーダーシップ基礎演習MA１０A０１E１４１１２６

×××××××１②３０演習リーダーシップ演習ⅠMA１１A０２E１４１００９

×××××××２②３０演習リーダーシップ演習ⅡMA２２A０１E２４１０１２

×××××××２②３０演習リーダーシップ演習ⅢMA２３A０１E２４１０１０

×××××××３②３０演習経営演習ⅠMA３１A０１E１４１１１０

×××××××３②３０演習経営演習ⅡMA３２A０１E１４１１１１

×××××××４②３０演習経営演習ⅢMA４３A０１E１４１１１２

×××××××４②３０演習経営演習ⅣMA４４A０１E１４１１１３

○○○○○○○

６単位以上選択

１～２２３０講義行政学MA１０C０７K１４１１１４

専
門
基
礎
科
目

○○○○○○○１～２２３０講義企業倫理MA１０C０８K１４１１３１

○○○○○○○１～２２３０講義会社法ⅠMA１１C０３K２４１０７２

○○○○○○○１～２２３０講義会社法ⅡMA１２C０４K２４１０７３

○○○○○○○２嘩３０講義経営学総論＊MA２０B０１K３４１００５

○○○○○○○１２３０講義入門簿記論MA１０C０２K３４１０４７

○○○○○○○２２３０講義経営史MA２０C０６K３４１０２８

○○○○○○○１２３０講義ミクロ経済学入門MA１０C０５K１４００１５

○○○○○○○１２３０講義マクロ経済学入門MA１０C０４K１４００１６

○○○○○○○２２３０講義ビジネスリサーチMA２０C０５K１４１００８

○○○○○○○２嘩３０講義マーケティング論Ⅰ＊MA２１B０１K１４１０４１

○○○○○○○２嘩３０講義ビジネスエコノミクス入門＊MA２０B０２K２４１０３８

○○○○○○○１２３０講義データサイエンス基礎MA１０C０９K１４１１３２

○○○○○○○２２３０講義経営戦略論ⅠMA２１C０１K２４１０１６

戦
略
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
系

専
門
科
目

○○○○○○○３２３０講義経営戦略論ⅡMA３２C０１K１４１０１７

○○○○○○○３２３０講義経営組織論MA３０C０１K２４１０１８

○○○○○○○２２３０講義経営管理論MA２０C０２K２４１０２０

○○○○○○○３２３０講義ベンチャービジネス論MA３０C０５K２４１０３１

○○○○○○○２２３０講義人材マネジメント論ⅠMA２１C０２K１４１０２２

○○○○○○○２２３０講義人材マネジメント論ⅡMA２２C０３K１４１０２３

○○○○○○○３２３０講義国際経営論MA３０C０６K１４１０９０

○○○○○○○２２３０講義英語で学ぶ経営学入門MA２０C０７K２４１０７１

×××××××１２３０講義キャリアデザインMA１０C０１K１４１００７

○○○○○○○２２３０講義中小企業経営論MA２０C２６K１４１１３３

○○○○○○○３２３０講義経営情報論MA３０C０２K３４１０１９

Ｉ
Ｃ
Ｔ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
系

○○○○○○○３２３０講義情報技術基礎MA３０C２０K１４１１２７

○○○○○○○２２３０講義情報システム論MA２０C０３K２４１０８７

○○○○○○○２２３０演習情報システム演習MA２０C２３E１４１１２８

○○○○○○○２２３０講義ITビジネス論MA２０C０４K２４１０８８

○○○○○○○３２３０講義オペレーションズ・リサーチMA３０C２１K１４１１２９

○○○○○○○３２３０講義イノベーションマネジメントMA３０C０３K３４１０２６

○○○○○○○３２３０講義ビジネスプラニングMA３０C０４K２４１０２７

○○○○○○○２２３０講義WebビジネスMA２０C２７K１４１１３４

○○○○○○○２２３０講義新技術とビジネスMA２０C２８K１４１１３５

○○○○○○○３２３０講義デジタル広告MA３０C２２K１４１１３６

○○○○○○○２２３０講義マーケティング論ⅡMA２２C０３K１４１０４２

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
系

○○○○○○○２２３０講義流通システム論MA２０C０８K２４１０４３

○○○○○○○２２３０講義流通経営論MA２０C０９K３４１０４４

○○○○○○○３２３０講義マーケティング戦略論MA３０C０７K１４１０４５

○○○○○○○３２３０講義消費者行動論ⅠMA３１C０２K１４１０９４

○○○○○○○３２３０講義消費者行動論ⅡMA３２C０２K１４１０９５

○○○○○○○２２３０講義マーケティングコミュニケーション論MA２０C２４K１４１１３０

○○○○○○○３２３０講義サービス・マーケティング論MA３０C０９K１４１０４６

○○○○○○○２２３０講義マーケティング調査MA２０C２５K２４１１００

２０２３年度～

基幹科目２０単位、専門科目６０単位のうち、専門基礎科目６単位以上、専門科目５２単位以上、学科科目合計８０単位以上

（２）学科科目〔経営学科〕

５２単位以上選択
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他所属学生の履修の可否
修得単位・備考配置

年次単位数授業
時間数

授業
形式授業科目科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード学科目

LNFWCPE

○○○○○○○１２３０講義基礎簿記論MA１０C０３K３４１０４８

会
計
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
系

専
門
科
目

○○○○○○○２２３０講義応用簿記論MA２０C１０K３４１０４９

○○○○○○○２２３０講義会社簿記論MA２０C１１K３４１０５０

○○○○○○○１嘩３０講義会計学入門Ⅰ＊MA１１B０１K１４１００３

○○○○○○○１２３０講義会計学入門ⅡMA１２C０２K１４１００４

○○○○○○○２２３０講義財務会計論ⅠMA２１C０３K１４１０５１

○○○○○○○２２３０講義財務会計論ⅡMA２２C０５K１４１０５２

○○○○○○○３２３０講義経営分析論MA３０C１１K３４１０５９

○○○○○○○２２３０講義原価計算論MA２０C１２K３４１０５５

○○○○○○○２２３０講義工業簿記論MA２０C１３K３４１０５６

○○○○○○○３２３０講義監査論MA３０C２３K１４１１３７

○○○○○○○３２３０講義租税論ⅠMA３１C０３K２４１０６６

○○○○○○○３２３０講義租税論ⅡMA３２C０３K２４１０６７

○○○○○○○２２３０講義ファイナンスⅠMA２１C０４K１４１０６１

○○○○○○○２２３０講義ファイナンスⅡMA２２C０６K１４１０６２

○○○○○○○２２３０講義金融論MA２０C１４K２４１０６３

○○○○○○○２２３０講義国際金融論MA２０C１５K２４１０６４

○○○○○○○２２３０講義証券市場論MA２０C１６K１４１０６５

○○○○○○○２２３０講義ビジネスエコノミクスⅠMA２１C０５K２４１０３９

地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
系

○○○○○○○３２３０講義ビジネスエコノミクスⅡMA３２C０４K１４１１０１

○○○○○○○２２３０講義国際経済論MA２０C２９K２４１１０２

○○○○○○○３２３０講義公共経済論MA３０C１８K４４１０３６

○○○○○○○２２３０講義地域経済論MA２０C３０K１４１１３８

○○○○○○○３２３０講義地域産業経営論MA３０C０４K２４１０３４

○○○○○○○３２３０講義地域づくり論MA３０C２４K２４１０３５

○○○○○○○３２３０講義観光ビジネス論MA３０C１４K１４１１２０

○○○○○○○３２３０講義地域ブランド論MA３０C１５K２４１０９８

○○○○○○○３２３０講義環境ビジネスMA３０C２５K１４１１３９

○○○○○○○２２３０講義公共経営論MA２０C１９K３４１０８５

○○○○○○○１２３０講義ビジネスコミュニケーションⅠMA１１C０２K１４１０６８
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
系

○○○○○○○１２３０講義ビジネスコミュニケーションⅡMA１２C０３K１４１０６９

○○○○○○○２２３０講義外書講読MA２０C２０K２４１０７０

○○○○○○○２２３０講義ビジネス英語MA２０C２１K１４１１０４

×××××××３２３０講義時事英語MA３０C１７K１４１１０５

×××××××１２３０講義TOEFL/TOEIC集中講座MA１０C０６K２４１０７６

×××××××２２３０演習グローバルビジネス演習MA２０C２２E１４１１０６フ
ィ
ー
ル
ド

ス
タ
デ
ィ
系

×××××××３２３０演習地域マネジメント演習MA３０C１８E１４１１０７

×××××××３２３０演習地域インターンシップMA３０C１９E１４１１０８

○○○○○○○２２３０講義経営特講ⅠMA２１C０６K１４１０７９特
別
講
義

○○○○○○○２２３０講義経営特講ⅡMA２２C０７K１４１０８０

○○○○○○○２２３０講義経営特講ⅢMA２３C０１K１４１０８１

×××××××４４卒業研究MA４０C０１S１４１１０９

＊は選択必修科目。指定４科目（８単位）から２科目（４単位）以上を選択。

他所属学生の履修の可否は、カリキュラム表に記載されており、○が付いているものは基本的に履修が可能である。ただ
し、授業内容と授業形式によっては人数に制限があるため、担当教員の了解を受ける必要がある。
なお、履修登録できない科目のほとんどは、①同種の科目が所属カリキュラムにある場合か、②必修の科目等で他所属学
生を受け入れる余地がない場合に当てはまる。
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七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七

１．卒業に必要な最低修得単位
未来教養学環

＜２０２６（令和８）年度入学生＞

〔未来教養学環〕 ２０２４年度～
最低修得単位科目区分

卒
業
に
必
要
な
単
位
お
よ
び
規
程

合計
５２単位

６単位建学の精神

全
学
教
養
科
目

１４単位

文化交流系教養

現代教養 ※１

教育系教養
心理福祉系教養
食物健康系教養
看護系教養
経営系教養
自然環境系教養

８単位英語
言語コミュニケーション ６単位英語以外

留学
４単位データサイエンス
２単位健康スポーツ
６単位汎用的スキル
６単位問題解決

合計
４０単位

３０単位基幹科目学
環
科
目 １０単位専門科目

３２単位自由選択 ※２

１２４単位以上合計

※１ 現代教養は各区分から２単位、７区分で１４単位以上。
※２ 自由選択は、全学教養科目、各学部の学科科目の中から履修。
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留意事項

１．自由に選択できる単位について

卒業に必要な最低修得単位は未来教養学環１２４単位となっているが、全学教養科目と学環科目の最低修得

単位数を合計しても１２４単位にはならず、３２単位の不足が生じることになる。この不足は、全学教養科目・

各学部の学科科目（これらは全て卒業要件単位に含まれる科目群である）の中から自由に履修し、単位を

修得して充足させることができる。ただし、各学部の学科科目の履修に際しては、受講制限をする科目も

あるので注意すること。

２．科目の重複履修について

全学教養科目について、科目の重複履修が可能である。ただし、同一担当者による同一内容の場合、或

いは同一時期に重複して履修することはできない。下記科目以外は同じ科目を重複して履修することがで

きないので注意すること。

＜この規程は２０２４（令和６）年度入学生から適用される。＞

履修可能回数

キリスト教の精神と文化Ⅱ ２

キリスト教の精神と文化Ⅲ ２

体育実技ⅡＡ

体育実技ⅡＢ ７

総合英語Ⅴ ２

総合英語Ⅵ ２

ドイツ語ⅢＢ ３

ドイツ語ⅣＢ ３

フランス語ⅢＢ ３

フランス語ⅣＢ ３

履修可能回数

中国語ⅢＢ ３

中国語ⅣＢ ３

コリアンⅢＢ ３

コリアンⅣＢ ３

外国語としての日本語Ｇ ２

外国語としての日本語Ｈ ２

その他の外国語Ａ ３

その他の外国語Ｂ ３

券
犬
鹸
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履修に関しては次のことに注意すること。

１．単位数を囲む○印は必修科目を示す。

２．単位数を囲む□印は選択必修科目を示す。

３．各授業科目は、それぞれ固有の科目コードを持つ。

４．１年間に登録できる単位数は、卒業要件に関わる科目が５０単位未満で、総単位数は６０単位以内とする。
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２．授業科目、単位数および履修規程
〔未来教養学環〕

（１）全学教養科目

＜未来教養学環＞

２０２４年度～

修得単位・備考配置
年次単位数授業

時間数
授業
形式授業科目科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード学科目

６単位必修
１②３０講義キリスト教の精神と文化ⅠLA１１A０１K１１００５０

建学の精神 １②３０講義キリスト教の精神と文化ⅡLA１２A０１K１１００５１
３②３０講義キリスト教の精神と文化ⅢLA３３A０１K１１００５２

１４単位以上選択
（各区分２単位
以上）

１～４２３０講義歴史学LA１０C０１K２１０１１７

文化交流系教養

現代教養

１～４２３０講義地域を学ぶLA１０C０２K１１０１４０
１～４２６０実習コミュニティで学ぶLA１０C０３J１１０１４１
１～４２３０講義共に生きるLA１０C０４K１１０１３３
１～４２３０講義美と芸術の歴史LA１０C０５K１１０１２１
１～４２３０講義教育学LA１０C０６K２１０１１４

教育系教養
１～４２３０講義倫理学LA１０C０７K２１０１１１
１～４２３０講義教育と人権LA１０C０８K２１０１３１
１～４２３０講義日本国憲法LA１０C０９K１１００３６
１～４２３０講義ジェンダーの現在LA１０C１０K１１０１３４
１～４２３０講義心理学LA１０C１１K２１０１１３

心理福祉系教養
１～４２３０講義社会福祉学LA１０C１２K１１０１６２
１～４２３０講義対人関係の心理学LA１０C１３K１１０１１６
１～４２３０講義カウンセリングとメンタルヘルスLA１０C１４K１１０１１５
１～４２３０講義生命科学LA１０C１５K２１０１４４

食物健康系教養
１～４２３０講義食といのちLA１０C１６K１１０１４７
１～４２３０講義食と文化LA１０C１７K１１０１６３
１～４２３０講義栄養と食生活LA１０C１８K１１０１６４
１～４２３０講義看護学LA１０C１９K１１０１６５

看護系教養
１～４２３０講義ライフサイクルと健康LA１０C２０K２１０１４６
１～４２３０講義生命倫理LA１０C２１K１１０１４５
１～４２３０講義家族を考えるLA１０C２２K１１０１３５
１～４２３０講義経済学LA１０C２３K２１０１２８

経営系教養
１～４２３０講義貨幣論LA１０C２４K２１０１３６
１～４２３０講義国際経済と暮らしLA１０C２５K１１０１３０
１～４２３０講義時事問題研究LA１０C２６K１１０１３９
１～４２３０講義グローバリゼーションを考えるLA１０C２７K２１０１２７
１～４２３０講義地球環境と人間LA１０C２８K１１０１４８

自然環境系教養
１～４２３０講義災害と人間LA１０C２９K１１０１５０
１～４２３０講義科学技術の現在LA１０C３０K１１０１５１
１～４２３０講義宇宙の探究LA１０C３１K２１０１５３
１課３０演習総合英語ⅠLA１１B０１E１１００５８

英語
言語

コミュニ
ケーション

１課３０演習総合英語ⅡLA１２B０１E１１００５９
２課３０演習総合英語ⅢLA２３B０１E１１００６０
２課３０演習総合英語ⅣLA２４B０１E１１００６１
３課３０演習総合英語ⅤLA３５B０１E１１００６２
３課３０演習総合英語ⅥLA３６B０１E１１００６３
１課３０演習英語コミュニケーションⅠLA１１B０２E１１００５４

８単位必修



１０９

修得単位・備考配置
年次単位数授業

時間数
授業
形式授業科目科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード学科目

１課３０演習英語コミュニケーションⅡLA１２B０２E１１００５５
英語

言語
コミュニ
ケーション

２課３０演習英語コミュニケーションⅢLA２３B０２E１１００５６
２課３０演習英語コミュニケーションⅣLA２４B０２E１１００５７

同一言語６単位
必修

１課３０演習ドイツ語ⅠALA１１B０３E１１００６５

英語以外

１課３０演習ドイツ語ⅡALA１２B０３E１１００６６
１課３０演習ドイツ語ⅠBLA１１B０４E１１００６７
１課３０演習ドイツ語ⅡBLA１２B０４E１１００６８
２課３０演習ドイツ語ⅢALA２３B０３E１１００６９
２課３０演習ドイツ語ⅣALA２４B０３E１１００７０
２１３０演習ドイツ語ⅢBLA２３C０２E１１００７１
２１３０演習ドイツ語ⅣBLA２４C０２E１１００７２
１課３０演習フランス語ⅠALA１１B０５E１１００７３
１課３０演習フランス語ⅡALA１２B０５E１１００７４
１課３０演習フランス語ⅠBLA１１B０６E１１００７５
１課３０演習フランス語ⅡBLA１２B０６E１１００７６
２課３０演習フランス語ⅢALA２３B０４E１１００７７
２課３０演習フランス語ⅣALA２４B０４E１１００７８
２１３０演習フランス語ⅢBLA２３C０４E１１００７９
２１３０演習フランス語ⅣBLA２４C０４E１１００８０
１課３０演習中国語ⅠALA１１B０７E１１００８１
１課３０演習中国語ⅡALA１２B０７E１１００８２
１課３０演習中国語ⅠBLA１１B０８E１１００８３
１課３０演習中国語ⅡBLA１２B０８E１１００８４
２課３０演習中国語ⅢALA２３B０５E１１００８５
２課３０演習中国語ⅣALA２４B０５E１１００８６
２１３０演習中国語ⅢBLA２３C０６E１１００８７
２１３０演習中国語ⅣBLA２４C０６E１１００８８
１課３０演習コリアンⅠALA１１B０９E１１００８９
１課３０演習コリアンⅡALA１２B０９E１１００９０
１課３０演習コリアンⅠBLA１１B１０E１１００９１
１課３０演習コリアンⅡBLA１２B１０E１１００９２
２課３０演習コリアンⅢALA２３B０６E１１００９３
２課３０演習コリアンⅣALA２４B０６E１１００９４
２１３０演習コリアンⅢBLA２３C０８E１１００９５
２１３０演習コリアンⅣBLA２４C０８E１１００９６
１１３０演習その他の外国語ALA１０C３２E１１００９７
１１３０演習その他の外国語BLA１０C３３E１１００９８

外国において中
等教育を受けた
学生にのみ適用

１～４１３０演習外国語としての日本語ALA１０C３４E２１０１０１
１～４１３０演習外国語としての日本語BLA１０C３５E２１０１０２
１～４１３０演習外国語としての日本語CLA１０C３６E２１０１０３
１～４１３０演習外国語としての日本語DLA１０C３７E２１０１０４
１～４１３０演習外国語としての日本語ELA１０C３８E２１０１０５
１～４１３０演習外国語としての日本語FLA１０C３９E２１０１０６
１～４１３０演習外国語としての日本語GLA１０C４０E２１０１０７
１～４１３０演習外国語としての日本語HLA１０C４１E２１０１０８
１４１２０実習海外語学研修ALA１０C４２J１１００３１

留学

２４１２０実習海外語学研修BLA２０C０１J１１００３２
１２６０実習海外語学研修CLA１０C４３J１１００３３
２２６０実習海外語学研修DLA２０C０２J１１００３４
１～４２６０実習海外文化研修LA１０C４４J１１００４８
１～４２６０実習異文化体験LA１０C４５J２１００３５
１～４２３０講義留学生のための日本学基礎LA１０C４６K１１００４９

４単位必修

１２３０演習コンピュータ基礎ⅠLA１１C０１E１１００４４

データサイエンス

１２３０演習コンピュータ基礎ⅡLA１２C０１E１１００４５
２２３０演習コンピュータ実習LA２０C０３E２１００４６
１～４②３０講義データサイエンスⅠLA１１A０２K２１０１３７
１～４②３０演習データサイエンスⅡLA１２A０２E１１０１６６
１～４２３０講義はじめての統計学LA１０C４７K１１０１５２
２～４２３０演習はじめてのプログラミングLA２０C０４E１１０１６７



１１０

修得単位・備考配置
年次単位数授業

時間数
授業
形式授業科目科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード学科目

２単位必修

１～４課３０実技体育実技ⅠLA１１B１１J１１０１５５

健康スポーツ
１～４課３０実技体育実技ⅡALA１２C０２J１１０１６０
１～４課３０実技体育実技ⅡBLA１２C０３J１１０１６１
１～４嘩３０講義運動と健康LA１０B０１K１１００３０

６単位必修
１～４②３０講義汎用的スキルALA１０A０１K２１０１５７

汎用的スキル １～４②３０講義汎用的スキルBLA１０A０２K１１０１６８
１～４②３０講義汎用的スキルCLA１０A０３K１１０１６９

６単位必修
１～４②３０演習問題解決演習ALA１０A０４E１１０１７０

問題解決 １～４②３０演習問題解決演習BLA１０A０５E１１０１７１
１～４②３０演習問題解決演習CLA１０A０６E１１０１７２

≪ドイツ語・フランス語・中国語・コリアンの履修に関する注意事項≫

原則
１）（A系列の科目）ⅠAの単位を修得していなければⅡAを履修することはできない。ⅡAの単位を修得していればⅢAまた
はⅣAを履修することができる。
２）（B系列の科目）ⅠBの単位を修得していなければⅡBを履修することはできない。ⅡAまたはⅡBの単位を修得していれ
ばⅢBまたはⅣBを履修することができる。
３）ⅢBおよびⅣBについては、授業の内容が異なり、かつ担当教員の了解を得ることを前提として重複履修を認める。重複
の回数はそれぞれ２度を上限とする（初回を含めて合計３度）。
４）外国において中等教育を受けた学生、編転入・再入学の学生、休学後に復学した学生、留学を予定する学生等、特殊な
事情のある学生は、学務部で相談すること。

≪ドイツ語・フランス語・中国語・コリアンの履修に関する規程≫

未来教養学環の学生は、以下の履修方法によること。
ドイツ語・フランス語・中国語・コリアンの各言語からひとつを選択し、１年次前期においてⅠAとⅠBを、および１年次
後期においてⅡAとⅡBを履修すること（以上１年次４単位）。２年次においては１年次に履修した外国語と同じ外国語を引
き続き履修し、前期においてⅢAを、および後期においてⅣAを履修すること（以上２年次２単位、合計６単位）。

＜この規程は２０２４（令和６）年度入学生から適用される。＞

≪健康スポーツ科目「体育実技」の履修に関する規程≫

１．体育実技Ⅰの単位を修得していなければ、体育実技ⅡAまたは体育実技ⅡBを履修することはできない。

＜この規程は２０２４（令和６）年度入学生から適用される。＞



１１１

２０２４年度～

基幹科目３０単位、専門科目１０単位

（２）学環科目〔未来教養学環〕

他所属学生の履修の可否
修得単位・備考配置

年次単位数授業
時間数

授業
形式授業科目科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード学科目

MNFWCPE

×××××××

３０単位必修

１②３０演習未来教養基礎演習ⅠFL１１A０１E１１５００１

基
幹
科
目

×××××××１②３０演習未来教養基礎演習ⅡFL１２A０１E１１５００２

×××××××２②３０演習未来教養基礎演習ⅢFL２３A０１E１１５００３

×××××××２②３０演習未来教養基礎演習ⅣFL２４A０１E１１５００４

〇〇〇〇〇〇〇１②３０講義サステイナビリティ入門FL１０A０１K１１５００５

〇〇〇〇〇〇〇２②３０講義プレゼンテーション入門FL２０A０１K１１５００６

〇〇〇〇〇〇〇２②３０講義ファシリテーション入門FL２０A０２K１１５００７

〇〇〇〇〇〇〇２②３０講義多元的共生社会論FL２０A０３K１１５００８

×××××××２②３０講義量的調査法FL２０A０４K１１５００９

×××××××２②３０講義質的調査法FL２０A０５K１１５０１０

×××××××３③４５演習インターンシップⅠFL３１A０１E１１５０１１

△△△△△△△３③４５演習インターンシップⅡFL３２A０１E１１５０１２

×××××××３②３０講義未来教養特講AFL３０A０１K１１５０１３

×××××××３②３０講義未来教養特講BFL３０A０２K１１５０１４

×××××××

１０単位必修

１②３０講義未来教養概論FL１０A０２K１１５０１５

専
門
科
目

×××××××３②３０演習未来教養プロジェクト演習ⅠFL３１A０２E１１５０１６

×××××××３②３０演習未来教養プロジェクト演習ⅡFL３２A０２E１１５０１７

×××××××４②３０演習未来教養プロジェクト演習ⅢFL４３A０１E１１５０１８

×××××××４②３０演習未来教養プロジェクト演習ⅣFL４４A０１E１１５０１９

他所属学生の履修の可否は、カリキュラム表に記載されており、○が付いているものは基本的に履修が可能である。ただ
し、授業内容と授業形式によっては人数に制限があるため、担当教員の了解を受ける必要がある。△が付いている科目につ
いては、学務部に問い合わせ、事前の指導を受け必ず確認をすること。
なお、履修登録できない科目のほとんどは、①同種の科目が所属カリキュラムにある場合か、②必修の科目等で他所属学
生を受け入れる余地がない場合に当てはまる。
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本学には、文学部・生活科学部・看護学部・経営学部の各学科および未来教養学環を卒業する課程と併

せて、下記の資格を取得する課程がある。資格取得のためには、卒業要件に係る科目以外に履修しなけれ

ばならない科目もある。資格取得にあたっては、自分の将来設計を十分考慮の上、履修計画を立てること。

資格の多くは学外実習を伴っており、かなり質的に高度なものが要求され、対社会的な問題となることも

十分認識すべきである。

学生諸君は、まず第一に卒業を確実にすべきであり、次に取得しようとする資格に優先順位をつけて履

修すべきである。時間割の重複などで資格に必要な科目が履修できない場合もある。将来の可能性を広げ

る資格に対して、強い目的意識と自覚をもちながら履修することを心がけてほしい。

なお、社会福祉主事任用資格以外の資格取得を希望する場合は、必ずIC-UNIPAで資格登録をすること。

七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七

資格取得にあたって

取得可能な資格＜２０２６（令和８）年度入学生＞

取得可能資格学科名学部名

・中学校教諭一種免許状（英語）
・高等学校教諭一種免許状（英語）現代英語学科

文学部

・小学校教諭一種免許状
・特別支援学校教諭一種免許状
（知的障害者）（肢体不自由者）（病弱者）

児童教育学科
児童教育コース

・保育士資格
・幼稚園教諭一種免許状

児童教育学科
幼児保育コース

・中学校教諭一種免許状（社会）
・高等学校教諭一種免許状（地理歴史）文化交流学科

・社会教育主事任用資格
・日本語教育施設の教員資格全学科

・社会福祉士国家試験受験資格
・公認心理師国家試験受験資格
※卒業後、大学院での学び、または実務経験が必要

・日本心理学会認定心理士資格
・福祉心理士資格
・中学校教諭一種免許状（社会）
・高等学校教諭一種免許状（公民）
・高等学校教諭一種免許状（福祉）

心理福祉学科

生活科学部
・管理栄養士国家試験受験資格
・栄養士資格
・食品衛生監視員任用資格
・食品衛生管理者資格
・中学校教諭一種免許状（家庭）
・高等学校教諭一種免許状（家庭）
・栄養教諭一種免許状

食物健康科学科

・学校図書館司書教諭
（小中高の教員免許状を取得する場合）全学科文学部

生活科学部

・学芸員資格
全学科文学部

未来教養学環

・看護師国家試験受験資格
・保健師国家試験受験資格
・養護教諭一種免許状

看護学科看護学部

・社会福祉主事任用資格
全学科全学部

未来教養学環
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本学で取得できる教育職員免許状は、幼稚園教諭一種免許状、小学校教諭一種免許状、「知的障害者」

「肢体不自由者」「病弱者」の特別支援学校教諭一種免許状、「英語」「社会」「家庭」の中学校教諭一種免

許状、「英語」「地理歴史」「公民」「福祉」「家庭」の高等学校教諭一種免許状、養護教諭一種免許状、栄

養教諭一種免許状である。これを取得するためには、次の要件を満たさなくてはならない。（教育職員免

許法、同施行規則による。）

１．教育職員免許状取得の要件 〔２０１９（平成３１）年度以降入学生〕

〔施行規則第６６条の６〕

七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七

１．教育職員免許状取得に関する科目の履修
〔文学部・生活科学部・看護学部〕

（１）教育職員免許状取得の要件

基礎資格免許教科免許状の
種類

学士幼稚園一種

学士小学校一種

学士
小学校・中学校・
高等学校又は幼稚
園の普通免許状

知的障害者
肢体不自由者
病弱者

特別支援
学校
一種

学士
英語
社会
家庭

中学校
一種

学士

英語
地理歴史
公民
福祉
家庭

高等学校
一種

学士養護教諭一種

学士
管理栄養士
養成課程修了

栄養教諭一種

合計大学における最低修得単位数

数理、データ活用及び
人工知能に関する科目
又は情報機器の操作

外国語
コミュニケーション体育日本国憲法

８２２２２

８２２２２

８２２２２

８２２２２

８２２２２

８２２２２
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大学における最低修得単位数

基礎資格免許教科免許状の
種類

特別支援
教育に関
する科目

栄養に係
る教育に
関する科
目

養護に関
する科目

教科及び教職に関する科目等

合計

大学が独
自に設定
する科目

教育の基礎的理解に関する科目等
教科及び
教科の指
導法に関
する科目

領域及び
保育内容
の指導法
に関する
科目

教育実践
に関する
科目

道徳、総合的な学習の時
間等の指導法（内容）及
び生徒指導、教育相談等
に関する科目

教育の基
礎的理解
に関する
科目

５１１４７４１０１６学士幼稚園一種

５９２７１０１０３０学士小学校一種

２６２６

学士
小学校・中学校・
高等学校又は幼稚
園の普通免許状

知的障害者
肢体不自由者
病弱者

特別支援
学校
一種

５９４７１０１０２８学士
英語
社会
家庭

中学校
一種

５９１２５８１０２４学士

英語
地理歴史
公民
福祉
家庭

高等学校
一種

５６２８７７６８学士養護教諭一種

２２４４６８
学士

管理栄養士
養成課程修了

栄養教諭一種

〔施行規則第２～５、７、９、１０条〕

科目の区分と最低修得単位数免許状の種類

特別支援教
育に関する
科目

栄養に係る
教育に関す
る科目

養護に関す
る科目

教科及び教職に関する科目

学校種別等 大学が独自
に設定する
科目

教育の基礎的理解に関する科目等教科及び教
科の指導法
に関する科
目

領域及び保
育内容の指
導法に関す
る科目

教育実践に
関する科目

道徳、総合的な学習の時間等の
指導法（内容）及び生徒指導、
教育相談等に関する科目

教育の基礎
的理解に関
する科目

２７４６１２幼稚園

２７６６１６小学校

１６特別支援

４７６６１２中学校

２４４６３５養護

２４３５栄養

〔参考〕二種免許状取得に必要な単位数
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１．免許法施行規則第６６条の６に定める科目の履修

（２）小学校教諭一種（児童教育学科児童教育コース）

※科目ナンバリングは、学科の全学教養科目を参照すること。
※授業科目の前の○印は教職必修科目。
※単位数が〇印で囲まれているものは卒業するための必修科目。
※単位数が□印で囲まれているものは卒業するための選択必修科目。
※〔 〕印は〔 〕内のいずれの年次に履修してもよいことを示す。

備考

左記に対応する授業科目及び単位数免許法施行規則に定める科目区分

配置年次

該当授業科目科目
明細

科目
コード単位数科目 ４

年
次

３
年
次

２
年
次

１
年
次

〔 ２ 〕○日本国憲法１１００３６２日本国憲法

〔 ① 〕体育実技Ⅰ１１０１５５

２体育
〔 課 〕体育実技ⅡA１１０１６０

〔 課 〕体育実技ⅡB１１０１６１

〔 ２ 〕運動と健康１１００３０

２科目選択必修

１英語コミュニケーションⅠ１１００５４

２外国語コミュニケーション

１英語コミュニケーションⅡ１１００５５

１総合英語Ⅰ１１００５８

１総合英語Ⅱ１１００５９

１ドイツ語ⅠB１１００６７

１ドイツ語ⅡB１１００６８

１フランス語ⅠB１１００７５

１フランス語ⅡB１１００７６

１中国語ⅠB１１００８３

１中国語ⅡB１１００８４

１コリアンⅠB１１００９１

１コリアンⅡB１１００９２

１科目選択必修

嘩コンピュータ基礎Ⅰ１１００４４

２
数理、データ活用及び
人工知能に関する科目又は
情報機器の操作

嘩コンピュータ基礎Ⅱ１１００４５

嘩コンピュータ実習２１００４６

小一種：児童教育学科児童教育コース
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※授業科目の前の○印は教職必修科目。
※単位数が〇印で囲まれているものは卒業するための必修科目。
※単位数が□印で囲まれているものは卒業するための選択必修科目。
※〔 〕印は〔 〕内のいずれの年次に履修してもよいことを示す。
※規則上は、「教科に関する専門的事項」について、小学校１０教科から１以上の科目について修得する。
※規則上は、「各教科の指導法」について、小学校一種では１０教科各１単位以上、小学校二種では１０教科のうち６
教科以上（音楽、図画工作、体育のうち２教科以上を含む）をそれぞれ１単位以上、となっている。

２．教科及び教科の指導法に関する科目

備考

配置年次および
単位数本学開設科目最低修得単位数免許法施行規則上の

科目区分等
４
年
次

３
年
次

２
年
次

１
年
次

該当授業科目科目
ナンバリング

科目
明細

科目
コード

小学校
二種

小学校
一種

各科目に含める
ことが必要な事項

２○小学校国語科研究PD２０C１１K２１３０５７

１６３０

国語（書写を含む。）

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

１○書写PD２０C１２E２１３５６０

〔 ２ 〕言語教育ⅠPD１１C０２K１１３０３０

〔 ２ 〕言語教育ⅡPD１２C０２K１１３０３１

２○小学校社会科研究PD２０C１３K１１３０５９

社会 〔 ２ 〕地域社会研究ⅠPD１１C０３K１１３５５４

〔 ２ 〕地域社会研究ⅡPD１２C０３K１１３５５５

２○小学校算数科研究PD２０C１４K２１３０６１
算数

〔 ２ 〕数学教育PD１０C０２K２１３０３３

２○小学校理科研究PD２０C１５K２１３０６３
理科

〔 ２ 〕自然科学教育PD１０C０３K２１３０３５

２○小学校生活科研究PD２０C１６K２１３０６５

生活 ①○労作体験ⅠPD３１A０１E２１３５４０

①○労作体験ⅡPD３２A０１E２１３５４１

①○音楽ＡPD１０A０３E２１３５３６

音楽
①○音楽ＢPD１０A０４E２１３５４８

１音楽ＣPD２０C１７E２１３５４９

１音楽ＤPD２０C１８E２１３５３７

①○美術ＡPD１０A０５E２１３５３８
図画工作

①○美術ＢPD１０A０６E２１３５３９

２○小学校家庭科研究PD２０C１９E２１３０７１家庭

２○小学校体育科研究PD２０C２０E１１３０６９

体育
課○児童体育ＡPD１０B０１J２１３５４２

課○児童体育ＢPD２０B０２J２１３５４３

〔１〕野外活動PD２０C２４E１１３５６７

２○小学校英語教育ＡPD２０C２１E３１３０４１
外国語

２○小学校英語教育ＢPD２０C２２E３１３０４２

２○小学校国語科教育法PD２０C０３K３１３０５８国語（書写を含む。）

各
教
科
の
指
導
法

（
情
報
通
信
技
術
の
活
用
を
含
む
。）

２○小学校社会科教育法PD２０C０４K２１３０６０社会

２○小学校算数科教育法PD２０C０５K３１３０６２算数

２○小学校理科教育法PD２０C０６K３１３０６４理科

２○小学校生活科教育法PD２０C０７K３１３０６６生活

２○小学校音楽科教育法PD３０C０４K４１３０６７音楽

２○小学校図工科教育法PD２０C０８K３１３０６８図画工作

２○小学校家庭科教育法PD２０C０９K３１３０７２家庭

２○小学校体育科教育法PD３０C０５K３１３０７０体育

２○外国語（英語）教育法PD２０C１０K１１３５６１外国語

小一種：児童教育学科児童教育コース



１１８

３．教育の基礎的理解に関する科目等

備考

配置年次および
単位数本学開設科目最低修得

単位数免許法施行規則上の科目区分等

４
年
次

３
年
次

２
年
次

１
年
次

授業科目科目
ナンバリング

科目
明細

科目
コード

小学校
二種

小学校
一種

各科目に含める
ことが必要な事項

②○教育原理PD１０A０７K２１３００２

６１０

・教育の理念並びに教育に関する歴
史及び思想

教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目

②○教職論PD１０A０８K１１３０４７
・教職の意義及び教員の役割・職務
内容（チーム学校運営への対応を
含む。）

〔②〕○教育行政学PD２０A０２K１１３０１５
・教育に関する社会的、制度的又は
経営的事項（学校と地域との連携
及び学校安全への対応を含む。）

嘩○教育心理学PD１０B０２K２１３００４・幼児、児童及び生徒の心身の発達
及び学習の過程

〔 ② 〕○特別支援教育PD１０A０９K１１３５６２・特別の支援を必要とする幼児、児
童及び生徒に対する理解

嘩○教育課程論PD１０B０４K１１３０９１
・教育課程の意義及び編成の方法
（カリキュラム・マネジメントを含
む。）

２○道徳教育の理論と方法PD２０C０１K３１３０４９

６１０

・道徳の理論及び指導法道
徳
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
の
指
導
法

及
び
生
徒
指
導
、
教
育
相
談
等
に
関
す
る
科
目

２○総合的な学習の時間の
教育法PD３０C０１K１１３５５９・総合的な学習の時間の指導法

２○特別活動の理論と方法PD２０C０２K３１３０５０・特別活動の指導法

嘩
○教育方法論
（ICT活用含む）PD１０B０６K５１３０５１

・教育の方法及び技術

・情報通信技術を活用した教育の理
論及び方法

２○生徒・進路指導の理論
と方法PD３０C０２K２１３５５２

・生徒指導の理論及び方法

・進路指導及びキャリア教育の理論
及び方法

２○教育相談の基礎PD３０C０３K２１３５５３・教育相談（カウンセリングに関す
る基礎的な知識を含む。）の理論及
び方法 ２教育相談実践PD４０C０１K３１３０２７

３
○初等教育実習Ⅰ
（事前事後指導１単位
を含む）

PD３１C０１J２１３０５３
５５・教育実習

教
育
実
践
に

関
す
る
科
目

２○初等教育実習ⅡPD３２C０１J２１３０５４

２○教職実践演習（小学校）PD４０C０２E２１３０８９２２・教職実践演習

※授業科目の前の○印は教職必修科目。
※単位数が○印で囲まれているものは卒業するための必修科目。
※単位数が□印で囲まれているものは卒業するための選択必修科目。
※〔 〕印は〔 〕内のいずれの年次に履修してもよいことを示す。
※「教職実践演習（小学校）」は、「初等教育実習Ⅰ・Ⅱ」の所定の実習期間を終了した者のみ受講可能。なお、「教
職実践演習（小学校）」履修の最終的な可否は、児童教育学科児童教育コース会議の合議により決定する。

４．大学が独自に設定する科目

備考

配置年次および
単位数

該当授業科目科目
ナンバリング

科目
明細

科目
コード

最低修得
単位数

大学が独自に設定する科目
４
年
次

３
年
次

２
年
次

１
年
次

〔２〕○介護等体験
（事前事後指導含む）PD２０C２３J２１３０５２２

小一種：児童教育学科児童教育コース



１１９

１．特別支援教育に関する科目

備考

配置年次および
単位数本学開設科目最低修得

単位数
免許法施行規則に
定める科目区分 ４

年
次

３
年
次

２
年
次

１
年
次

含む領域中心と
なる領域授業科目科目

ナンバリング

科
目
明
細

科目
コード

特
別
支
援
二
種

特
別
支
援
一
種

２○特別支援教育原論PD２０C５０K２１３５１２

２２
特別支援教育の
基礎理論に関する科目

２世界の特別支援教育PD４０C０６K２１３５２８

２障害と児童福祉PD４０C０５K２１３５２７

２特別支援教育総論PD３０C２１K２１３５１１

２知的障害者○知的障害の心理・生理・病理PD３０C２５K２１３５５７心身に障害の
ある幼児、児
童又は生徒の
心理、生理及
び病理に関す
る科目

特別支援
教育領域
に関する
科目

２肢体不自由者○肢体不自由の心理・生理・病理PD３０C２７K２１３５１９

２病弱者○病弱の心理・生理・病理PD３０C２９K２１３５２１
８１６

２知的障害者○知的障害と教育ⅠPD３０C２３K２１３５１４

心身に障害の
ある幼児、児
童又は生徒の
教育課程及び
指導法に関す
る科目

２知的障害者○知的障害と教育ⅡPD３０C２４K２１３５１５

２知的障害者肢体不自由者○肢体不自由と教育PD３０C２６K２１３５１８

２知的障害者病弱者○病弱と教育PD３０C２８K２１３５２０

４肢体不自由者
病弱者知的障害者○特別支援教育実践演習PD４０C０７E２１３５２９

自閉・情緒・
LD・ADHD２知的障害者発達発達障害心理検査法PD４０C０４K２１３５２６

５５

心身に障害の
ある幼児、児
童又は生徒の
心理、生理及
び病理に関す
る科目

免許状に
定められ
ることと
なる特別
支援教育
領域以外
の領域に
関する科
目

重複２重複○重度重複障害と教育PD３０C３０K２１３５２２・心身に障害のあ
る幼児、児童又
は生徒の心理、
生理及び病理に
関する科目

・心身に障害のあ
る幼児、児童又
は生徒の教育課
程及び指導法に
関する科目

自閉・言語・
情緒・LD・
ADHD

２発達○発達障害と教育PD３０C２２K２１３５１３

言語・情緒２知的障害者
聴覚障害者発達○言語の発達と障害PD３０C３２K１１３５２４

２視覚障害者
聴覚障害者○視覚・聴覚障害と教育PD３０C３１K３１３５５８

３○特別支援教育実習（事前
事後指導１単位を含む）PD４０C０８J１１３５３０３３

心身に障害のある幼児、
児童又は生徒についての
教育実習

※授業科目の前の○印は教職必修科目
※備考欄に、重複、言語、自閉、情緒、LD、ADHDという記載がある授業科目では、その内容も学ぶ。
重複：重複障害 言語：言語障害 自閉：自閉症 情緒：情緒障害 LD：学習障害 ADHD：注意欠陥多動性障害

（３）特別支援教育〔特別支援学校教諭一種（知的障害者）（肢体不自由者）（病弱者）〕

特支一種：児童教育学科児童教育コース



１２０

１．免許法施行規則第６６条の６に定める科目の履修

（４）幼稚園教諭一種（児童教育学科幼児保育コース）

※科目ナンバリングは、学科の全学教養科目を参照すること。
※授業科目の前の○印は教職必修科目。
※単位数が〇印で囲まれているものは卒業するための必修科目。
※単位数が□印で囲まれているものは卒業するための選択必修科目。
※〔 〕印は〔 〕内のいずれの年次に履修してもよいことを示す。

備考

左記に対応する授業科目及び単位数免許法施行規則に定める科目区分

配置年次

該当授業科目科目
明細

科目
コード単位数科目 ４

年
次

３
年
次

２
年
次

１
年
次

〔 ２ 〕○日本国憲法１１００３６２日本国憲法

〔 ① 〕体育実技Ⅰ１１０１５５

２体育
〔 課 〕体育実技ⅡA１１０１６０

〔 課 〕体育実技ⅡB１１０１６１

〔 ２ 〕運動と健康１１００３０

２科目選択必修

１英語コミュニケーションⅠ１１００５４

２外国語コミュニケーション

１英語コミュニケーションⅡ１１００５５

１総合英語Ⅰ１１００５８

１総合英語Ⅱ１１００５９

１ドイツ語ⅠB１１００６７

１ドイツ語ⅡB１１００６８

１フランス語ⅠB１１００７５

１フランス語ⅡB１１００７６

１中国語ⅠB１１００８３

１中国語ⅡB１１００８４

１コリアンⅠB１１００９１

１コリアンⅡB１１００９２

１科目選択必修

嘩コンピュータ基礎Ⅰ１１００４４

２
数理、データ活用及び
人工知能に関する科目又は
情報機器の操作

嘩コンピュータ基礎Ⅱ１１００４５

嘩コンピュータ実習２１００４６

幼一種：児童教育学科幼児保育コース



１２１

※授業科目の前の○印は教職必修科目。
※単位数が〇印で囲まれているものは卒業するための必修科目。
※修得した単位のあふれは、「大学が独自に設定する科目」に算入する。

２．領域及び保育内容の指導法に関する科目

備考

配置年次および
単位数本学開設科目最低修得単位数免許法施行規則上の

科目区分等
４
年
次

３
年
次

２
年
次

１
年
次

該当授業科目科目
ナンバリング

科目
明細

科目
コード

幼稚園
二種

幼稚園
一種

各科目に含める
ことが必要な事項

２○子どもと健康PD３０C１３E１１３２２３

１２１６

健康領
域
に
関
す
る
専
門
的
事
項

２○子どもと人間関係PD３０C１４E１１３２２４人間関係

２○子どもと環境PD３０C１５E１１３２２５環境

２○子どもと言葉PD２０C３３K１１３２２６言葉

２○子どもと音楽表現PD３０C１６K１１３２２８
表現

２○子どもと造形表現PD２０C３４K１１３２２７

２○保育内容総論PD２０C３０E１１３２２１

保育内容の指導法
（情報機器及び教材の活
用を含む。）

２○保育内容教育法・健康PD２０C３１E２１３１５１

２○保育内容教育法・人間関係PD１０C０８E２１３１５２

２○保育内容教育法・環境PD２０C３２E２１３１５３

２○保育内容教育法・言葉PD１０C０９E２１３１５４

２○保育内容教育法・造形表現PD３０C１１E３１３１５６

２○保育内容教育法・音楽表現PD３０C１２E３１３１５５

幼一種：児童教育学科幼児保育コース



１２２

３．教育の基礎的理解に関する科目等

備考

配置年次および
単位数本学開設科目最低修得

単位数免許法施行規則上の科目区分等

４
年
次

３
年
次

２
年
次

１
年
次

授業科目科目
ナンバリング

科目
明細

科目
コード

幼稚園
二種

幼稚園
一種

各科目に含める
ことが必要な事項

②○教育原理PD１０A０７K２１３００２

６１０

・教育の理念並びに教育に関する歴
史及び思想

教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目

②○教職論PD１０A０８K１１３０４７
・教職の意義及び教員の役割・職務
内容（チーム学校運営への対応を
含む。）

〔②〕○教育行政学PD２０A０２K１１３０１５
・教育に関する社会的、制度的又は
経営的事項（学校と地域との連携
及び学校安全への対応を含む。）

嘩○保育の心理学PD１０B０３K３１３１０３・幼児、児童及び生徒の心身の発達
及び学習の過程

〔 ② 〕○特別支援教育PD１０A０９K１１３５６２・特別の支援を必要とする幼児、児
童及び生徒に対する理解

嘩○幼児教育課程論PD１０B０５K１１３２１４
・教育課程の意義及び編成の方法
（カリキュラム・マネジメントを含
む。）

嘩○教育方法論PD２０B０４K３１３１７０

４４

・教育の方法及び技術（情報機器及
び教材の活用を含む。）

道
徳
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
の
指
導
法

及
び
生
徒
指
導
、
教
育
相
談
等
に
関
す
る
科
目

１○幼児理解PD２０C３８E１１３２１６・幼児理解の理論及び方法

１○教育相談PD２０C３９E１１３２１７
・教育相談（カウンセリングに関す
る基礎的な知識を含む。）の理論及
び方法

２
○初等教育実習Ⅲ
（事前事後指導１単位
を含む）

PD２１C０３J１１３１８５
５５・教育実習

教
育
実
践
に
関
す
る
科
目

３○初等教育実習ⅣPD２２C０３J２１３１８６

２○保育・教職実践演習
（幼稚園）PD４０C０３E１１３１７７２２・教職実践演習

※授業科目の前の○印は教職必修科目。
※単位数が〇印で囲まれているものは卒業するための必修科目。
※単位数が□印で囲まれているものは卒業するための選択必修科目。
※〔 〕印は〔 〕内のいずれの年次に履修してもよいことを示す。
※修得した単位のあふれは、「大学が独自に設定する科目」に算入する。
※「保育・教職実践演習（幼稚園）」は、教育実習が終了した者のみ受講可能。

４．大学が独自に設定する科目

備考

配置年次および
単位数

該当授業科目科目
ナンバリング

科目
明細

科目
コード

最低修得
単位数

大学が独自に設定する科目
４
年
次

３
年
次

２
年
次

１
年
次

課○幼児体育ＡPD２０B０１J２１３１９８
１４

課○幼児体育ＢPD２０B０３J２１３１９９

※「領域及び保育内容の指導法に関する科目」「教育の基礎的理解に関する科目等」の修得した単位のあふれは、「大
学が独自に設定する科目」に算入する。

※単位数が□印で囲まれているものは卒業するための選択必修科目。

幼一種：児童教育学科幼児保育コース



１２３



１２４

１．免許法施行規則第６６条の６に定める科目の履修

（５）中学校教諭一種、高等学校一種（現代英語学科、文化交流学科、心理福祉学科、食物健康科学科）

※科目ナンバリングは、学科の全学教養科目を参照すること。
※授業科目の前の○印は教職必修科目。
※単位数が〇印で囲まれているものは卒業するための必修科目。
※単位数が□印で囲まれているものは卒業するための選択必修科目。
※〔 〕印は〔 〕内のいずれの年次に履修してもよいことを示す。

備考

左記に対応する授業科目及び単位数免許法施行規則に定める科目区分

配置年次

該当授業科目科目
明細

科目
コード該当学科単位数科目 ４

年
次

３
年
次

２
年
次

１
年
次

〔 ２ 〕○日本国憲法１１００３６全学科２日本国憲法

〔 ① 〕体育実技Ⅰ１１０１５５

現代英語
文化交流

２体育

〔 課 〕体育実技ⅡA１１０１６０

〔 課 〕体育実技ⅡB１１０１６１

〔 ２ 〕運動と健康１１００３０

２単位選択必修

〔 課 〕体育実技Ⅰ１１０１５５

心理福祉
食物健康科

〔 １ 〕体育実技ⅡA１１０１６０

〔 １ 〕体育実技ⅡB１１０１６１

〔 嘩 〕運動と健康１１００３０

①EnglishCommunicationⅠ１１２１４４
現代英語

２外国語コミュニケーション

①EnglishCommunicationⅡ１１２１４５

①英語コミュニケーションⅠ１１００５４

文化交流
①英語コミュニケーションⅡ１１００５５

①英語コミュニケーションⅢ１１００５６

①英語コミュニケーションⅣ１１００５７

２科目選択必修

１英語コミュニケーションⅠ１１００５４

心理福祉
食物健康科

１英語コミュニケーションⅡ１１００５５

１総合英語Ⅰ１１００５８

１総合英語Ⅱ１１００５９

１英語コミュニケーションⅢ１１００５６

１英語コミュニケーションⅣ１１００５７

１総合英語Ⅲ１１００６０

１総合英語Ⅳ１１００６１

１科目選択必修

嘩コンピュータ基礎Ⅰ１１００４４
現代英語
文化交流
心理福祉

２数理、データ活用及び人工知能に
関する科目又は情報機器の操作

嘩コンピュータ基礎Ⅱ１１００４５

嘩コンピュータ実習２１００４６

１科目選択必修
嘩コンピュータ基礎Ⅰ１１００４４

食物健康科
嘩コンピュータ基礎Ⅱ１１００４５

中一種・高一種：現代英語学科、文化交流学科、心理福祉学科、食物健康科学科



１２５

２．教科及び教科の指導法に関する科目

〔現代英語学科〕中学校教諭一種（英語）、高等学校教諭一種（英語）

備考

配置年次および
単位数本学開設科目最低修得単位数免許法施行規則上の

科目区分等

４
年
次

３
年
次

２
年
次

１
年
次

該当授業科目科目
ナンバリング

科目
明細

科目
コード

高等学校
一種

中学校
二種

中学校
一種

各科目に含める
ことが必要な事項

最低修得単位
中一種２０単位以上
高一種２０単位以上
（中二種１０単位以上）

〔 ２ 〕○英語学概論AEN２０C２３K２１２１３１

２４１２２８

英語学

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

〔 ２ 〕○英語学概論BEN２０C２４K３１２０７５

〔 ２ 〕○英語学概論CEN２０C２５K２１２１３２

〔 １ 〕○GrammarⅠEN１１C０２E２１２０１６

〔 １ 〕○GrammarⅡEN１２C０２E２１２０１７

〔 ２ 〕言語習得論EN１０C０４K２１２０７２

〔 ２ 〕○英語文学概論AEN２０C２６K３１２０７８

英語文学 〔 ２ 〕○英語文学概論BEN２０C２７K２１２１３６

〔 ２ 〕英語文学講読EN２０C２８E３１２１１５

①○EnglishCommunicationⅢEN２３A０１E１１２１４６

英語コミュニ
ケーション

①○EnglishCommunicationⅣEN２４A０１E１１２１４７

〔 １ 〕○WritingⅠEN２１C０２E２１２０１８

〔 １ 〕○WritingⅡEN２２C０２E２１２０１９

〔２〕政治・経済の英語EN２０C０３E４１２０５５

〔２〕文化・社会の英語EN２０C０４E４１２０５８

〔 １ 〕AdvancedListeningEN２０C０２E２１２００６

〔 １ 〕AdvancedReadingEN２０C０１E２１２０１４

〔１〕AdvancedDiscussionEN３０C０１E１１２１５３

１AdvancedEnglishCommunicationⅠEN３１C０１E１１２１９１

１AdvancedEnglishCommunicationⅡEN３２C０１E１１２１９２

１AdvancedEnglishCommunicationⅢEN４３C０１E１１２１９３

１AdvancedEnglishCommunicationⅣEN４４C０１E１１２１９４

〔 ２ 〕○異文化理解教育EN２０C１８K１１２０７１
異文化理解

〔２〕地域研究（英語圏）EN３０C０２K３１２１１６

最低修得単位
中一種８単位以上、
高一種４単位以上
（中二種２単位以上）

〔２〕○英語科教育法ⅠEN３１C０１E１１２１２７
各教科の指導法
（情報通信技術の活用
を含む。）

〔２〕○英語科教育法ⅡEN３２C０１E１１２１２８

〔２〕○英語科教育法ⅢEN３３C０１E１１２１２９

〔２〕○英語科教育法ⅣEN３４C０１E１１２１３０

中一種・高一種：現代英語学科

※授業科目の前の○印は教職必修科目。
※単位数が〇印で囲まれているものは卒業するための必修科目。
※〔 〕印は〔 〕内のいずれの年次に履修してもよいことを示す。
※修得した単位のあふれは、「大学が独自に設定する科目」に算入する。

中学校一種免許・高等学校一種免許の取得について

中一種免・高一種免のいずれか一方のみを取得希望することは認めないので注意すること。



１２６

２．教科及び教科の指導法に関する科目

〔文化交流学科〕中学校教諭一種（社会）

備考

配置年次および
単位数本学開設科目最低修得単位数免許法施行規則上の

科目区分等

４
年
次

３
年
次

２
年
次

１
年
次

該当授業科目科目
ナンバリング

科目
明細

科目
コード

中学校
二種

中学校
一種

各科目に含める
ことが必要な事項

最低修得単位
中一種２０単位以上
（中二種１０単位以上）

〔 ２ 〕○日本史ACC２０C１３K２１４２０６

１２２８

日本史・外国史

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

〔 ２ 〕○日本史BCC２０C１４K２１４２０７

〔 ２ 〕○西洋史CC２０C１１K２１４１４７

〔 ２ 〕○東洋史CC２０C１２K２１４１４２

〔２〕日本の歴史と文化CC３０C１９K４１４２１１

〔 ２ 〕考古学ⅠCC２１C０１K１１４２０８

〔 ２ 〕考古学ⅡCC２２C０１K１１４２０９

〔２〕ヨーロッパの歴史と文化ACC３０C２６K３１４２１８

〔２〕ヨーロッパの歴史と文化BCC３０C２７K３１４２１９

〔２〕東アジアの歴史と文化ACC３０C２０K１１４２６３

〔２〕東アジアの歴史と文化BCC３０C２１K１１４２６４

〔２〕イスラムの歴史と文化CC３０C２５K２１４２１７

〔嘩〕○人文地理学ⅠCC２１B０１K２１４１９１

地理学（地誌を含む。）

〔嘩〕○人文地理学ⅡCC２２B０１K２１４１９２

〔 ２ 〕○自然地理学ⅠCC２１C０３K１１４２４６

〔 ２ 〕○自然地理学ⅡCC２２C０３K１１４２４７

〔 ２ 〕○地誌CC２０C１０K１１４２４８

〔 ２ 〕○法学CC２０C４５K１１４２４９

「法律学、政治学」 〔 ２ 〕○生活と政治CC２０C４６K１１４２５０

〔２〕国際関係論CC３０C０６K４１４１５３

〔嘩〕○社会学ACC２０B０１K３１４１８８

「社会学、経済学」
〔嘩〕○社会学BCC２０B０２K３１４１８９

〔 ２ 〕○生活と国際経済CC２０C４７K１１４２５１

〔 ２ 〕女性学CC２０C４８K１１４２５２

〔２〕アジアの宗教CC３０C３６K３１４１６４
「哲学、倫理学、宗教学」

〔 ２ 〕○倫理学LA１０C０８K２１０１１１

最低修得単位
中一種８単位以上
（中二種２単位以上）

２○社会科教育法ⅠEX３１C０２K１50093

各教科の指導法
（情報通信技術の活用を含む。）

２○社会科教育法ⅡEX３２C０２K１50094

２○社会科・地理歴史科教育法ⅠEX３１C０３K１50095

２○社会科・地理歴史科教育法ⅡEX３２C０４K１50096

中一種：文化交流学科

※授業科目の前の○印は教職必修科目。
※〔 〕印は〔 〕内のいずれの年次に履修してもよいことを示す。
※単位数が□印で囲まれているものは卒業するための選択必修科目。
※修得した単位のあふれは、「大学が独自に設定する科目」に算入する。

中学校一種免許・高等学校一種免許の取得について

中一種免・高一種免のいずれか一方のみを取得希望することは認めないので注意すること。



１２７

２．教科及び教科の指導法に関する科目

〔文化交流学科〕高等学校教諭一種（地理歴史）

備考

配置年次および
単位数本学開設科目最低修得

単位数
免許法施行規則上の

科目区分等

４
年
次

３
年
次

２
年
次

１
年
次

該当授業科目科目
ナンバリング

科目
明細

科目
コード

高等学校
一種

各科目に含める
ことが必要な事項

最低修得単位
２０単位以上

〔 ２ 〕○日本史ACC２０C１３K２１４２０６

２４

日本史

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

〔 ２ 〕○日本史BCC２０C１４K２１４２０７

〔２〕日本の歴史と文化CC３０C１９K４１４２１１

〔 ２ 〕考古学ⅠCC２１C０１K１１４２０８

〔 ２ 〕考古学ⅡCC２２C０１K１１４２０９

〔 ２ 〕○西洋史CC２０C１１K２１４１４７

外国史

〔 ２ 〕○東洋史CC２０C１２K２１４１４２

〔２〕ヨーロッパの歴史と文化ACC３０C２６K３１４２１８

〔２〕ヨーロッパの歴史と文化BCC３０C２７K３１４２１９

〔２〕東アジアの歴史と文化ACC３０C２０K１１４２６３

〔２〕東アジアの歴史と文化BCC３０C２１K１１４２６４

〔２〕イスラムの歴史と文化CC３０C２５K２１４２１７

〔嘩〕○人文地理学ⅠCC２１B０１K２１４１９１

人文地理学・自然地理学
〔嘩〕○人文地理学ⅡCC２２B０１K２１４１９２

〔 ２ 〕○自然地理学ⅠCC２１C０３K１１４２４６

〔 ２ 〕○自然地理学ⅡCC２２C０３K１１４２４７

〔 ２ 〕○地誌CC２０C１０K１１４１２８地誌

最低修得単位
４単位以上

２○社会科・地理歴史科教育法ⅠEX３１C０３K１50095各教科の指導法
（情報通信技術の活用を含む。） ２○社会科・地理歴史科教育法ⅡEX３２C０３K１50096

高一種：文化交流学科

※授業科目の前の○印は教職必修科目。
※〔 〕印は〔 〕内のいずれの年次に履修してもよいことを示す。
※単位数が□印で囲まれているものは卒業するための選択必修科目。
※修得した単位のあふれは、「大学が独自に設定する科目」に算入する。

中学校一種免許・高等学校一種免許の取得について

中一種免・高一種免のいずれか一方のみを取得希望することは認めないので注意すること。



１２８

２．教科及び教科の指導法に関する科目

〔心理福祉学科〕中学校教諭一種（社会）

※授業科目の前の○印は教職必修科目。
※〔 〕印は〔 〕内のいずれの年次に履修してもよいことを示す。
※修得した単位のあふれは、「大学が独自に設定する科目」に算入する。

中学校一種免許・高等学校一種免許の取得について

中一種免・高一種免のいずれか一方のみを取得希望することは認めないので注意すること。

備考

配置年次および
単位数本学開設科目最低修得単位数免許法施行規則上の

科目区分等

４
年
次

３
年
次

２
年
次

１
年
次

該当授業科目科目
ナンバリング

科目
明細

科目
コード

中学校
二種

中学校
一種

各科目に含める
ことが必要な事項

最低修得単位
中一種２０単位以上
（中二種１０単位以上）

〔 ２ 〕○日本史AWP２０C５５K２２１１６８

１２２８

日本史・外国史

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

〔 ２ 〕○日本史BWP２０C５６K２２１１６９

〔 ２ 〕○西洋史WP２０C５７K２２１１７１

〔 ２ 〕○東洋史WP２０C５８K２２１１７０

〔 ２ 〕社会福祉発達史AWP２０C３７K１２１１１５

〔 ２ 〕社会福祉発達史BWP２０C３８K１２１１１６

〔 ２ 〕○人文地理学ⅠWP２１C１３K１２１１７２

地理学（地誌を含む。）

〔 ２ 〕○人文地理学ⅡWP２２C１５K１２１１７３

〔 ２ 〕○自然地理学ⅠWP２１C１４K１２１１７４

〔 ２ 〕○自然地理学ⅡWP２２C１６K１２１１７５

〔 ２ 〕○地誌WP２０C５０K１２１１７６

〔２〕○法学WP１０C１７K１２００１４

「法律学、政治学」

〔２〕○生活と政治WP１０C２３K１２００１５

〔２〕人権と教育WP１０C２１K１２０００６

〔 ２ 〕刑事司法と福祉AWP２０C４８K２２１１５７

〔 ２ 〕刑事司法と福祉BWP２０C４９K２２１１５８

〔２〕○社会学WP１０C１６K１２００１３

「社会学、経済学」

〔２〕○生活と国際経済WP１０C２２K１２００１２

〔２〕女性学WP１０C２４K１２００１８

〔２〕社会・集団・家族心理学ⅡWP１２C０２K１２１１１８

〔 ２ 〕社会病理学WP２０C２６K１２１０６１

〔 ２ 〕福祉サービスの組織と経営AWP２０C４４K２２１１４９

〔２〕○人間と哲学WP１０C２０K１２０００４

「哲学、倫理学、宗教学」
〔２〕○生命と倫理WP１０C１９K２２０００３

〔２〕人間観と倫理AWP１０C２７K１２１１０７

〔２〕人間観と倫理BWP１０C２８K１２１１０８

最低修得単位
中一種８単位以上
（中二種２単位以上）

２○社会科教育法ⅠEX３１C０２K１50093

各教科の指導法
（情報通信技術の活用を含む。）

２○社会科教育法ⅡEX３２C０２K１50094

２○社会科・公民科教育法ⅠEX３１C０４K１50097

２○社会科・公民科教育法ⅡEX３２C０４K１50098

中一種：心理福祉学科



１２９

２．教科及び教科の指導法に関する科目

〔心理福祉学科〕高等学校教諭一種（公民）

※授業科目の前の○印は教職必修科目。
※〔 〕印は〔 〕内のいずれの年次に履修してもよいことを示す。
※修得した単位のあふれは、「大学が独自に設定する科目」に算入する。

中学校一種免許・高等学校一種免許の取得について

中一種免・高一種免のいずれか一方のみを取得希望することは認めないので注意すること。

備考

配置年次および
単位数本学開設科目最低修得

単位数
免許法施行規則上の

科目区分等

４
年
次

３
年
次

２
年
次

１
年
次

該当授業科目科目
ナンバリング

科目
明細

科目
コード

高等学校
一種

各科目に含める
ことが必要な事項

最低修得単位
２０単位以上

〔２〕○法学WP１０C１７K１２００１４

２４

「法律学（国際法を含む。）、政治
学（国際政治を含む。）」

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

〔２〕○生活と政治WP１０C２３K１２００１５

〔２〕人権と教育WP１０C２１K１２０００６

〔 ２ 〕刑事司法と福祉AWP２０C４８K２２１１５７

〔 ２ 〕刑事司法と福祉BWP２０C４９K２２１１５８

〔２〕○社会学WP１０C１６K１２００１３

「社会学、経済学（国際経済を含
む。）」

〔２〕○生活と国際経済WP１０C２２K１２００１２

〔２〕女性学WP１０C２４K１２００１８

〔２〕社会・集団・家族心理学ⅡWP１２C０２K１２１１１８

〔 ２ 〕社会病理学WP２０C２６K１２１０６１

〔 ２ 〕福祉サービスの組織と経営AWP２０C４４K２２１１４９

〔２〕○人間と哲学WP１０C２０K１２０００４

「哲学、倫理学、宗教学、心理学」

〔２〕○生命と倫理WP１０C１９K２２０００３

〔２〕人間観と倫理AWP１０C２７K１２１１０７

〔２〕人間観と倫理BWP１０C２８K１２１１０８

〔２〕発達心理学WP１０C３１K１２１１２５

最低修得単位
４単位以上

２○社会科・公民科教育法ⅠEX３１C０４K１50097各教科の指導法
（情報通信技術の活用を含む。） ２○社会科・公民科教育法ⅡEX３２C０４K１50098

高一種：心理福祉学科



１３０

２．教科及び教科の指導法に関する科目

〔心理福祉学科〕高等学校教諭一種（福祉）

備考

配置年次および
単位数本学開設科目最低修得

単位数
免許法施行規則上の

科目区分等

４
年
次

３
年
次

２
年
次

１
年
次

該当授業科目科目
ナンバリング

科目
明細

科目
コード

高等学校
一種

各科目に含める
ことが必要な事項

最低修得単位
２０単位以上

〔２〕○福祉教育論ⅠWP１１C０９K１２１１６５

２４

社会福祉学
（職業指導を含む。）

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

〔２〕○福祉教育論ⅡWP１２C０７K１２１１６６

〔 ２ 〕社会保障ⅠWP２１C０９K２２１１４７

〔 ２ 〕社会保障ⅡWP２２C１１K２２１１４８

〔 ２ 〕貧困に対する支援WP２０C０９K２２１０２９

〔 ２ 〕福祉サービスの組織と経営BWP２０C４５K２２１１５０

〔 ２ 〕○児童・家庭福祉ⅠWP１１C０６K２２１１３９

高齢者福祉・児童福祉・障
害者福祉

〔 ２ 〕○児童・家庭福祉ⅡWP１２C０４K２２１１４０

〔 ２ 〕○障害者福祉ⅠWP１１C０７K２２１１４１

〔 ２ 〕○障害者福祉ⅡWP１２C０５K２２１１４２

〔 ２ 〕○高齢者福祉ⅠWP１１C０８K２２１１４３

〔 ２ 〕○高齢者福祉ⅡWP１２C０６K２２１１４４

２○ソーシャルワークの基盤と専門職WP１０C３８K２２１１１３

社会福祉援助技術

２○ソーシャルワークの基盤と専門職
（専門）WP１０C３９K２２１１１４

〔２〕ソーシャルワークの理論と方法ⅠWP２１C０７K２２１１３５

〔２〕ソーシャルワークの理論と方法ⅡWP２２C０９K２２１１３６

〔２〕ソーシャルワークの理論と方法
（専門）ⅠWP２１C１６K２２１１３７

〔２〕ソーシャルワークの理論と方法
（専門）ⅡWP２２C１８K２２１１３８

〔 ２ 〕○介護概論WP２０C１３K１２１０３７
介護理論・介護技術

２○介護技術WP２０C１４E１２１０７８

〔２〕○ソーシャルワーク演習WP１０C４０E３２１０２３

社会福祉総合実習（社会福
祉援助実習及び社会福祉施
設等における介護実習を含
む。）

〔２〕○ソーシャルワーク演習（専門）ⅠWP２１C１７E３２１０２４

〔２〕○ソーシャルワーク実習指導ⅠWP２１C１５E２２１１１９

〔２〕○ソーシャルワーク実習指導ⅡWP２２C１７E２２１１２０

〔２〕○ソーシャルワーク実習ⅠWP２１C１６J３２１０６７

〔２〕ソーシャルワーク演習（専門）ⅡWP２２C１９E４２１０２５

〔２〕ソーシャルワーク演習（専門）ⅢWP３３C０１E３２１０２７

〔２〕ソーシャルワーク実習指導ⅢWP３３C０２E２２１１６３

〔２〕ソーシャルワーク実習指導ⅣWP３４C０３E２２１１６４

〔６〕ソーシャルワーク実習ⅡWP３２C０２J３２１０８１

〔２〕○高齢者生活論WP１０C１８K１２００１７人体構造に関する理解・日
常生活行動に関する理解

〔 ２ 〕○障害者・障害児心理学WP２０C１９K２２１０４９加齢に関する理解・障害に
関する理解 〔 ２ 〕○老年心理学WP２０C２０K１２１０５０

最低修得単位
４単位以上

２○福祉科教育法ⅠEX３１C０５K１50099各教科の指導法
（情報通信技術の活用を含む。） ２○福祉科教育法ⅡEX３２C０５K１50100

高一種：心理福祉学科

※授業科目の前の○印は教職必修科目。
※〔 〕印は〔 〕内のいずれの年次に履修してもよいことを示す。
※修得した単位のあふれは、「大学が独自に設定する科目」に算入する。

中学校一種免許・高等学校一種免許の取得について

高一種免（福祉）単独で取得希望することは認めないので注意すること。

中一種免（社会）と高一種免（公民）を合わせて取得希望すること。



１３１

２．教科及び教科の指導法に関する科目

〔食物健康科学科〕中学校教諭一種（家庭）、高等学校教諭一種（家庭）

備考

配置年次および
単位数本学開設科目最低修得単位数免許法施行規則上の

科目区分等

４
年
次

３
年
次

２
年
次

１
年
次

該当授業科目科目
ナンバリング

科目
明細

科目
コード

高等学校
一種

中学校
二種

中学校
一種

各科目に含める
ことが必要な事項

最低修得単位
中一種２０単位以上
高一種２０単位以上
（中二種１０単位以上）

〔２〕○生活経営論FS１０C０９K１２００１０

２４１２２８

家庭経営学（家族関
係学及び家庭経済学
を含む。）

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

〔２〕○生活経済学FS１０C１０K１２００１１

②○社会福祉概論FS３０A０１K２２２１０７

〔 ２ 〕○衣服環境論FS１０C０６K１２２１５６被服学（被服実習を
含む。）

②○ライフステージ栄養学ⅠFS２１A０２K２２２１２８

食物学（栄養学、食
品学及び調理実習を
含む。）

②○ライフステージ栄養学ⅡFS２２A０３K１２２１２９

②○基礎栄養学FS２０A０７K１２２２１８

①○栄養学実験FS３０A０４J２２２２０１

②○食品学ⅠFS１１A０２K１２２１０２

②○食品学Ⅱ
（食品加工学を含む）FS２２A０９K１２２２１９

①○食品加工学実習FS３０A０４J２２２１２０

２食品機能学FS４０C０３K１２２２２０

①○食品学実験FS１０A０５J１２２１８４

①○調理学実習ⅠFS１１A０５J１２２１９９

①○調理学実習ⅡFS１２A０２J１２２２００

②○調理学FS１０A０７K３２２１２６

①○調理学実験FS３０A０３J３２２１２７

〔 ２ 〕食文化論FS１０C０２K１２２１２１

〔 ２ 〕食品化学FS１０C０１K１２２１１８

〔 ２ 〕○居住環境論FS１０C０７K１２２１５７住居学

〔 ２ 〕○保育学FS１０C０４K１２２１５４
保育学

〔 ２ 〕児童臨床学FS１０C０５K１２２１５５

最低修得単位
中一種８単位以上
高一種４単位以上
（中二種２単位以上）

２○家庭科教育法ⅠEX２１C０１K１50011

各教科の指導法
（情報通信技術の活用を
含む。）

２○家庭科教育法ⅡEX２２C０１K１50012

２○家庭科教育法ⅢEX３３C０１K１50013

２○家庭科教育法ⅣEX３４C０１K１50014

中一種・高一種：食物健康科学科

※授業科目の前の○印は教職必修科目。
※単位数が〇印で囲まれているものは卒業するための必修科目。
※〔 〕印は〔 〕内のいずれの年次に履修してもよいことを示す。
※修得した単位のあふれは、「大学が独自に設定する科目」に算入する。

中学校一種免許・高等学校一種免許の取得について

中一種免・高一種免のいずれか一方のみを取得希望することは認めないので注意すること。

中免のみ
券
犬
鹸



１３２

３．教育の基礎的理解に関する科目等

備考

配置年次および
単位数本学開設科目最低修得

単位数
免許法施行規則上の

科目区分等

４
年
次

３
年
次

２
年
次

１
年
次

授業科目科目
ナンバリング

科目
明細

科目
コード

高等学校
一種

中学校
二種

中学校
一種

各科目に含める
ことが必要な事項

２○教育原理EX２０C０１K１50001

１０６１０

・教育の理念並びに教育に
関する歴史及び思想

教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目

２○教職論EX１０C０１K１50000
・教職の意義及び教員の役
割・職務内容（チーム学
校運営への対応を含む。）

２○教育行政学EX２０C０３K１50003

・教育に関する社会的、制
度的又は経営的事項（学
校と地域との連携及び学
校安全への対応を含む。）

２○教育心理学EX２０C０２K１50002
・幼児、児童及び生徒の心
身の発達及び学習の過程

２○特別支援教育EX２０C２０K１50089
・特別の支援を必要とする
幼児、児童及び生徒に対
する理解

２○教育課程論EX３０C０１K１50055
・教育課程の意義及び編成
の方法（カリキュラム・
マネジメントを含む。）

中免のみ２○道徳教育の理論と方法EX２０C０４K２50015

８６１０

・道徳の理論及び指導法道
徳
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
の
指
導
法

及
び
生
徒
指
導
、
教
育
相
談
等
に
関
す
る
科
目

２○総合的な学習の時間の
教育法EX３０C１８K１50090

・総合的な学習の時間の指
導法＊１

２○特別活動の理論と方法EX２０C０５K２50016・特別活動の指導法

２○教育方法論
（ICT活用含む）EX２０C０６K５50017

・教育の方法及び技術

・情報通信技術を活用した
教育の理論及び方法

１○生徒指導論EX３０C１９K１50091・生徒指導の理論及び方法

２○教育相談の基礎EX３０C０７K２50018・教育相談（カウンセリン
グに関する基礎的な知識
を含む。）の理論及び方法 ２学校カウンセリング実践EX４０C０１K２50020

１○進路指導論EX３０C２０K１50092
・進路指導及びキャリア教
育の理論及び方法

中一種免必修

３
○中等教育実習Ⅰ
（事前事後指導１単位
を含む）

EX４１C０１J１50025
３５５・教育実習教

育
実
践
に

関
す
る
科
目

２中等教育実習ⅡEX４２C０１J１50026

２○教職実践演習
（中学校・高等学校）EX４０C０２E１50070２２２・教職実践演習＊２

＊１ 高一種免における免許法施行規則上の科目区分等の名称は「総合的な探究の時間の指導法」。
＊２「教職実践演習（中学校・高等学校）」は、教育実習が終了した者のみ受講可能。
※授業科目の前の○印は教職必修科目。
※修得した単位のあふれは、「大学が独自に設定する科目」に算入する。

４．大学が独自に設定する科目

備考

配置年次および
単位数

該当授業科目科目
ナンバリング

科目
明細

科目
コード

最低修得
単位数

大学が独自に
設定する科目

４
年
次

３
年
次

２
年
次

１
年
次

高等学校
一種

中学校
二種

中学校
一種

中一種免必修〔２〕介護等体験
（事前事後指導含む）EX２０C０８J２50031１２４４

※「教科及び教科の指導法に関する科目」「教育の基礎的理解に関する科目等」の修得した単位のあふれは、「大学
が独自に設定する科目」に算入する。

中一種・高一種：現代英語学科、文化交流学科、心理福祉学科、食物健康科学科



１３３



１３４

１．免許法施行規則第６６条の６に定める科目の履修

（６）養護教諭

※科目ナンバリングは、学科の全学教養科目を参照すること。
※授業科目の前の○印は教職必修科目。
※単位数が〇印で囲まれているものは卒業するための必修科目。
※単位数が□印で囲まれているものは卒業するための選択必修科目。
※〔 〕印は〔 〕内のいずれの年次に履修してもよいことを示す。

備考

左記に対応する授業科目及び単位数免許法施行規則に定める科目区分
配置年次

該当授業科目科目
明細

科目
コード単位数科目 ４

年
次

３
年
次

２
年
次

１
年
次

〔 ２ 〕○日本国憲法１１００３６２日本国憲法
〔 課 〕体育実技Ⅰ１１０１５５

２体育
〔 １ 〕体育実技ⅡA１１０１６０
〔 １ 〕体育実技ⅡB１１０１６１
〔 嘩 〕○運動と健康１１００３０
①英語コミュニケーションⅠ１１００５４

２外国語コミュニケーション
①英語コミュニケーションⅡ１１００５５
①総合英語Ⅰ１１００５８
①総合英語Ⅱ１１００５９

１科目選択必修
嘩コンピュータ基礎Ⅰ１１００４４

２
数理、データ活用及び
人工知能に関する科目又は
情報機器の操作 嘩コンピュータ基礎Ⅱ１１００４５

※授業科目の前の○印は教職必修科目。
※修得した単位のあふれは、大学が独自に設定する科目に算入する。
※「教職実践演習（養護）」は、教育実習が終了した者のみ受講可能。
※修得した単位のあふれは、「大学が独自に設定する科目」に算入する。

養教一種：看護学科

２．教育の基礎的理解に関する科目等

備考

配置年次および
単位数本学開設科目免許法施行規則上の科目区分等

４
年
次

３
年
次

２
年
次

１
年
次

授業科目科目
ナンバリング

科目
明細

科目
コード

最低修得
単位

各科目に含める
ことが必要な事項

２○教育原理EX２０C０１K１50001

８

・教育の理念並びに教育に関する歴史及
び思想教

育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目

２○教職論EX１０C０１K１50000
・教職の意義及び教員の役割・職務内容
（チーム学校運営への対応を含む。）

２○教育行政学EX２０C０３K１50003
・教育に関する社会的、制度的又は経営
的事項（学校と地域との連携及び学校
安全への対応を含む。）

２○教育心理学EX２０C０２K１50002
・幼児、児童及び生徒の心身の発達及び
学習の過程

２○特別支援教育EX２０C２０K１50089
・特別の支援を必要とする幼児、児童及
び生徒に対する理解

２○教育課程論EX３０C０１K１50055
・教育課程の意義及び編成の方法（カリ
キュラム・マネジメントを含む。）

２○道徳教育の理論と方法EX２０C０４K２50015

６

・道徳、総合的な学習の時間及び総合的
な探究の時間並びに特別活動に関する
内容

道
徳
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
の
内
容
及
び

生
徒
指
導
、
教
育
相
談
等
に
関
す
る
科
目

２○総合的な学習の時間の教育法EX３０C１８K１50090

２○特別活動の理論と方法EX２０C０５K２50016

２○教育方法論
（ICT活用含む）EX２０C０６K５50017

・教育の方法及び技術（情報機器及び教
材の活用を含む。）

１○生徒指導論EX３０C１９K１50091・生徒指導の理論及び方法

２○教育相談の基礎EX３０C０７K２50018
・教育相談（カウンセリングに関する基
礎的な知識を含む。）の理論及び方法

５○養護実習
（事前事後指導１単位を含む）EX４０C０５J１50069５・養護実習

教
育
実
践
に

関
す
る
科
目 ２○教職実践演習（養護）EX４０C０６E１50072２・教職実践演習



１３５

３．養護に関する科目

備考

配置年次および
単位数本学開設科目免許法施行規則上の科目区分等

４
年
次

３
年
次

２
年
次

１
年
次

授業科目科目
ナンバリング

科目
明細

科目
コード

最低修得
単位

各科目に含める
ことが必要な事項

予防医学を含む②○疫学NU２０A０６K２３１１１５

４衛生学・公衆衛生学
（予防医学を含む。） ２保健統計NU３０C０１K１３１１７９

②○保健医療福祉行政論NU２０A２６K３３１１１２

①○公衆衛生看護学概論NU２０A３５K１３１２２７

２学校保健 １○学校保健NU２０A２１E１３１２０４

①○小児看護学ANU２０A１４K２３１１９３

２○養護概説EX４０C０７K１50073２養護概説

１○公衆衛生看護活動展開論ANU２０C０３K２３１２０２

２健康相談活動の理論・健康相談
活動の方法

２公衆衛生看護活動展開論BNU３０C０２E３３１１８０

１○学校健康相談NU３０C０５K２３１２０５

①○看護とコミュニケーションNU１０A１７E２３１１９１

食品学を含む①○栄養・代謝学NU１０A０４K３３１１０４

２栄養学
（食品学を含む。） ①○生化学NU１０A０３K１３１１０３

１食物健康演習NU１０C０３E１３１２１３

②○人体構造機能学ANU１０A０１K３３１１０１
２解剖学・生理学

②○人体構造機能学BNU１０A０２K２３１１８６

②○薬理学NU２０A０３K１３１１０８
２「微生物学、免疫学、薬理概論」

①○感染と防御NU１０A０５K３３１１０６

①○精神保健NU２０A３０K１３１２２０

２精神保健 ①○精神看護学ANU２０A１６K２３１１９５

②○精神看護学BNU３０A０５E２３１２００

②○看護学概論NU１０A１５K１３１２１８

１０看護学
（臨床実習及び救急処置を含む。）

②○小児看護学BNU３０A０３E２３１１９９

①○疾病治療論（小児）NU２０A２３K１３１２１４

①○疾病治療論（母性）NU２０A２４K１３１２１５

①○疾病治療論（精神）NU２０A２５K１３１２１６

救急処置を含む②○成熟期療養支援看護学BNU３０A１３E１３１２３０

臨床実習②○小児看護学実習NU３０A０９J１３１１５７

臨床実習④○成熟期療養支援看護学実習NU３０A０７J２３１１５５

臨床実習４公衆衛生看護学実習BNU４０C０４J２３１２０６

養教一種：看護学科

※授業科目の前の○印は教職必修科目。
※単位数が〇印で囲まれているものは卒業するための必修科目。
※修得した単位のあふれは、「大学が独自に設定する科目」に算入する。

４．大学が独自に設定する科目

「養護に関する科目」「教育の基礎的理解に関する科目等」の修得した単位のあふれは、「大学が独自に設

定する科目」に算入する。



１３６

１．免許法施行規則第６６条の６に定める科目の履修

（７）栄養教諭

備考

左記に対応する授業科目及び単位数免許法施行規則に定める科目区分

配置年次および
単位数

該当授業科目科目
明細

科目
コード単位数科目 ４

年
次

３
年
次

２
年
次

１
年
次

〔 ２ 〕○日本国憲法１１００３６２日本国憲法

２単位選択必修

〔 課 〕体育実技Ⅰ１１０１５５

２体育
〔 １ 〕体育実技ⅡA１１０１６０

〔 １ 〕体育実技ⅡB１１０１６１

〔 嘩 〕運動と健康１１００３０

２科目選択必修

１英語コミュニケーションⅠ１１００５４

２外国語コミュニケーション

１英語コミュニケーションⅡ１１００５５

１総合英語Ⅰ１１００５８

１総合英語Ⅱ１１００５９

１英語コミュニケーションⅢ１１００５６

１英語コミュニケーションⅣ１１００５７

１総合英語Ⅲ１１００６０

１総合英語Ⅳ１１００６１

１科目選択必修
嘩コンピュータ基礎Ⅰ１１００４４

２
数理、データ活用及び
人工知能に関する科目又は
情報機器の操作 嘩コンピュータ基礎Ⅱ１１００４５

栄教一種：食物健康科学科

※科目ナンバリングは、学科の全学教養科目を参照すること。
※授業科目の前の○印は教職必修科目。
※単位数が□印で囲まれているものは卒業するための選択必修科目。
※〔 〕印は〔 〕内のいずれの年次に履修してもよいことを示す。

２．栄養に係る教育に関する科目

備考

配置年次および
単位数

授業科目科目
ナンバリング

科目
明細

科目
コード

最低修得
単位

各科目に含める
ことが必要な事項 ４

年
次

３
年
次

２
年
次

１
年
次

２○学校栄養指導論ⅠFS３１C０２K１２２１６７
４

・栄養教諭の役割及び職務内容に関する事項

・幼児、児童及び生徒の栄養に係る課題に関する
事項

２○学校栄養指導論ⅡFS３２C０２K１２２１６８
・食生活に関する歴史的及び文化的事項

・食に関する指導の方法に関する事項

※授業科目の前の○印は教職必修科目。



１３７

３．教育の基礎的理解に関する科目等

備考

配置年次および
単位数本学開設科目免許法施行規則上の科目区分等

４
年
次

３
年
次

２
年
次

１
年
次

授業科目科目
ナンバリング

科目
明細

科目
コード

最低修得
単位

各科目に含める
ことが必要な事項

２○教育原理EX２０C０１K１50001

８

・教育の理念並びに教育に関する歴史及
び思想教

育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目

２○教職論EX１０C０１K１50000
・教職の意義及び教員の役割・職務内容
（チーム学校運営への対応を含む。）

２○教育行政学EX２０C０３K１50003
・教育に関する社会的、制度的又は経営
的事項（学校と地域との連携及び学校
安全への対応を含む。）

２○教育心理学EX２０C０２K１50002
・幼児、児童及び生徒の心身の発達及び
学習の過程

２○特別支援教育EX２０C２０K１50089
・特別の支援を必要とする幼児、児童及
び生徒に対する理解

２○教育課程論EX３０C０１K１50055
・教育課程の意義及び編成の方法（カリ
キュラム・マネジメントを含む。）

２○道徳教育の理論と方法EX２０C０４K２50015

６

・道徳、総合的な学習の時間及び総合的
な探究の時間並びに特別活動に関する
内容

道
徳
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
の
内
容
及
び

生
徒
指
導
、
教
育
相
談
等
に
関
す
る
科
目

２○総合的な学習の時間の教育法EX３０C１８K１50090

２○特別活動の理論と方法EX２０C０５K２50016

２○教育方法論
（ICT活用含む）EX２０C０６K５50017

・教育の方法及び技術（情報機器及び教
材の活用を含む。）

１○生徒指導論EX３０C１９K１50091・生徒指導の理論及び方法

２○教育相談の基礎EX３０C０７K２50018
・教育相談（カウンセリングに関する基
礎的な知識を含む。）の理論及び方法

２○栄養教育実習
（事前事後指導１単位を含む）EX４０C０３J１50056２・栄養教育実習

教
育
実
践
に

関
す
る
科
目 ２○教職実践演習（栄養）EX４０C０４E１50071２・教職実践演習

※授業科目の前の○印は教職必修科目
※「教職実践演習（栄養）」は、教育実習が終了した者のみ受講可能。

栄教一種：食物健康科学科



１３８

中学校・小学校教諭の免許状を取得する場合、介護等の体験を義務づける法律、いわゆる「介護等体験

特例法」が１９９７（平成９）年に公布された。それにより、１９９８（平成１０）年４月以降の大学入学者等から、

７日間以上の介護等体験が義務づけられている。

この体験をとおして、①人間の尊さや人権を理解する ②一人一人が違った個性と能力を有することを

実感し、様々な価値観があることを理解する ③諸施設やそこで働いている人々を理解する、ことを学ぶ

ことになっている。

本学の位置する茨城県でも、介護等体験について関係各機関が協議を重ね、該当者は福祉施設で５日間

（以上）、特別支援学校で２日間の介護、介助、交流等の体験を行うことになっている。近年一部の学生

の心構えや態度に問題があるとの指摘が全国的に受入れ施設側からなされており、本学では事前指導の徹

底をはかっている。なお、介護等体験中の学生の態度に著しい問題があり、施設利用者に不利益をあたえ

るおそれがある場合には、該当学生の介護等体験を中止することもあり得る。

本学では、上記のとおり「介護等体験」は授業（２単位）として開講している。中学校及び小学校一種

免許状取得希望の学生は、必ず履修すること。

※介護等体験の履修登録については「履修登録の手引き」を確認すること。

介護等体験を実施するにあたって、様々な調整や準備が必要となるので、学生は以下の留意事項（手続

きの流れ）を十分理解すること。

１）事前指導

介護等体験実施にあたっては、授業での事前指導を必ず受けること。事前指導を欠席した場合は、介護

等体験の実施ができなくなる。

２）介護等体験実施のための手続き

介護等体験申込書の提出（学務部受付）
学務部より申込書を送付

学務部より介護等体験実施希望学生に受入決定
報告（掲示）、介護等体験費の納入（一括納入）

介護等体験実施（社会福祉施設、老人保健施設、
特別支援学校）→終了後、実習証明書発行

大学へ受入決定通知書の送付

●県内社会福祉施設
受入調整機関
茨城県社会福祉協議会

●県内老人保健施設
受入調整機関
茨城県社会福祉協議会

●県内特別支援学校
受入調整機関
茨城県教育庁特別支援教育課

（８）「介護等体験」について

手続きの詳細については、IC-UNIPAにて掲示するので希望者はよく確認すること。



１３９

３）実施期間及び費用

実施期間（日数）は以下のとおりだが、実施日は各受入れ施設が決定するので、必ずしも希望どおりに

なるとは限らない。費用は、大学でまとめて、社会福祉協議会へ振り込む。

５日間（実施時期は１０月～翌年２月）

介護等体験費、８，８００円

・県内特別支援学校 ２日間（実施時期は６月～翌年２月）

手数料（証明書代）４００円

※その他、実習施設等への交通費、昼食代は自己負担となる。

４）介護等体験の証明書発行とその保管について

介護等体験を実施した施設（学校）では、終了後介護等体験証明書を発行する。その証明書は、教員免

許状申請時（卒業年次）に使用するので、介護等体験実施後ただちに学務部に提出し、コピーを本人が保

管しておくこと。証明書を紛失すると再発行されない場合もあるので注意すること。

教育実習は、大学が実習校（施設）に対してお願いし、実施可能となる特殊な科目である。実習の受講

について学生の希望は尊重されるが、権利ではない。

したがって、たとえ、下記の履修条件を満たしている場合でも、学科会および本学教職課程委員会が、

実習生として適性に欠けると判断する場合は、実習を許可しない場合や実習途中でも実習を中止させる場

合がある。

なお、初等教育実習Ⅰ・Ⅱ、中等教育実習Ⅰ・Ⅱを履修しようとする者は、下記の履修条件に加え、教

職課程委員会が実施する「教職課程一般教養試験」を受験し、教育実習を行う年度当初までにこれに合格

しておくこと。

また、教育実習を行う年度の前年度までに履修登録した科目について、GPAが２．０以上であることが求

められる。

教職課程一般教養試験について

※１ この試験は毎年度末（２月上旬～中旬）に実施する。

※２ 試験の内容（範囲）や試験日等の詳細については、毎年６月上旬に掲示する。

※３ この試験は１年次末に受験し、合格しておくことが望ましい。不合格となり、さらに教員免許状の

取得を目指す者は、次年度以降に再受験することができる。

＜初等教育実習Ⅰ・Ⅱを行うための履修条件＞

「初等教育実習Ⅰ・Ⅱ」（小学校）を履修しようとする者は、卒業後、教職に就くことを強く希望する者

であること。かつ、実習を行う年度の当初（通常は３年次４月）までに、下記の科目の単位を修得してい

なければならない。

① 卒業に必要な単位のうち２分の１（ ）以上。

② 教育原理、教職論、教育心理学、特別支援教育、教育課程論、道徳教育の理論と方法、特別活動

の理論と方法、教育方法論（ICT活用含む）、計１６単位のうち 以上。

③ 小学校各教科研究（小学校英語教育Ａ及びＢ及び書写を含む）及び、各教科教育法（外国語（英

６２単位

１４単位

・県内社会福祉施設
・県内老人保健施設

（９）教育実習に関わる履修規程
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＜特別支援学校教諭一種免許状取得課程の履修要件＞

特支一種免取得課程を履修する場合、特支免課程が開始される年度の当初（通常は３年次の４月）まで

に、下記の要件を満たしていなければならない。ただし、特支免課程の履修は、一定の人数制限を設ける

ため、要件を満たしている場合であっても、課程の履修が認められない場合がある。

① 「初等教育実習Ⅰ・Ⅱ」（小学校）の履修条件を満たしていること。

② 「特別支援教育原論」の単位を修得していること。

＜特別支援教育実習を行うための履修条件＞

「特別支援教育実習」を履修しようとする者は、当該年度に卒業見込みが確実で、卒業後、教職に就くこ

とを強く希望する者であること。実習を行う年度の当初（通常は４年次４月）までに、下記の科目の単位

を修得していなければならない。

① 卒業に必要な単位のうち４分の３（ ）以上。

② 初等教育実習Ⅰ・Ⅱ、計 。

③ 発達障害と教育、知的障害と教育Ⅰ、知的障害と教育Ⅱ、知的障害の心理・生理・病理、肢体不

自由と教育、肢体不自由の心理・生理・病理、病弱と教育、病弱の心理・生理・病理、重度重複障

害と教育、言語の発達と障害、視覚・聴覚障害と教育、計２２単位のうち 以上。

※教育実習を行う年度の前年度までに履修登録した科目について、GPAが２．０以上であること。

＜初等教育実習Ⅲを行うための履修条件＞

「初等教育実習Ⅲ」（幼稚園）を履修しようとする者は、実習を行う年度の当初（通常は２年次４月）ま

でに、下記の科目の単位を修得していなければならない。

教育原理、教職論、保育の心理学、幼児教育課程論、保育原理、子どもの理解と援助、保育者論、

保育の計画と評価、保育内容教育法・人間関係、保育内容教育法・言葉、音楽Ａ、音楽Ｂ、美術Ａ、

美術Ｂ、合計２３単位のうち 以上。

※GPAは問わない。

＜初等教育実習Ⅳを行うための履修条件＞

教育実習を行う前年度までに履修登録した科目について、GPAが２．０以上であること。

９３単位

５単位

１４単位

１４単位

＜中等教育実習を行うための履修条件＞

「中等教育実習Ⅰ・Ⅱ」を履修しようとする者は、当該年度に卒業見込みが確実で、卒業後、教職に就く

ことを強く希望する者であること。実習を行う年度の当初（通常は４年次４月）までに、下記の科目を修

得していなければならない。

【免許状の教科（領域）が英語以外の場合】

① 卒業に必要な単位のうち４分の３（９３単位。食物健康科学科は９６単位）以上。

② 教育原理、教職論、教育行政学、教育心理学、特別支援教育、教育課程論、道徳教育の理論と方

法、総合的な学習の時間の教育法、特別活動の理論と方法、教育方法論（ICT活用含む）、生徒指導

語）教育法を含む）のうち 以上。

④ 音楽Ａ、音楽Ｂ、美術Ａ、美術Ｂ、児童体育Ａ、計 単位。

※教育実習を行う年度の前年度までに履修登録した科目について、GPAが２．０以上であること。

３０単位

５
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論、進路指導論、教育相談の基礎、計２４単位のうち１８単位以上。

③ 各科教育法

④ 教科及び教科の指導法に関する科目（中高共通の科目）２０単位以上（各科教育法は含めない）。

【免許状の教科（領域）が英語の場合】

① 卒業に必要な単位のうち４分の３（９３単位）以上。

② 教育原理、教職論、教育行政学、教育心理学、特別支援教育、教育課程論、道徳教育の理論と方

法、総合的な学習の時間の教育法、特別活動の理論と方法、教育方法論（ICT活用含む）、生徒指導

論、進路指導論、教育相談の基礎、計２４単位のうち１８単位以上。

③ 英語科教育法Ⅰ、英語科教育法Ⅱ、英語科教育法Ⅲ、英語科教育法Ⅳ、計８単位。

④ ③の４科目と英語学概論Ａ、英語学概論Ｂ、英語学概論Ｃ、GrammarⅠ、GrammarⅡ、英語文学

概論Ａ、英語文学概論Ｂ、EnglishCommunicationⅢ、EnglishCommunicationⅣ、WritingⅠ、Writing

Ⅱ、異文化理解教育、計１６科目中１２科目以上。

※留学等の理由により、履修することができなかった科目がある場合は、１０科目以上の単位を修得し

ていれば、『中等教育実習』の履修を認める場合がある。

さらに下記の条件を満たしていなければならない。

「③および④の１６科目のうち、履修した科目のGPAが２．５以上であること。」

「中等教育実習を行うために必要な英語力を有していること。教育実習を行う前年度末の定められた

期日までに、下記の条件のうちいずれかを必ず満たすこと。」

（１）英語力診断テスト（５２０点以上）

（２）TOEICListening＆ReadingTest（４７０点以上）

（３）TOEFLITP（４５５点以上）

※いずれも大学入学後に受験した結果のみ有効とする。

※教育実習を行う年度の前年度までに履修登録した科目について、GPAが２．０以上であること。（免許

状の教科に関わらず共通の条件）

＜養護実習を行うための履修条件＞

「養護実習」を履修しようとする者は、当該年度に卒業見込みが確実で、卒業後、教職に就くことを強く

希望する者であること。実習を行う年度の当初（通常は４年次４月）までに、下記の科目を修得していな

ければならない。

① 卒業に必要な単位のうち４分の３（ ）以上。

② 教育原理、教職論、教育行政学、教育心理学、特別支援教育、教育課程論、道徳教育の理論と方

法、総合的な学習の時間の教育法、特別活動の理論と方法、教育方法論（ICT活用含む）、生徒指導

論、教育相談の基礎、計２３単位のうち 以上。

③ 公衆衛生看護学概論、学校保健、小児看護学Ａ、養護概説、計 。

※教育実習を行う年度の前年度までに履修登録した科目について、GPAが２．０以上であること。

＜栄養教育実習を行うための履修条件＞

「栄養教育実習」を履修しようとする者は、当該年度に卒業見込みが確実で、卒業後、教職に就くことを

強く希望する者であること。実習を行う年度の当初（通常は４年次４月）までに、下記の科目を修得して

いなければならない。

① 卒業に必要な単位のうち４分の３（ ）以上。

９６単位

１８単位

５単位

９６単位
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○教育実習の実習年次、期間と場所

「初等教育実習Ⅰ・Ⅱ」は、３年次に、日立市近辺の小学校（実習協力校）において、４週間にわたって

行う。実習Ⅰには、事前・事後指導１単位分が含まれ、一日観察実習も行う。

「初等教育実習Ⅲ」は、２年次前期に大学附属認定こども園で計１週間にわたって行う。「初等教育実習Ⅳ」

は、２年次２月に大学附属認定こども園や実習協力園で計３週間にわたって行う。実習園を学生自身が探

すこともできる。実習Ⅲには、事前事後指導１単位分が含まれ、一日観察実習も行う。

「特別支援教育実習」は、４年次に特別支援学校において２週間にわたって行う。実習には事前事後指導

１単位分が含まれる。

「中等教育実習Ⅰ・Ⅱ」は、４年次に、原則として出身中学校・高等学校において、１５日間にわたって行

う。実習Ⅰには事前・事後指導１単位分が含まれる。

「養護実習」は４年次に、原則として日立市内の小学校（実習協力校）または出身小学校・中学校におい

て、１５日間にわたって行う。実習には事前事後指導１単位分が含まれる。

「栄養教育実習」は４年次に、小・中学校において５日間にわたって行う。なお、４年次６月に事前準備

として一日観察実習を行う。

② 教育原理、教職論、教育行政学、教育心理学、特別支援教育、教育課程論、道徳教育の理論と方

法、総合的な学習の時間の教育法、特別活動の理論と方法、教育方法論（ICT活用含む）、生徒指導

論、教育相談の基礎、計２３単位のうち 以上。

③ 学校栄養指導論Ⅰ、学校栄養指導論Ⅱ、計 。

※教育実習を行う年度の前年度までに履修登録した科目について、GPAが２．０以上であること。

１８単位

４単位
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＜１＞資格課程費および教育実習費

教育職員免許状を取得しようとする者は教育実習の履修登録をする際、以下の表の通り、資格課程費

および教育実習費を納入しなければならない。

納期納入年次納入者金額取得予定の免許学科

５月下旬

２年次
履修者１０，０００中一種免（英語）

現代英語学科
履修者１０，０００高一種免（英語）
履修者１５，０００小一種免

児童教育学科 児童教育コース
３年次履修者１０，０００特支一種免
２年次履修者１０，０００幼一種免児童教育学科 幼児保育コース

２年次

履修者１０，０００中一種免（社会）
文化交流学科

履修者１０，０００高一種免（地歴）
履修者１０，０００中一種免（社会）

心理福祉学科 履修者１０，０００高一種免（公民）
履修者１０，０００高一種免（福祉）
履修者１０，０００中一種免（家庭）

食物健康科学科 履修者１０，０００高一種免（家庭）
履修者１０，０００栄教一種免
履修者１０，０００養教一種免看護学科

・資格課程費は、取得予定の免許状の種類ごとに納入することになる。たとえば、中一種免（社会）と高一種免（公民）お
よび高一種免（福祉）を取得予定の学生は、３０，０００円を納入することになる。
２年次以降に受講可となる教職課程科目は、資格課程費を納入しなければ履修できないので注意すること。
なお、「初等教育実習Ⅰ・Ⅱ」を除く教育実習には教育実習費（下表参照）が必要となる。

資格課程費

（１０）その他

・上記教育実習費は予定額である。詳細については実習前に指示する。

教育実習費

納期納入年度納入者金額（予定）種別
別途指示履修登録年度履修者１０，０００特別支援教育実習
５月下旬履修登録年度履修者４，０００初等教育実習Ⅲ
別途指示履修登録年度履修者１２，０００初等教育実習Ⅳ
実 習 時履修登録年度履修者１５，０００中等教育実習Ⅰ・Ⅱ
７月中旬履修登録年度履修者５，０００栄養教育実習
別途指示履修登録年度履修者１５，０００養護実習
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＜２＞免許状授与申請の手続

教員免許状は、授与権者である都道府県教育委員会が発行するが、要件を満たしている者は本学を通し

て申請の手続きを行う。

Ａ．幼一種免、小一種免、特支一種免、中一種免、高一種免、養教一種免

１）本学から茨城県教育委員会への教員免許状一括申請（所属学科課程認定教科免許状）は、教職課程

認定上の必修科目を含めた単位を修得した場合に限られる。

２）教育職員免許状授与申請にあたっては、４年次１１月下旬頃に説明会を実施するので必ず出席して提

出書類等を確認し手続きを行うこと。詳細はIC-UNIPAで連絡する。

※免許状は学位授与式当日に受取ることになる。

Ｂ．栄教一種免

１）本学から茨城県教育委員会への教員免許状申請（所属学科課程認定教科免許状）は、教職課程認定

上の必修科目を含めた単位を修得した場合に限られる。

２）教育職員免許状授与申請にあたっては、４年次３月に説明会を実施するので必ず出席して提出書類

等を確認し手続きを行うこと。詳細はIC-UNIPAで連絡する。

※上記Aの一括申請とは申請時期や提出書類等が異なるため注意すること。

※栄養士免許証の写しが必要になる。

※免許状は卒業後４月以降に受取ることになる。

※卒業の翌年度に栄養教諭として採用が確定している場合、個人で免許状を申請するので、速やかに学

務部に申し出ること。
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４年次３年次２年次１年次授業科目科目ナンバリング科目明細科目コード

〔 ２ 〕学校経営と学校図書館PD３０C３３K１１３５３１

〔 ２ 〕学校図書館メディアの構成PD３０C３４K１１３５３２

〔 ２ 〕学習指導と学校図書館PD３０C３５K１１３５３３

〔 ２ 〕読書と豊かな人間性PD３０C３６K１１３５３４

〔 ２ 〕情報メディアの活用PD３０C３７K１１３５３５

４年次３年次２年次１年次授業科目科目ナンバリング科目明細科目コード

〔 ２ 〕学校経営と学校図書館EX３０C１３K１50050

〔 ２ 〕学校図書館メディアの構成EX３０C１４K１50051

〔 ２ 〕学習指導と学校図書館EX３０C１５K１50052

〔 ２ 〕読書と豊かな人間性EX３０C１６K１50053

〕２〔情報メディアの活用EX２０C１７K１50054

司書教諭は、学校図書館の専門的職務を担当する者であり、学校図書館法によって小学校、中学校及び

高等学校に置くように規定されている。学校図書館法には、司書教諭になるためには学校図書館司書教諭

講習を修了する必要があると定められている。本学の児童教育学科には、資格の取得を希望する者のため

に、学校図書館司書教諭講習規程に定められた科目が開設されている。

＜１＞資格取得の要件

１）教育職員免許状（幼稚園教諭、栄養教諭、養護教諭は除く）を有する者であること。

したがって教職課程科目と併せて履修しなければならない。

２）大学において、この資格を取得するに必要な科目の単位を修得していること。

この単位は司書教諭講習会を受講することによって修得するものであるが、本学に開講されている

科目の単位の修得により、この要件をみたすことができる。

３）必修科目とその単位数

必修科目は５科目１０単位である。

① 児童教育学科児童教育コース学生の場合、児童教育学科資格科目Ⅱにある以下の科目を履修する

こと。

② 中等教職課程履修者の場合

原則として３年次からの履修となる。

このため、児童教育学科資格科目Ⅱと同様の科目が、「卒業要件外の科目」に配置されているの

で、その科目コードで登録すること。
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２．学校図書館司書教諭資格に関する科目の履修
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＜２＞学校図書館司書教諭資格申請

申請は以下のとおり行う。単位の修得状況により申請時期が異なるので注意すること。

１）対象

＜前年度終了（３年次修了）までに、以下の条件を全て満たしている者＞

① ３年次修了までに、学校図書館司書教諭に関する科目全てを修得済の者

② 児童教育学科児童教育コースの学生は初等教育実習Ⅰ・Ⅱの単位を修得済の者、もしくは４年次

で教育実習参加が確実な者。中等教職課程履修者の場合は４年次での教育実習参加が確実な者

③ ３年次修了までに、卒業に必要な単位のうち６２単位以上を修得済の者

※上記の条件を一つでも満たせない場合には学校図書館司書教諭資格申請を取り消すものとする。

※申請は４年次の前期に行う。修了証書は卒業した年の３月頃までに郵送される。ただし、教育職員

免許状を取得できなかった場合には資格として認められない。

＜４年次修了までに、以下の条件を全て満たす者＞

① ４年次修了までに、学校図書館司書教諭に関する科目全てを修得見込みの者

② ４年次修了までに、教育職員免許状取得が可能な者で、教育職員免許状一括申請者（または、教

育職員免許状を既に取得している者）。

※上記の条件を一つでも満たせない場合には学校図書館司書教諭資格申請を取り消すものとする。

※４年次後期に申請についての説明会を行い、申請は卒業後に行う。修了証書は卒業後司書教諭資格

および教育職員免許状を取得した翌年の３月頃までに郵送される。

２）学校図書館司書教諭資格申請ガイダンス

申請手続きに関するガイダンスを実施する。具体的な手続き方法や提出すべき書類についてはガイ

ダンス時に指示する。日時・場所については掲示で告知する。
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３．社会福祉主事任用資格に関する科目の履修
〔全学部・未来教養学環〕

（１）社会福祉主事任用資格に関する科目

社会福祉主事任用資格は公務員試験に合格し、市町村の福祉サービス担当課や福祉事務所に配属になり、

福祉職として仕事をする際に名乗ることのできる資格である。

しかし、実際には民間の社会福祉法人等で就職の採用条件とされる場合もあり、福祉の職場に就職した

いと考えている人は取得しておいた方がよい。

この資格は右記の厚生労働大臣の指定する社会福祉に関する科目を３科目以上履修して単位を修得し、

本学を卒業すると取得できる。ただし、福祉に関わる専門科目を１科目以上選択することが望ましい。

（２）資格の証明について

社会福祉主事任用資格に関する証明書は発行していない。社会福祉主事の任用条件を満たしているかに

ついては、成績証明書及び履修要覧の写しを、雇用先等に提示することにより証明すること。

（３）注意事項

１つの大学の中で３科目以上の指定科目を履修して単位を修得し、卒業することが条件となる。本学入

学前に他大学で修得した科目を合算したり、卒業後に科目等履修生として不足分の科目を履修し単位を修

得したりしても資格を有することはできない。

なお、社会福祉主事任用資格は、社会福祉士試験受験資格と異なる。混同しないよう注意すること。
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＜全学部・未来教養学環 ２０２５（令和７）年度以降入学生＞

備考
履修可能学科

単位数配置
年次

本学指定授業科目厚生労働大臣の
指定する社会福祉に

関する科目 LMNFWCPE科目名科目
明細

科目
コード

○○○○×○○○２１～４社会福祉学１１０１６２

社会福祉概論
××××××○×２２社会福祉１１３１１８
２科目修得して
１科目とみなす

××××○×××２１社会福祉の原理と政策Ⅰ２２１１０１
××××○×××２１社会福祉の原理と政策Ⅱ２２１１０２
×××○××××２３社会福祉概論２２２１０７
２科目修得して
１科目とみなす

××○○○○○○２２～４社会福祉発達史A１２１１１５
社会福祉事業史

××○○○○○○２２～４社会福祉発達史B１２１１１６

６科目修得して
１科目とみなす

××××○×××２１ソーシャルワークの基盤と専門職２２１１１３

社会福祉援助技術論

××××○×××２１ソーシャルワークの基盤と専門職（専門）２２１１１４
××××○×××２２～３ソーシャルワークの理論と方法Ⅰ２２１１３５
××××○×××２２～３ソーシャルワークの理論と方法Ⅱ２２１１３６
××××○×××２２～３ソーシャルワークの理論と方法（専門）Ⅰ２２１１３７
××××○×××２２～３ソーシャルワークの理論と方法（専門）Ⅱ２２１１３８
××××○×××２２～４社会福祉調査の基礎２２１０７６社会福祉調査論
２科目修得して
１科目とみなす

××××○×××２２～４福祉サービスの組織と経営A２２１１４９
社会福祉施設経営論

××××○×××２２～４福祉サービスの組織と経営B２２１１５０
２科目修得して
１科目とみなす

○○○○○○○○２２～４社会保障Ⅰ２２１１４７
社会保障論 ○○○○○○○○２２～４社会保障Ⅱ２２１１４８

××○×××××２１社会保障制度論２３１１１１
○○○○○○○○２２～４貧困に対する支援２２１０２９公的扶助論
××××××○×２３子ども家庭福祉３１３１１７

児童福祉論 ２科目修得して
２科目とみなす

○○○○○○○○２１～４児童・家庭福祉Ⅰ２２１１３９
○○○○○○○○２１～４児童・家庭福祉Ⅱ２２１１４０
２科目修得して
２科目とみなす

○○○○○○○○２１～４児童・家庭福祉Ⅰ２２１１３９
家庭福祉論

○○○○○○○○２１～４児童・家庭福祉Ⅱ２２１１４０
××××××○×２１保育原理２１３１１４

保育理論
○○○○○○○○２１～４保育学１２２１５４
２科目修得して
１科目とみなす

○○○○○○○○２１～４高齢者福祉Ⅰ２２１１４３
老人福祉論

○○○○○○○○２１～４高齢者福祉Ⅱ２２１１４４
２科目修得して
１科目とみなす

○○○○○○○○２２～４地域福祉と包括的支援体制Ⅰ２２１１４５
地域福祉論

○○○○○○○○２２～４地域福祉と包括的支援体制Ⅱ２２１１４６
×××××○××２２～４法学１１４２４９

法学
○×○○○×○○２１～２法学１２００１４
○○○○○○○○２１～４経済学２１０１２８経済学
○○○○×○○○２１～４心理学２１０１１３

心理学 ２科目修得して
１科目とみなす

××××○×××２１心理学概論Ⅰ１２１０９９
××××○×××２１心理学概論Ⅱ１２１１００
２科目修得して
１科目とみなす

×××××○○○２２～３社会学A３１４１８８
社会学 ×××××○○○２２～３社会学B３１４１８９

○×○○○×××２１～２社会学１２００１３
○○○○○○×○２１～４教育学２１０１１４

教育学 ×○×○○○○○２１教育原理２１３００２
××○○○○×○２２教育原理１５０００１
○○○○○○×○２１～４倫理学２１０１１１倫理学
２科目修得して
１科目とみなす

×××○××××２２公衆衛生学Ⅰ１２２１０４
公衆衛生学 ×××○××××２２公衆衛生学Ⅱ２２２１０６

××○×××××１１公衆衛生学１３１１７８
××××○×××２２～４人体の構造と機能及び疾病１２１１０９

医学一般
××××○×××２２～４医学概論１２１１７８
２科目修得して
１科目とみなす

×××○××××２２医学一般Ⅰ２２２１８２
×××○××××２４医学一般Ⅱ１２２１８３
○○×○○○○○２１～４看護学１１０１６５

看護学
××○×××××２１看護学概論１３１２１８
○○○○○○○○２２～４介護概論１２１０３７介護概論
×××○××××２２基礎栄養学１２２２１８栄養学

・科目については、福祉の内容に関する科目を１つは履修することが望ましい。
・本学指定授業科目のいずれか１科目を修得することで、厚生労働大臣の指定する社会福祉に関する科目を１科目修得したとみなす。
ただし、科目が複数の科目に区分される場合（「Ⅰ、Ⅱ」「A、B」など）は、社会福祉に関する科目上、当該区分された科目の全てを修得して１科
目とみなす。
例）「社会福祉の原理と政策Ⅰ」と「社会福祉の原理と政策Ⅱ」を修得して、社会福祉に関する科目の「社会福祉概論」１科目とみなす。

・「児童・家庭福祉Ⅰ・Ⅱ」については、社会福祉に関する科目の「児童福祉論」と「家庭福祉論」にまたがるため、２科目修得して２科目とみなす。
・「ソーシャルワークの基盤と専門職」「ソーシャルワークの基盤と専門職（専門）」「ソーシャルワークの理論と方法Ⅰ」「ソーシャルワークの理論と
方法Ⅱ」「ソーシャルワークの理論と方法（専門）Ⅰ」「ソーシャルワークの理論と方法（専門）Ⅱ」は社会福祉に関する科目上、６科目修得して
１科目とみなす。

・本学指定授業科目の中で社会福祉に関する科目が同様の科目を複数修得したとしても、社会福祉に関する科目は１科目とみなされるので注意する
こと。
例）「社会保障Ⅰ・Ⅱ」と「社会保障制度論」を修得したとしても、社会福祉に関する科目の「社会保障論」１科目とみなす。

・「社会福祉」「子ども家庭福祉」「保育原理」は、児童教育学科幼児保育コースの学生のみ履修可。
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学芸員資格に関する科目

学芸員となるには、大学において法定の単位を修得するか、または文部科学大臣による資格認定を受け

る必要がある。本課程は前者に相当するが、これによってその資格を取得するには博物館法、博物館法施

行規則によって定められた必修科目と選択科目（考古学含む）を修得し、併せて学士の学位を取得しなけ

ればならない。

また、資格取得に必要な博物館実習の履修にあたっては、博物館の機能に関する相当な専門知識と研究

心が必要とされる。
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七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七

４．学芸員資格に関する科目の履修
〔文学部・未来教養学環〕

その他関連科目は考古学Ⅰ・Ⅱ４単位を含めて８単位以上修得すること。

＜文学部・未来教養学環 ２０２４（令和６）年度以降入学生＞

備考配置
年次

大学開設科目省令科目

単位数
科目名科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード

単
位
数

科目名 選
択

必
修

１～２
１～２

２
２

生涯学習概論Ⅰ
生涯学習概論Ⅱ

EX２１C０３K
EX２２C０３K

２
２

50081

50082
２生涯学習概論

１２博物館概論EX１０C０２K２50037２博物館概論

２～３２博物館経営論EX２０C０９K１50075２博物館経営論

２～３２博物館資料論EX２０C１０K１50076２博物館資料論

２～３２博物館資料保存論EX２０C１３K１50077２博物館資料保存論

２～３２博物館展示論EX２０C１４K１50078２博物館展示論

１２博物館教育論EX１０C０３K１50080２博物館教育論

２～３２博物館情報・メディア論EX２０C１１K１50079２博物館情報・メディア論

（事前事後指導１単位含む）３３博物館実習EX３０C１１J１50041３博物館実習

３～４
３～４
３～４
３～４
３～４
３～４
２～４
２～４
２～４
１～２
１～２

２
２
２
２
２
２

２
２
２

２
２

日本の歴史と文化
ヨーロッパの歴史と文化Ａ
ヨーロッパの歴史と文化Ｂ
東アジアの歴史と文化Ａ
東アジアの歴史と文化Ｂ
イスラムの歴史と文化
考古学Ⅰ
考古学Ⅱ
民俗学
文化人類学Ａ
文化人類学Ｂ

CC３０C１９K
CC３０C２６K
CC３０C２７K
CC３０C２０K
CC３０C２１K
CC３０C２５K
CC２１C０１K
CC２２C０１K
CC２０C０９K
CC１０B０１K
CC１０B０２K

４
３
３
１
１
２
１
１
２
２
２

１４２１１
１４２１８
１４２１９
１４２６３
１４２６４
１４２１７
１４２０８
１４２０９
１４２０４
１４１８６
１４１８７

その他関連科目
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＜１＞博物館実習

学芸員資格に関する科目のうち、博物館実習は、茨城県内外の博物館等において行っている。尚、履

修者は３年次生以上とし、博物館実習費を納入しなければならない。実習の登録は、実習する年の前年

度１２月～１月に実施する説明会に出席し、希望届けを学務部に提出すること。

＜２＞実習の履修に関する規程

博物館実習を履修しようとする場合は、前年度終了までに、下記の科目を修得していなければ、その

履修は認められない。

① 卒業に必要な単位のうち、２分の１以上。

② 「博物館概論」「博物館資料論」「博物館資料保存論」「博物館展示論」「博物館教育論」及び「考古

学Ⅰ」「考古学Ⅱ」の７科目、計１４単位。

③ 「生涯学習概論Ⅰ」及び「生涯学習概論Ⅱ」の２科目、もしくは「博物館経営論」「博物館情報・

メディア論」のうち１科目以上。



１５２

１．概要

社会教育主事は、都道府県及び市町村の教育委員会の事務局に置かれる専門的職員で社会教育を行う

者に対する専門的技術的な助言・指導に当たる役割を担う。また、２０１８年度の文部科学省法改正により、

２０２０年度から「社会教育主事任用資格」を得た者は、「社会教育士（養成課程）」と称することができる

ようになった。

従来社会教育主事は任用資格（≒教育委員会や公民館等、必要な部署に就いた時のみ有効）だったが、

この改正では「学習成果を活かし、NPOや企業等の多様な主体と連携・協働し、社会教育施設における

活動のみならず、環境や福祉、まちづくり等の社会の多様な分野における学習活動の支援を通じて、人

づくりや地域づくりに携わる役割」が求められた。地域において、子供のみならず大人、高齢者をも対

象とした多様な学習活動を計画、実施、支援し、住民の生きがいを生み出し、地域を活性化するような

活動が期待されている。

そのため社会教育主事任用資格と同様の単位取得証明書をもって「社会教育士」という称号を付与で

きるようになった。

２．資格取得に関する規程

下記の要件及び次ページの科目群における所定の単位を修得することによって、社会教育主事任用資

格及び社会教育士（養成課程）を同時に取得することができる。

１．社会教育実習Ⅰ・Ⅱまたは社会教育演習を履修しようとするものは、実習を行う年度の当初まで

に生涯学習概論Ⅰ・Ⅱ及び社会教育経営論Ⅰ・Ⅱを履修し、単位を修得していなければならない。

２．社会教育実習Ⅰ・Ⅱの履修を予定している者は、社会教育実習費２０,０００円を納入すること。

３．省令科目における各分野（科目名）から、必要な単位数を修得すること。

・生涯学習概論から４単位を修得すること。

・生涯学習支援論から４単位を修得すること。

・社会教育経営論から４単位を修得すること。

・社会教育特講から８単位を修得すること。

・社会教育実習から１単位を修得すること。

・社会教育演習、社会教育実習、社会教育課題研究から３単位を修得すること。（大学開設科目の

社会教育実習Ⅱの単位を含み３単位修得のこと）

七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七

５．社会教育主事任用資格に関する科目の履修
〔文学部〕

（１）社会教育主事任用資格及び社会教育士（養成課程）
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＜文学部 ２０２４（令和６）年度以降入学生＞

備考配置
年次

大学開設科目省令科目

単位数
科目名科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード

単
位
数

科目名
選択必修

１～２
１～２

２
２

生涯学習概論Ⅰ
生涯学習概論Ⅱ

EX２１C０３K
EX２２C０３K

２
２

50081

50082
４生涯学習概論

２～３
２～３

２
２

生涯学習支援論Ⅰ
生涯学習支援論Ⅱ

EX２１C０６K
EX２２C０６K

１
１

50102

50103
４生涯学習支援論

２～３
２～３

２
２

社会教育経営論Ⅰ
社会教育経営論Ⅱ

EX２１C０７K
EX２２C０７K

１
１

50104

50105
４社会教育経営論

文化交流学科
文化交流学科を除く
他学部履修

児童教育学科
現代英語学科・
文化交流学科

児童教育学科

児童教育学科
幼児保育コースを除く
児童教育学科
幼児保育コースを除く

現代英語学科・
文化交流学科

１～４
１～４
２～４
１～２
１～２
１
２～３
２～３
２～３
２～３

2

１

１～４
１～４
２～３

１

２

３～４

2

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

２

２

２
２
１

１

１

２

２

地域社会研究Ⅰ
地域社会研究Ⅱ
女性学
女性学
高齢者生活論
博物館概論
博物館経営論
博物館資料論
博物館情報・メディア論
教育行政学

教育行政学

教育原理

児童文化Ⅰ
児童文化Ⅱ
野外活動

児童体育Ａ

児童体育Ｂ

日本の歴史と文化

教育原理

ＰＥ１１Ｃ０４Ｋ
ＰＥ１２Ｃ０４Ｋ
ＣＣ２０Ｃ４８Ｋ
ＷＰ１０Ｃ２４Ｋ
ＷＰ１０Ｃ１８Ｋ
ＥＸ１０Ｃ０２Ｋ
ＥＸ２０Ｃ０９Ｋ
ＥＸ２０Ｃ１０Ｋ
ＥＸ２０Ｃ１１Ｋ
ＰD２０A０２Ｋ

ＥＸ２０Ｃ０３Ｋ

ＰD１０A０７Ｋ

ＰD１１Ｃ０１Ｋ
ＰD１２Ｃ０１Ｋ
ＰD２０C２４Ｅ

ＰD１０B０１Ｊ

ＰD２０B０２Ｊ

ＣＣ３０Ｃ１９Ｋ

ＥＸ２０Ｃ０１Ｋ

１
１
１
１
１
２
１
１
１
１

１

２

１
１
１

２

２

４

１

１３５５４
１３５５５
１４２５２
２００１８
２００１７
50037

50075

50076

50079

１３０１５

50003

１３００２

１３０２８
１３０２９
１３５６７

１３５４２

１３５４３

１４２１１

50001

８社会教育特講

社会教育実習Ⅱ
同時履修３～４１社会教育実習ⅠEX３１C０６K１501061社会教育実習

社会教育実習Ⅱ
を含め３単位以
上修得

３～４
３～４
３～４

2
1
2

社会教育演習
社会教育実習Ⅱ
社会教育課題研究

EX３０C２２E
EX３２C０６K
EX３０C１０K

２
２
１

50085

50035

50036

選
択
必
修
３

社会教育演習
社会教育実習
社会教育課題研究

（２）社会教育主事任用資格に関する科目
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日本語教育施設の教員資格に関する科目

文化審議会国語分科会が平成３１年３月４日に取りまとめた「日本語教育人材の養成・研修の在り方につ

いて（報告）改訂版」において示された「日本語教師【養成】における教育内容」に基づき、「日本語教

育施設の教員資格に関する科目」が定められている。修得科目・単位数に従って「主専攻コース」「副専

攻コース」のいずれかの修了を認定する。

実習履修者は、学外の日本語教育施設、または、学内の授業等において責任ある行動をとれる者に限ら

れるため、審査を経て選抜される。審査結果によっては「履修上の条件」を満たしていても履修不可とす

ることがある。

主専攻コース

「日本語教育施設の教員資格に関する科目」から、必修科目１４単位および選択必修科目１４単位を含め、

合計４８単位以上を修得した場合、「主専攻コース」の修了を認定する。

主専攻コースの「日本語教育実習Ａ」（必修科目）は、主に学外の日本語教育施設で実施される。

「日本語教育実習Ａ」履修上の条件

日本語教育実習Ａを履修するためには、実習を行う年度の当初までに以下の条件を満たすこと。

① 必修科目「日本語教育概論」を修得していること。

② 必修科目「日本語と社会」「日本語と心理」「異文化間コミュニケーション」「日本語の構造Ａ」

のうち、少なくとも１科目を修得していること。

③ 以上を含んで、日本語教員資格科目を合計２０単位以上修得していること。

④ 実習を行う年度の前年度までに履修登録した科目について、GPAが２．０以上であること。

履修希望者は、４月のガイダンス期間に実施されるガイダンスに出席すること。また、指定の期日まで

に履修の動機等を記した小レポートの提出をすること。ガイダンスでは、履修希望者に対して、複数の教

員による面接審査が行われる。小レポート、面接審査、および、上述の履修上の条件に合致しているかを

総合的に判断し、履修の可否が決定される。

副専攻コース

「日本語教育施設の教員資格に関する科目」から、必修科目１１単位および選択必修科目１６単位を含め、

合計２７単位以上を修得した場合、「副専攻」コースの修了を認定する。

副専攻コースの「日本語教育実習Ｂ」（必修科目）は、主に学内の授業等で実施される。

「日本語教育実習Ｂ」履修上の条件

日本語教育実習Ｂを履修するためには、実習を行う年度の当初までに以下の条件を満たすこと。

① 必修科目「日本語教育概論」を修得していること。

② 実習を行う年度の前年度までに履修登録した科目について、GPAが２．０以上であること。

七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七

６．日本語教育施設の教員資格に関する科目の履修
〔文学部〕
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履修希望者は、４月のガイダンス期間に実施されるガイダンスに出席すること。また、指定の期日まで

に履修の動機等を記した小レポートの提出をすること。小レポート、および、上述の履修上の条件に合致

しているかを総合的に判断し、履修の可否が決定される。
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＜文学部 ２０２１（令和３）年度以降入学生＞

備考

副
専
攻
コ
ー
ス

※
２

主
専
攻
コ
ー
ス

※
１

配置年次および
単位数

科目名科目
ナンバリング

科
目
明
細

科目
コード

区
分 ４

年
次

３
年
次

２
年
次

１
年
次

◎◎〔 ２ 〕日本語教育概論EX１０C０４K１50059

社
会
・
文
化
・
地
域

○○〔２〕日本の歴史と文化CC３０C１９K４１４２１１

〔２〕東南アジアの歴史と文化ACC３０C２２K２１４２１４

〔２〕東南アジアの歴史と文化BCC３０C２３K１１４２６５

〔２〕国際協力CC３０C０４K１１４１２０

〔２〕歴史学ACC２０B０３K５１４１５５

〔２〕歴史学BCC２０B０４K４１４１９０

〔２〕アジアの大衆文学CC３０C３０K３１４１６０

〔２〕性的マイノリティの文学CC３０C２９K３１４１３９

○○〔２〕多文化協働論ⅠCC３１C０１K１１４２５４

○○〔２〕多文化協働論ⅡCC３２C０１K１１４２５５

〔２〕東アジアの歴史と文化ACC３０C２０K１１４２６３

〔２〕東アジアの歴史と文化BCC３０C２１K１１４２６４

◎◎〔 ２ 〕日本語と社会EX１０C０５K１50060

言
語
と
社
会

○○〔 ２ 〕日本語教育演習ACC２０C０４E３１４１３１

〔２〕文化人類学ACC１０B０１K２１４１８６

〔２〕文化人類学BCC１０B０２K２１４１８７

〔２〕社会学ACC２０B０１K３１４１８８

〔２〕社会学BCC２０B０２K３１４１８９

◎◎〔 ２ 〕日本語と心理EX２０C１５K１50061

言
語
と
心
理

○○〔 ２ 〕言語習得論EN１０C０４K２１２０７２

○○〔 ２ 〕学習心理学PD２０C２６K２１３０１９

児童教育学科幼児保育コー
ス、現代英語学科のみ○○〔 ２ 〕言語発達心理学PD２０C４３K１１３１２９

○○〔 ２ 〕日本語教育演習BCC２０C０５E３１４１３２

現代英語学科のみ◎◎〔 ２ 〕異文化間コミュニケーションEN２０C０４K１１２０４７

言
語
と
教
育

現代英語学科を除く◎◎〔２〕異文化間コミュニケーションCC３０C０３K２１４１２９

◎〔２〕日本語教育実習AEX３０C１２J２50062

◎〔１〕日本語教育実習BEX３０C２１J１50101

○○〔 ２ 〕異文化理解教育EN２０C１８K１１２０７１

○○〔 ２ 〕言語教育ⅠPD１１C０２K１１３０３０

〔 ２ 〕言語教育ⅡPD１２C０２K１１３０３１

○○〔 ２ 〕日本語教員育成演習BCC２０C０６E２１４２４０

○〔 ２ 〕日本語教員試験対策講座（実践）CC２０C４９K３１４１７５

○〔 ２ 〕日本語教員試験対策講座（入門）CC２０C４４K３１４１７６



１５７

※１ 主専攻コースをめざす者は、◎必修科目１４単位および○選択必修科目から１４単位を含め、合計４８単位以上を
修得すること。

※２ 副専攻コースをめざす者は、◎必修科目１１単位および○選択必修科目から１６単位を含め、合計２７単位以上を
修得すること。

備考

副
専
攻
コ
ー
ス

※
２

主
専
攻
コ
ー
ス

※
１

配置年次および
単位数

科目名科目
ナンバリング

科
目
明
細

科目
コード

区
分 ４

年
次

３
年
次

２
年
次

１
年
次

◎◎〔 ２ 〕日本語の構造AEX２１C０５K２50065

言
語

◎〔 ２ 〕日本語の構造BEX２２C０５K２50066

〔２〕言語学ACC３０C１７K３１４２０２

〔２〕言語学BCC３０C１８K３１４２０３

○○〔 ２ 〕日本語の歴史EX２０C１６K１50067

〔 ２ 〕通訳入門EN２０C２１E２１２０４９

○○〔 ２ 〕日本語学ACC２０C０２K３１４１３３

○○〔 ２ 〕日本語学BCC２０C０３K３１４１３４

○○〔 ２ 〕日本語教員育成演習ACC２０C０７E２１４１６５

○○〔 ２ 〕日本語学各論A（音声）EX１１C０２K２50063

○○〔 ２ 〕日本語学各論B（文字）EX１２C０２K２50064



１５８

児童教育学科幼児保育コースは指定保育士養成施設となっており定員は６０名である。

学則第３７条第６項に定められている保育士の資格を取得するためには、以下の要件を満たさなければな

らない。

○児童福祉法施行規則（第６条の２第１項第三号）による授業科目の最低修得単位数

＜１＞保育士資格取得の要件（細則）

１）本学を卒業し、学士の学位を有すること。

２）児童福祉法施行規則（第６条の２第１項第三号）に基づく保育士養成のための本学所定の授業科目

の単位を、以下の１～３に従い修得すること。

１．全学教養科目（教養科目） 開設科目２２単位中１２単位必修

・「キリスト教の精神と文化Ⅰ」（２単位）および「キリスト教の精神と文化Ⅲ」（２単位）、計４単位必

修（卒業要件上必修）

・「英語コミュニケーションⅠ」または「総合英語Ⅰ」（１単位）、「英語コミュニケーションⅡ」または

「総合英語Ⅱ」（１単位）、計２単位選択必修（卒業要件上必修）

・「コンピュータ基礎Ⅰ」（２単位）、「コンピュータ基礎Ⅱ」（２単位）、「コンピュータ実習」（２単位）

より２単位選択必修（卒業要件上必修）

・「運動と健康」（２単位）必修

・「体育実技Ⅰ」（１単位）、「体育実技ⅡA」（１単位）または「体育実技ⅡB」（１単位）計２単位必修

（卒業要件上必修）

２．必修科目（「告示別表第１による教科目」） 開設科目６２単位すべて必修

「教育原理」（２単位）、「保育の心理学」（２単位）、「音楽Ａ」（１単位）、「音楽Ｂ」（１単位）、「美術Ａ」

（１単位）、「美術Ｂ」（１単位）、「幼児体育Ａ」（１単位）、「幼児体育Ｂ」（１単位）は卒業要件上必修

３．選択科目（「告示別表第２による教科目」） 開設科目２９単位中１９単位以上選択必修

「保育実習Ⅱ（保育所）」または「保育実習Ⅲ（施設）」（２単位）はいずれかを必ず修得しなければな

らない。

また、「保育実習指導Ⅱ」（１単位）は、「保育実習Ⅱ（保育所）」または「保育実習Ⅲ（施設）」のた

めに必修である。

したがって、上記３単位のほかに１６単位以上を選択し修得する必要がある。

本学における最低修得単位数本学開設科目の単位数設置単位数教科目の種類

１２２２１０単位以上教 養 科 目

６２６２５１単位以上告示別表第１による教科目

１９２９１８単位以上告示別表第２による教科目

９３１１３小計

七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七

７．保育士資格に関する科目の履修
〔文学部児童教育学科幼児保育コース〕



１５９

１．教養科目

備考
配置年次および単位数

指定保育士養成施設における教科の開設告示による教科目

授業
形態

左に対応して開設されている教科目単
位
数

授
業
形
態

教
科
目

系

列 ４年次３年次２年次１年次授業科目科目
ナンバリング

科目
明細

科目
コード

②講義キリスト教の精神と文化ⅠLA１１A０１K１１００５０

６
以
上

不
問

外
国
語
、
体
育
以
外
の
科
目

教
養
科
目

②講義キリスト教の精神と文化ⅢLA３３A０１K１１００５２

嘩演習コンピュータ基礎ⅠLA１１B１２J１１００４４

嘩演習コンピュータ基礎ⅡLA１２B１２J１１００４５

嘩演習コンピュータ実習LA２０B０１J２１００４６

総合英語Ⅰ
または英語
コミュニケーションⅠ
から１単位選
択必修

総合英語Ⅱ
または英語
コミュニケーションⅡ
から１単位選
択必修

１演習英語コミュニケーションⅠLA１１B０２E１１００５４

２
以
上

演
習

外
国
語

１演習英語コミュニケーションⅡLA１２B０２E１１００５５

１演習英語コミュニケーションⅢLA２３C０２E１１００５６

１演習英語コミュニケーションⅣLA２４C０２E１１００５７

１演習総合英語ⅠLA１１B０１E１１００５８

１演習総合英語ⅡLA１２B０１E１１００５９

１演習総合英語ⅢLA２３C０１E１１００６０

１演習総合英語ⅣLA２４C０１E１１００６１

保育士資格必修〔 ２ 〕講義運動と健康LA１０C０２K１１００３０１講
義

体
育

〔 ① 〕実技体育実技ⅠLA１１A０２J１１０１５５

１実
技 １科目

選択必修

〔 課 〕実技体育実技ⅡＡLA１２B１３J１１０１６０

〔 課 〕実技体育実技ⅡＢLA１２B１４J１１０１６１

本学において１２単位必修２２単位開設１０単位
以上合計

○印は卒業要件上の必修科目を意味する。
□印は卒業要件上の選択必修科目を意味する。

２単位
選択必修



１６０

２．必修科目

単位数が○で囲まれているものは、卒業要件上の必修科目を意味する。
単位数が□で囲まれているものは、卒業要件上の選択必修科目を意味する。

備考

配置年次および
単位数

指定保育士養成施設における教科の開設告示別表第による教科目

授業
形態

左に対応して開設されている教科目単
位
数

授業教科目系
列 ４年次３年次２年次１年次授業科目科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード

２講義保育原理PD１０C０４K２１３１１４２講義保育原理保
育
の
本
質
・
目
的
に
関
す
る
科
目

②講義教育原理PD１０A０７K２１３００２２講義教育原理

２講義子ども家庭福祉PD３０C１０K３１３１１７２講義子ども家庭福祉

２講義社会福祉PD２０C３７K１１３１１８２講義社会福祉

２講義子ども家庭支援論PD２０C２７K３１３１３３２講義子ども家庭支援論

２講義社会的養護ⅠPD２１C０１K３１３１１６２講義社会的養護Ⅰ

２講義保育者論PD１０C０５K３１３１１５２講義保育者論

嘩講義保育の心理学PD１０B０３K３１３１０３２講義保育の心理学
保
育
の
対
象
の
理

解
に
関
す
る
科
目

２講義子ども家庭支援の心理学PD２０C２８K１１３２１３２講義子ども家庭支援の心理学

１演習子どもの理解と援助PD１０C０６E２１３１７９１演習子どもの理解と援助

２講義子どもの保健PD２０C２９K２１３２０８２講義子どもの保健

２演習子どもの食と栄養PD３０C０８E２１３１４０２演習子どもの食と栄養

２講義保育の計画と評価PD１０C０７K２１３１８２２講義保育の計画と評価

保
育
の
内
容
・
方
法
に
関
す
る
科
目

２演習保育内容総論PD２０C３０E１１３２２１１演習保育内容総論

２演習保育内容教育法・健康PD２０C３１E２１３１５１

５演習保育内容演習

２演習保育内容教育法・人間関係PD１０C０８E２１３１５２

２演習保育内容教育法・環境PD２０C３２E２１３１５３

２演習保育内容教育法・言葉PD１０C０９E２１３１５４

２演習保育内容教育法・音楽表現PD３０C１２E３１３１５５

２演習保育内容教育法・造形表現PD３０C１１E３１３１５６

①演習音楽ＡPD１０A０３E２１３５３６

４演習保育内容の理解と方法

①演習音楽ＢPD１０A０４E２１３５４８

①演習美術ＡPD１０A０５E２１３５３８

①演習美術ＢPD１０A０６E２１３５３９

課実技幼児体育ＡPD２０B０１J２１３１９８

課実技幼児体育ＢPD２０B０３J２１３１９９

２講義乳児保育ⅠPD２１C０２K１１３２１８２講義乳児保育Ⅰ

１演習乳児保育ⅡPD２２C０２E１１３２１９１演習乳児保育Ⅱ

１演習子どもの健康と安全PD３０C０９E３１３１８１１演習子どもの健康と安全

２演習障害児保育PD３０C１７E１１３１３１２演習障害児保育

２演習社会的養護ⅡPD２２C０１E３１３１３２１演習社会的養護Ⅱ

１演習子育て支援演習PD２０C４６E１１３２１５１演習子育て支援

２実習保育実習Ⅰ（施設）PD３２C０３J３１３１６１
４実習保育実習Ⅰ保

育
実
習

２実習保育実習Ⅰ（保育所）PD３２C０２J２１３１６０

２演習保育実習指導ⅠPD３１C０２E２１３１８４２演習保育実習指導Ⅰ

２演習保育・教職実践演習
（幼稚園）PD４０C０３E１１３１７７２演習保育実践演習総合

演習

本学において６２単位開設６２単位開設５１単位合計



１６１

３．選択必修科目

備考

配置年次および
単位数

指定保育士養成施設における教科の開設告示別表第による教科目

授業
形態

左に対応して開設されている教科目
単位数授業

形態教科目系
列 ４年次３年次２年次１年次授業科目科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード

２講義子育て支援論PD２０C４５K２１３１０５

１５
単
位
以
上

不
問

各
指
定
保
育
士
養
成
施
設
に
お
い
て
設
定

保
育
の
本
質
・
目
的
に
関
す
る
科
目

〔 ２ 〕講義キリスト教保育PD２０C４１K１１３１２０

〔 ２ 〕演習地域子育て支援実践演習PD３０C１９E３１３１３４

〔 ２ 〕演習地域発達支援実践演習PD３０C２０E２１３１８９

〔 ２ 〕講義地域発達臨床論PD３０C１８K１１３１３５

〔 ２ 〕講義発達障害学PD２０C４２K１１３１２５
保
育
の
対
象
の
理
解

に
関
す
る
科
目

〔 ２ 〕講義言語発達心理学PD２０C４３K１１３１２９

１演習幼児理解PD２０C３８E１１３２１６

１演習教育相談PD２０C３９E１１３２１７

１演習保育の音楽ＡPD２０C３５E３１３２０４
保
育
の
内
容
・
方
法

に
関
す
る
科
目

１演習保育の音楽ＢPD２０C３６E３１３２０５

〔 ２ 〕演習身体表現PD２０C４４E２１３１４２

２講義子ども文化論PD２０C４０K１１３１２１

２実習保育実習Ⅱ（保育所）PD４２C０１J３１３１６２
２実習

保育実習Ⅱ
又は

保育実習Ⅲ保
育
実
習

２実習保育実習Ⅲ（施設）PD４２C０２J３１３１６３

１演習保育実習指導ⅡPD４１C０１E２１３１６７１演習
保育実習指導Ⅱ
又は

保育実習指導Ⅲ

本学において
１９単位以上修得２７単位開設１８単位以上合計
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＜２＞保育実習を行うための履修条件

１）「保育実習指導Ⅰ」の履修

「保育実習指導Ⅰ」（演習２単位 ３年次）は保育実習Ⅰ（保育所）・保育実習Ⅰ（施設）のための

実習事前事後指導なので必ず受講しなければならない。

２）保育実習Ⅰ（保育所）（２単位 ３年次５月）

保育実習Ⅰ（保育所）を履修するためには、実習を行う年度の当初（通常は３年次４月）までに、

次の①②の単位を修得していなければならない。

① 全学教養科目の１年次配置のうちキリスト教の精神と文化Ⅰ２単位、コンピュータ基礎Ⅰ２単位、

運動と健康２単位、体育実技Ⅰ１単位、体育実技ⅡA１単位または体育実技ⅡB１単位の計８単

位中４単位以上。

② 必修科目（「告知別表第１による教科目」）１年次配置（保育原理、教育原理、保育者論、保育の

心理学、子どもの理解と援助、保育の計画と評価、保育内容教育法・人間関係、保育内容教育

法・言葉、音楽Ａ、音楽Ｂ、美術Ａ、美術Ｂ）の１９単位中１３単位以上。

３）保育実習Ⅰ（施設）（２単位 ３年次９月）

保育実習Ⅰ（施設）を履修するためには、実習を行う年度の当初（通常は３年次４月）までに、次

の①～③の単位を修得していなければならない。

① 卒業に必要な単位のうち二分の一（６２単位）以上を修得していること。

② 全学教養科目の１・２年次配置（上記１年次科目に英語コミュニケーションⅠまたは総合英語Ⅰ、

英語コミュニケーションⅡまたは総合英語Ⅱのうち２単位が加わる）の１０単位のうち６単位以上。

③ ２年次配置までの必修科目（「告知別表第１による教科目」）計４３単位中３３単位以上。〔１年次科

目に加わる２年次配置の科目＝社会福祉、子育て支援演習、社会的養護Ⅰ、子ども家庭支援の心

理学、子どもの保健、子ども家庭支援論、保育内容総論、保育内容教育法・健康、保育内容教育

法・環境、乳児保育Ⅰ、乳児保育Ⅱ、社会的養護Ⅱ、幼児体育Ａ、幼児体育Ｂ ２４単位。〕

４）「保育実習指導Ⅱ」の履修

「保育実習指導Ⅱ」（演習１単位 ４年次）は保育実習Ⅱ（保育所）・保育実習Ⅲ（施設）のための

実習事前事後指導なので必ず受講しなければならない。

５）保育実習Ⅱ（保育所）（４年次５月 ２単位）

保育実習Ⅲ（施設） （４年次９月 ２単位）

保育実習Ⅱ（保育所）または保育実習Ⅲ（施設）を履修するためには、実習を行う年度の当初（通

常は４年次４月）までに保育実習Ⅰ（施設）と同じ履修条件を満たしていなければならない。

※なお、保育実習Ⅱまたは保育実習Ⅲを履修するためには保育実習Ⅰ（保育所）・保育実習Ⅰ（施設）

の所定の実習期間を終えなければならない。

なお、保育実習履修の最終的な可否は、児童教育学科幼児保育コース会議の合議により決定する。上記

の履修条件をすべて満たしている場合であっても同会議が実習生としての適正に欠けると判断する場合は

実習の履修を許可しない場合がある。
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＜３＞保育士登録申請（２０２６年３月現在）

保育士登録申請は、都道府県知事委託保育士登録機関である登録事務処理センター発行の『保育士登録

の手引き』に則って申請を行う。具体的な申請手続きについては説明会で指示する。

なお、①登録申請書類に添付する証明書（２種）の発行手数料として８００円、②登録手数料として登録

事務処理センターに４，２００円の払い込みが必要となるので留意すること。

保育士登録申請から「保育士証」の交付までの流れ

保育士登録一括申請説明会で申請に係る資料の受領 …………１０月下旬～１１月上旬

登録手数料（４，２００円）の払い込み ……………………………………………１１月上旬

………………１１月上旬～中旬

「保育士登録済通知書」の受領および記載内容の確認 ………………………４月上旬

「保育士証」受領 …………………………………………………………６月上旬～中旬

保育士登録申請書類の作成、添付書類の用意および
申請関係書類の提出
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８．社会福祉士国家試験受験資格に関する科目の履修
〔生活科学部心理福祉学科〕

社会福祉士とは、国家資格である「社会福祉士」の名称を用いて、社会で生活するにあたって様々な困

難を感じ、サポートを必要とする人々に対し、その人権を尊重し、社会福祉の専門知識・技術を駆使して

支援するソーシャルワーク専門職をいう。

社会福祉の仕事は、大きく相談援助業務（ソーシャルワーク）と介護業務にわけることができる。社会

福祉士は、主としてソーシャルワークに携わる。具体的には、地域や施設で福祉サービスを利用する人た

ち（日常生活の支援を必要とする高齢者や障害児・者、親と生活することのできない児童、経済的な課題

のある人など）やその家族の相談に応じたり、必要な交渉や手続きを手伝ったり、仕事や住まいを探した

りすることを仕事としている。

したがって、福祉の知識や技術はもちろんのこと、法律や医学など関連領域の専門知識のほか、一人の

社会人として生活する際の常識や日常の知識が併せて必要となる。

社会福祉士は、「全ての人の人権を尊重しその生活を支えること」を専門職として守ることを旨とし、

本学では、社会福祉の専門職としての知識と技術を学ぶとともに、この人権尊重の価値観を育むことを目

指す。

なお、社会福祉の仕事に関する国家資格には、社会福祉士の他に上記介護業務を担う介護福祉士がある。

社会福祉士の資格は、『社会福祉士及び介護福祉士法』によって定められた課程を経て社会福祉士国家試

験受験資格を取得し、年一回実施される国家試験に合格した後、資格登録をすることによって得られる。

心理福祉学科の学生で社会福祉士国家試験受験資格取得を希望する者は、卒業までに次表の「大学開設

科目」を順次取得することが必要となる。

なお、ソーシャルワーク実習Ⅰ・Ⅱ等の科目の履修については、それぞれ以下に定める科目について修得・

履修を条件とする。

１）ソーシャルワーク実習Ⅰ、ソーシャルワーク実習指導Ⅰ・Ⅱおよびソーシャルワーク演習（専門）Ⅰ・

Ⅱを履修しようとする者は、以下の科目を修得していることが必要である。

①社会福祉の原理と政策Ⅰ・Ⅱ ②ソーシャルワークの基盤と専門職 ③ソーシャルワークの基盤

と専門職（専門） ④ソーシャルワーク演習

２）ソーシャルワーク実習Ⅱおよびソーシャルワーク実習指導Ⅲ・Ⅳを履修しようとする者は、１）に示

した科目に加えて、以下の科目のうち①②③④が修得済みであること。なお、⑤⑥については、同時

履修が条件となる。

（１）社会福祉士とは

（２）社会福祉士の資格の取得方法は

（３）社会福祉士国家試験受験資格に関する科目
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①ソーシャルワーク実習Ⅰ、ソーシャルワーク実習指導Ⅰ・Ⅱおよびソーシャルワーク演習（専門）

Ⅰ・Ⅱ

②ソーシャルワークの理論と方法Ⅰ・Ⅱ

③ソーシャルワークの理論と方法（専門）Ⅰ・Ⅱ

④高齢者福祉Ⅰ・Ⅱ、障害者福祉Ⅰ・Ⅱ、児童・家庭福祉Ⅰ・Ⅱ、貧困に対する支援、保健医療と福

祉Ⅰ・Ⅱのうち、自分の実習希望配属先に関連する科目

⑤ソーシャルワーク演習（専門）Ⅲ

⑥ソーシャルワーク演習（専門）Ⅳ

３）その他の科目については、以下の条件となる。

①ソーシャルワークの基盤と専門職の科目を修得していなければ、ソーシャルワークの基盤と専門職

（専門）を履修することはできない。

②ソーシャルワーク演習（専門）Ⅰの科目を修得していなければ、ソーシャルワーク演習（専門）Ⅱ

を履修することはできない。

③ソーシャルワーク演習（専門）Ⅱの科目を修得していなければ、ソーシャルワーク演習（専門）Ⅲ

を履修することはできない。

④ソーシャルワーク演習（専門）Ⅲの科目を修得していなければ、ソーシャルワーク演習（専門）Ⅳ

を履修することはできない。

⑤ソーシャルワーク実習指導Ⅰの科目を修得していなければ、ソーシャルワーク実習指導Ⅱを履修す

ることはできない。

⑥ソーシャルワーク実習指導Ⅲの科目を修得していなければ、ソーシャルワーク実習指導Ⅳを履修す

ることはできない。
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〔社会福祉士資格科目〕 〔２０２３（令和５）年度以降入学生〕

※実習施設の種類については、社会福祉法施行規則にある指定施設のみとする。

配置年次および
単位数本学指定授業科目社会福祉士及び介護福祉法

第７条第一号の規定に基づく
社会福祉に関する科目 ４

年
次

３
年
次

２
年
次

１
年
次

科目名科目
ナンバリング

科目
明細

科目
コード

〔 ２ 〕医学概論WP２０C５４K１２１１７８医学概論
２心理学概論ⅠWP１１A０１K１２１０９９

心理学と心理的支援
２心理学概論ⅡWP１２A０１K１２１１００
〔２〕社会学WP１０C１６K１２００１３社会学と社会システム
２社会福祉の原理と政策ⅠWP１１A０２K２２１１０１

社会福祉の原理と政策
２社会福祉の原理と政策ⅡWP１２A０２K２２１１０２

〔 ２ 〕社会福祉調査の基礎WP２０C０７K２２１０７６社会福祉調査の基礎
２ソーシャルワークの基盤と専門職WP１０C３８K２２１１１３ソーシャルワークの基盤と専門職

２ソーシャルワークの基盤と専門職（専門）WP１０C３９K２２１１１４ソーシャルワークの基盤と専門職
（専門）

〔２〕ソーシャルワークの理論と方法ⅠWP２１C０７K２２１１３５
ソーシャルワークの理論と方法

〔２〕ソーシャルワークの理論と方法ⅡWP２２C０９K２２１１３６
〔２〕ソーシャルワークの理論と方法（専門）ⅠWP２１C１６K２２１１３７ソーシャルワークの理論と方法

（専門） 〔２〕ソーシャルワークの理論と方法（専門）ⅡWP２２C１８K２２１１３８
〔 ２ 〕地域福祉と包括的支援体制ⅠWP２１C０８K２２１１４５

地域福祉と包括的支援体制
〔 ２ 〕地域福祉と包括的支援体制ⅡWP２２C１０K２２１１４６
〔 ２ 〕福祉サービスの組織と経営AWP２０C４４K２２１１４９

福祉サービスの組織と経営
〔 ２ 〕福祉サービスの組織と経営BWP２０C４５K２２１１５０
〔 ２ 〕社会保障ⅠWP２１C０９K２２１１４７

社会保障
〔 ２ 〕社会保障ⅡWP２２C１１K２２１１４８

〔 ２ 〕高齢者福祉ⅠWP１１C０８K２２１１４３
高齢者福祉

〔 ２ 〕高齢者福祉ⅡWP１２C０６K２２１１４４
〔 ２ 〕障害者福祉ⅠWP１１C０７K２２１１４１

障害者福祉
〔 ２ 〕障害者福祉ⅡWP１２C０５K２２１１４２
〔 ２ 〕児童・家庭福祉ⅠWP１１C０６K２２１１３９

児童・家庭福祉
〔 ２ 〕児童・家庭福祉ⅡWP１２C０４K２２１１４０

〔 ２ 〕貧困に対する支援WP２０C０９K２２１０２９貧困に対する支援
〔 ２ 〕保健医療と福祉ⅠWP２１C１０K２２１１５３

保健医療と福祉
〔 ２ 〕保健医療と福祉ⅡWP２２C１２K２２１１５４
〔 ２ 〕権利擁護を支える法制度WP２０C４７K２２１１５２権利擁護を支える法制度
〔 ２ 〕刑事司法と福祉AWP２０C４８K２２１１５７

刑事司法と福祉
〔 ２ 〕刑事司法と福祉BWP２０C４９K２２１１５８

〔２〕ソーシャルワーク演習WP１０C４０E３２１０２３ソーシャルワーク演習
〔２〕ソーシャルワーク演習（専門）ⅠWP２１C１７E３２１０２４

ソーシャルワーク演習（専門）
〔２〕ソーシャルワーク演習（専門）ⅡWP２２C１９E４２１０２５

〔２〕ソーシャルワーク演習（専門）ⅢWP３３C０１E３２１０２７
〔２〕ソーシャルワーク演習（専門）ⅣWP３４C０２E３２１０７７

〔２〕ソーシャルワーク実習指導ⅠWP２１C１５E２２１１１９

ソーシャルワーク実習指導
〔２〕ソーシャルワーク実習指導ⅡWP２２C１７E２２１１２０

〔２〕ソーシャルワーク実習指導ⅢWP３３C０２E２２１１６３
〔２〕ソーシャルワーク実習指導ⅣWP３４C０３E２２１１６４

〔２〕ソーシャルワーク実習ⅠWP２１C１６J３２１０６７
ソーシャルワーク実習

〔６〕ソーシャルワーク実習ⅡWP３２C０２J３２１０８１
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９．公認心理師国家試験受験資格に関する科目の履修
〔生活科学部心理福祉学科〕

公認心理師とは、心の健康に関わる諸活動の実践に際して必要な高度の専門性を有する者に与えられる

国家資格である。公認心理師法（第２条）においては、「公認心理師」とは、公認心理師登録簿への登録を

受け、公認心理師の名称を用いて、保健医療、福祉、教育、司法、産業等の分野において、心理学に関す

る専門的知識及び技術をもって、次に掲げる行為を行うことを業とする者であることが規定されている。

① 心理に関する支援を要する者の心理状態の観察、その結果の分析

② 心理に関する支援を要する者に対する、その心理に関する相談及び助言、指導その他の援助

③ 心理に関する支援を要する者の関係者に対する相談及び助言、指導その他の援助

④ 心の健康に関する知識の普及を図るための教育及び情報の提供

公認心理師には、国民の心の健康の保持増進にむけて、医師、教員その他の関係者と連携し、幅広く多

様な職務を担うことが期待されている。

（１）公認心理師とは

（３）履修登録上の留意点

① 公認心理師国家試験受験資格を得るためには、（４）で示した表の公認心理師法施行規則第１条に定め

られた科目の２５科目（本学設置科目２６科目）すべての単位修得が必須である。なお、１科目でも未修

得の科目がある状態で卒業した場合、卒業後の科目等履修などによる追加の履修は不可能であり、改

めて公認心理師養成課程（学部）を有する大学に入学し直す必要がある。

② 進級に伴い他の卒業要件科目等の履修も必要となるため、（５）の履修モデル（一部、履修要件科目

有）を踏まえつつ１年次からの計画的かつ余裕をもった履修登録が必要である。

公認心理師の資格は、公認心理師法によって定められた課程（大

学４年間と大学院２年間で心理学その他の公認心理師となるため

に必要な科目として文部科学省令、厚生労働省令で定める科目を

修めて卒業／修了していることなど）を経て、公認心理師試験受

験資格を取得し、国家試験に合格した後、資格登録をすることに

よって得られる（第７条第１号及び第２号）。学部を卒業したのち

に所定の専門機関における定められた期間の実務経験を経て受験

資格が発生するルート（区分Ｂ；第７条第１号）も設けられてい

るが、基本的には公認心理師養成に対応した大学院（修士課程）

へ進学して受験資格を得るルート（区分Ａ；第７条第１号）を想

定しておくことが望ましい。なお、この資格を取得した者は、法

に定められた職責に反する行為を行わない限り、永続的にその資

格を有する。

（２）公認心理師資格の取得方法

公認心理師資格（登録）

区
分
Ａ

区
分
Ｂ

公認心理師試験

大学院において
施行規則第２条
で定める科目を
履修

施行規則第５条
で定める施設で
施行規則第６条
で定める期間以
上の実務経験

４年制大学にお
いて施行規則第
１条で定める科
目を履修

４年制大学にお
いて施行規則第
１条で定める科
目を履修

法第７条第１号 法第７条第２号
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＜２０２３年（令和５年）度以降入学生＞

（４）公認心理師法施行規則に定められた科目及び本学設置科目

本学設置科目

公認心理師法施行規則
第１条に定められた科目

配置年次

形式科目
ナンバリング

科目
明細

科目
コード科目名 ４

年
次

３
年
次

２
年
次

１
年
次

〔２〕講義WP１０C３３K１２１１６７○公認心理師の職責①公認心理師の職責

②講義WP１１A０１K１２１０９９○心理学概論Ⅰ②心理学概論

〔２〕講義WP１０C０８K２２１０４６○臨床心理学概論③臨床心理学概論

〔 ２ 〕講義WP２１C０４K１２１０８５○心理学研究法Ⅰ④心理学研究法

〔 ２ 〕講義WP１０C３９K２２１１３０○心理学統計法⑤心理学統計法

〔 ２ 〕実験WP２１C１８J２２１１２６○心理学実験Ⅰ⑥心理学実験

〔 ２ 〕講義WP２０C２５K２２１０５８○知覚・認知心理学⑦知覚・認知心理学

〔 ２ 〕講義WP２０C４１K１２１１３１○学習・言語心理学⑧学習・言語心理学

〔２〕講義WP２０C１６K２２１０４２○感情・人格心理学⑨感情・人格心理学

〔 ２ 〕講義WP２０C３０K１２１１１０○神経・生理心理学⑩神経・生理心理学

〔２〕
〔２〕

講義
講義

WP１１C０３K
WP１２C０２K

１
１

２１１１７
２１１１８

○社会・集団・家族心理学Ⅰ
○社会・集団・家族心理学Ⅱ

⑪社会・集団・家族心理学

〔２〕講義WP１０C３１K１２１１２５○発達心理学⑫発達心理学

〔 ２ 〕講義WP２０C１９K２２１０４９○障害者・障害児心理学⑬障害者・障害児心理学

〔 ２ 〕講義WP２０C２１K３２１０８３○心理的アセスメント⑭心理的アセスメント

〔 ２ 〕講義WP２０C５３K３２１０４３○心理学的支援法⑮心理学的支援法

２講義WP２０C５２K２２１１２４○健康・医療心理学⑯健康・医療心理学

２講義WP２０C５１K２２１１２３○福祉心理学⑰福祉心理学

〔 ２ 〕講義WP２０C４２K１２１１３２○教育・学校心理学⑱教育・学校心理学

〔２〕講義WP３０C０９K１２１１２８○司法・犯罪心理学⑲司法・犯罪心理学

〔２〕講義WP３０C０５K２２１０８８○産業・組織心理学⑳産業・組織心理学

〔 ２ 〕講義WP２０C２９K１２１１０９○人体の構造と機能及び疾病嬰人体の構造と機能及び疾病

〔 ２ 〕講義WP２０C３９K１２１１２９○精神疾患とその治療影精神疾患とその治療

〔 ２ 〕講義WP２０C４３K１２１１３３○関係行政論映関係行政論

〔 ２ 〕演習WP２０C２４E２２１０８７○心理演習曳心理演習

〔３〕実習WP３０C１０J１２１１３４○心理実習栄心理実習

※授業科目の前の〇印は公認心理師資格必修科目である。
丸数字は卒業要件上の必修科目の単位数である。
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「心理実習」および「心理学実験Ⅰ」の履修に際しては、下記に示す履修要件や科目履修の順序性がある

ことを十分に留意して履修計画を立てる必要がある。

１．「心理実習」の履修要件

① 「心理学概論Ⅰ」と「臨床心理学概論」の単位修得の後に「心理演習」を履修できる。

② 「公認心理師の職責」の単位修得の後に「関係行政論」を履修できる。

③ 「心理演習」と「関係行政論」の単位修得の後に「心理実習」を履修できる。

④ 「心理実習」を履修する年度の前年度までに履修した科目について、GPAが、２．０以上であること。

なお、必須ではないが「心理実習」の履修に先行して「心理学的支援法」と「心理的アセスメント」を

単位修得済であることが望ましい。

（５）「心理実習」および「心理学実験Ⅰ」を履修するには

＊１ 公認心理師関連科目は「心理学概論Ⅰ」のみだが、心理学概論ⅠはⅡと合わ
せて卒業要件であるため、Ⅰ、Ⅱともに単位修得すること。

２．「心理学実験Ⅰ」の履修要件

① 「心理学統計法」の単位修得の後に「心理学実験Ⅰ」を履修できる。

３年次２年次１年次

心理学概論Ⅰ＊１

臨床心理学概論

公認心理師の職責

心理学的支援法

心理実習

心理的アセスメント

①

②

③

喰

必修要件
推奨要件

喰
喰

関係行政論喰

心理演習喰

２年次１年次

心理学統計法 心理学実験Ⅰ

①

喰
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日本心理学会が認定する資格で、心理学の専門家としての職務を遂行する上で必要な最少限の標準的、

基礎的学力と技能を修得していると認定された人に対して与えられる資格である。下記の科目を修得し、

本学心理福祉学科を卒業すれば、申請資格を有することになる。なお、資格申請は個人で行うことになる。

〔２０２３（令和５）年度以降入学生〕
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１０．認定心理士資格に関する科目の履修
〔生活科学部心理福祉学科〕

認定
単位数

配置
年次

本学設置科目
認定心理士該当科目

科目名科目
ナンバリング

科目
明細

科目
コード

２１心理学概論Ⅰ＊１WP１１A０１K１２１０９９
（ａ）心理学概論

（１）基礎科目
１２単位以上

２１心理学概論Ⅱ＊１WP１２A０１K１２１１００

２２～４心理学研究法ⅠWP２１C０４K１２１０８５

（ｂ）心理学研究法 ２２～４心理学研究法ⅡWP２２C０５K１２１０８６

２１～４心理学統計法WP１０C３９K２２１１３０

２２～４心理学実験ⅠWP２１C１８J２２１１２６

（ｃ）心理学実験 １２～４心理学実験ⅡWP２２C２０J２２１１２７

１２～４心理検査法実習WP２０C２２J１２１０９６

２２～３感情・人格心理学WP２０C１６K２２１０４２

（ｄ）知覚心理学・学習心理学

（２）選択科目
１６単位以上

２２～４知覚・認知心理学WP２０C２５K２２１０５８

２２～４学習・言語心理学WP２０C４１K１２１１３１

２２～４神経・生理心理学WP２０C３０K１２１１１０（ｅ）生理心理学・比較心理学

２１～２発達心理学WP１０C３１K１２１１２５
（ｆ）教育心理学・発達心理学

２２～４教育・学校心理学WP２０C４２K１２１１３２

２１～２臨床心理学概論WP１０C０８K２２１０４６

（ｇ）臨床心理学・人格心理学

２２福祉心理学WP２０C５１K２２１１２３

２２～４心理学的支援法WP２０C５３K３２１０４３

２２～４深層心理学WP２０C１８K１２１０４８

２２～４障害者・障害児心理学WP２０C１９K２２１０４９

２２～４心理的アセスメントWP２０C２１K３２１０８３

２３～４トランスパーソナル心理学WP３０C０２K１２１０５１

１＊２２～４精神疾患とその治療WP２０C３９K１２１１２９

２１～２社会・集団・家族心理学ⅠWP１１C０３K１２１１１７

（ｈ）社会心理学・産業心理学 ２１～２社会・集団・家族心理学ⅡWP１２C０２K１２１１１８

２３～４産業・組織心理学WP３０C０５K２２１０８８

（ｉ）心理学関連の科目・卒業
論文・卒業研究

（３）その他の科目
（最大４単位）

（ａ），（ｃ）：各領域４単位以上
（ｂ），（ｃ）：領域の合計が８単位以上
（ｄ）～（ｈ）：５領域中３領域以上で各領域４単位以上、かつ、５領域の小計が１６単位以上

（１）「基礎科目」、（２）「選択科目」、（３）「その他の科目」（ｉ）の単位を加えて総計３６単位以上

＊１ 心理福祉学科必修科目
＊２「精神疾患とその治療」は２単位の科目だが、認定心理士資格に関する副次主題の科目として１単位が認定される。

小計が１２単位以上
券
犬
鹸
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認定心理士資格申請の手順（２０２６年３月現在）

認定心理士資格申請の流れ

※ 申請時に一部修得科目のシラバスが必要になるので、当該科目の履修登録時にIC-UNIPAよりシラバ

スを印刷し、申請時まで保管しておくこと。

※ 審査料１１，０００円と認定料３３，０００円は個人負担。

認定心理士資格申請書類入手

受 付 通 知 受 領

審 査

認定証・ＩＤカード受領

申請書類提出（資格申請）
審査料振込

再 申 請

認 定 料 振 込

合 格 不 合 格

申請に必要な書類は日本心理学会のホームペ
ージからダウンロードするか、郵送によって
学会事務局から入手してください。

認定委員が審査して、合格・不合格を文書で
お知らせします。
不合格の場合は、条件を整えた上で再審査を
うけることができます。

※認定料 ３３，０００円
認定料払込確認後に認定証とIDカードが送
付されます。

※審査料 １１，０００円を振り込んでください。
年６回認定委員会があります。通常３ヶ月
ほどかかります。

卒業後に各自が申請してください。



１７４

七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七

１１．福祉心理士資格に関する科目の履修
〔生活科学部心理福祉学科〕

福祉心理士とは日本福祉心理学会が認定する民間資格で、専門家として、福祉職場で福祉心理支援など

を行うことができる基礎学力・技能を有していると認定された人のことである。福祉サービスの利用者へ

の心理相談援助の他に、利用者の家族やそこで働く職員への心理相談援助を行う。

本学が開講している科目のうち日本福祉心理学会が指定している科目で３２単位以上修得し、学部を卒業

もしくは大学院を修了すれば資格認定の申請ができる。審査の結果、認定されると福祉心理士資格を取得

できる。

学部生３年次以降で既に指定科目３２単位以上修得している者は資格の仮認定申請ができる。審査の結果

認定されると、卒業までの期間は仮認定の福祉心理士資格を取得できる。卒業時に卒業証明書を提出する

と本認定の福祉心理士資格を取得できる。

なお、この資格は日本福祉心理学会会員に対して認定される資格であるため、申請時などに日本福祉心

理学会に入会することが必要である。

資格認定の申請は、必要書類を揃えて個人で行うことになるが、事前に担当教員に相談するのもよい。

申請に必要な書類は担当教員から、もしくは日本福祉心理学会ホームページから入手できる。

資格認定に必要な費用は

認定審査料 ２０，０００円

認定料 １０，０００円（審査に合格した後に必要な費用）

である。資格認定申請と同時に日本福祉心理学会へ入会する場合は、準会員（学部学生）の学会費３，５００円

が別に必要となる。

福祉心理士資格の認定申請をするためには、「福祉心理士資格認定のための指定科目」表の「大学開設

科目」の修得が必要である。

（１）福祉心理士とは

（２）福祉心理士資格の取得方法

（３）福祉心理士資格に関する科目
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単位数配置年次必要科目・単位数
本学設置科目

指定科目
科目名科目ナンバリング科目明細科目コード

２１

２科目以上
４単位以上

心理学概論ⅠWP１１A０１K１２１０９９

心理学
福祉心理学
社会福祉学

基
礎
科
目

２１心理学概論ⅡWP１２A０１K１２１１００

２２福祉心理学WP２０C５１K２２１１２３

２１社会福祉の原理と政策ⅠWP１１A０２K２２１１０１

２１社会福祉の原理と政策ⅡWP１２A０２K２２１１０２

２１～２

４科目
８単位以上

臨床心理学概論WP１０C０８K２２１０４６

臨床心理学
心理査定法
カウンセリング（心理相談）
心理療法
発達心理、児童心理
障害者の心理
高齢者の心理

心
理
学
関
係
科
目

２２～４精神疾患とその治療WP２０C３９K１２１１２９

２２～４心理的アセスメントWP２０C２１K３２１０８３

１２～４心理検査法実習WP２０C２２J１２１０９６

２２～４心理学的支援法WP２０C５３K３２１０４３

２２～４心理演習WP２０C２４E２２１０８７

２１～２発達心理学WP１０C３１K１２１１２５

２２～４障害者・障害児心理学WP２０C１９K２２１０４９

２２～４老年心理学WP２０C２０K１２１０５０

２２～４

４単位以上

神経・生理心理学WP２０C３０K１２１１１０

その他の心理学関係＊１

２１～２社会・集団・家族心理学ⅠWP１１C０３K１２１１１７

２１～２社会・集団・家族心理学ⅡWP１２C０２K１２１１１８

２２～３感情・人格心理学WP２０C１６K２２１０４２

２２～４深層心理学WP２０C１８K１２１０４８

２２～４知覚・認知心理学WP２０C２５K２２１０５８

２３～４司法・犯罪心理学WP３０C０９K１２１１２８

２３～４トランスパーソナル心理学WP３０C０２K１２１０５１

２３～４癒しのセラピーWP３０C０４K１２１０５３

２２～４心理学研究法ⅠWP２１C０４K１２１０８５

２２～４心理学研究法ⅡWP２２C０５K１２１０８６

２２～４心理学実験ⅠWP２１C１８J２２１１２６

１２～４心理学実験ⅡWP２２C２０J２２１１２７

２２健康・医療心理学WP２０C５２K２２１１２４

２３～４産業・組織心理学WP３０C０５K２２１０８８

２１～４心理学統計法WP１０C３９K２２１１３０

２２～４学習・言語心理学WP２０C４１K１２１１３１

２２～４教育・学校心理学WP２０C４２K１２１１３２

２１

１科目
２単位以上

ソーシャルワークの基盤と専門職WP１０C３８K２２１１１３

相談援助
精神保健福祉援助技術

社
会
福
祉
学
関
係
科
目

２１ソーシャルワークの基盤と専門職（専門）WP１０C３９K２２１１１４

２２～３ソーシャルワークの理論と方法ⅠWP２１C０７K２２１１３５

２２～３ソーシャルワークの理論と方法ⅡWP２２C０９K２２１１３６

２２～３ソーシャルワークの理論と方法（専門）ⅠWP２１C１６K２２１１３７

２２～３ソーシャルワークの理論と方法（専門）ⅡWP２２C１８K２２１１３８

２１～２ソーシャルワーク演習WP１０C４０E３２１０２３

２２～３ソーシャルワーク演習（専門）ⅠWP２１C１７E３２１０２４

２２～３ソーシャルワーク演習（専門）ⅡWP２２C１９E４２１０２５

２３～４ソーシャルワーク演習（専門）ⅢWP３３C０１E３２１０２７

２３～４ソーシャルワーク演習（専門）ⅣWP３４C０２E３２１０７７

２２～３ソーシャルワーク実習指導ⅠWP２１C１５E２２１１１９

２２～３ソーシャルワーク実習指導ⅡWP２２C１７E２２１１２０

２３～４ソーシャルワーク実習指導ⅢWP３３C０２E２２１１６３

２３～４ソーシャルワーク実習指導ⅣWP３４C０３E２２１１６４

２２～３ソーシャルワーク実習ⅠWP２１C１６J３２１０６７

６３～４ソーシャルワーク実習ⅡWP３２C０２J３２１０８１

福祉心理士資格認定のための指定科目 〔２０２３（令和５）年度以降入学生〕
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単位数配置年次必要科目・単位数
本学設置科目

指定科目
科目名科目ナンバリング科目明細科目コード

２２～４

１０単位以上

社会保障ⅠWP２１C０９K２２１１４７

その他の社会福祉学関係＊２

社
会
福
祉
学
関
係
科
目

２２～４社会保障ⅡWP２２C１１K２２１１４８

２２～４福祉サービスの組織と経営AWP２０C４４K２２１１４９

２２～４福祉サービスの組織と経営BWP２０C４５K２２１１５０

２２～４保健医療と福祉ⅠWP２１C１０K２２１１５３

２２～４保健医療と福祉ⅡWP２２C１２K２２１１５４

２２～４地域福祉と包括的支援体制ⅠWP２１C０８K２２１１４５

２２～４地域福祉と包括的支援体制ⅡWP２２C１０K２２１１４６

２２～４権利擁護を支える法制度WP２０C４７K２２１１５２

２２～４刑事司法と福祉AWP２０C４８K２２１１５７

２２～４刑事司法と福祉BWP２０C４９K２２１１５８

２２～４貧困に対する支援WP２０C０９K２２１０２９

２１～４児童・家庭福祉ⅠWP１１C０６K２２１１３９

２１～４児童・家庭福祉ⅡWP１２C０４K２２１１４０

２１～４障害者福祉ⅠWP１１C０７K２２１１４１

２１～４障害者福祉ⅡWP１２C０５K２２１１４２

２１～４高齢者福祉ⅠWP１１C０８K２２１１４３

２１～４高齢者福祉ⅡWP１２C０６K２２１１４４

２２～４社会福祉調査の基礎WP２０C０７K２２１０７６

２２～４社会福祉発達史AWP２０C３７K１２１１１５

２２～４社会福祉発達史BWP２０C３８K１２１１１６

２２～４介護概論WP２０C１３K１２１０３７

２２介護技術WP２０C１４E１２１０７８

３２単位合計

＊１「臨床心理学」「心理査定法」「カウンセリング（心理相談）」「心理療法」「発達心理」「児童心理」「障害者の心理」「高齢者の心理」で４科目１２
単位以上を修得し、かつ全体で３２単位以上を修得している場合は、修得しなくてもよい。

＊２「相談援助」で３科目１２単位以上を修得し、かつ全体で３２単位以上を修得している場合は、修得しなくてもよい。
※科目が複数の科目に区分される場合（「Ⅰ、Ⅱ」「A、B」など）は、当該区分された科目の全てを修得して１科目とみなす。
例）「心理学概論Ⅰ」と「心理学概論Ⅱ」を修得して、１科目とみなす。
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１２．管理栄養士国家試験受験資格・栄養士資格に関する科目の履修
〔生活科学部食物健康科学科〕

高齢社会をむかえ、がん、心疾患、脳血管疾患、糖尿病などの生活習慣病に悩む人が増えており、健康

課題も深刻化している。また、同時に食をめぐる問題も深刻化・多様化しており、疾病を予防し、健康づ

くりを果たす上で生涯を通じた食育の実施が重要視されている。そのため、専門的な栄養の知識に基づき、

人々の栄養状態、食行動を総合的に判断し、対象者に応じた適切な栄養教育ができる優れた技能と人格を

備えた人材の育成が求められている。管理栄養士は、健康づくりを「食」の領域から支援する専門家とし

て、社会から大きな期待が寄せられている。

栄養士法（第１条第２項）において、管理栄養士は以下の３項目に該当する業務を行うことを業とする

者であることが規定されている。

① 傷病者に対する療養のため必要な栄養の指導

② 個人の身体状況、栄養状態等に応じた高度の専門知識及び技術を要する健康の保持のための栄養の

指導

③ 特定多数人に対して継続的に食事を供給する施設における利用者の身体の状況、栄養状態、利用の

状況等に応じた特別の配慮を必要とする給食管理及びこれらの施設に対する栄養改善上必要な指導等

を行う。

なお、①を行う場合、医師等の医療職種との連携（医師の指導）のもとに栄養量や摂取方法などの指導

を行うことが義務づけられている（栄養士法第５条の５）。

管理栄養士の免許は、管理栄養士国家試験に合格した者に対して厚生労働大臣から与えられる（栄養士

法第２条３項）。管理栄養免許取得後は、病院、学校、保健所・保健センター、社会福祉施設（高齢者・

児童）等の専門職員として、また、食品関係の技術員、研究員として活躍が期待できる。

生活科学部食物健康科学科は、厚生労働大臣により、栄養士及び管理栄養士の養成施設に指定されてい

る。本学科において栄養士の免許、及び管理栄養士国家試験受験資格を取得するためには、本学学則の定

める規定に基づき、管理栄養士学校指定規則に定める次頁以降の必修科目について所定の単位を修得し、

併せて学士の資格を取得しなければならない。なお、所定の単位を修得したものは、４年次に実施される

管理栄養士国家試験を受験することができる。

（１）管理栄養士とは

（２）管理栄養士養成施設の指定科目（管理栄養士国家試験受験資格）
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管理栄養士学校指定規則に定める科目及び本学設置科目（管理栄養士養成課程）

〔２０２５（令和７）年度以降入学生〕

本学設置科目管理栄養士学校指定規則に定める科目・単位数

配置
年次

単位数

科目名科目
ナンバリング

科目
明細

科目
コード

単位数

教育内容 実験
又は
実習

講義
又は
演習

実験
又は
実習

講義
又は
演習

２２公衆衛生学ⅠFS２１A０１K１２２１０４

６社会・環境と
健康

専
門
基
礎
分
野

２２公衆衛生学ⅡFS２２A０８K２２２１０６

３２社会福祉概論FS３０A０１K２２２１０７

１２解剖生理学ⅠFS１１A０４K２２２１０８

１０

１４
人体の構造と
機能及び疾病
の成り立ち

１２解剖生理学ⅡFS１２A０３K３２２１０９

１１解剖生理学実験ⅠFS１０A０３J３２２１１０

３１解剖生理学実験ⅡFS３２A０２J１２２２０５

１２生化学ⅠFS１１A０１K２２２１０１

１２生化学ⅡFS１２A０４K３２２１１１

３１生化学実験FS３０A０２J１２２１９８

２２医学一般ⅠFS２１A０７K２２２１８２

２２病理学FS２０A０９K１２２２０４

３２運動生理学FS１０A０４K１２２１８０

３１運動栄養生理学実験FS３０A０１J３２２１８１

１２食品学ⅠFS１１A０２K１２２１０２

８食べ物と健康

２２食品学Ⅱ（食品加工学を含む）FS２２A０９K１２２２１９

１１食品学実験FS１０A０５J１２２１８４

３１食品加工学実習FS３０A０４J２２２１２０

１２食品衛生学FS１０A０６K２２２１２３

３１食品衛生学実験FS３０A０２J２２２１２４

１１調理学実習ⅠFS１１A０５J１２２１９９

１１調理学実習ⅡFS１２A０２J１２２２００

１２調理学FS１０A０７K３２２１２６

３１調理学実験FS３０A０３J３２２１２７

１０２８小計１０２８小計



１８０

＊臨地実習は、以下のいずれかの組み合わせを選択して４単位必修とする。
①臨地実習Ⅰ（給食の運営）＋臨地実習Ⅱ（給食経営管理）＋臨地実習Ⅳ（臨床栄養）
②臨地実習Ⅰ（給食の運営）＋臨地実習Ⅲ（公衆栄養） ＋臨地実習Ⅳ（臨床栄養）
③臨地実習Ⅰ（給食の運営）＋臨地実習Ⅴ（臨床栄養）

※給食の運営に係る校外実習

本学設置科目管理栄養士学校指定規則に定める科目・単位数

配置
年次

単位数

科目名科目
ナンバリング

科目
明細

科目
コード

単位数

教育内容 実験
又は
実習

講義
又は
演習

実験
又は
実習

講義
又は
演習

２２基礎栄養学FS２０A０７K１２２２１８
２基礎栄養学

専
門
分
野

３１栄養学実験FS３０A０４J２２２２０１

２２ライフステージ栄養学ⅠFS２１A０２K２２２１２８

６応用栄養学
２２ライフステージ栄養学ⅡFS２２A０３K１２２１２９

３１応用栄養学実習FS３０A０５J３２２１７４

４２疾病予防のための栄養学FS４０A０４K１２２１３０

２２栄養教育論ⅠFS２１A０３K３２２１３３

６栄養教育論
２２栄養教育論ⅡFS２２A０４K２２２１３６

２２栄養教育論ⅢFS２３A０１K３２２１３５

３１栄養教育論実習FS３０A０５J２２２１３４

２２臨床栄養学ⅠFS２１A０４K２２２１３７

８

８臨床栄養学

２２臨床栄養学ⅡFS２２A０５K２２２１４０

３２臨床栄養学ⅢFS３３A０２K２２２１３９

３２臨床栄養学ⅣFS３４A０１K２２２１４１

２１臨床栄養学実習FS２０A０６J１２２１８９

３１応用臨床栄養学実習FS３０A０６J１２２１６３

２２公衆栄養学ⅠFS２１A０５K２２２１４２

４公衆栄養学 ２２公衆栄養学ⅡFS２２A１０K３２２１４４

３１公衆栄養学実習FS３０A０７J１２２１９０

１２給食経営管理論ⅠFS１１A０７K２２２１７６

４給食経営管理論
２２給食経営管理論ⅡFS２２A０６K４２２１６４

２１給食経営管理実習ⅠFS２１A０６J１２２１９１

２１給食経営管理実習ⅡFS２２A０７J１２２１９２

３１総合演習ⅠFS３１A０１E１２２１９５
－２総合演習

３１総合演習ⅡFS３２A０１E１２２１９６

３１臨地実習Ⅰ（給食の運営）※FS３１A０２J４２２１５０

４－臨地実習＊

３１臨地実習Ⅱ（給食経営管理）FS３２C０３J１２２２１０

３１臨地実習Ⅲ（公衆栄養）FS３３C０１J４２２１５１

３２臨地実習Ⅳ（臨床栄養）FS３４C０１J４２２１５２

３３臨地実習Ⅴ（臨床栄養）FS３５C０１J１２２２１１

１２３２小計１２３２小計

２２６０累計２２６０累計

８２合計８２合計



１８１

栄養士法施行規則に定める科目及び本学設置科目（栄養士養成課程）

〔２０２５（令和７）年度以降入学生〕

本学設置科目栄養士法施行規則に定める科目・単位数

配置
年次

単位数

科目名科目
ナンバリング

科目
明細

科目
コード

単位数

教育内容 実験
又は
実習

講義
又は
演習

実験
又は
実習

講義
又は
演習

２２公衆衛生学ⅠFS２１A０１K１２２１０４
４社会生活と健康

３２社会福祉概論FS３０A０１K２２２１０７

１２解剖生理学ⅠFS１１A０４K２２２１０８

４

８人体の構造と機能

１１解剖生理学実験ⅠFS１０A０３J３２２１１０

１２生化学ⅠFS１１A０１K２２２１０１

２２医学一般ⅠFS２１A０７K２２２１８２

２２病理学FS２０A０９K１２２２０４

１２食品学ⅠFS１１A０２K１２２１０２

６食品と衛生

２２食品学Ⅱ（食品加工学を含む）FS２２A０９K１２２２１９

１１食品学実験FS１０A０５J１２２１８４

３１食品加工学実習FS３０A０４J２２２１２０

１２食品衛生学FS１０A０６K２２２１２３

３１食品衛生学実験FS３０A０２J２２２１２４

２２基礎栄養学FS２０A０７K１２２２１８

８栄養と健康

３１栄養学実験FS３０A０４J２２２２０１

２２ライフステージ栄養学ⅠFS２１A０２K２２２１２８

３１応用栄養学実習FS３０A０５J３２２１７４

２２臨床栄養学ⅠFS２１A０４K２２２１３７

２２臨床栄養学ⅡFS２２A０５K２２２１４０

２１臨床栄養学実習FS２０A０６J１２２１８９

２２栄養教育論ⅠFS２１A０３K３２２１３３

１０６栄養の指導

２２栄養教育論ⅡFS２２A０４K２２２１３６

３１栄養教育論実習FS３０A０５J２２２１３４

２２公衆栄養学ⅠFS２１A０５K２２２１４２

３１公衆栄養学実習FS３０A０７J１２２１９０

１２給食経営管理論ⅠFS１１A０７K２２２１７６

４給食の運営

２２給食経営管理論ⅡFS２２A０６K４２２１６４

２１給食経営管理実習ⅠFS２１A０６J１２２１９１

２１給食経営管理実習ⅡFS２２A０７J１２２１９２

１２調理学FS１０A０７K３２２１２６

１１調理学実習ⅠFS１１A０５J１２２１９９

１１調理学実習ⅡFS１２A０２J１２２２００

３１臨地実習Ⅰ（給食の運営）※FS３１A０２J４２２１５０

１４３８小計１４３６小計

５２合計５０合計

※給食の運営に係る校外実習



１８２

○臨地実習

臨地実習は、２～４名の学生を１組として各実習施設に配属する。実習を効果的に進めるため、事前指導

では学習課題の作成に取り組み、実習の意義・目的の明確化に努める。

実習中には「実習記録」の記録を、また、終了後には「実習報告書」の提出を義務付ける。各自が十分

な目的意識を持ち、主体的、意欲的に実習に臨む事を期待する。

○管理栄養士養成に関わる４年間の実験・実習科目

備考履修方法単位履修科目履修年次

週２コマ×１２週
週２コマ×１２週
週２コマ×１２週
週２コマ×１２週

１
１
１
１

調理学実習Ⅰ
調理学実習Ⅱ
食品学実験
解剖生理学実験Ⅰ

１年次

週２コマ×１２週
週３コマ×８週
週３コマ×８週

１
１
１

臨床栄養学実習
給食経営管理実習Ⅰ
給食経営管理実習Ⅱ

２年次

Ａ
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｃ

週２コマ×１２週
週２コマ×１２週
週２コマ×１２週
週２コマ×１２週
週２コマ×１２週
週２コマ×１２週
週２コマ×１２週
週２コマ×１２週
週２コマ×１２週
週２コマ×１２週
週２コマ×１２週

集中
集中
集中
集中
集中

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
３

栄養学実験
調理学実験
食品衛生学実験
食品加工学実習
生化学実験
応用栄養学実習
解剖生理学実験Ⅱ
栄養教育論実習
公衆栄養学実習
応用臨床栄養学実習
運動栄養生理学実験
臨地実習Ⅰ（給食の運営）
臨地実習Ⅱ（給食経営管理）
臨地実習Ⅲ（公衆栄養）
臨地実習Ⅳ（臨床栄養）
臨地実習Ⅴ（臨床栄養）

３年次

週２コマ×１２週
週２コマ×１２週
週２コマ×１２週

１
１
１

公衆衛生学実験
スポーツ栄養学実験
食品化学実験

４年次

（３）学内外実験・実習計画



１８３

Ａ．臨地実習Ⅰ（給食の運営）、臨地実習Ⅱ（給食経営管理）

特定給食施設に位置づけられる学校給食センター（共同調理場）または単独調理方式の小・中学校にお

ける給食経営管理の実際ならびに管理栄養士の役割を学ぶ。各施設の実習担当者の指導に従い、現場実習

を通して経営管理（原価管理、帳票類の扱い方）、栄養管理（基準栄養量の扱い方、献立作成法、喫食状

況の把握）、衛生・安全管理、食材料管理（発注、検品・検収の方法）、作業管理（作業計画のあり方、作

業の効率化・標準化の方法）、施設設備管理について要点を学習する。また、栄養教育教材の作成、食指

導の実際を通して栄養教育の手法を体得する。

Ｂ．臨地実習Ⅲ（公衆栄養）

行政機関である保健所・市町村保健センターの役割と、そこでの管理栄養士の役割を学び、国民の健康

づくり推進のための仕組みや地域保健対策についての理解を深める。

特に、保健所では、地域保健栄養体制の整備業務、市町村に対する支援業務、広域的または専門的な知

識や技術を必要とする栄養指導業務、特定給食施設・栄養関連企業等への実施体制の調整業務、栄養相

談・一般的栄養指導業務などの要点および住民の栄養改善の推進、地域組織の育成・啓発・普及の方法等

についての理解を深める。

Ｃ．臨地実習Ⅳ（臨床栄養）、臨地実習Ⅴ（臨床栄養）

栄養士法において、病院などの医療施設における傷病者に対する栄養食事指導は管理栄養士の業務に位

置づけられている。傷病者に対する栄養管理の実際を通して、各実習施設の特性をふまえながら、臨床栄

養管理（栄養アセスメント、各種調査、栄養食事指導、チーム医療など）の要点、方法および管理栄養士

の役割を理解する。

また、医療の一環として提供される病院給食について、種類・特性、食数管理などの要点を学ぶと同時

に、入院時食事療養制度の運用と併せて給食経営管理の視点からの運営システムを学習する。

管理栄養士資格取得まで〔該当年次に詳細説明あり〕

管理栄養士国家試験願書の提出（一括申請）

管理栄養士国家試験受験 栄養士免許の申請（一括申請）／１月

栄養士免許の交付合格
（３月中）

管理栄養士免許の交付



１８４

食品衛生監視員とは、食品衛生法の規定に基づき、食品に起因する衛生上の危害を防止するために営業

施設等への立入検査や食品衛生に関する指導の職務等を行う公務員のことをいい、任用されるには本資格

が必要となる（食品衛生法第３０条）。国の食品衛生監視員は、検疫所における輸入食品の監視指導や地方厚

生局における総合衛生管理製造過程の承認等を行っている。一方、自治体の食品衛生監視員は、保健所な

どにおいて各自治体の所管地域の営業施設等への監視指導を行う。平成１５年の法改正により、国は、監視

指導実施に関する統一的な考え方である「食品衛生に関する監視指導指針」を策定し、その指針に基づき

国は輸入食品について「輸入食品監視指導計画」を策定し、自治体は「都道府県等監視指導計画」を策定

し、それぞれの計画に従って監視指導を行うことになっている。

また食品衛生管理者とは、乳畜肉製品、食品添加物、及び特に衛生上の考慮を必要とする食品の製造、

加工を行う施設で、監督、指導の業務にあたる者をいう。なお、このような施設では資格者を置くことが

法律で義務づけられている（食品衛生法第４８条）。

生活科学部食物健康科学科は、厚生労働大臣により、食品衛生監視員（任用）、及び食品衛生管理者の養

成施設に指定されている。本学科において食品衛生法（施行令第９条第１項第１号及び法第４８条第６項第

３号）に定める食品衛生監視員任用資格及び食品衛生管理者の資格を取得するためには、本学学則の定め

る規程に基づき、所定の科目を修得することが必要である。

七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七

１３．食品衛生監視員任用資格・食品衛生管理者資格に関する科目の履修
〔生活科学部食物健康科学科〕

（１）食品衛生監視員・食品衛生管理者とは

（２）食品衛生監視員任用資格・食品衛生管理者資格に関する科目



１８５

配置
年次

本学設置科目

区分 単位数
科目名科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード 選択必修

１～２２有機化学FS１０C１１K１２２１００Ａ群 化学関係

１２生化学ⅠFS１１A０１K２２２１０１

Ｂ群 生物化学関係

１２生化学ⅡFS１２A０４K３２２１１１

３１生化学実験FS３０A０２J１２２１９８

４１食品化学実験FS４０C０２J３２２１１７

１１食品学実験FS１０A０５J１２２１８４

１～４２食品化学FS１０C０１K１２２１１８

２２食品学Ⅱ（食品加工学を含む）FS２２A０９K１２２２１９
Ｃ群 微生物学関係

３１食品加工学実習FS３０A０４J２２２１２０

２２公衆衛生学ⅠFS２１A０１K１２２１０４

Ｄ群 公衆衛生学関係

２２公衆衛生学ⅡFS２２A０８K２２２１０６

４１公衆衛生学実験FS４０C０１J１２２１９７

１２食品衛生学FS１０A０６K２２２１２３

３１食品衛生学実験FS３０A０２J２２２１２４

２２基礎栄養学FS２０A０７K１２２２１８

Ｅ群 その他の関連
科目

１２解剖生理学ⅠFS１１A０４K２２２１０８

１２解剖生理学ⅡFS１２A０３K３２２１０９

１１解剖生理学実験ⅠFS１０A０３J３２２１１０

２２医学一般ⅠFS２１A０７K２２２１８２

４２医学一般ⅡFS４２C０２K１２２１８３

２２病理学FS２０A０９K１２２２０４

２２ライフステージ栄養学ⅠFS２１A０２K２２２１２８

２２ライフステージ栄養学ⅡFS２２A０３K１２２１２９

３１栄養学実験FS３０A０４J２２２２０１

３１応用栄養学実習FS３０A０５J３２２１７４

２２臨床栄養学ⅠFS２１A０４K２２２１３７

２１臨床栄養学実習FS２０A０６J１２２１８９

３１応用臨床栄養学実習FS３０A０６J１２２１６３

２２公衆栄養学ⅠFS２１A０５K２２２１４２

３１公衆栄養学実習FS３０A０７J１２２１９０

２１給食経営管理実習ⅠFS２１A０６J１２２１９１

２１給食経営管理実習ⅡFS２２A０７J１２２１９２

３１臨地実習Ⅰ（給食の運営）FS３１A０２J４２２１５０

〔２０２５（令和７）年度以降入学生〕

（１）Ａ群～Ｄ群までの各群において、それぞれ１科目以上修得すること。
（２）Ａ群～Ｄ群までの科目の中から、合計２２単位以上修得すること。
（３）上記２２単位を含み、Ａ群～Ｅ群までの各科目の中から、合計４０単位以上修得すること。
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１８７

少子・高齢化や医療の高度化、社会や自然環境の変化に伴い、看護をめぐる情勢は著しく変化し、保健・

医療・福祉、地域包括ケアや在宅医療の一端を担う看護職への期待はかつてなく高まっている。

看護職とは、保健師・助産師・看護師の総称であり、すべて「看護」を基盤に持つ専門職である。看護

職能団体である日本看護協会は「看護とは、協働的で文化的に安全な、人々を中心としたケアやサービス

を提供するという共通の責任ある行動を通じて、すべての人々の到達可能な最高水準の健康を享受する権

利を守るために貢献する専門職である。看護は、人々が健康および保健医療への公平なアクセスを得られ

るよう、また安全で持続可能な環境を確保できるよう行動し、擁護する。（国際看護師協会，公益社団法人

日本看護協会訳，２０２５）」と述べている。

このように看護職の行う仕事は、人々のさまざまなレベルの健康状態に関心を持って、その人の生活上

に起こる諸問題に対して専門的な知識と技術を活用して健康問題の改善や解決をめざす援助活動であり、

人間にとって最も大切な健康、すなわち生命に直接関わる仕事といえる。

看護師の具体的な役割としては、①健康を障害した人々の身の回りの世話、②疾病に罹患した者に対し

て医師の行う診断や治療・検査の介助、③健康を保持し疾病の回復に必要な生理的、心理的、社会的環境

づくり、④疾病予防に対する保健指導や健康教育、⑤円滑な医療遂行のための医療従事者との協力・調整、

⑥地域や在宅で生活する人々への継続的支援や多職種連携などがあげられる。これらの役割を果たすため

には専門的な知識・技術・態度が必要である。看護の三大要素とも言われるものである。

看護師は、人間を対象とする仕事であるところから、学習内容も多岐にわたる。健康や疾病に関する医

学的知識、心理や情緒に関する心理学的知識、社会や経済に関する社会学的知識などである。また、看護

は実践の科学といわれるように科学的な根拠を持った技術の修得が必要であり、チーム医療を支える協働

性、倫理的判断力も求められている。さらに、看護専門職業人としての態度面の学習も欠かせない。これ

らは、講義だけでなく演習や学外の医療・保健・福祉施設での臨地実習を合わせて実施することによって

修得できる。

本学看護学部では、これらの一般教養から専門知識や技術を修得する内容を含む科目を整え、学習の場

を準備しており、シミュレーション教育や地域・在宅を含む専門領域の実習を通して実践的能力の育成を

図っている。所定の単位を修得すれば看護師国家試験受験資格が得られる。

七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七

１４．看護師国家試験受験資格に関する科目の履修
〔看護学部看護学科〕

看護師とは



１８８

②

２６単位必修

２１人体構造機能学A３３１１０１

人
体
の
構
造
と
機
能
、

疾
病
の
成
り
立
ち
と
回
復
の
促
進

専
門
基
礎
科
目

②２１人体構造機能学B２３１１８６
①１２人体構造機能学演習２３１１８７
①１１生化学１３１１０３
①１１栄養・代謝学３３１１０４

１１１食物健康演習１３１２１３
①１１感染と防御３３１１０６
②２２病理病態学１３１１０７
②２２薬理学１３１１０８
③３２疾病治療論１３１１０９

１２疾病治療論（小児）１３１２１４
１２疾病治療論（母性）１３１２１５
１２疾病治療論（精神）１３１２１６

①１１医療倫理１３１２１７健
康
支
援
と

倫
理
・
社
会

②２１社会保障制度論３３１１１１
②２２保健医療福祉行政論３３１１１２
１１２カウンセリング技術１３１２１２
①１１公衆衛生学１３１１７８健

康
現
象
の

疫
学
と
統
計

②２２疫学２３１１１５
２２３保健統計１３１１７９
５１５３２８計

２６①
①
①

００１１１００００

履修方法及び
卒業要件

単位数配置
年次

授業科目
科目
明細

科目
コード

区分
選択必修

８単位必修
＋

１７単位選択必修
全学教養科目全学教養

科目
２５計

計

臨地実習専門分野

看
護
の
統
合
と
実
践

精
神
看
護
学

母
性
看
護
学

小
児
看
護
学

老
年
看
護
学

成
人
看
護
学

地
域
・
在
宅
看
護
論

基
礎
看
護
学

看
護
の
統
合
と
実
践

精
神
看
護
学

母
性
看
護
学

小
児
看
護
学

老
年
看
護
学

成
人
看
護
学

地
域
・
在
宅
看
護
論

基
礎
看
護
学

１０２
２２２２４２３

４４４４４６６１１
２３

２５

２５００

教育課程と指定規則の対比表 〔２０２４（令和６）年度以降入学生〕

教育課程

指定規則の教育内容

看護師課程

２２単位必修

２１看護学概論１３１２１８

看
護
学
の
基
本

専
門
科
目

②２２看護倫理１３１２１９
①１１看護学へのアプローチ２３１１１８

１１看護とコミュニケーション２３１１９１
１１ヘルスアセスメントA３３１１１９
１２ヘルスアセスメントB３３１１２０
２１援助技術論A３３１１２３
２２援助技術論B３３１１２４

①１２看護関係法規３３１１２５
①１２精神保健１３１２２０

２２健康教育論２３１１９２
１１ライフステージと看護１３１２２１

①１２看護とクリティカルシンキング１３１２２２
１１地域・在宅看護学実習Ⅰ１３１２２３
３２基礎看護学実習２３１１３０

１１４２２計
①

１４単位必修

１２看護実践統合演習Ⅰ３３１１２２

看
護
展
開
の
基
礎

２２成熟期看護学概論１３１２２４
２２成熟期療養支援看護学A１３１２２５
２２成熟期生活支援看護学A１３１２２６
１２小児看護学A２３１１９３
１２母性看護学A２３１１９４
１２精神看護学A２３１１９５
１２公衆衛生看護学概論１３１２２７
１２家族看護論１３１２２８
１２在宅看護学A２３１１９６
１２地域・在宅看護学実習Ⅱ１３１２２９

００１１４計

２２

②

①
①
①
②
②

②
①

①
③

４００００００１１１

１４

②
②
②
①
①
①

①
①
①

①
１０１１１２４３０

※科目ナンバリングは、学科科目を参照すること。
※単位数が○印で囲まれているものは看護師国家試験受験資格を得るための必修科目。

専門基礎
分野

基礎
分野

健
康
支
援
と
社
会
保
障
制
度

疾
病
の
成
り
立
ち
と
回
復
の
促
進

人
体
の
構
造
と
機
能

人
間
と
生
活
・
社
会
の
理
解

科
学
的
思
考
の
基
盤

６１６１４

㉕

０２５
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履修方法及び
卒業要件

単位数配置
年次

授業科目
科目
明細

科目
コード

区分
選択必修

専門基礎
分野

基礎
分野

健
康
支
援
と
社
会
保
障
制
度

疾
病
の
成
り
立
ち
と
回
復
の
促
進

人
体
の
構
造
と
機
能

人
間
と
生
活
・
社
会
の
理
解

科
学
的
思
考
の
基
盤

６１６１４

計

臨地実習専門分野

看
護
の
統
合
と
実
践

精
神
看
護
学

母
性
看
護
学

小
児
看
護
学

老
年
看
護
学

成
人
看
護
学

地
域
・
在
宅
看
護
論

基
礎
看
護
学

看
護
の
統
合
と
実
践

精
神
看
護
学

母
性
看
護
学

小
児
看
護
学

老
年
看
護
学

成
人
看
護
学

地
域
・
在
宅
看
護
論

基
礎
看
護
学

１０２
２２２２４２３

４４４４４６６１１
２３

①

１１単位必修を含
めて１３単位選択

１４エンドオブライフケア論２３１１５４

看
護
学
の
発
展

①１４災害看護論２３１２１０
１４看護マネジメント２３１１６４
１４研究方法論１３１１６７
１４研究方法論演習Ⅰ１３１２０８
１４研究方法論演習Ⅱ１３１２０９

②

１４国際看護論１３１１６３
１４看護教育学１３１１６５
１４リハビリテーション看護１３１１７０
１４がん看護１３１１７１
１４保健医療看護経済学２３１１１３
１４生と死の倫理１３１２１１
２１－４異文化看護演習２３１２０７

①１４看護実践統合演習Ⅲ３３１１７６
４４総合実習１３１２３４

００５１３計

６１６３９１２７卒業要件単位数

０２５指定規則に対する増単位数

１３

①
①
①
①

２

④
４４０００００００

１２７２３４４４４４６６１１

２５００

①

２７単位必修

１３看護実践統合演習Ⅱ２３１１９７

看
護
展
開
の
応
用

２３成熟期療養支援看護学B１３１２３０
２３成熟期生活支援看護学B３３１１４４
２３小児看護学B２３１１９９
２３母性看護学B３３１１４６
２３精神看護学B２３１２００
２３在宅看護学B２３１２０１

１２公衆衛生看護活動展開論A２３１２０２
２３公衆衛生看護活動展開論B３３１１８０
２３公衆衛生看護活動展開論C１３１２３１
２４公衆衛生看護管理論１３１２３２
１２学校保健１３１２０４
１３学校健康相談２３１２０５
１４産業保健１３１１８２

４３成熟期療養支援看護学実習２３１１５５
２３成熟期生活支援看護学実習１３１２３３
２３小児看護学実習１３１１５７
２３母性看護学実習１３１１５８
２３精神看護学実習１３１１５９
２３地域・在宅看護学実習Ⅲ３３１１６０

１２公衆衛生看護学実習A３３１１８３
４４公衆衛生看護学実習B２３１２０６

００１４１計

２７

②
②
②
②
②

②
１
２
２
２
１
１
１

④
②
②
②
②

②

１４０２２２２２２０

教育課程

指定規則の教育内容

専
門
科
目

看護師課程

※科目ナンバリングは、学科科目を参照すること。
※単位数が○印で囲まれているものは看護師国家試験受験資格を得るための必修科目。

２単位選択



１９０



１９１

日本は世界屈指の先進国、長寿国といわれているが、地域では虐待やヤングケアラー問題、自殺、中・

高年者の過労やメンタルヘルスの不調、孤立・孤独など、身体に現れた病気だけでなく、「生きる」「生活

する」「学び、発達する」「働く」という場面でさまざまな健康上の課題が発生している。また、感染症の

流行や地球温暖化、自然災害の頻発など、生命そのものが脅かされる状況もみられる。さらに、多文化共

生社会の実現も求められている。このような状況下で、身体と心の健康を総合的にとらえるヒューマンケ

アや保健・予防の考え方を重視し、人々が生活の場で自らの健康を維持・増進できるよう、地域（個人、

家庭、地域社会、学校、職場）の環境条件を整備支援する活動がますます期待されている。

保健師は、地域で生活するすべての人々を対象にして、援助を求めてくる人だけでなく、家庭の事情や

経済的問題などさまざまな理由で必ずしも援助を求めてこない人々にも働きかけ、保健・予防の観点から

地域住民の健康を守る活動を行う。つまり、保健師は、看護技術、予防的・公衆衛生的援助技術、社会事

業的援助技術を駆使して、地域の人々の健康を守り、その人の持っている生命力や能力を最大限に発揮し

て、安心して暮らし続けられるよう支援する専門職である。

保健師の具体的な役割として、①人々の健康ならびに疾病・障害の予防、発生、回復及び改善の過程を、

社会的条件の中でとらえた支援、②地域の人々が自らの健康状態を認識して健康の保持・増進を図れるよ

う健康学習や自助グループ活動を実施し、また社会資源を活用できるような支援活動、③地域に潜在して

いる健康問題を見出すとともに、それらの問題解決に向けて組織的に取り組むこと、④保健・医療・福祉

行政の基本的知識を踏まえ、地域の健康問題の解決に必要な社会資源の開発や、保健・医療・福祉サービ

スを評価し、連携・調整することなどがあげられる。

保健師教育は、学部での保健師看護師統合カリキュラムから、学部選択制・選抜制へと移行し、さらに

大学院教育へと多様化している。すなわち、地域包括ケアや健康危機管理など、現代の多様な課題に対応

できる高度実践者として活躍できる専門職人材の育成が、ますます求められているところである。保健師

のアイデンティティを持ち、「保健指導」できる知識・技術の基礎を修得できる教育体制として、本学看護

学部も学部選抜制を導入している。選抜方法は以下の通りである。

１．募集定員 ２０名

２．出願時期 ２年次８月初旬（前期定期試験期間終了後）

３．出願資格 １年次後期までのGPA２.０以上の者であり、かつ、１年次および２年次前期の必修全科

目が、２年次後期開始時に履修済みであること。

在学期間中、出願できるのは１回限りとする。

４．選抜方法

出願者の中から、１年次後期までのGPAおよび２年次前期までに履修する公衆衛生看護及び関連

科目（公衆衛生看護学概論、公衆衛生学、看護とコミュニケーション、ライフステージと看護）の

成績上位者から定員数を選抜する。

選抜合格者は、看護師国家試験受験資格に関する科目の履修に加えて所定の単位を修得すれば、保健師

国家試験受験資格を得ることができる。
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１５．保健師国家試験受験資格に関する科目の履修
〔看護学部看護学科〕

保健師とは
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教育課程と指定規則の対比表 〔２０２４（令和６）年度以降入学生〕
保健師課程

計

公衆衛生看護学
実習

保
健
医
療
福
祉
行
政
論

保
健
統
計
学

疫
学

公衆衛生看護学

公
衆
衛
生
看
護
管
理
論
実
習

公
衆
衛
生
看
護
活
動
展
開
論
実
習

個
人
・
家
族
・
集
団
・
組
織
の
支
援

実
習

公
衆
衛
生
看
護
管
理
論

公
衆
衛
生
看
護
活
動
展
開
論

個
人
・
家
族
・
集
団
・
組
織
の
支
援

公
衆
衛
生
看
護
学
概
論

履修方法及び
卒業要件

単位数配置
年次

授業科目
科目
明細

科目
コード

区分
３１３２４２２１６２選択必修

８単位必修
＋

１７単位選択必修
全学教養科目全学教養

科目
０００２５計

７
２８単位必修

２１人体構造機能学A３３１１０１

人
体
の
構
造
と
機
能
、

疾
病
の
成
り
立
ち
と
回
復
の
促
進

専
門
基
礎
科
目

２１人体構造機能学B２３１１８６
１２人体構造機能学演習２３１１８７
１１生化学１３１１０３
１１栄養・代謝学３３１１０４

１１食物健康演習１３１２１３
１１感染と防御３３１１０６
２２病理病態学１３１１０７
２２薬理学１３１１０８
３２疾病治療論１３１１０９
１２疾病治療論（小児）１３１２１４
１２疾病治療論（母性）１３１２１５
１２疾病治療論（精神）１３１２１６
１１医療倫理１３１２１７健

康
支
援
と

倫
理
・
社
会

２１社会保障制度論３３１１１１
②２２保健医療福祉行政論３３１１１２

１２カウンセリング技術１３１２１２
①１１公衆衛生学１３１１７８健

康
現
象
の

疫
学
と
統
計

②２２疫学２３１１１５
②２３保健統計１３１１７９

０３２２００００２８計

４
２２単位必修

２１看護学概論１３１２１８

看
護
学
の
基
本

専
門
科
目

２２看護倫理１３１２１９
１１看護学へのアプローチ２３１１１８
１１看護とコミュニケーション２３１１９１
１１ヘルスアセスメントA３３１１１９
１２ヘルスアセスメントB３３１１２０
２１援助技術論A３３１１２３
２２援助技術論B３３１１２４

①１２看護関係法規３３１１２５
①１２精神保健１３１２２０
②２２健康教育論２３１１９２

１１ライフステージと看護１３１２２１
１２看護とクリティカルシンキング１３１２２２
１１地域・在宅看護学実習Ⅰ１３１２２３
３２基礎看護学実習２３１１３０

０１００００３０２２計

３
１４単位必修

１２看護実践統合演習Ⅰ３３１１２２

看
護
展
開
の
基
礎

２２成熟期看護学概論１３１２２４
２２成熟期療養支援看護学A１３１２２５
２２成熟期生活支援看護学A１３１２２６
１２小児看護学A２３１１９３
１２母性看護学A２３１１９４
１２精神看護学A２３１１９５

①１２公衆衛生看護学概論１３１２２７
①１２家族看護論１３１２２８

①１２在宅看護学A２３１１９６
１２地域・在宅看護学実習Ⅱ１３１２２９

００００００１２１４計

教育課程

指定規則の教育内容

臨地実習
公衆衛生看護学実習

※科目ナンバリングは、学科科目を参照すること。
※単位数が○印で囲まれているものは保健師国家試験受験資格を得るための必修科目。
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保健師課程

計

公衆衛生看護学
実習

保
健
医
療
福
祉
行
政
論

保
健
統
計
学

疫
学

公衆衛生看護学

公
衆
衛
生
看
護
管
理
論
実
習

公
衆
衛
生
看
護
活
動
展
開
論
実
習

個
人
・
家
族
・
集
団
・
組
織
の
支
援

実
習

公
衆
衛
生
看
護
管
理
論

公
衆
衛
生
看
護
活
動
展
開
論

個
人
・
家
族
・
集
団
・
組
織
の
支
援

公
衆
衛
生
看
護
学
概
論

履修方法及び
卒業要件

単位数配置
年次

授業科目
科目
明細

科目
コード

区分
３１３２４２２１６２選択必修

１６
４１単位必修

１３看護実践統合演習Ⅱ２３１１９７

看
護
展
開
の
応
用

２３成熟期療養支援看護学B１３１２３０
２３成熟期生活支援看護学B３３１１４４
２３小児看護学B２３１１９９
２３母性看護学B３３１１４６
２３精神看護学B２３１２００

②２３在宅看護学B２３１２０１
①１２公衆衛生看護活動展開論A２３１２０２
②２３公衆衛生看護活動展開論B３３１１８０
②２３公衆衛生看護活動展開論C１３１２３１

②２４公衆衛生看護管理論１３１２３２
①１２学校保健１３１２０４

１３学校健康相談２３１２０５
①１４産業保健１３１１８２

４３成熟期療養支援看護学実習２３１１５５
２３成熟期生活支援看護学実習１３１２３３
２３小児看護学実習１３１１５７
２３母性看護学実習１３１１５８
２３精神看護学実習１３１１５９
２３地域・在宅看護学実習Ⅲ３３１１６０

①１２公衆衛生看護学実習A３３１１８３
④４４公衆衛生看護学実習B２３１２０６
５０００２５４０４１計

１

１１単位必修を含
めて１３単位選択

１４エンドオブライフケア論２３１１５４

看
護
学
の
発
展

①１４災害看護論２３１２１０
１４看護マネジメント２３１１６４
１４研究方法論１３１１６７
１４研究方法論演習Ⅰ１３１２０８
１４研究方法論演習Ⅱ１３１２０９

１４国際看護論１３１１６３
１４看護教育学１３１１６５
１４リハビリテーション看護１３１１７０
１４がん看護１３１１７１
１４保健医療看護経済学２３１１１３
１４生と死の倫理１３１２１１
２１－４異文化看護演習２３１２０７

１４看護実践統合演習Ⅲ３３１１７６
４４総合実習１３１２３４

００００００１０１３計
－１２７卒業要件単位数

３１５４２２２５９２１４３保健師国家試験受験資格を取得する場合の最低必要単位数
０００００００指定規則に対する増単位数

教育課程

指定規則の教育内容

専
門
科
目

臨地実習
公衆衛生看護学実習

※科目ナンバリングは、学科科目を参照すること。
※単位数が○印で囲まれているものは保健師国家試験受験資格を得るための必修科目。

２単位選択
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海外語学研修は、全ての学生を対象として、夏期／春期休業中の約２週間または４週間で実施される。

語学研修を中心に、それぞれの国の歴史や文化などを直接体験できる内容が盛り込まれている。参加に伴

い、海外語学研修の単位修得が可能である。

なお、成績評価は「認」となり、GPA算出の対象とはならない。

○研修先

アメリカ合衆国

機 関 名：オクラホマ・クリスチャン大学（OklahomaChristianUniversity:OC）

所 在 地：オクラホマ州 オクラホマ市

時期・内容：春期休業中の約４週間。英語、米国文化に関する授業を受講する。

修 得 単 位：海外語学研修Ａ または Ｂ（４単位）

機 関 名：ウェストアラバマ大学（UniversityofWestAlabama）

所 在 地：アラバマ州 リビングストン市

時期・内容：夏期休業中の約２週間。英語、米国文化に関する授業を受講する。英語学習コース

を受講する。

修 得 単 位：海外語学研修Ｃ または Ｄ（２単位）

最低催行人数：５名

カ ナ ダ

機 関 名：ファンショーカレッジ（FanshaweCollege）

所 在 地：オンタリオ州 ロンドン市

時期・内容：夏期／春期休業中の約４週間または２週間。英語学習コースを受講する。

修 得 単 位：海外語学研修Ａ または Ｂ（４単位）、Ｃ または Ｄ（２単位）

イギリス

機 関 名：イーストサセックスカレッジ（EastSussexCollege）

所 在 地：イーストサセックス州 ルイス市

時期・内容：夏期／春期休業中の約４週間または２週間。英語学習コースを受講する。

修 得 単 位：海外語学研修Ａ または Ｂ（４単位）、Ｃ または Ｄ（２単位）
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１．海外研修制度

（１）海外語学研修



１９６

ニュージーランド

機 関 名：ワイカト大学カレッジ（UniversityofWaikatoCollege）

所 在 地：ハミルトン市

時期・内容：夏期／春期休業中の約４週間。一般英語コースを受講する。

修 得 単 位：海外語学研修Ａ または Ｂ（４単位）

フランス共和国

機 関 名：現代フランス語視聴覚センター カヴィラム

（Centred'ApprochesVivantesdesLanguesetdesMédias-AllianceFrançaise:CAVILAM）

所 在 地：ヴィシー市

時期・内容：夏期／春期休業中の約４週間または２週間。フランス語学習コースを受講する。

修 得 単 位：海外語学研修Ａ または Ｂ（４単位）、Ｃ または Ｄ（２単位）

ドイツ連邦共和国

機 関 名：ブレーメン州立大学外国語センター

（FremdsprachenzentrumderHochschulenimLandBremen:FZHB）

所 在 地：ブレーメン市

時期・内容：夏期休業中の約４週間。ドイツ語学習コースを受講する。

修 得 単 位：海外語学研修Ａ または Ｂ（４単位）

機 関 名：インターナショナル・コミュニケーション研究所デュッセルドルフ校

（InstitutfürInternationaleKommunikationinDüsseldorf:iik）

所 在 地：デュッセルドルフ市

時期・内容：夏期／春期休業中の約４週間または２週間。ドイツ語学習コースを受講する。

修 得 単 位：海外語学研修Ａ または Ｂ（４単位）、Ｃ または Ｄ（２単位）

中華人民共和国

機 関 名：天津師範大学（TianjinNormalUniversity）

所 在 地：天津市

時期・内容：夏期休業中の約２週間。中国語、中国文化に関する授業を受講する。

修 得 単 位：海外語学研修Ｃ または Ｄ（２単位）

最低催行人数：１０名



１９７

台 湾

機 関 名：南華大学（NanhuaUniversity）

所 在 地：嘉義県 大林鎮

時期・内容：夏期休業中の約３週間。中国語、台湾文化に関する授業を受講する。

修 得 単 位：海外語学研修Ｃ または Ｄ（２単位）

最低催行人数：２名

大韓民国

機 関 名：明知大学校（MyongjiUniversity）

所 在 地：ソウル市、龍仁市

時期・内容：夏期休業中の約２週間。韓国語、韓国文化に関する授業を受講する。

修 得 単 位：海外語学研修Ｃ または Ｄ（２単位）

フィリピン共和国

機 関 名：ネグロス・オクシデンタル-レコレトス大学（UniversityofNegrosOccidental-Recoletos）

所 在 地：バコロド市

時期・内容：夏期／春期休業中の約４週間または２週間。英語学習コースを受講する。

修 得 単 位：海外語学研修Ａ またはB（４単位）、C またはＤ（２単位）

最低催行人数：３名

（２）海外文化研修

海外文化研修は、全ての学生を対象として、当該年度の引率教員がデザインしたテーマに沿って、夏期

／春期休業中の約２週間で実施される。参加に伴い、海外文化研修の単位修得が可能である。

修得単位：海外文化研修（２単位）



１９８

文学部

【エアライン演習Ｂ（２単位）】

［履修条件：現代英語学科、児童教育学科、文化交流学科、経営学科、未来教養学環］キャビンアテンダン

トやグランドスタッフを志望する文学部、経営学部、未来教養学環２年次から４年次の学生を対象として、

夏期の約２週間で実施される。

【特殊演習（２単位）】

［履修条件：現代英語学科、児童教育学科］特殊演習は、小学校・中学校・高等学校の英語教員を志望する

文学部現代英語学科と児童教育学科の学生を対象として、夏期の約２週間で実施される。

【文化交流体験Ａ（２単位）】【文化交流体験Ｂ（２単位）】

［履修条件：文化交流学科］７日～１０日間程度の外国訪問を通じて文化交流体験を行う、アクティブラーニ

ング型の海外研修である。訪問先は毎回異なる。これまでに、ヨーロッパや東南アジア、東アジア、南ア

ジア、国内で研修を行った。

文学部共通

【日本語教育実習Ａ（２単位）】

［履修条件：日本語教員主専攻］日本語教師を目指す学生向けに開講される実習科目である。学習の一環と

して、国内の提携先あるいはインドネシア・リアウ大学で教育実習を行うことができる。なお、インドネ

シアで実習する場合には、日本語を専攻するリアウ大学の大学生に対して、日本語の教育指導を行う。

看護学部

【異文化看護演習（２単位）】

［履修条件：看護学科］看護学の専門科目（選択）として、事前準備後に２週間のOklahomaChristian

Universityでの研修（現地でのプレゼンテーション含む）と帰国後の報告会を行う。異文化における授業・

医療施設の見学、学生との交流などの体験を通じて、看護の本質と国際的な視野に立ち、多様化する社会

でのこれからの看護の役割について学ぶ。

未来教養学環

【インターンシップⅡ（３単位）】

［履修条件：未来教養学環、全学科学生を対象とするが説明会に出席すること］「インターンシップⅡ」の

一部クラスにおいて、長期休暇を利用して海外の企業等におけるインターンシップを実施する。

（３）学科科目および学環科目における海外研修



１９９

（４）交換留学

協定を結んでいる大学に、学生を約１年間派遣する制度である。

また、留学中に修得した単位の一部は本学の単位として認定される（最大３０単位）。認定方法としては、

留学先で修得した科目の内容及び時間数と、本学の単位として認定を希望する科目の内容及び時間数を勘

案し、認定となる。そのため、留学先で修得したすべての単位が認定されるとは限らないので注意するこ

と。なお、成績評価は「認」となり、GPA算出の対象とはならない。

留学期間は本学における在学期間として算入されるため、４年間で卒業することも可能であり、経済的

な支援制度もある。

○留学先

アメリカ合衆国

機 関 名：オクラホマ・クリスチャン大学（OklahomaChristianUniversity:OC）
所 在 地：オクラホマ州 オクラホマ市

留学先授業料：全額免除

機 関 名：ウェストアラバマ大学（UniversityofWestAlabama）
所 在 地：アラバマ州 リビングストン市

留学先授業料：全額免除

機 関 名：グアム大学（UniversityofGuam）
所 在 地：グアム準州 マンギラオ市

留学先授業料：全額免除

機 関 名：イースタン・ワシントン大学（EasternWashingtonUniversity）
所 在 地：ワシントン州 チーニー市

留学先授業料：全額免除

カ ナ ダ

機 関 名：ファンショーカレッジ（FanshaweCollege）
所 在 地：オンタリオ州 ロンドン市

留学先授業料：全額免除

スウェーデン王国

機 関 名：リンネ大学（LinnaeusUniversity）
所 在 地：ヴェクショー市

留学先授業料：全額免除



２００

イタリア共和国

機 関 名：ミラノ大学（UniversityofMilan）
所 在 地：ミラノ市

留学先授業料：全額免除

中華人民共和国

機 関 名：天津師範大学（TianjinNormalUniversity）
所 在 地：天津市

留学先授業料：全額免除

機 関 名：広東海洋大学（GuangdongOceanUniversity）
所 在 地：湛江市

留学先授業料：全額免除

台 湾

機 関 名：南華大学（NanhuaUniversity）
所 在 地：嘉義県 大林鎮

留学先授業料：全額免除

大韓民国

機 関 名：明知大学校（MyongjiUniversity）
所 在 地：ソウル市

留学先授業料：全額免除

機 関 名：江西大学校（GangseoUniversity）
所 在 地：ソウル市

留学先授業料：全額免除

機 関 名：韓瑞大学校（HanseoUniversity）
所 在 地：瑞山市

留学先授業料：全額免除

機 関 名：新羅大学校（SillaUniversity）
所 在 地：釜山市

留学先授業料：全額免除



２０１

ベトナム社会主義共和国

機 関 名：フエ大学外国語大学（HueUniversity-UniversityofForeignLanguages）
所 在 地：フエ市

留学先授業料：全額免除

機 関 名：ホーチミン市外国語情報技術大学
（HoChiMinhCityUniversityofForeignLanguagesandInformationTechnology:HUFLIT）

所 在 地：ホーチミン市

留学先授業料：全額免除

機 関 名：ホーチミン市テクノロジー大学（HoChiMinhCityUniversityofTechnology:HUTECH）
所 在 地：ホーチミン市

留学先授業料：全額免除

インドネシア共和国

機 関 名：リアウ大学（UniversityofRiau）
所 在 地：プカンバル市

留学先授業料：全額免除

キルギス共和国

機 関 名：カラサエフ記念ビシケク国立大学（K.KarasaevBishkekStateUniversity）
所 在 地：ビシケク市

留学先授業料：全額免除

ウクライナ

機 関 名：イワン・フランコ記念リヴィウ国立大学（IvanFrankoNationalUniversityofLviv）
所 在 地：リヴィウ市

留学先授業料：全額免除

※詳細（内容、手続き方法等）は、本学ホームページを参照するか、直接、地域・国際交流センター国際

交流課に問い合わせること。

申込みにあたっては、通常の授業に支障をきたさないよう注意して計画を立てること。



２０２

（５）セメスター留学〔文学部現代英語学科〕

文学部現代英語学科の学生のみを対象とし、提携している大学に約７ヵ月間派遣する制度である。
また、留学中に修得した単位の一部は本学の単位として認定される（最大２０単位）。認定方法としては、

留学先で修得した科目の内容及び時間数と、次ページのリストから認定を希望する科目の内容及び時間数
を勘案し、認定となる。そのため、留学先で修得したすべての単位が認定されるとは限らないので注意す

ること。なお、成績評価は「認」となり、GPA算出の対象とはならない。
留学期間は本学における在学期間として算入されるため、４年間で卒業することも可能であり、経済的

な支援制度もある。

○留学先

アメリカ合衆国

機 関 名：ウェスト大学（UniversityoftheWest）
所 在 地：カリフォルニア州 ローズミード市
留学先授業料：１６週以上 ５０％免除
対 象 学 年：１年～３年次
修 得 単 位：必修科目及び選択科目最大２０単位

フィリピン共和国

機 関 名：ネグロス・オクシデンタル-レコレトス大学（UniversityofNegrosOccidental-Recoletos）
所 在 地：バコロド市
対 象 学 年：１年～３年次
修 得 単 位：必修科目及び選択科目最大２０単位

イギリス

機 関 名：イーストサセックスカレッジ（EastSussexCollege）
所 在 地：ルイス市
留学先授業料：２４週以上 １０％免除
対 象 学 年：１年～３年次
修 得 単 位：必修科目及び選択科目最大２０単位

オーストラリア

機 関 名：クイーンズランド大学（TheUniversityofQueensland）
所 在 地：クイーンズランド州 ブリスベン市
留学先授業料：１０％免除
対 象 学 年：１年～３年次
修 得 単 位：必修科目及び選択科目最大２０単位

※詳細（内容、手続き方法等）は、本学ホームページを参照するか、直接、地域・国際交流センター国際
交流課に問い合わせること。
申込みにあたっては、通常の授業に支障をきたさないよう注意して計画を立てること。



２０３

セメスター留学における単位認定可能科目
セメスター留学で修得した単位は、下記の授業科目の単位（最大20単位）として充当することができる。

年次単位数必須／選択授業科目科目コード

１１必須ListeningI１２００４1

１１必須ListeningII１２００５２

＊１２～４１選択AdvancedListening１２００６３

１～４１選択PronunciationI１２００８４

１～４１選択PronunciationII１２００９５

１１必須ReadingI１２０１２６

１１必須ReadingII１２０１３７

＊１２～４１選択AdvancedReading１２０１４８

＊１２～４１選択WritingI１２０１８９

＊１２～４１選択WritingII１２０１９１０

２～４２選択異文化間コミュニケーション１２０４７１１

３２必須現代英語演習II１２０８３１２

２～４２選択特殊演習１２１４０１３

１１必須EnglishCommunicationI１２１４４１４

１１必須EnglishCommunicationII１２１４５１５

＊１２１必須EnglishCommunicationIII１２１４６１６

＊１２１必須EnglishCommunicationIV１２１４７１７

＊１３１選択AdvancedEnglishCommunicationI１２１９１１８

＊１３１選択AdvancedEnglishCommunicationII１２１９２１９

１～４１選択InteractiveStudiesI１２０２０２０

１～４１選択InteractiveStudiesII１２０２１２１

２～４１選択DiscussionI１２１５１２２

２～４１選択DiscussionII１２１５２２３

２～４２選択グローバルイングリッシュ１２１８０２４

＊２２～４２選択Internship１２１８６２５

１２必須現代英語基礎演習II１２２０１２６

２２必須現代英語基礎演習IV１２２０２２７

＊１：教職課程に必要な科目であるため、教員免許状取得を希望する学生は単位認定ができない。
＊２：フィリピンのセメスタープログラムの参加者のみ認定が可能。

１）単位認定は留学する学年次内で履修できる科目に限る。
２）留学によって認定できる単位数の上限は２０単位である。各科目で単位数や授業期間、授業時間が異なるこ

とがあるので、よく確認すること。
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２．『異文化体験』の履修

授業科目『異文化体験』のねらい

『異文化体験』は、「学ぶ者の主体的な体験」を尊重し、「学生個人が自発的に準備し、計画を練り、実行

に移した海外研修」を、大学の授業科目として認めるものである。

そのため、手がかりとなる現代英語学科科目『異文化間コミュニケーション』（２単位）または、文化交

流学科科目『異文化間コミュニケーション』（２単位）を事前に履修しているか、履修中であることが望ま

しい。

想定される『異文化体験』

（１）本学とは提携関係にない海外の教育機関への短期留学。

（２）明確な研究テーマを設定して、海外において調査を行う場合。

いずれの場合も実施時期は、夏期休業中・冬期休業中・春期休業中を原則とする。

同時に修得できる外国語の単位

上記（１）の場合、『異文化体験』（２単位）に加えて、その教育機関において学習する外国語科目の単位

（１～２単位）を認定する。

認定される外国語科目は、

『総合英語Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ』

『英語コミュニケーションⅠ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ』

『フランス語ⅠA、ⅠB、ⅡA、ⅡB、ⅢA、ⅢB、ⅣA、ⅣB』

『ドイツ語ⅠA、ⅠB、ⅡA、ⅡB、ⅢA、ⅢB、ⅣA、ⅣB』

『中国語ⅠA、ⅠB、ⅡA、ⅡB、ⅢA、ⅢB、ⅣA、ⅣB』

『コリアンⅠA、ⅠB、ⅡA、ⅡB、ⅢA、ⅢB、ⅣA、ⅣB』

『その他の外国語A、B』

のいずれか１外国語とする。ただし、現代英語学科の学生の場合は、『総合英語Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ』および

『英語コミュニケーションⅠ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ』は該当しない。

履修登録から単位の修得まで

希望者は、履修登録から単位修得に至るまでのスケジュールを右表で確認し、所定書類の提出や期限等

を遵守すること。（不明な点は随時、学務部窓口にて相談すること）
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春期休業中
（卒業年次は不可）

冬期休業中
（卒業年次は不可）夏期休業中体験期間

手続き

体験しようとする年度の
４月または９月

（後期科目として登録）

体験しようとする年度の
４月

（後期科目として登録）

履修登録
（夏期・冬期休業中に

体験する場合）

学環および所属学科の教務委員に相談し、体験前に詳細な計画書を作成すること。計画書作成

１２月下旬１０月末５月末計画書提出期限
（提出先：学務部窓口）

１月１１月６月教務委員会による
計画書審査結果通知

体験実施

帰国後、その成果をレポートにまとめること。教育機関において外国語を学ん
できた場合は、合計６０時間（２単位分）の学習を証明する文書も同時に準備し
ておくこと。

レポート作成必要書類準備

体験・帰国後の４月
（前期科目として登録）

履修登録
（春期休業中に体験する場合）

４月末２月中旬１０月末レポート提出期限
（提出先：学務部窓口）

５月２月下旬１１月教務委員による
口頭試問

６月２月下旬１２月教務委員会による
成績認定審査

９月
（前期成績として通知）

３月
（後期成績として通知）

３月
（後期成績として通知）成績通知

※提出締切等の具体的な日時については毎年度、IC-UNIPAにて掲示する。

手続きのスケジュール
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本学では、茨城大学、茨城県立医療大学、茨城工業高等専門学校、常磐大学及び常磐短期大学、沖縄大

学、放送大学との間で、単位互換に関する協定を結んでいる。

この制度は、「相互の交流と協力を促進し、教育内容の充実を図る」ことを目的とし、各大学がお互いの

独自性を生かした授業を公開し合い、それぞれの学生が自由に他大学で学べるようにしたものである。

（１）茨城大学、茨城県立医療大学、茨城工業高等専門学校、常磐大学及び常磐短期大学との単位互換制度

前年度末から、単位互換可能な授業科目を学生に明示するので、その中から希望する科目を選択しても

らうことになる。特に単位互換科目は、単位数や授業期間、授業時限が異なることがあるので、よく確認

してから申し込むこと。受講できる科目数は、一人３科目までである。修得した単位は、本学の卒業要件

単位として認定される。

なお、申込期間は、履修登録との関係上、短くなっているので、〆切日および必要書類等をよく確認す

ること。書類は大学を通して受入れ大学（茨城大学 他）に一括申請することになるので、期日までに遅

れないよう提出すること。

また、受入れ大学と定期試験の日時が重なる場合には追試験の対象となるため、早めに学務部に相談す

ること。

●申込みに必要な書類

特別聴講学生願（指定用紙）

・上記書類の提出〆切日 ４月上旬、詳しくは掲示等で確認すること。

・受入学生の決定（許可） ４月中旬

・聴講開始時期 ４月中旬以降

※受講希望者は、正式な受入許可が決定する前に授業が始まることになるので、第１回目の授業から

出席するよう、心がけること。

（２）沖縄大学との単位互換制度

本学に在籍したまま沖縄大学で１年間学ぶことができる単位互換制度に関わる協定が２００５年度に締結さ

れた。この協定は、相互に学生を派遣する制度で、沖縄大学からの学生も本学で受け入れている。

沖縄大学との単位互換制度については、１０月（予定）に説明会を行うので、希望者は必ず出席すること。

沖縄大学における受講科目単位数の上限は４８単位となっているが、本学で認定できる単位数は３０単位ま

でとなっている（「茨城キリスト教大学派遣学生および特別聴講学生に関する規程」第４条」）。沖縄大学に

おける受講科目については、申込時から所属学科と随時相談し、決定することになる。なお、受講に際し、

有料となる科目もあるので、事前によく確認すること。

沖縄大学への派遣は、１年間となるので、保護者ともよく相談し、十分な理解を得たうえで、応募する

こと。
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３．単位互換制度

単位互換制度
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●申込みに必要な書類

① 特別科目等履修生願書（指定用紙）

② 派遣学生志望動機（指定用紙）

③ 成績証明書（派遣決定時）

・上記書類の提出〆切日 １１月上旬、詳しくは掲示等で確認すること。

・派遣学生の決定 １１月中旬（面接等実施）

・聴講開始時期 翌年度４月

※説明会は１０月を予定しているが、希望者は前期中に学務部窓口で相談することが望ましい。

（３）放送大学との単位互換制度

従来型の教室における授業とは異なり、放送による自宅での学習も可能になり、また受講時間の制約も

大幅に緩和されることが予想される。（逆に自分自身をしっかりと管理していかないと、失敗の元にもなる

ので、注意すること。）

本学の学生が修得できる放送大学の単位は、在学期間を通じて２０単位、１学期間では４単位が上限とな

っている。特別聴講学生として履修できる授業科目は、放送大学で開講されるすべての放送及び印刷教材

による授業科目のうち、茨城キリスト教大学において認めたものとする。また、単位を修得するためには、

放送大学が定める通信指導あるいは単位認定試験を受けて、合格しなければならない。

放送大学の授業を受講する場合は、放送大学が定める額の授業料を支払わなければならない。

申込方法、必要書類、受講開始時期等については、後日掲示するので、注意すること。

本学と神戸親和大学は、それぞれの伝統と教育理念を尊重しつつ、教育研究の面で連携することによっ

て、大学教育の発展と両大学の学生の一層の成長を期するために、２０２４年１月に連携協定を締結した。学

生間の交流、双方の授業科目の単位互換、相互の授業科目の科目履修、海外研修の実施および相互の学生

の参加などさまざまな連携協力事業を実施予定である。

包括連携協定
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現在の情報化社会では、インターネットとICTの発達からビッグデータが扱えるようになり、これをAI、

機械学習、ディープラーニングなどの新技術で分析・解析し、データにもとづく意思決定・課題解決を行

うようになっている。このようなデータから有意義な洞察を引き出すことをデータサイエンスと言う。

データサイエンスの活用分野としては、データから新たな顧客ニーズを発見し新事業の立ち上げに繋げ

るといった、ビジネス分野が取り上げられることが多い。しかしながら、例えばヘルスケアの分野では、

医療データ、看護行動、看護の必要度などから次の日の業務量を予測する。心理学では人の行動やコミュ

ニティの生成パターンの分析に活用する。食品分野では、メニュー、食数実績、販売価格、天気予報など

から日毎の食数を予測する。教育分野では、学習効果が向上する要因を分析する。など、さまざまな分野

でデータサイエンスが活用されている。

また政府は、今後のデジタル社会において、数理・データサイエンス・AIを日常の生活、仕事等の場で

使いこなすことができる基礎的素養を、文理を問わず全ての大学生が主体的に身に付けることを求めてい

る。

このような社会環境に合わせ、本学では２０２２年度からデータサイエンス教育を全学的に展開している。

実施する教育プログラムは、数理・データサイエンス教育強化拠点コンソーシアムが策定・公開した内容＊

に基づく履修プログラムで、内閣府、文部科学省及び経済産業省が創設した「数理・データサイエンス・

AI教育プログラム（リテラシーレベル）」に認定されている。データサイエンス教育プログラムの修了要

件を満たし、かつ履修登録期間中にIC-UNIPAの「資格等希望登録」機能で「データサイエンス教育プロ

グラム」を登録した学生には修了証を授与する。

＊「数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）モデルカリキュラム～データ思考の涵養～」２０２０年４月公開

プログラム名称

茨城キリスト教大学データサイエンス教育プログラム

学修内容

・データから価値を創出する一連の課程に関する基礎知識

・数理・データサイエンス・AIが社会変化に深く寄与しているものであり、日常生活や社会の課題を解決

する有用なツールになり得るものであること

・活用に当たって必要となる情報セキュリティや情報漏洩等、データを守る上での留意事項

・「データを読む、説明する、扱う」といった数理・データサイエンス・AIの基本的な活用法

修了要件

各学科および学環で定めた科目、合計６単位を履修する。

【文学部現代英語学科・文化交流学科】

４年次３年次２年次１年次授業科目科目明細科目コード
〔 嘩 〕データサイエンスⅠ２１０１３７

〔 嘩 〕データサイエンスⅡ１１０１６６

〔 嘩 〕はじめての統計学１１０１５２
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４．茨城キリスト教大学データサイエンス教育プログラム
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【文学部児童教育学科】

【生活科学部心理福祉学科】

【生活科学部食物健康科学科】

【看護学部看護学科】

【経営学部経営学科】

【未来教養学環】

４年次３年次２年次１年次授業科目科目明細科目コード
〔 嘩 〕データサイエンスⅠ２１０１３７

〔 嘩 〕データサイエンスⅡ１１０１６６

〔 ２ 〕教育統計学２１３０１７

４年次３年次２年次１年次授業科目科目明細科目コード
〔 嘩 〕データサイエンスⅠ２１０１３７

〔 嘩 〕データサイエンスⅡ１１０１６６

〔 ２ 〕心理学統計法２２１１３０

〔 嘩 〕はじめての統計学１１０１５２

※本プログラムを修了するためには「データサイエンスⅠ」、「データサイエンスⅡ」必修。
「心理学統計法」、「はじめての統計学」のいずれか選択で合計６単位履修。

４年次３年次２年次１年次授業科目科目明細科目コード
〔 嘩 〕データサイエンスⅠ２１０１３７

〔 嘩 〕データサイエンスⅡ１１０１６６

②栄養統計処理１２２１７９

４年次３年次２年次１年次授業科目科目明細科目コード
〔 ２ 〕データサイエンスⅠ２１０１３７

〔 ２ 〕データサイエンスⅡ１１０１６６

〔 ２ 〕保健統計１３１１７９

４年次３年次２年次１年次授業科目科目明細科目コード
２データサイエンス基礎１４１１３２

〔 嘩 〕データサイエンスⅡ１１０１６６

〔 嘩 〕はじめての統計学１１０１５２

４年次３年次２年次１年次授業科目科目明細科目コード
〔 ② 〕データサイエンスⅠ２１０１３７

〔 ② 〕データサイエンスⅡ１１０１６６

〔 ２ 〕はじめての統計学１１０１５２

※単位数が〇印で囲まれているものは卒業するための必修科目。
※単位数が□印で囲まれているものは卒業するための選択必修科目。
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本プログラムの管轄部署は地域・国際交流センター地域交流課である。詳細はIC-UNIPAを参照するか、

直接問い合わせること。

今般、日本社会においては少子高齢化の進行やグローバル化の進展、経済活動の変動など、社会情勢の

変化の煽りが地方を席巻し、さらに、１８歳人口の減少や、一層の都市一極集中が地域発展の痛手となり、

その減衰に拍車をかけている。このような背景から、地域の歴史や伝統、風土や文化を尊重しつつ、地方

公共団体及び産業界等と連携・協働し、地域の振興に寄与する人材を育成することが求められている。

「茨城キリスト教大学地域協創人材教育プログラム」は、地域理解力、地域の課題発見・解決能力および

実践に即したプロジェクト企画能力を有する学生を育成する教育プログラムである。指定科目の単位を修

得した学生には、茨城県という地域を理解し、そこでの課題を発見し、解決するための方法を企画するこ

とのできる“地域協創人材”とみなし、認定証を授与する。

七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七

５．茨城キリスト教大学地域協創人材教育プログラム

本プログラムの管轄部署は地域・国際交流センター地域交流課である。詳細はIC-UNIPAを参照するか、

直接問い合わせること。

近年、外国人労働者が急増するなか、外国にルーツを持つ子どもたちと関わるだろう教育職員や日本語

教師のみならず、どの職種においても多文化に対応できる人材が求められている。

「茨城キリスト教大学多文化協働クリエイター教育プログラム」は、多文化協働社会を創出する人材を育

成するための教育プログラムである。指定科目の単位を修得した学生には、多文化的背景を持つ人々と協

働し、社会を創造、地域に貢献できる“多文化協働クリエイター”とみなし、認定証を授与する。
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６．茨城キリスト教大学多文化協働クリエイター教育プログラム
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本プログラムの管轄は現代英語学科である。詳細はHPを参照するか、直接学科教員に問い合わせるこ

と。

現代英語学科学生対象の留学を必修とした学科独自プログラムである。４年間の学びにおいて、総合的

かつ高度な英語運用能力の取得を目指す学生に対し、効率的かつバランスの取れた履修プログラムを提供

すること、海外留学での体験を通して学生の英語力を飛躍的に伸ばすことを目的としている。
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７．グローバル・イングリッシュ・プログラム
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卒業研究提出にかかわる注意事項、指示事項がある場合は掲示にて指示する。

提出締切日 IC-UNIPA、学事暦及び掲示で確認すること

提出先 学務部（文化交流学科を除く）

文学部
現代英語学科

１．研究内容の範囲 英語学・英米文学・英語教育・異文化間コミュニケーション・観光学・メディア論・

その他英語および英語（圏）文化に関連するテーマであること。

２．卒業研究の様式：

Ａ．論文

◆英文の場合、A４判用紙を使用。１ページ２５行程度で１２枚以上に相当するワード数であること。さ

らに、和文（４００字詰原稿用紙３枚程度）の要旨を付けること。ただし、表紙、目次、要旨はページ

数に入れない。参考文献、図表は本文のページ数に入れる。

◆和文の場合、A４判用紙を使用。４００字詰原稿用紙３０枚以上に相当する字数であること。さらに、本

文の前に英文（４００語程度）の要旨を付けること。ただし、表紙、目次、要旨はページ数に入れな

い。参考文献、図表は本文のページ数に入れる。

Ｂ．ドラマ・プレゼンテーション：指導教員の指示に従い、ＣＤ、ＤＶＤ等に保存し、概要とともに提

出する。概要はA４判用紙を使用し、４００字程度とする。

Ｃ．その他：学科の担当教員に問い合わせること。

３．注意点

指導教員と十分にコミュニケーションをとりながら研究を進めること。

児童教育学科

１．研究内容の範囲 教育学、教育心理学、児童学に関わる論文（作品、演奏等を含む）とする。

２．卒業研究の様式 担当教員の指示に従うものとする。

文化交流学科

１．研究内容の範囲 文化交流学科の卒業研究にふさわしいテーマであること。

２．指導教員 原則として学科所属の教員とする。

学科外教員の指導を希望する場合には、学科主任に相談すること。

七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
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１．卒業研究規程
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生活科学部
心理福祉学科

１．研究内容の範囲 心理福祉にかかわる研究（調査等を含む）で卒業研究にふさわしいテーマとする。

※様式の詳細は、学科の申し合わせに基づく担当教員の指示に従うものとする。

２．用紙規格・枚数

A４用紙（和文４０字×３０行）、本文（表紙、目次、図表等を除く）１０枚以上を目安とする。原則として、

日本語ワープロでの作成とする。ただし、担当者の指示があった場合はそれに従うこととする。

３．指導教員

心理福祉演習の担当者を原則とする。

心理福祉演習を担当しない学科専任教員の指導を希望する場合は、当該教員の了解を得るものとする。

他学科の専任教員の指導を希望する場合は、学科主任ならびに当該教員に相談すること。

兼任講師の指導は認めない。

食物健康科学科

１．研究内容の範囲 （１）食物健康科学科の卒業研究にふさわしいテーマであること。

（２）指導は、学科所属の担当教員が行う。

２．用紙規格・枚数 （１）A４判用紙を使用し、横とじとすること。

（２）構成は表紙、目次、本文、図表、謝辞、参考文献とする。

経営学部
経営学科

１．研究内容の範囲 経営学科の卒業研究にふさわしいテーマであること。

２．指導は、学科所属の担当教員が行う。

３．その他詳細については、卒業研究要項にて説明する。
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○○○○年度

卒業研究
題目 ○○○○○
担当教員 ○○○○教授

茨城キリスト教大学
○○学部 ○○○学科

学籍番号０００ 氏名○○○○

●卒業研究の体裁例（文学部・生活科学部・経営学部共通）

←表紙 黒表紙か厚紙を使用

←中表紙（表紙と同じものを記入する）

←目次・本文

※上部または横２ヶ所をとじひもでとじる。

食物健康科学科・経営学科は横２ヶ所をとじる。

※児童教育学科は学科名の後にコース名を記載する。

Title
Subtitle

By
YourName

StudentNumber

Adviser
Adviser'sName

SeniorThesis
Submittedto

TheDepartmentofContemporaryEnglish
CollegeofLiterature

IbarakiChristianUniversity

December○○○○

●現代英語学科卒業研究（英文）体裁例

←表紙 黒表紙か厚紙を使用

←中表紙（表紙と同じものを記入する）

←目次・本文

※上部２ヶ所をとじひもでとじる。
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（目的）

第１条 茨城キリスト教大学（以下「本学」という。）は、本学の学術研究の信頼性と公正性を確保するこ

とを目的とし、研究を遂行する上で求められる研究者および研究に関与する事務職員の行動、態度の倫

理的指針をここに定める。

（研究の基本）

第２条 研究者は、良心と信念に従って、自らの責任で研究を遂行し、不当な圧力により研究成果の客観

性を歪めることがあってはならない。

２ 研究者は、生命の尊厳を重んじ、個人のプライバシーに配慮し、基本的人権を尊重しなければならな

い。

３ 研究者は、国際的に認められた規範、規約および条約等、国内の法令、告示等および本学の諸規程を

遵守しなければならない。

（定義）

第３条 「研究者」は、次の者とする。

（１）本学教育職員任用規程第２条（１）から（６）に定める者

（２）前（１）と共同で研究を行う全ての者

２ 「研究」とは、研究計画の立案、計画の実施、成果の発表、評価にいたる全ての過程における行為、決

定およびそれに付随する全ての事項をいう。

３ 「発表」とは、自己の研究に係る新たな知見、発見または専門的知見を公表する全ての行為をいう。

４ 「研究に関与する事務職員」とは、本学の研究に対する事務、管理等（以下「研究事務等」という。）

に携わる専任事務職員、嘱託員、臨時職員、およびアルバイト職員をはじめとする全ての研究事務等に

従事する者をいう。

（研究者の態度）

第４条 研究者は、自己の専門研究が及ぶ範囲を自覚し、他分野の専門研究を尊重するとともに、自己研

鑽に努めなければならない。

２ 研究者は、他の国、地域、組織等の研究活動における、文化、慣習、規律の理解に努めなければなら

ない。

３ 研究者は、他の研究者と共同で研究活動を行う場合は、相互の学問的立場を尊重しなければならない。

４ 研究者は、研究協力者、研究支援者等に対しては、謝意をもって接しなければならない。

５ 研究者は、学生が共に研究活動に関わる場合は、学生が不利益を蒙らないよう十分に配慮をしなけれ

ばならない。

６ 研究者は、自己の研究計画について、分かり易く、明瞭に説明できるよう努めなければならない。

７ 研究者は、研究遂行中において、計画進捗状況の自己点検を行い、適切な時期に途中経過の報告がで

きるよう努めなければならない。

（研究のための情報、データ等の収集）

第５条 研究者は、科学的かつ一般的に妥当な方法、手段で、研究のための資料、情報、データ等を収集

しなければならない。

２ 研究者が、研究のために資料、情報、データ等を収集する場合は、その目的に適う必要な範囲におい

七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
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２．茨城キリスト教大学研究倫理指針
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て収集するよう努めなければならない。

（インフォームド・コンセント）

第６条 研究者が、人の行動、環境、心身等に関する個人の情報、データ等の提供を受けて研究を行う場

合は、提供者に対してその目的、収集方法等について、分かり易く説明し、提供者の明確な同意を得な

ければならない。

２ 組織、団体等から、当該組織、団体等に関する資料、情報、データ等の提供を受ける場合も前項に準

じるものとする。

（個人情報の保護）

第７条 研究者は、プライバシー保護の重要性に鑑み、研究のために収集した資料、情報、データ等で、

個人を特定できるものは、これを他に洩らしてはならない。

（実験ノート、情報、データ等の利用および管理）

第８条 研究者は、実験ノート、研究のために収集または生成した資料、情報、データ等の滅失、漏洩、

改ざん等を防ぐために適切な措置を講じなければならない。

２ 研究者は、実験ノート、研究のために収集または生成した資料、情報、データ等を適切な期間保存し

なければならない。ただし、法令または規程等に保存期間の定めのある場合はそれに遵うものとする。

（機器、薬品・材料等の安全管理）

第９条 研究者が、研究実験において研究装置・機器等および薬品・材料等を用いるときは、関係取扱規

程、要領等を遵守し、その安全管理に努めなければならない。

２ 研究者は、研究の過程で生じた残渣物、使用済みの薬品・材料等について、責任をもってその最終処

理をしなければならない。

（研究成果の発表）

第１０条 研究者は、研究の成果を広く社会に還元するため、公表しなければならない。ただし、産業財産

権等の取得およびその他合理的理由のため公表に制約のある場合は、その合理的期間内において公表し

ないものとすることができる。

２ 研究成果は、学問的誠実性と論理的忠実性によって導かれた、新たな知見、発見であることに鑑み、

研究者は、他者の成果を自己の成果として発表してはならない。

３ 研究者は、研究成果の発表に際しては、先行研究を精査し尊重するとともに、他者の知的財産を侵害

してはならない。

４ 研究者は、研究成果発表における不正な行為は、本学および研究者に対する社会の信頼性を喪失する

行為であることを自覚し、次に掲げる不正な行為は、絶対にこれをしてはならない。

（１）捏造（存在しないデータの作成）

（２）改ざん（データの変造、偽造）

（３）盗用（他人のデータや研究成果等を適切な引用なしで使用）

５ 研究者は、研究発表における不適切な引用、引用の不備、誇大な表現、都合のよい誤解をさせる表現

等は、不正行為とみなされる恐れがあることを自覚し、適切な引用、誤解のない完全な引用、そして真

摯な表現をしなければならない。

（オーサーシップ）

第１１条 研究者は、研究活動に実質的な関与をし、研究内容に責任を有し、研究成果の創意性に十分な貢

献をしたと認められる場合に、適切なオーサーシップを認められる。

（研究費の取扱い）

第１２条 研究者および研究に関与する事務職員は、研究費の源泉が、学生納付金、国・地方公共団体等か
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らの補助金、財団、企業等からの助成金、受託・共同研究費、寄附金等によって賄われていることを常

に留意し、研究費の適正な使用および管理に努め、その負託に応えなければならない。

２ 研究者は、交付された研究費を当該研究に必要な経費のみに使用しなければならない。

３ 研究者および研究に関与する事務職員は、研究費の使用および管理に当たっては、法令、本学の諸規

程、当該研究費の使用規定等を遵守しなければならない。

４ 研究者および研究に関与する事務職員は、証憑書類等を適切に管理し、実績報告においては、研究遂

行の真実を明瞭に記載しなければならない。

（他者の業績評価）

第１３条 研究者が、レフリー、論文査読、審査委員等の委嘱を受けて、他者の研究業績の評価に関わると

きは、被評価者に対して予断を持つことなく、評価基準、審査要綱等に従い、自己の信念に基づき評価

しなければならない。

２ 研究者は、他者の業績評価に関わり知り得た情報を不正に利用してはならない。当該業績に関する秘

密は、これを保持しなければならない。

（本学の責務）

第１４条 本学は、研究者の研究倫理意識を高揚するために、必要な啓発、倫理教育の計画を策定し、実施

するものとする。

２ 本学は、この指針の運用を実効あるものとするため、研究者の研究倫理に反する行為および研究に関

与する事務職員の研究倫理に反する行為に加担する行為に対しては適切な措置を講じるものとする。

３ 前２項に関する事項は別に定める。

（改定）

第１５条 この指針の改定は、研究支援委員会の議を経、合同教授会の承認を得てこれを行う。

附則

１ この指針は、２０１０年４月１日から施行する。

２ この指針は、２０１４年４月１日から施行する。

３ この指針は、２０１５年４月１日から施行する。
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第１章 総則

（趣旨）

第１条 茨城キリスト教大学（以下「本学」とする。）の学生で、本学学則第５９条の規程により、他大学ま

たは短期大学等（以下「他大学等」とする。）の授業科目を履修しようとする派遣学生、および他

大学等の学生で、本学学則第６０条の規程により、本学の授業科目を履修しようとする特別聴講学

生の取扱については、本規程の定めるところによる。

（他大学等との協議）

第２条 本学学則第５９条および第６０条の規程による派遣学生の派遣および特別聴講学生の受入れについて

は、次の各号に掲げる事項について、他大学等と協議し、合同教授会の承認を得るものとする。

（１）履修を認める授業科目の範囲

（２）履修を認める学生数

（３）単位の認定方法と評価方法

（４）履修期間

（５）学生の身分

（６）授業料等の費用

（７）その他必要と思われる事項

第２章 派遣学生

（履修願と許可）

第３条 本学学生が他大学等の授業の履修を希望する場合には、所属する学部教授会または学環会議の承

認を得て当該大学等に履修願を提出し、当該大学等の許可を得なければならない。

２ 前項に規定する許可を得た者の当該大学等における身分は、当該大学等の規定するものとする。

（単位と評価）

第４条 派遣学生としての許可を受けた者は、大学にあっては３０単位、短期大学にあっては１５単位を超え

ない範囲で、本学の卒業要件中の科目の単位として認定を受けることができる。

２ 前項の単位数は、本学学則第１４条の算定基準によるものとする。

３ 本学の卒業要件中の科目の単位として認定を受ける科目の成績評価については、本規程第２条に

規定するとおり、本学と当該大学等との協議によってその評価基準を設定し、当該大学等は成績

証明書を交付するものとする。

（検定料・入学金・授業料等）

第５条 派遣学生としての許可を受けた者は、当該大学等に対し、本学との協議によって決定される額の

検定料・入学金・授業料等を支払わなければならない。

（身分証明書と規則等の遵守）

第６条 派遣学生の許可を受けた者で当該大学等から所定の学生証またはそれに準ずる証明書の交付を受

けた者は、当該大学等に滞在する間はそれを携帯しなければならない。

２ 派遣学生は、当該大学等の規則を遵守しなければならない。
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３．茨城キリスト教大学派遣学生および特別聴講学生に関する規程
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第３章 特別聴講学生

（履修願と許可）

第７条 他大学等の学生が本学の授業の履修を希望する場合には、当該大学等を通して本学に履修願を提

出し、本学学部教授会、学環会議または合同教授会の承認を得なければならない。

２ 前項に規定する許可を得た者の本学における身分は、特別聴講学生とする。

（単位と評価）

第８条 特別聴講学生の許可を得て本学の授業を履修する者の単位は、本学との協議に基づいて、当該大

学等における単位として認定される。

２ 本学は当該大学等と協議して評価基準を設定し、成績証明書を交付するものとする。

（検定料・入学金・授業料等）

第９条 特別聴講学生は、本学と当該大学等との協議によって決定される額の検定料・入学金・授業料等

を本学に支払わなければならない。

（学生証と規則等の遵守）

第１０条 特別聴講学生の許可を受けた者に対し、本学は特別聴講学生としての学生証を交付する。この学

生証は当該特別聴講学生が本学に滞在する間はそれを携帯しなければならない。

２ 特別聴講学生は、本学の規則を遵守しなければならない。

第４章 その他

（改定）

第１１条 この規程の改定は、合同教授会の議を経て学長がこれを行う。

附 則

１ この規程は、１９９６年４月１日より施行する。

２ この規程は、１９９９年４月１日より施行する。

３ この規程は、２０１３年４月１日より施行する。

４ この規程は、２０１７（平成２９）年４月１日より施行する。

５ この規程は、２０１９（平成３１）年４月１日より施行する。

６ この規程は、２０２４（令和６）年４月１日より施行する。
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（目的）

第１条

この規程は、茨城キリスト教大学（以下、「本学」と記す）学則第３４条に則り、本学とデュアル・ディ

グリー制度に関する協定を締結している国外の大学との間のデュアル・ディグリー制度運営に関して規

定することを目的とする。

（用語の定義）

第２条

デュアル・ディグリー制度とは、本学と国外大学での学位取得要件を充足した者に、両大学で学位を授

与する制度のことである。

（修学期間および身分）

第３条 デュアル・ディグリー取得を目指す学生（以下、「デュアル・ディグリー生」と記す）の修学期

間は、本学で２年、国外大学で２年を基本とする。ただし、修学期間を調整する必要がある場合は、

学長の承認を受けなければならない。

２ 国外大学で修学しているデュアル・ディグリー生は、修学期間中、本学の学籍を維持する在学留学

生として扱う。

（志願要件）

第４条 デュアル・ディグリー取得を志願する者は、以下の要件を満たさなければならない。

（１）本学で１学期以上を修了し、GPAが２．５以上の者。

（２）国外大学の使用言語で受講が可能な者。

（３）学則による懲戒履歴がない者。

（４）海外旅行資格停止などの処分を受けたことがない者。

（申請手続および選抜手続）

第５条 デュアル・ディグリーを志願する学生は、所定の期日までに申請書を学務部に提出しなければな

らない。

２ 学務部は、当該学生の所属する学科と連携し、申請者の資格要件、修学能力などに関して審査を行

い、教務委員会の議を経てデュアル・ディグリー候補生を選抜する。

３ デュアル・ディグリー候補生の選抜が完了したら、学務部は学生の氏名等必要事項を地域・国際交

流センターに通知しなければならない。

４ 前項の通知を受け、地域・国際交流センターは当該学生を特別在学留学生とすることの可否につい

て当該委員会の議を経て決定しなければならない。

５ 本条第３項および第４項を経てデュアル・ディグリー候補生として選抜された学生は、所属教授会

の議を経て、学長の承認を受けなければならない。

（派遣・受け入れ・時期および人数）

第６条 派遣・受け入れの時期は、毎学期開始時とする。

２ 派遣・受け入れの人数は、国外大学との協定による。ただし、両大学間での別途の協議によって、

派遣・受け入れ・人数等の調整をおこなうことができるものとする。
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４．茨城キリスト教大学国外大学とのデュアル・ディグリー制度運営規程
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（登録および授業料）

第７条 デュアル・ディグリー生は、両大学の登録手順により、所定の登録をしなければならない。

２ デュアル・ディグリー生の授業料は、両大学間の協定による。

３ 授業料以外の生活費等は、両大学間の協定によって定める。

（卒業単位認定）

第８条 デュアル・ディグリー生は、国外大学の教育課程を履修しなければならない。

２ 国外大学で履修した科目の成績評価は、当該国外大学の規程により、卒業単位および成績認定は本

学の規程による。

３ 国外大学からのデュアル・ディグリー生の一学期当たりの取得単位の範囲は、本学の学則による。

（学位授与）

第９条 国外大学からのデュアル・ディグリー生は、本学卒業に必要な単位の二分の一以上を取得しなけ

ればならない。

２ デュアル・ディグリー生は、本学と国外大学両校の規程に定められるそれぞれの卒業要件を満たし

た場合に、双方の大学から学位を取得できる。

（遵守事項）

第１０条 デュアル・ディグリー生は、本学と国外大学の学則および諸規程を遵守しなければならない。

２ デュアル・ディグリー生は、出入国管理法および諸般の法規を遵守しなければならない。

（途中放棄）

第１１条 デュアル・ディグリー生は国外大学で修学中、本学学長の承認なく就学放棄および休学はできない。

２ デュアル・ディグリー生として派遣された者が途中放棄する場合、デュアル・ディグリー履修放棄

願を学務部に提出しなければならない。取得済みの単位の扱いについては本学の規程を適用する。

（その他）

第１２条

この規程に明示されていない事項は、国外大学との相互協議により定める。

（改定）

第１３条

この規程の改定は、合同教授会の審議を経て学長がこれを行う。

附 則

１．この規程は、２０１５年４月１日から施行する。

２．この規程は、２０１８（平成３０）年４月１日から施行する。
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（目的）

第１条 この規程は、茨城キリスト教大学（以下「本学」という。）学則第２２条および第２３条により転入

学または編入学を許可された者の、本学入学前の既修得単位の認定に関して必要な事項を定める

ものである。

（単位認定）

第２条 本学２年次に転入学または編入学を認められた者については、１年次生が履修を認められている

卒業要件科目に相当すると認められる科目について、最大３０単位の範囲で本学において修得した

ものとしてその単位を認定することがある。

２ 本学３年次に転入学または編入学を認められた者については、１年次生および２年次生が履修を

認められている卒業要件科目に相当すると認められる科目について、最大６０単位の範囲で本学に

おいて修得したものとしてその単位を認定することがある。

３ デュアル・ディグリー制度により本学に編入学を認められた者については、当該海外提携校との

協議に基づき、卒業要件単位の２分の１を、本学において修得した単位として認定する。

４ 留学に関する協議が成立している外国の大学等から本学への編入学または転入学を認められた者

の既修得単位の認定については、別に定める。

第３条 この規程による単位認定については、学務部長が原案を作成し、当該学科主任および当該学部長、

もしくは学環長の承認を得るものとする。

（改定）

第４条 この規程の改定は、合同教授会の議を経て学長がこれを行う。

附 則

１ この規程は２０１５年４月１日より施行する。ただし、２０１５年度に本学に編入学・転入学を認められ

た者については、この規程により単位の認定を行うものとする。

２ この規程は２０２０（令和２）年４月１日より施行する。ただし、２０２０（令和２）年度に本学に編入

学・転入学を認められた者については、この規程により単位の認定を行うものとする。

３ この規程は、「茨城キリスト教大学編転入学生の入学前の既修得単位の認定、卒業の認定および

学位の授与に関する規程」より「茨城キリスト教大学編転入学生の入学前の既修得単位の認定に

関する規程」に名称変更および改定を行い、２０２４（令和６）年４月１日より施行する。
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５．茨城キリスト教大学編転入学生の入学前の
既修得単位の認定に関する規程
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（目的）

第１条 この規程は本学学則第２１章の各条文に基づき、科目等履修生の取扱いに関し必要事項を定めるも

のである。

（出願資格）

第２条 科目等履修生として出願できる者は、次の各号のいずれかに該当する者とする。

（１）短期大学または高等専門学校を卒業した者。

（２）大学に２年以上在学し、６２単位以上を修得して中途退学した者。

（３）大学を卒業した者。

（４）本学の卒業生で、教職関連科目および各種資格関連科目の修得を希望する者。

（５）本学と提携関係にある外国の大学からの留学生。

２ 外国人については、前項各号のいずれかに該当し、履修する年度の４月より１年間以上の日本在

留資格を有している者。または、本学と提携関係にある外国の大学の留学生。

（受講科目の制限）

第３条 科目等履修生は、本学の開講科目中、次の各号に該当する科目の履修は認められない。

（１）実験・実技関連科目および外国語科目

（２）教職関連科目（教育実習を含む）および各種資格関連科目

（３）その他本学が受講を認めない科目

２ 前項第２号に掲げる科目については、本学の卒業生および大学院生、その他本学がその受講を特

に認めた者に限り、受講できるものとする。

（受講期間）

第４条 受講期間は１年以内とする。ただし、希望により第６条の手続きを経て継続を許可することがあ

る。

（履修単位等の制限）

第５条 科目等履修生が履修できる単位数は３０単位までとする。

（出願手続きおよび審査料）

第６条 科目等履修生を志願する者は、次の各号に定める審査料と書類を期日までに提出しなければなら

ない。ただし本学と提携関係にある外国の大学の留学生については別に定める。

（１）審査料：１０，０００円（本学の卒業生は、５，０００円）

なお、継続する場合、審査料は無料とする。

（２）提出書類：科目等履修生願書、卒業証明書、単位修得証明書、写真１枚

（３）外国人については、前項のいずれかに該当する書類の他、在留資格認定証明書または在留カー

ドの写しを添付すること。

（選考方法および許可）

第７条 科目等履修生の選考は書類審査と面接とし、教務委員会が審査に当たり、学部教授会または学環

会議に諮り許可する。ただし、本学と提携関係にある外国の大学の留学生については別に定める。

（登録料および受講料等）

第８条 科目等履修生として入学を許可された者は、定められた期間内に次の各号に該当する登録料およ
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６．茨城キリスト教大学科目等履修生に関する規程
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び受講料を納入する。ただし、本学と提携関係にある外国の大学の留学生については別に定める。

（１）登録料：８，０００円（本学の卒業生は、４，０００円）

（２）受講料：１単位１７，０００円

（許可の取消）

第９条 前条に定められた納付金を所定の期日までに納入しない場合は、許可を取り消すことがある。

（納付金の返還）

第１０条 既に納入された納入金は、原則として返還しない。

（証明書の発行）

第１１条 科目等履修生から願い出があったときは、単位修得証明書を発行する。

（改定）

第１２条 この規程の改定は、合同教授会の議を経て学長がこれを行う。

附 則

１ この規程は２００５年４月１日より施行する。

尚、この規程の発効をもって「聴講生および科目等履修生に関する規程」は廃止する。

２ この規程は２０１１年４月１日より施行する。

尚、２０１１年度より科目等履修生となることを希望する者については、その募集および審査を２０１０

年度末より行う。

３ この規程は２０１５年４月１日より施行する。ただし、２０１５年度より科目等履修生となることを希望

する者については、その募集および審査を本規程に則り、２０１４年度末より行う。

４ この規程は２０１７（平成２９）年４月１日より施行する。ただし、２０１７年度より科目等履修生となる

ことを希望する者については、その募集および審査を本規程に則り、２０１６年度末より行う。

５ この規程は２０１９（平成３１）年４月１日より施行する。ただし、２０１９年度より科目等履修生となる

ことを希望する者については、その募集および審査を本規程に則り、２０１８年度末より行う。

６ この規程は、「科目等履修生に関する規程」より「茨城キリスト教大学科目等履修生に関する規

程」に名称変更および改定を行い、２０２４（令和６）年４月１日より施行する。
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学内には学生が利用できるコンピュータが下記のとおり設置されています。これらのコンピュータは授

業で使用するほか、IC-UNIPA、電子メールの送受信、ホームページの閲覧、図書館システム、レポート

作成などに利用することができます。全てのコンピュータは茨城キリスト教学園LAN（IC-Net）に接続さ

れており、学内LANを経由してインターネットに接続できるようになっています。コンピュータ教室、

コンピュータ自習室の場所は、次ページの配置図に記載しています。

＜コンピュータ教室＞

焔６号館２階６２０４教室 （Windows１０×４８台）

焔７号館４階７４０１教室 （Windows１０×５２台）

焔１１号館３階１１３０１教室（Windows１０×４８台）

焔１１号館３階１１３０２教室（Windows１０×４０台 ノートPC）

焔シオン館３階３２５教室（Windows１０×４８台）

＜コンピュータ自習室（PC－Room）＞

焔PC－Room（７号館４階７４０２教室） （Windows１０×４０台）

＜利用時間＞

① コンピュータ教室

授業以外でコンピュータ教室を利用できる時間は、掲示でお知らせします。学務部掲示板にて確認

してください。

※夏・冬・春期休業期間については、原則として利用することは出来ません。

② コンピュータ自習室（PC－Room）

PC－Room 月曜日～金曜日 ９：００～２０：００ 土曜日 ９：００～１１：３０

※利用時間は授業時間帯（１時限単位）で区切っています。他の利用者の迷惑にならないよう節度を

もって利用してください。

※授業・年末年始・学内行事による使用不可日は、学務部より掲示にてお知らせしますので確認して

ください。
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７．その他

（１）コンピュータ教室・コンピュータ自習室の利用について
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＜コンピュータの利用方法＞

① 認証方法

ユーザーIDとパスワードはIC-UNIPAと同一です。

② 学生用個人フォルダの割り当て

ユーザー認証に成功すると、学生用ファイルサーバーの中に設定されている個人フォルダを利用す

ることができるようになります（Windows上のライブラリがこの個人フォルダになっています）。フォ

ルダの容量は上限３００MB（メガバイト）です。授業の課題やレポートなど個人のファイルを保存する

ことが出来ます。また、この個人フォルダは、学内のどのコンピュータからログインしても同じとな

ります。

※私用データ（画像や音楽）を保存すると容量超過につながります。容量の追加はできませんので、

個人で管理してください。

③ ユーザーID・パスワードの管理

ユーザーIDとパスワードは、コンピュータを起動させるために必要なだけでなく、自分の個人的な

データが保存されている個人フォルダを開く鍵でもあります。同時にIC-UNIPAへのログインや自分

宛の電子メールを読むための鍵でもありますので、個人の責任において厳重に管理してください。万

一、他人があなたのユーザーIDやパスワードを使った場合、自分の個人情報が盗まれるだけでなく、

悪意のあるものが犯罪行為に利用した際、あなたがその責任に問われることがあります。厳重に管理

すると同時に、パスワードは他の人が推測できないものにしましょう。

＜ユーザーIDと仮パスワードの配付について＞

① ユーザーIDと仮パスワードは、入学時全員に配付します。

② パスワードの変更方法については、履修ガイダンス時に説明します。

③ 仮パスワードは、４月２０日まで有効です。それまでの間に自分だけがわかるパスワードに変更して

ください。

ユーザーIDと
パスワードを入力

ユーザー認証
に成功

Windows
が起動

ネットワーク
に接続される→ → →
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はバリアフリートイレの場所、
それぞれ建物の１階にあります（３号館は３階。
1号館は、1階と5階にあります）。

大学１号館大学１号館

北門守衛所

10号館
３階ピアノ練習室

６号館
２階 6204教室

７号館
４階 情報センター
7401教室
PC Room

シオン館
３階 325教室

11号館
３階 11301教室
３階 11302教室

IC-UNIPAは、さまざまな情報を一つの共有サーバに蓄積することにより、学生・教職員がその情報を

有効に活用することを可能にしたWEBサービスシステムです。各種お知らせ、休講情報の確認をはじめ、

WEB履修登録、シラバス照会、成績照会、授業資料のダウンロード等の機能があり、それらを学内外から

利用できます。

（２）IC-UNIPAについて

１０号館３階にある『ピアノ練習室』は、音楽科目の予習・復習に利用したり、趣味でピアノをひきたい

という学生が利用しています。

希望者は空いている練習室を自由に利用できます。利用の際は、他の利用者の迷惑にならないようモラ

ルをもって使用してください。

（３）ピアノ練習室の利用について

PCRoom・コンピュータ教室・ピアノ練習室配置図
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学生が、教育実習などの正規授業に係る学外実習で授業を欠席する場合は、学務部入口に備え付けの、

「授業欠席届」（下記様式）に記入し、欠席授業１週間前までに授業担当教員へ本人が直接提出すること。

詳細は、各実習に関する説明会や授業等で説明する。

就職活動や個人的事由の場合は、この欠席届の提出は不要である。

なお、当該授業が休講になる場合は、提出しなくてよい。

＜様式＞

（４）正規授業に係る実習による授業欠席届について



１．文学研究科英語コミュニケーション専攻／修士課程………………２３１

２．文学研究科先取り履修制度と３年履修制度について………………２３２

３．生活科学研究科食物健康科学専攻／修士課程………………………２３３

４．生活科学研究科心理学専攻／修士課程………………………………２３４

５．看護学研究科看護学専攻／修士課程…………………………………２３６

大 学 院 に つ い て
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本専攻の教育課程は、英語文学・文化、英語学、英語教育の３分野の専門科目を中心に、基礎科目、関

連科目、研究指導から編成されている。

英語文学・文化の分野では、リベラル・アーツとして英語圏文学および文化を広く学ぶとともに、翻訳

や通訳の理論や技術を修得できる科目も用意している。

英語学の分野では、多様な言語理論に基づく高度な英語分析を行うことにより、英語という言語への理

解を深めることを目標としている。

英語教育の分野は、すでに英語教育に携わっている人や、これから英語教育に携わろうとしている人を

対象に、最新の教育理論をベースとした実践的な授業を提供する。

教育職員免許状の取得

中学校・高等学校教諭一種免許状（英語）を有する者が、本専攻において、教育職員免許法及び同施行

規則に定められている単位を修得した場合、中学校・高等学校教諭専修免許状（英語）を取得することが

できる。

七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七

１．文学研究科英語コミュニケーション専攻／修士課程

英語コミュニケーション専攻科目 （２０２１年度以降）

単位数科目単位数科目

２
２

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

〔関連科目〕
特殊演習 A
特殊演習 B

〔研究指導〕
英語文学・文化研究指導Ⅰ
英語文学・文化研究指導Ⅱ
英語文学・文化研究指導Ⅲ
英語文学・文化研究指導Ⅳ
英語教育学研究指導Ⅰ
英語教育学研究指導Ⅱ
英語教育学研究指導Ⅲ
英語教育学研究指導Ⅳ
英語学研究指導Ⅰ
英語学研究指導Ⅱ
英語学研究指導Ⅲ
英語学研究指導Ⅳ

２
２

２
２
２
２
２
２

２
２
２
２
２
２

２
２
２
２
２
２

〔基礎科目〕
AcademicCommunicationSkillsA（Listening&Speaking）
AcademicCommunicationSkillsB（Reading&Writing）
〔英語文学・文化の分野〕
英語コミュニケーション文化研究Ａ（英語文学・文化概論）
英語コミュニケーション文化研究Ｂ（英語文学・文化演習）
英語コミュニケーション文化研究Ｃ（翻訳概論）
英語コミュニケーション文化研究Ｄ（翻訳演習）
英語コミュニケーション文化研究Ｅ（通訳概論）
英語コミュニケーション文化研究Ｆ（通訳演習）

〔英語教育学の分野〕
英語コミュニケーション教育研究Ａ（英語教育学概論）
英語コミュニケーション教育研究Ｂ（英語教育学演習）
英語コミュニケーション教育研究Ｃ（第二言語習得論概論）
英語コミュニケーション教育研究Ｄ（第二言語習得論演習）
英語コミュニケーション教育研究Ｅ（ICTを活用した英語教育）
英語コミュニケーション教育研究Ｆ（小学校英語教育）

〔英語学の分野〕
英語コミュニケーション言語研究Ａ（形態論・統語論概論）
英語コミュニケーション言語研究Ｂ（形態論・統語論演習）
英語コミュニケーション言語研究Ｃ（意味論・語用論概論）
英語コミュニケーション言語研究Ｄ（意味論・語用論演習）
英語コミュニケーション言語研究Ｅ（応用言語学）
英語コミュニケーション言語研究Ｆ（社会言語学）

備考
研究を行う分野から研究指導８単位を含め１２単位以上、研究を行う分野以外の科目を含め総計３０単位以上
を修得する。（２０２１年度入学生から）



２３２

「先取り履修制度」とは、本学大学院文学研究科への進学を希望する文学部の４年次生が、在学年度の後

期に、大学院科目等履修生として大学院の授業科目を、１０単位を上限に履修できる制度のことです。この

制度を利用して取得した単位については、大学院に進学後、文学研究科が定めた修了要件の一部として認

定されます。なお、科目等履修生の審査料、登録料、受講料は、学部在学生の場合、それぞれ半額となり

ます。

「先取り履修制度」を利用するには？

（１）学務部から「先取り履修可能科目」と「先取り履修希望届・推薦書」を入手します。

（２）履修したい科目の決定および推薦状の依頼

科目等履修生として履修したい科目が決まったら、ゼミの先生に推薦状の作成をお願いしてください。

（３）科目等履修生の申し込み

「先取り履修制度」希望者受付期間（６月）が設定（IC-UNIPA参照）されますので、その期間中

に「先取り履修希望届・推薦書」を提出します。「先取り履修制度」に申し込みができる資格は下記

の通りです。

（４）「先取り履修制度」申込者の面接

（５）「先取り履修制度」許可の確認

（６）科目等履修生として登録

（７）大学院科目履修開始および大学院Ｉ期試験の受験申込

後期の授業開始日から、科目等履修生として大学院の授業を履修し、大学院Ｉ期試験の申し込みを

します。大学院Ⅱ期試験を受験することも可能です。

○３年履修制度について

「３年履修制度」とは、通常よりも時間をかけて研究し、修士号を取得する希望を持つ学生のための制

度です。この「３年履修制度」のメリットは、３年間の在籍に対して、学納金は２年分で済みますので、

１年間で支払う金額が軽減されることです。

◎「２年」、「３年」、いずれの履修制度を選択するのが最適であるか、大学院の試験を受験する前に、事

前相談を受けて、慎重に検討してください。事前相談は入試広報部で受け付けています。
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２．文学研究科先取り履修制度と３年履修制度について

１）茨城キリスト教大学文学部に３年以上在学し、かつ卒業要件単位１０８単位以上取得している者。
２）３年次までのGPAが２．５以上の者。
３）９月の大学院文学研究科Ｉ期入学試験に出願予定の者。



２３３

茨城キリスト教大学大学院生活科学研究科食物健康科学専攻（修士課程）では、食物を介した人間の健
康における諸問題を科学的に探究し解決する能力を養い、食品管理、健康管理、医療、食育分野で地域社
会に貢献する人材の養成を目指す。
基本となる教育・研究のフィールドとして、「食物科学」と、「人間栄養学」の２分野を配置した。
「食物科学」分野では、食物中の機能成分、危害因子等、人間の健康やQOL（QualityofLife）に影響を
与える因子を研究し、食品機能分析、食品有害物質対策等の専門技能をみがく。
「人間栄養学」分野では、摂取後の栄養素の機能発現、食物と健康や疾病との関係を神経機能など心の
側面からも研究し、専門職業人としての知識技術を身につける。
また、両分野の発展系として［専門応用科目］と［食教育支援科目］の科目群を設けて、高度な専門性

と倫理性を培い、崇高な精神、高い指導力を有する教育者の養成を目指す。
修了することにより、修士（食物健康科学）の学位が授与されるほか、中学校・高等学校教諭（家庭）

の一種免許状の取得者、栄養教諭一種免許状の取得者は、必要な単位を履修することにより、それぞれの
専修免許状を取得することができる。昼夜間開講制、３年間の長期履修制度を設けているので、仕事をも
ちながらの学びも可能である。
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３．生活科学研究科食物健康科学専攻／修士課程

食物健康科学専攻科目

単位数科目単位数科目単位数科目

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

２
２
２
２
２
２
２
２
２

専門関連分野
〔専門応用科目〕
分子栄養学特論
栄養生理学特論
神経栄養学特論
神経生理学特論
病態臨床栄養学特論
保健統計学特論
食教育特論
人間栄養学特論Ⅳ
ライフステージ栄養学特論
医療栄養学特論
食行動科学特論
食品開発特論
調理科学特論
〔食教育支援科目〕
教育方法学特論
教育方法学演習
教育支援特論
教育支援演習
臨床心理学特論
障害者支援特論
障害児教育研究
発達心理学特論
発達心理学演習

２
２
２
２
１
８

〔人間栄養学分野〕
人間栄養学特論Ⅰ
人間栄養学特論Ⅱ
人間栄養学特論Ⅲ
人間栄養学演習
人間栄養学特別実習
人間栄養学特別研究

２
２
２
２
１
８

〔食物科学分野〕
食物科学特論Ⅰ
食物科学特論Ⅱ
食物科学特論Ⅲ
食物科学演習
食物科学特別実習
食物科学特別研究

備考
・生活科学研究科を修了し修士の学位を得るためには３０単位以上を修得しなければならない。
・専門教育を構成する「食物科学」、「人間栄養学」の２分野を総合的に履修するため、各分野の特論Ⅰ、Ⅱ、
Ⅲの３科目６単位、合計１２単位必修の履修のほか、修士論文を含め、専攻する分野の選択科目１１単位の履修、
及び選択科目７単位以上の履修が必要（修了要件３０単位以上）。

（２０１９年度以降）



２３４

茨城キリスト教大学大学院生活科学研究科心理学専攻（修士課程）では、建学の精神の下、心理に関す

る支援や研究を行う上で求められる優れた思考力・判断力・表現力とともに倫理性の深化を通して、将来、

高度専門職業人として託された責務を適正に行い、広く市民の福祉に貢献する人材の育成をめざしている。

心理学専攻を修了した者には、修士（心理学）の学位が授与される。また公認心理師法の定めに従い、

学部教育においてすべての指定科目を取得済みの者であり、かつ本専攻において同法が定めるすべての大

学院指定科目を修得した者は、課程修了と同時に公認心理師国家試験受験資格を得ることができる。公認

心理師には、いじめや不登校、自死・自殺、虐待など、現代社会において専門的介入によって当事者やそ

の関係者の心理や生活の質の向上、発達の支援等に寄与することが期待されている。

本専攻の教育課程は、「基礎科目」「応用科目」「実習科目」の３群から構成されている。

「基礎科目」群は、人間の心身の健康に関する科学的・専門的知識を深めるための根幹となる講義科目が

配置されている。

「応用科目」群には、心理学の理論と技能との相互連環と有機的な関連付けを図るための講義および演習

科目が配置されている。「心理学課題研究Ⅰ～Ⅳ」は、自ら批判的思考を持って研究に従事することを通し

て現代社会における心理社会的課題を読み解く能力とともに心理専門職として科学的視点を持って実践に

臨む能力を養うことをめざすものであり、その成果は修士論文として結実される。

「実習科目」群は、「心理実践実習Ⅰ～ⅢB」から構成されている。「基礎科目」と「応用科目」の各群に

おいて培われた専門知識と技術を病院や学校等、学内外における実習協力施設において実際に試行、体現

する学びを通して実践者として求められる力の涵養を図る。

本専攻では、これらの学修を通して、心理に関する支援や研究を遂行する優れた思考力・判断力・表現

力の醸成を図る。
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４．生活科学研究科心理学専攻／修士課程

心理学専攻科目

単位数科目単位数科目単位数科目

２
２
2
2
2

〔実習科目〕
心理実践実習Ⅰ
心理実践実習ⅡA
心理実践実習ⅡB
心理実践実習ⅢA
心理実践実習ⅢB

2
2
2
2
2
2
2

2

2
2
2
2
2

〔応用科目〕
保健医療分野に関する理論と支援の展開
福祉分野に関する理論と支援の展開
教育分野に関する理論と支援の展開
司法・犯罪分野に関する理論と支援の展開
産業・労働分野に関する理論と支援の展開
心理的アセスメントに関する理論と実践
心理支援に関する理論と実践
家族関係・集団・地域社会における心理支援に
関する理論と実践
心の健康教育に関する理論と実践
心理学課題研究Ⅰ
心理学課題研究Ⅱ
心理学課題研究Ⅲ
心理学課題研究Ⅳ

２
２
２
２

〔基礎科目〕
生活科学研究法
生活科学特論
心理学特論A
心理学特論B

備考
「心理学課題研究Ⅰ～Ⅳ」の８単位を含め、総計３０単位以上を修得しなければならない。

（２０２２年度以降）
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２３６

すべての人のよき生を支える研究能力または高度の専門職性の育成をめざし、共通科目、専門共通科目、

専門科目を配置し、履修者が実践と理論を往還し深化をはかる講義群を編成している。特に演習科目や実

技・実習科目では、グループ・ディスカッションやプレゼンテーション、模擬授業や臨床講義等のアクテ

ィブ・ラーニングをとおして知識・技能の習熟を図るとともに、課題解決に主体的に向き合う態度や思考

力・判断力・表現力の育成を図る。また、学生同士または教員と研究に励む経験を通して実践的ボランタ

リズムや公正性を深化させる。

看護マネジメント学、看護教育学、生活支援看護学、発達支援看護学、精神看護学の５分野を設置して

いる。看護教育学分野では養護教諭専修免許状取得に必要な科目群、生活支援看護学分野では高度実践看

護師教育課程（慢性看護、クリティカルケア看護）を設置し、研究能力のみならず高度の専門職性を育成

する。

１年次には実践者、研究者、教育者、高度な専門職業人となりうる基本的能力を獲得できるよう、２年

次においては看護学に関連する研究テーマをもち、研究に取り組み、修士論文や課題研究論文を作成でき

るよう構成している。

社会人が仕事を継続しながら学べるよう昼夜開講制や長期履修制度を導入している。

七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七

５．看護学研究科看護学専攻／修士課程
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看護学専攻科目 （２０２４年度以降）

単位数科目

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

〔共通選択科目〕
保健統計学特論
教育方法学特論
発達心理学特論
カウンセリング特論
栄養生理学特論
障害者支援特論
マネジメント特論
ヘルスアセスメント特論
病態生理学特論
臨床薬理学特論

２
２
２
２
２
２
２
２
２

〔専門共通科目〕
看護学研究法特論
看護理論特論
看護倫理特論
ヘルスプロモーション特論
コンサルテーション特論
看護管理学特論
看護教育論
看護政策論
地域看護論

２
２
２
４
４

専門科目
〔看護マネジメント学分野〕
看護マネジメント学特論Ⅰ
看護マネジメント学特論Ⅱ
看護マネジメント学演習
看護学特別研究（看護マネジメント学）Ⅰ
看護学特別研究（看護マネジメント学）Ⅱ

２
２
２
２
２
２
４
４

〔看護教育学分野〕
看護教育学特論Ⅰ
看護教育学特論Ⅱ
看護教育学演習
養護実践特論Ⅰ
養護実践特論Ⅱ
養護実践演習
看護学特別研究（看護教育学）Ⅰ
看護学特別研究（看護教育学）Ⅱ

２
２
２
２
２
２
２
２
４
４
２
２
２
２
２

〔生活支援看護学分野〕
慢性看護学特論
慢性看護学援助特論Ⅰ
慢性看護学援助特論Ⅱ
慢性看護学援助特論Ⅲ
慢性看護学援助特論Ⅳ
慢性看護学演習Ⅰ
慢性看護学演習Ⅱ
慢性看護学実習Ⅰ
慢性看護学実習Ⅱ
慢性看護学実習Ⅲ
課題研究（慢性看護学）
生活支援看護学特論Ⅰ
生活支援看護学特論Ⅱ
生活支援看護学特論Ⅲ
生活支援看護学特論Ⅳ

単位数科目

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
４
４
２
２
３
５

生活支援看護学演習Ⅰ
生活支援看護学演習Ⅱ
生活支援看護学演習Ⅲ
生活支援看護学演習Ⅳ
急性期看護学特論
急性期看護学援助特論Ⅰ
急性期看護学援助特論Ⅱ
急性期看護学援助特論Ⅲ
急性期看護学演習Ⅰ
急性期看護学演習Ⅱ
急性期看護学演習Ⅲ
急性期看護学演習Ⅳ
看護学特別研究（生活支援看護学）Ⅰ
看護学特別研究（生活支援看護学）Ⅱ
課題研究（クリティカルケア看護学）
クリティカルケア看護学実習Ⅰ
クリティカルケア看護学実習Ⅱ
クリティカルケア看護学実習Ⅲ

２
２
２
２
２
４
４

〔発達支援看護学分野〕
発達支援看護学特論Ⅰ
発達支援看護学特論Ⅱ
発達支援看護学特論Ⅲ
発達支援看護学演習Ⅰ
発達支援看護学演習Ⅱ
看護学特別研究（発達支援看護学）Ⅰ
看護学特別研究（発達支援看護学）Ⅱ

２
２
２
４
４

〔精神看護学分野〕
精神保健学特論
臨床精神看護学特論
精神看護学演習
看護学特別研究（精神看護学）Ⅰ
看護学特別研究（精神看護学）Ⅱ

２
２
２
２

養護教育支援科目
教授学習心理学特論
教授学習心理学演習
学校カウンセリング特論
特別支援教育特論

〈備考〉

・論文コースの場合は、共通選択科目６単位以上、
専門共通科目８単位以上、専門科目の中から８単
位以上、看護学特別研究Ⅰ・Ⅱ各４単位の合計３０
単位以上を修得しなければならない。

・CNSコースの場合は、共通選択科目６単位以上、
専門共通科目８単位以上、看護専門科目１４単位以
上、看護学実習１０単位以上、課題研究２単位の合
計４０単位以上を修得しなければならない。
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施設案内図および教員研究室配置図
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七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七

施設案内図および教員研究室配置図

避定指時害災■

ンオシ、館号８学大Ｃ★
館号11、館号１学大Ｂ★
館号01、館号３学大Ａ★

所場難避

、館育体南学大、館ン
館書図、館育体北学大、館

、館

、ずてわあ、はに時害災
前事、ていつに所場難避
Ｂ、Ａ★らか所場の内学

会生学、館ンイザデ
館号５、館号４学大Ｄ★
、トーコスニテ学大

。うょしまし動行てい着ち落
。うょしまきおてし認確に前
。すまし難避次１にＤ、Ｃ、

寮草若、館会
、館ラアキ、館号７、館号６、館

スウハブラク

門門守守北北北 守守衛所衛守門門北

】時生発震地【
地＜＜ ＞＞法処対の時生発震地

発がルイサミ道弾
国全（トーラアＪ＜＜

設すい車：

ーラアＪらか国、合場たれさ射発
法方処対の時令発）ムテスシ報警時瞬国

所場置設

発がト
＞＞法

。すまし開再を
指難避の避退外屋（①

】後静沈震地【

。いさだくて
防を散飛のスラガ窓⑦
ドは生学の近付アド⑥
の机、れ離らか際窓⑤
を頭で物ち持や類衣④
まるす化静沈がれ揺③
ょしまし処対に静冷②
を身の身自分自ずま①

】時生発震地【

合場のしな送放→無有の）送放示指

ドンイラブ・ンテーカ、めたぐ防
くてし保確を口出、てし放開をアド
くてっ守を身、りぐもにどな下の
くてっ守を身らか物下落、い覆を
。いさだくてし機待で場のそでま

。うょ
。いさだくてっ守を

】合場るいに内学大【
かるれ離らか窓・
】合場るいに内屋【
守を部頭てせ伏
なが物建にく近・
丈頑り限るきで・
】合場るいに外屋【
令発がトーラアＪ※
指のそず必、は
自をトーラアＪ※

。いさだく
下以はに際たれさ令
発がルイサミ道弾

業授、合

め閉をド
。いさだく
。いさだ
。いさだ

。るす動移に屋部いなの窓、か

。る守
地、かす隠を身に陰物、は合場いな

。るす難避に下地や物建な丈

だくてし動行てい着ち落らたれさ令
。いさだくてっ従に示指

きで認確を容内のそ、し信受ら

保確を全安の身、し動行にうよの下
ラアＪらか国、合場たれさ射発

に面地

。いさだ

合場た

てし保
発がト

す認確を出退の員全⑦
ょしまち保く低を勢
階は動移のへ階下上⑥
避の者傷負や者害障⑤

）等」いさだく
アドの前は分半前「（
でいなし到殺に口出④
けつを気分十に震余③
指、合場のりあ送放②

。すまし開再を

コばれきで（物建１
力子原＜＜

くでいなれ離らかプールグでのるす
けいはてし用使をターベレエ。うょ
の動移。いさだくてし用使を段階
。いさだくてしトーポサを難避

かアドのろ後は分半ろ後、らかア
。いさだくで
。うょしまけ

動移へ所場難避定指てっ従に示指

閉をアドり入に）製トーリクン
＞＞法方処対の時生発害災力

合場たれさ令発
4：8てしと則原※
安の身てっ従に
いに外屋「の記上
場の外間時業授・

。いさだく
いさだくてっ守
けだるきで、い
たるめどとに限
窓ばれあで能可
場の中間時業授・
】合場るいに内学大【

。いさだ
。んせまけ
姿は際の

て出らか

。すまし動

くてめ閉 送放内構急緊らか部務学、はに合
ラアＪに間のでま02：91らか0

。いさだくてし保確を全安
動行の」合場るいに内屋「」合場るい

合場

動行てっ従に示指の者当担業授。い
なるれ隠に下の机てれ離らか窓け
窓でドンイラブやンテーカにめた
散飛のスラガ窓にらさ、め閉を窓

合場

難避で
がトー

針指動

てし動
を身ど
覆を窓
小最を

てけ開をンテーカ４
扇気換・ンコアエ３
さだくてめ閉を窓２

。いさだ
コばれきで（物建１

。いさだく
。いさだくてめ止を扇

。い

閉をアド、り入に）製トリクン

ホ学大やAPINU-CI
に令発トーラアＪ

】他のそ【
が合場す促を等
合場たれさ令発くてめ閉

。すましせら知おでジーペムーホ
合場るず講を置措の講休、りよに

。すまりあが
送放内構急緊らか部務学、はに合

、はに合

難避で
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◇施設案内図

●１号館

〈５階〉

〈４階〉

〈３階〉

1305
原口

1304
佐藤
（真）

D
N

U
P

屋外階段

屋外階段

屋外階段

男子
トイレ

女子
トイレ

男子
トイレ

男子
トイレ

女子
トイレ

女子
トイレ

Study Area

Study Area

ユニバーサル
トイレ EV

EV

EV

地域・国際交流センター 多目的エリア（MPA）

グローバル・
エクスチェンジ・
エリア
（ＧＥＡ）

グローカルラウンジ

1407
柳橋

1408
小幡（幸）

1409
稲野邉

1410
天野

1411
三輪

1406
共同
研究室

1405 1404
穂積

1403
演習室

1402
演習室

1401
講義室

室
湯
給

室
湯
給

1416
印刷室

1415
McShane

1414
Dzyabko

1413
鈴木敦

1412
沼館

1307
中島

1308
清水（悦）

1309
飛田

1310
髙野

1311
久保

1306
保育実習
指導室
分室

1316
文学部長室

1315
藤原

1314
梶井

1313
橋本

1312
村山

1303
演習室

1302
演習室

1301
講義室

C
（グローカルラウンジＣ）

Ｂ
（グローカルラウンジＢ）

Ａ
（グローカルラウンジＡ）

DN

DN

D
N

U
P
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●１号館

〈２階〉

〈１階〉

副学長室
会議室

庶務課事務部
DX推進室

保育実習
指導室

1202
講義室

1201
講義室学長室

応接室

D
N

U
P

1

3

5

15

屋外階段

ユニバーサル
トイレ

ブース４

学術研究
センター

入試広報部

ブース３

ブース２

ブース１

男子
トイレ

男子
トイレ

女子
トイレ

女子
トイレ

Study Area

EV

EV

室
湯
給

公務員試験対策室

キャリア支援センター
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階段

階段

会議室会議室

財務課

応接室

教職員
女子トイレ

教職員
男子トイレ

役員室・
事務局長室

監査室

EV

理事長秘書室・
企画調査室

●３号館

〈２階〉

講師室

客員教授室

階段

階段

EV

名誉教授室

〈５階〉

〈３階〉

〈４階〉

3306

33073304

3305 3301

3303

3302

EV
階段

階段

女子トイレ 男子トイレ

バリアフリー
トイレ

バルコニー

女子トイレ 男子トイレ

給湯
室

34103406

3403
34023404

3405 3401

3407

3409

3408

階段

階段

EV

入試広報
倉庫



２４３

教
女子会議室

教職員
男子トイレ

階段

階段

ロビー

総務課

管財課

総務部

教職員
女子トイレ

認定子ども園
事務室

応接室

小会議室

EV

エントランスエントランス

〈１階〉

●３号館

●４号館

〈２階〉

〈１階〉

4202

4203
廊下

廊下

階段

4201
生活科学研究科
実験室

生活科学研究科
院生室

生活科学研究科
院生室

4204

★ AED（自動体外式除細動器）設置

大学院
共同
演習室

女子
トイレ

男子
トイレ

バリアフリー
トイレ



２４４

●５号館

〈２階〉

〈１階〉

機械室 男 子
トイレ

エントランス 講師室 倉 庫

5100 5104

女子トイレ

階段

廊 下

5101 5102 5103

オフィス
スペース

女子トイレ

インターン
オフィス

階 段

廊 下

5201 5202 5203 5204



２４５

●６号館

EPS 男子トイレコピー
ルーム

女子トイレDN
UP

DN

UP
階段階段

EVEV

湯沸室

PSPS

6409青木

6408藤島

心理福祉学科
共同研究室

心理福祉学科
実習教育室

6405

6404

6403目黒

黒澤

6402会田

6401桐井

6418朴

6417山中

6416櫻井

6415望月（珠）

6414富樫

6413呉

6412荒田

髙橋（晃）6411

石川6410

〈４階〉 〈３階〉

男子トイレ

6306
演習室

6305
演習室

6304

6302
社会コミュニケーション

実験室

6310
社会福祉実習室

6309
介護実習室

6308
演習室

6301
心理学基礎実験室

6307

廊下

女子トイレ

6303
発達・臨床
実習室

EPS

DN
UP

階段階段
EVEV ＰＳＰＳ

DN

UP

〈２階〉

男子トイレ

6202
6204

コンピュータ教室

機械室

62016203
臨床栄養実習室

廊下

女子トイレDN
UP

EPS

DN

UP
階段

EV
PS

〈１階〉

EPS

6101
実習食堂6102

食品加工室

前室

UP

ロビー

エントランス
管理室更衣室４

女子トイレ

PS

UP

風除室

6103
集団給食室

バリアフリー
トイレ

EV

★

★ AED（自動体外式除細動器）設置



２４６

ポーチ

ポーチ
ロビー

機械室

生活科学
部長室

更衣室3 更衣室1

EV

EV
ホール

プロパン
ボンベ室

受
水
槽

エントランス
ホール

7103

栄養教育・
調理研究室

7102
栄養教育・調理実習室

7101
栄養教育実習室

エントランス

測定室
教職員
女 子
トイレ

女 子
トイレUP

更衣室2

助手控室
2

助手控室
1

食物健康
科学科
共同研究室

UP

階段階段階段

男子トイレ

小西

EV

ELV
ホール

7306
栄養学
研究室
飯島

7305
生理学実験室

UP
DN

7304
公衆衛生
研究室
加藤

7301
標本室-1

7302
標本室-2

7303
低温室 UPDN

EPSEPSEPS

廊下

女 子
トイレ

男 子
トイレ

吹抜

ホール・廊下
EV

ELV
ホール

7208
動物実験室
兼飼育室

7210 研究室
田井UP

DN

7207
微生物実験室

7205
卒業研究
実験室

7203
精密機器室

7201
理化学実験室

7204大貫
食品学研究室

7206
臨床栄養学
研究室
梶田

UPDN

EPSEPSEPS

吹抜吹抜吹抜

暗室

7202
エーテル 室

DN
女 子
トイレ

7209
栄養指導
研究室
坂倉

EV

ELV
ホール

7401
コンピュータ教室

7402

情報センター
UPDN

EPSEPSEPS
女 子
トイレ

●７号館

〈４階〉
（情報センター）

〈２階〉

〈３階〉

〈１階〉



２４７

宇野
小野（恵）

原島

松永

池袋

白木

栗原（加）

男子
トイレ

女子
トイレ

若林

宇留野

渋谷

大内

栢内

鈴木（陽）

長津

海野

小幡（明）

小野（加）

荒木

男子
トイレ

女子
トイレ

収納庫

8413

叶多

前田

8401
（シミュレーションセンター）

女子
トイレ

男子
トイレ

女子
トイレ

男子
トイレ

バリアフリー
トイレ

小池
8105

●８号館

〈４階〉

〈２階〉

〈３階〉

〈１階〉
8211

演習室 4b

8210
演習室 4a

8208
演習室 3a

8209
演習室 3b

8212

男子
トイレ

女子
トイレ

★ AED（自動体外式除細動器）設置



２４８

●10号館

●キアラ館

〈２階〉
女子
トイレ

男子
トイレ

10204
音楽教室

10205
佐藤（希）

〈３階〉
女子
トイレ

男子
トイレ

ⅡⅡ

〈４階〉

〈１階〉

エント
ランス

〈２階〉

１ 礼拝堂
２ キリスト教センター事務室
３ チャプレン室
４ リエゾン・オフィス
５ アリーナ
６ 男子トイレ
７ 資料センター
８ メディテーション・ルーム
９ 総長室
10 アッパー・ルーム
11 女子トイレ

〈１階〉
女子
トイレ

男子
トイレ

10101

10102
準備室

エ
ン
ト
ラ
ン
ス

★

★ AED（自動体外式除細動器）設置



２４９

東海林 髙木

11401
経営学
部長室

11301 11302

11305

11201

11205 11206 11207

11202 11203 講師室

11306 11307（11308） 11309 11310

11303 11304

2階へ

学務部学務課

教務担当

学生生活担当

保健室

談話室
スチューデントラウンジ

コンピュータ教室 コンピュータ教室

11402
菅野
（雅）

11403
申

11404
田口

11405
渡部

11406
栗原
（正）

11407
成田

11408
M共研

11409
江尻

11410
E共研

11411
岩間

11412
細谷

11414
C共研

11415
中山

11416 11417
清水
（博）

11428
鈴木
（晋）

11429 11431
勝山

11432
染谷

11433
藤野

11434
村上

11435
志賀

11436
入山

11418
古井

11419
米岡

11421 11422
長谷川

11423
澤端

11426 11427
印刷室

11424
佐藤
（和）

11425

未来教養学環長室

レ
イ
ト
子
女

室
湯
給

ビュー
ラウンジ

レ
イ
ト
子
男

レ
イ
ト
子
女

レ
イ
ト
子
男

レ
イ
ト
子
女

レ
イ
ト
子
男

バリアフリートイレ

エントランス

11413

11430

EV

EV

EV

EV

レ
イ
ト
子
女

レ
イ
ト
子
男

3階へ

2階へ

2階へ

3階へ

3階へ

3階へ

4階へ

3階へ

2階へ

2階へ

1階へ

4階へ

Yodtomorn

11420
古山

●11号館

〈４階〉

〈３階〉

〈２階〉

〈１階〉

★ AED（自動体外式除細動器）設置



２５０

●シオン館

女子
トイレ

男
子
ト
イ
レ

〈２階〉

梶原

野田

泉

清原

木下

園部

豊田

池内

髙橋（和）

菅野（弘）

平子

角田

（徹）

山川

國見

小石川

CALL教室

女子
トイレ

男子
トイレ

中村

シ324

シ325

岡野

澤井

〈３階〉

公務員
対策室

〈４階〉

１
２ 教職支援センター（相談室）
３ 教職支援センター
４ ミーティングルーム
５ カウンセリング子育て支援センター事務室
６ 子育て支援室１（講座室）
７ 子育て支援室２（アンネローゼ）
８ ラウンジ
９ ユニバーサルトイレ（みんなのトイレ）
10 ロッカー室
11 エントランス
12 カウンセリング研究室 相談室１
13
14 講師室
15
16 清掃員控室
17 倉庫
18 職員更衣室
19 教職員女子トイレ
20 教職員男子トイレ
21
22 資料室
23 機械室
24 大会議室
25
26 カウンセリング研究室 相談室２
★ AED（自動体外式除細動器）設置

〈１階〉



２５１

視聴覚特設

ルームE ルームD

誌
雑
術
学

メインカウンター
コピー機

女子トイレ
男子
トイレ

女子トイレ

バリアフリー
トイレ

レ
イ
ト
子
女

男子
トイレ

●図書館

〈２階〉ラーニング・コモンズ

〈１階〉

〈地下１階〉

★ AED（自動体外式
除細動器）設置



２５２

●大学南体育館
１ ２階大フロアー
２ 女子更衣室
３ シャワー室・トイレ
４ 教材・厚生倉庫
５ 卓球室
６ 講義室
７ テニスフロアー
８ 玄関
９ ホール
10 救護室
11 体育教員室
12 研究室
13 研究室
14 シャワー室
15 男子トイレ
16 女子トイレ
17 シャワー室
18 男子更衣室
19 倉庫
★ AED（自動体外式除細動器）設置

〈１階〉

●デザイン館

１ 研究室
２ 男子トイレ
３ 女子トイレ
４ 倉庫
５ 実習室１
６ 電気炉室
７ 研究室
８ 倉庫
９ 事務室
10 実習室２

10

9
8

7 小室

〈２階〉 3

2 4

5

6

1 佃

〈１階〉

●大学北体育館

１ 大フロアー
２ 男子ロッカールーム
３ 男子シャワールーム
４ 男子トイレ
５ 救護室
６ 管理室
７ 玄関・ホール
８ バリアフリートイレ
９ 女子トイレ
10 女子ロッカールーム
11 女子シャワールーム
12 機械室
13 放送室
14 教材用倉庫
15 厚生用倉庫
16 トレーニング室
★ AED（自動体外式除細動器）設置

〈２階〉



２５３

１ 宿泊室（21）
２ 〃 （22）
３ 〃 （23）
４ 〃 （24）
５ 〃 （25）
６ 〃 （26）
７ 〃 （27）
８ 吹抜ホール
９ 機械室
10 倉庫

11 女子トイレ
12 湯沸室
13 洗濯室
14 洗面所
15 脱衣室
16 シャワー室
17 浴室

〈２階〉

18 教職員用宿泊室（31）
19 〃 （32）
20 〃 （33）
21 宿泊室（34）
22 〃 （35）
23 〃 （36）
24 〃 （37）
25 〃 （38）
26 倉庫
27 湯沸室
28 洗面所
29 男子トイレ
30 会議室
31 屋上庭園

〈３階〉

バリアフリー
トイレ

★ AED（自動体外式除細動器）設置

〈１階〉

●クラブハウス

１
２ All Sports
３ 風まかせの唄
４ 野外活動サークル
５ ICメディア編集部
６ 極真空手部
７ バドミントン部
８ 軟式野球部
９ バレーボール部

〈１階〉

●学生会館

〈２階〉

10 美術部
11 エレキテルB.B.F.
12 写真部
13 軽音楽部
14
15 学園祭実行委員会
16 学生自治会
17 吹奏楽団
18 C＆M

19 Futsal 部
20 シネマ研究会
21 児童文化研究会
22 ソフトテニス部
23 華道部
24 ボードゲームサークル
25 クラブ連合委員会



２５４



２５５

＜＜台風・暴風雨の接近等に伴う対応指針＞＞
茨城キリスト教大学教務委員会

（１）常磐線が台風・暴風雨等の理由によって大甕駅を含む区間において運行停止となった場合の授業実施
については次のイ）、ロ）の通りとし、授業が休講となる場合は IC-UNIPA上でその旨掲示する。
イ）当日６時の段階で運行停止となっている場合、１・２時限の授業を休講とする。
ロ）当日９時の段階で運行停止となっている場合、３時限以降の授業も休講とする。
なお、大甕駅を含む区間が計画運休となった場合には、（１）の指針にかかわらずイ）またはロ）の休
講を指示することがある。

（２）茨城県北部（県央地域・県北地域）に「特別警報」または、「大雨、大雪、暴風、暴風雪の警報」が発
令された場合（洋上のみの発令は除く）の授業実施については次のイ）～ニ）の通りとし、授業が休講
となる場合はIC-UNIPA上でその旨掲示する。
イ）当日６時の段階で警報が発令中の場合、１・２時限を休講とする。
ロ）当日６時を過ぎ８時４０分までの間に警報が発令された場合（発令中を含む）、１・２時限を休講とする。
ハ）当日９時を過ぎても警報が解除されない場合、３時限以降の授業も休講とする。
ニ）授業実施中、警報が発令された場合、校内放送その他手段により休講を通知する。休講となった場
合は、速やかに全ての授業等（サークル活動等を含む）を終了し帰宅することとする。

（３）その他、緊急の場合には学長の判断により休講とする。
（４）上記理由にかかわらず、状況に応じて授業実施の（休講ではない）場合もあるので、必ず IC-UNIPA

上の掲示で休講の確認をすることとする。
（５）上記理由により授業が休講となる可能性が極めて高いと判断される場合は、IC-UNIPA上の掲示に注

意するよう喚起する。
（６）ネットワーク障害、停電等生じた場合は掲示できないことがある。その場合は、身の安全を優先して、

各自の行動を判断することとする。
（７）定期試験実施日における取扱も上記の通りとする。
（８）学外実習等に関しては、別途指示が出される場合がある。
（９）上記の措置で休講となった授業・試験については、別途日程を調整のうえ代替の授業・試験を実施する。

以上

＜＜地震発生時の対処法＞＞

【地震発生時】
①まず自分自身の身を守ってください。
②冷静に対処しましょう。
③揺れが沈静化するまでその場で待機してください。
④衣類や持ち物で頭を覆い、落下物から身を守ってください。
⑤窓際から離れ、机の下などにもぐり、身を守ってください。
⑥ドア付近の学生はドアを開放して、出口を確保してください。
⑦窓ガラスの飛散を防ぐため、カーテン・ブラインドを閉めてください。

【地震沈静後】
①（屋外退避の避難指示放送）の有無→放送なしの場合、授業を再開します。
②放送ありの場合、指示に従って指定避難場所へ移動します。
③余震に十分気をつけましょう。
④出口に殺到しないでください。
（「前半分は前のドアから、後ろ半分は後ろのドアから出てください」等）
⑤障害者や負傷者の避難をサポートしてください。
⑥上下階への移動は階段を使用してください。移動の際は姿勢を
低く保ちましょう。エレベータを使用してはいけません。

⑦全員の退出を確認するのでグループから離れないでください。

【避難場所への移動】
①指定の避難場所へ避難しましょう。
②衣類や持ち物で頭を覆い、落下物から身を守ってください。
③窓ガラスや外壁等の落下物に注意してください。
④地面の亀裂や陥没、隆起に注意してください。
⑤避難場所では教職員の指示に従ってください。

＜＜原子力災害発生時の対処方法＞＞

１ 建物（できればコンクリート
製）に入り、ドアを閉めてく
ださい。

２ 窓を閉めてください。
３ エアコン・換気扇を止めてく

ださい。
４ カーテンを開けてください。



＜＜Ｊアラート（全国瞬時警報システム）発令時の対応方法＞＞

弾道ミサイルが発射された場合、国からＪアラートが発令された際には以下のように行動し、身の安全を
確保するようにしてください。

※Ｊアラートを自ら受信し、その内容を確認できた場合は、必ずその指示に従ってください。
※Ｊアラートが発令されたら落ち着いて行動してください。

【屋外にいる場合】
・できる限り頑丈な建物や地下に避難する。
・近くに建物がない場合は、物陰に身を隠すか、地面に伏せて頭部を守る。

【屋内にいる場合】
・窓から離れるか、窓のない部屋に移動する。

【大学内にいる場合】
・授業時間中の場合
可能であれば窓を閉め、さらに窓ガラスの飛散を最小限にとどめるためにカーテンやブラインドで窓を
覆い、できるだけ窓から離れて机の下に隠れるなど身を守ってください。授業担当者の指示に従って行
動してください。

・授業時間外の場合
上記の「屋外にいる場合」「屋内にいる場合」の行動指針に従って身の安全を確保してください。

※原則として、８：４０から１９：２０までの間にＪアラートが発令された場合には、学務部から緊急構内放送で避
難等を促す場合があります。

【その他】
Ｊアラート発令により、休講の措置を講ずる場合には、IC-UNIPAや大学ホームページでお知らせします。






